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ま　　え　　が　　き


わが国の農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等


先端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後はその基盤である生物


遺伝資源の確保はますます重要となっている。


しかしながら，現在わが国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の拡


大に的確に応えていくためには不十分であり，また欧米諸国に比して立ち遅れている状況


にある。さらに地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合，品種の均一化，熱帯林


の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急速に減失してしまう恐れがあり，生物遺伝資源


の保存が緊急の課題となっている。


このため昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年度


から）の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種苗管理センター，


家畜改良センターおよび林木育種場の機関の機能と立地条件を生かし，これらの各機関の


有機的，組織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入および保存を行うとともに，


それらの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源および遺伝育種情報


を国公立試験研究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用システム（農林水産ジー


ンバンク）の整備を進め，遺伝資源，遺伝育種情報の収集，管理の充実強化を図っている


ところである。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，動物遺伝資源部門について平成


4年度の事業実績を取りまとめたものである。動物遺伝資源を利用した試験研究，技術指


導，事業の円滑を推進等に役立てていただければ幸いである。


平成5年7月


農業生物資源研究所長


藤　巻　　　宏
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1．動物遺伝資源部門事業実施体制







1）動物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，動物遺伝資源部会（以下「部


会」という）を設置する。この部会は，動物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資


するため，省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，


事業の運営に関する基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中か


ら部会長が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源


研究所遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，動物遺伝資源の収集，管理，利用などの事業の運営に関する基本的事項に


ついて協議する。


（5）庶　　務


部全の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


2）動物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領・構成


（1）運営要領


（彰　設置日的


動物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ


（以下，WGと略す）を設ける。


②　構　　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研


究室長等で構成する。WGの事務局長は，動物遺伝資源部会の事務局長とする。


③　WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，


報告等に必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊


密な連携を図り，この分野の円滑な活動に資する。
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④　事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の


承認のもとに実施する。計画の詳細等については，事務局長がWGに依頼して検討


を行い部会長の承認の基に実施し部会に報告する。


（9　幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名すること


ができる。また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者


から指名し，検討チームを必要な時期に設けることができる。


⑥　庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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3）動物遺伝資源部会運営体制


（1）全　体


動物遺伝資源部会


部会長　農業生物資源研究所長


副部会長　高庇試験場長


〃　　　生物研遺伝資源調整居


CJ


センターバンク


農業生物資源研究所


事　務　局


事務局長　生物研　遺伝資源調整官


〃　　遺伝資源第一部長


〃　　遺伝資源第二部長


畜　試　育種部長


生物研　動物探索評価研究チーム長


〃　　動物保存研究チーム長


畜　試　育種資源研究室長


※必要に応じて関係場所の担当官を


参加させることができる


ワーキンググループ


生物研　動物探索評価研究チーム


〃　　動物保存研究チーム


畜　試　育種第三研究室


′／　育種資源研究室


〃　　繁殖第一研究室


蚕昆研　遺伝素材研究室


〃　　遺伝子工学研究室


家衛試　実験動物研究室


家畜改良センター種畜課


育種部，繁殖部


蚕糸・昆虫農業技術研究所　遺伝育種部


家畜衛生試験場　　　　　　研究第一部，鶏病支場


家畜改良センター


十勝牧場


茨城牧場


長野牧場


岡崎牧場


兵庫牧場
鳥取牧場


宮崎牧場


（日高牧場）


（新冠牧場）


（奥羽牧場）


（岩手牧場）


（中国牧場）


（熊本牧場阿蘇支場）


（宮崎牧場鹿児島支場）


担当動物


牛，豚，めん羊，山羊
うさぎ，鶏，みつばち


蚕


実験用動物


馬


豚


うさぎ，（山羊）


鶏


鶏


牛（肉用牛）


めん羊，（豚）


（牛（乳用牛））


（牛（乳用牛））


（牛（肉用牛））


（めん羊）


（豚）


（牛（乳用牛））


（牛（肉用牛））


（）：当初カウント分


管理運営会議


サブバンク


畜産試験場







（2）動物遺伝資源センターバンク運営体制


農業生物資源研究所


（組　　　織） （担　　　当） （業　務　内　容）


動物遺伝資源管理運営責任者 所　長


動物遺伝資源委員会


委員長：遺伝資源調整官


委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


動物遺伝資源の管理


運営に関する助言


動物遺伝資源管理者 遺伝資源調整官


管理運営責任者の補


佐，WGの開催，実


務の責任者
（WG：ワーキンググループ）


動物遺伝資源管理運営委員


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


動物探索評価研チーム長


動物保存研チーム長


遺伝資源管理情報科長


情報システム研チーム長


業務管理課長


分担研究チーム・室 センターバンク機能 サブバンク機能


動物探索評価研究チーム


動物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


情報システム研究チーム


業　務　管　理　課


探索，収集，評価に関す
る立案，協議，実務


保存，増殖，管理に関す
る立案，協議，実務


品質管理に関する立案，
協議，実務


情報システムに関する立
案，協議，実務


受入，配布に関する立案，
協議，実務


各種動物遺伝資源の


探索，収集，評価


各種動物遺伝資源の


収集，保存，管理


［左に準ずる］


［左に準ずる］


［左に準ずる］
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（3）動物遺伝資源サブバンク運営体制


①　畜産試験場


（組　　　織） （担　　　当） （業　務　内　容）


動物遺伝資源管理運営責任者 場　長
管理運営の全般にわ
たる総括責任


動物遺伝資源管理者 育種部長
管理運営責任者の補


佐


動物遺伝資源管理運営委員


育種部長


繁殖部長


企画科長


育種資源研究室長


育種第3研究室長


繁殖第1研究室長


その他関係室長


サブバンク管理運営
（文書受付・発送等


の窓口業務，遺伝資
源の収集管理，特性
情報の管理等），セ
ンターバンクとの連


絡・協議，WGへの
参加


分　　担　　研　　究　　室


育種部　育種第1研究室


育種第2研究室


育種第3研究室


育種資源研究室


動物第1管理室


動物第2管理室


動物第3管理室


繁殖部　繁殖第1研究室


生殖細胞移植研究室


大動物の情報管理，
特性評価


中動物の情報管理，


特性評価


蜜蜂の情報管理，特
性評価，保存


家禽類の情報管理，
特性評価


反動動物の保存，特


性評価


家禽類の保存，特性


評価


［豚の保存，特性評価］


精子での保存と技術
開発


受精卵での保存と技


術開発
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②　家畜衛生試験場


（組　　　織） （担　　　当） （業　務　内　容）


実験動物遺伝資源管理運営責任者 場　長
管理運営の全般にわ


たる総括責任


実験動物遺伝資源管理者 研究第一部長
管理責任者の補佐，


実務の責任者


実　験　動　物　遺　伝　資　源


管　理　運　営　委　員　会


委員長：研究第一部長


委　員：実験動物研究室長


寄生虫研究室長


免疫細胞研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付・発送な


どの窓口業務，遺伝


資源の収集管理，特


性情報の管理等），
センターバンクとの


連絡・協議，WGへ
の参加


分　　担　　研　　究　　室


実験動物j肝安室
実験動物の種・系統
の受入れ，維持，配
布および台帳の整理


寄生虫研究室 実験動物の維持およ
び寄生虫に対する特


性評価


免疫細胞研究室 実験動物の免疫学的


特性の評価


鶏　病　支　場 実験動物としての鶏


系統の維持，疾病特
性の評価
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③　蚕糸・昆虫農業技術研究所


（組　　　織） （担　　　当） （業　務　内　容）


蚕遺伝資源管理責任者 所　長
管理運営の全般にわ


たる総括責任


蚕　遺　伝　資　源　管　理　者 遺伝育種部長
管理責任者の補佐，
実務の責任者


蚕遺伝資源管理運営委員会


委員長：遺伝育種部長


委　員：遺伝子工学研究室長


遺伝素材研究室長


研究交流科長


サブバンク管理運営


（文書受付・発送窓


口業務，遺伝資源の
収集管理，特性情報


の管理等），センター


バンクとの連絡・協


議，WGへの参加


分　　担　　研　　究　　室 遺伝素材研究室 蚕（全般）の収集，保
存，増殖，評価及び
評価データのとりま
とめ，保存法の開発
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④　家畜改良センター


（組　　　織） （担　　　当） （業　務　内　容）


サブバンク管理運営責任者 所　長
管理運営の全般にわ


たる総括責任


サ　ブ　バ　ン　ク　管　理　者 技術部長
管理運営責任者の補


佐


サブバンク管理運営委員会


委員長：技術部長


事務局：技術部種畜課長


委　員：十勝牧場長


長野牧場長


茨城牧場長


岡崎牧場長


兵庫牧場長


鳥取牧場長


宮崎牧場長


サブバンク管理運営


（文書受付・発送等


の窓口業務）（遺伝資


源の収集・管理）（特


性情報の管理等）セ
ンターバンクとの連


絡・協議，WGへの


参加，種類別責任者


としての業務


分　　　担　　　牧　　　場


十　勝　牧　場


長　野　牧　場


茨　城　牧　場


岡　崎　牧　場


兵　庫　牧　場


鳥　取　牧　場


宮　崎　牧　場


家畜（馬）の収集・特
性評価及び保存


家畜（山羊・兎）の収
集・特性評価及び保
存


家畜（豚）の収集・特
性評価及び保存


家禽の収集・特性評


価及び保存


家禽の収集・特性評
価及び保存


家畜（肉用牛）の収集


・特性評価及び保存


家畜（めん羊）の収集
・特性評価及び保存
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4）動物遺伝資源部全委員


所　　　属　　　　　　職　　　名　　　　　　　　氏　　　　名


〔学識経験者〕


国立遺伝学研究所


麻布大学獣医学部


日本実験動物協会


助教授


教　授


副会長


村上　昭雄


田名部雄一


上松　嘉男


〔場　　　所〕


畜産試験場 場　長


育種部長


繁殖部長


蚕糸・昆虫農業技術研究所　遺伝育種部長


家畜衛生試験場 研究第一部長


家畜改良センター


農業生物資源研究所


技術部長


所　長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


（副部会長）宍戸　弘明（4年7月まで）


小宮山鐵朗（4年8月から）


小林　春雄（4年7月まで）


三上　仁志（4年8月から）


花田　　章


木村　　滋


柏崎　　守（4年9月まで）


湊　　　一（4年10月から）


青沼　明徳


（部会長）日野　稔彦（4年9月まで）


藤巻　　宏（4年10月から）


（副部会長）鈴井　孝仁


中川原捷洋


田中　弘敬（5年1月まで）


大石　孝雄（5年2月から）
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5）動物遺伝資源部会ワーキング・グループ構成員


所　　属・職　　名　　　　　　　　　　　　氏　　　名


畜産試験場育種第三研究室長


畜産試験場育種資源研究室長


畜産試験場繁殖第一研究室長


蚕糸・昆虫農業技術研究所遺伝素材研究室長


蚕糸・昆虫農業技術研究所遺伝子工学研究室長


家畜衛生試験場実験動物研究室長


家畜改良センター種畜課長


農業生物資源研究所遺伝資源調整官


農業生物資源研究所遺伝資源第一部長


農業生物資源研究所遺伝資源第二部長


奥村　隆史


大石　孝雄（5年1月まで）


桝田　博司


返田　助光


田村　俊樹


福田　勝洋


分部喜久男


鈴井　孝仁


中川原捷洋


田中　弘敬（5年1月まで）


大石　孝雄（5年2月から）


農業生物資源研究所動物探索評価研究チーム長　　　小畑　太郎


農業生物資源研究所動物保存研究チーム長　　　　　居在家義昭
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2．平成4年度動物遺伝資源部門会議の
開催及び検討事項







1）動物遺伝資源部会


（1）挨　拶


部会長


動物遺伝資源部会議事録


日時：平成5年2月19日㈲13：30～16：40


於：農業生物資源研究所第2号本館会議室


藤巻農業生物資源研究所所長


農林水産技術会議事務局　　荒幡連絡調整課課長補佐


（2）議　事（進行：大石遺伝資源第二部長）


①　平成4年度運営体制，部会委員，ワーキンググループ委員について


転任等に伴う部会委員の変更について報告された。ワーキンググループの第1回


と第2回打ち合わせ会議の議事録を確認した。各場所の運営体制を整理した体制図


について報告され承認された。


②　第1期事業の概要の報告及び第2期事業への取り組み


これまでの経過と計画の報告が，資料に基づき技会事務局よりあった。第1期事


業はおおむね順調に進んでおり，第2期事業を計画に基づいて進めていくことが報


告された。


③　平成4年度事業実施実績報告ならびに平成5年度事業実施計画の検討


ィ．収集計画：平成4年度の収集点数は，生物研は豚4点と鶏6点（いずれも凍結


精液），畜試は鶏1点，蚕昆研は蚕受精卵を12点，家衛試はマウス1点，改良セン


ターは馬と牛を各1点であった。平成5年度は，生物研は牛4点，豚1点，鶏3


～4点（いずれも凍結精液），畜試は鶏3～4点，蚕昆研は蚕受精卵2点，家衛試


はマウスとマメジカ各1点，改良センターは牛2馬と山羊1点の収集を計画して


いる。


ロ．遺伝資源の評価・維持：各バンクとも特性調査マニュアルに基づいて，ほぼ予


定通りに調査されているとの報告があった。


ハ．情報の管理運営：生物研から，平成4年度に動物遺伝資源部門実績報告書，動


物探索調査報告（第3号）を印刷配布したこと，動物遺伝資源特性調査成績（第


1巻）を印刷中であることが報告された。畜試からは，梅山豚の特性調査成績が


印刷中であることが報告された。平成5年度は，生物研では動物遺伝資源部門実


績報告書，動物探索調査報告（第4号），動物遺伝資源保存管理マニュアルの出版
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を，また畜試においても印刷物を計画している。


こ．委員からの意見：収集については，系統単位だけでなく特定の有用形質につい


て遺伝子単位で収集する考え方が出され，また収集点数の中味（収集頭数など）


について配慮する必要があるとの意見が出された。これらの指摘は，保存管理マ


ニュアルの中で考慮していくことにした。収集する遺伝資源が有用であるかどう


かの評価は時代によって変化するものであり，評価基準をあまり厳密にしないで，


有用になる可能性のあるものを収集することが望ましいとの意見があった。日本


鶏などは，わが国が責任を持って保存する必要があり，実用性だけでなく広く考


えて保存してほしいとの要望があった。外国の動物種（ラクダ等）については，


日本での保存だけでなく国際協力の中で考える必要性が指摘された。蚕はゲノム


解析で注目されており，外国との研究協力が今後の課題であるとの意見が出され


た。その他，始原生殖細胞の利用など，遺伝資源の保存と利用に関する実用技術


開発の重要性が指摘された。


ホ．海外フィールドサーベイ：平成4年度の海外フィールドサーベイについては，


インドネシアのカリマンタンとジャワ島を中心に実験用動物の調査を実施した家


衛試の福田室長から報告があった。


平成5年度以降の海外フィールドサーベイ計画については，生物研から計画の


概略が説明された。平成5年度はインドシナ半島（ベトナム等）の牛と豚の探索


調査を中心とした第1案，マレー半島の鶏と野鶏の探索調査を中心にした第2案


が提案された。具体的な計画は，今後関係機関で協議することで了承された。平


成6年以降の計画については，次回のワーキンググループの打ち合わせ会議で協


議することで了承された。


④　動物遺伝資源保存管理マニュアル（仮題）について


生物研より保存管理マニュアル（案）の概略が説明された。凍結生殖質細胞の保


存必要数は，動物種の保存技術水準，品種の復元に利用可能な近縁集団の存在など


を考慮して，永久保存，増殖，配布に区分して策定することになるが，動物種ごと


に次年度において検討することで了承された。なお次年度に，各動物について保存


数値の他，精液の採取法や保存法を掲載した「動物遺伝資源保存管理マニュアル」


（仮題）として印刷する案が示された。今後の具体的な作業は，生物研が窓口になっ


て行うことで了解された。
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⑤　その他


資料の動物種の表記について，できるだけ統一するように事務局で検討すること


になった。農林水産省で扱う動物遺伝資源は，当面農業に関連するものを主体にす


るとの意見が出された。液体窒素による保存は，管理上のトラブルから一切を失う


危険があり，その対策の重要性が指摘された。動物細胞の取扱いについて意見が出


された。
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平成4年度動物遺伝資源部会出席者名簿


平成5年2月19日


所　　　属　　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　氏　　名


日本実験動物協会


麻布大学獣医学部


国立遺伝学研究所


農林水産技術会議事務局


畜産試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


家畜改良センター


〃　　　　十勝牧場


農業生物資源研究所


／1


副会長


教　授


助教授


連絡調整課長補佐


連絡調整課


場　長


育種部長


繁殖部長


遺伝育種部長


研究第一部長


実験動物研究室長


技術部長


場　長


所　長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第二部主任研究官


業務管理課長


動物探索評価研究チーム長


動物探索評価研究チーム


動物保存研究チーム長


動物保存研究チーム


上　松・嘉　男


田名部　雄　一


村　上　昭　雄


荒　幡　克　己


櫻　　　玲　子


小宮　山鐵朗


三　上　仁　志


花　田　　　章


木　村　　　滋


湊


福　田　勝　洋


青　沼　明　徳


林　　　茂　昭


藤　巻　　　宏


鈴　井　孝　仁


中　川　原捷洋


大　石　孝　雄


関　沢　邦　雄


船　木　兼　隆


小　畑　太　郎


武　田　尚　入


居在家義昭


菊　地　和　弘
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2）ワーキンググループ打ち合わせ会議


第1回打ち合わせ会議議事録


日時：平成4年10月26日田）13：30～16：40


於：農業生物資源研究所第2号本館会議室


（1）挨　拶


農業生物資源研究所　　　　鈴井遺伝資源調整官


農林水産技術会議事務局　　荒幡連絡調整課課長補佐


（2）議　事（進行：中川原遺伝資源第一部長）


①　平成4年度運営体制，部会委員，ワーキンググループ委員について


転任等に伴う部会委員，ワーキンググループ構成員の変更について報告された。


旅費などの関係で家畜改良センターからの部会委員数の変更について，連絡調整


課から説明があり了承された。


現在の運営体制を整理した体制図について討議された。次回ワーキング打ち合わ


せ会議で固める方向で，センターバンクで字句の統一等の詰めを行うことにした。


②　平成4年度事業実施計画の検討


ィ．収　　集　　計　　画：平成4年度の収集計画は，交渉中のものを含めて，


生物研は鶏凍結精液6点と豚凍結精液4点，畜試は


鶏生体1点，蚕昆研は蚕受精卵12点，家衛試はマウ


ス生体1点，改良センターは馬個体1点と牛個体＋


凍結精液1点と報告された。蚕昆研では，遺伝研で


廃棄される系統について，緊急性があり収集するこ


とにした。また，改良センターでは牛の導入につい


て，導入の必要性が高い鳥取系統にした。


ロ．遺伝資源の評価・維持：各サブバンクともおおむね順調に推進されていると


の報告があった。


ハ．情　報　の　管　理　運　営：生物研からは平成3年度実績報告書，探索調査報告


書（第3号）の発行，特性調査成績書の発行計画が，


畜試からは，梅山豚の特性調査成績の発行計画が報


告された。蚕昆研からは，今年度の分譲がかなり多


いこと，および保存している種の特徴の指標として，
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幼虫や繭の映像化を図る計画が報告された。


こ．海外フィールドサーベイ：今年度のフィールドサーベイについては，家衛試福


田室長が11月10日より11日間，インドネシアにおい


て，マメジカ，小型豚，小型ヤギ等の生息状況，飼


育状況を調査し，わが国への導入の可能性を検討す


ることが報告され了承された。


③　第2期事業への取り組みについて


技会事務局よりこれまでの経過と情勢報告があり，第2期計画の具体化に向けて，


生体保存から生殖質保存へシフトする必要性が報告された。これに対して，液体窒


素保管容器など施設等ハード面でのバックアップが要請された。


④　動物遺伝資源保存管理マニュアル（仮題）について


動物遺伝資源の生体保存は，予算や施設的に拡張しにくい状況にあり，特性評価


を終了した品種等で，可能なものは生殖質の凍結保存へ移行することが望ましい。


このためには，事業の中で保存すべき数量などのガイドラインを策定する必要があ


る。また，数十年後の利用を考えると，凍結保存した生殖質細胞の融解法が統一さ


れていることが必要である。そこで，動物遺伝資源の保存管理マニュアルの作成に


ついて検討した。


凍結生殖質細胞の保存必要数は，動物種の保存技術水準，品種の復元に利用可能


な近縁集団の存在などを考慮して，永久保存，増殖，配布に区分して策定する。動


物種ごとの主たる検討担当場所は，


牛　　　　　　　畜試，家畜改良センタ一


馬　　　　　　　家畜改良センター


めん羊・ヤギ　　畜試，家畜改良センター


豚　　　　　　　畜試，家畜改良センター


鶏　　　　　　　畜試，家畜改良センター


ウサギ　　　　　家衛試


実験動物　　　　家衛試


蜜蜂　　　　　　畜試


蚕　　　　　　　　蚕昆研


であり，センターバンクが中心になって次回のワーキング打ち合わせ会議に素案を
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提出する。また，凍結生殖質細胞の融解法については，生物研および畜試が中心と


なって整理することで了承された。


（9　特性調査成績書の作成について


今年度印刷予定の特性調査成績書については，年度内に発行できる見込みである


ことが報告された。


⑥　その他


昨年度に作成した都道府県動物遺伝資源日銀について報告があり，印刷物が回覧


された。


これまでにデーターベース化した動物遺伝資源パスポートデータについて，入力


データの最終確認を行うよう，各担当部門に依頼された。


平成5年度の海外フィールドサーベイについて検討した。探索調査地としては，


第2期計画で挙げているインドシナ半島，マレー半島以外に，ネパール，インド，


バングラデシュ等が候補として示された。特にベトナムについては未調査であり，


調査の必要性が指摘された。具体的にはセンターバンクで実施計画を立て，次回の


ワーキング打ち合わせ会議で提案することで了承された。
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ワーキング・グループ第1回打ち合わせ会議出席者名簿


平成4年10月26日胴）


所属・職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名


農林水産技術会議事務局


連絡調整課長補佐


連絡調整課


畜産試験場


育種第三研究室長


育種資源研究室長


繁殖第一研究室長


蚕糸・昆虫農業技術研究所


遺伝素材研究室長


遺伝子工学研究室長


家畜衛生試験場


実験動物研究室長


家畜改良センター


種畜課長


農業生物資源研究所


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部主任研究官


遺伝資源管理情報科長


動物探索評価研究チーム長


動物探索評価研究チーム


動物保存研究チーム長


業務管理課長


業務管理課業務係長


荒　幡　克　己


櫻　　　玲　子


奥　村　隆　史


大　石　孝　雄


桝　田　博　司


返　田　助　光


田　村　俊　樹


福　田　勝　洋


分　部　喜久男


鈴　井　孝　仁


中川原　捷　洋


関　沢　邦　雄


宮　崎　尚　時


小　畑　太　郎


武　田　尚　入


居在家　義　昭


舟　木　謙　隆


高　梨　元　樹


一18－







3）ワーキンググループ打ち合わせ会議


第2回打ち合わせ会議議事録


日時：平成5年2月12日蝕13：30～16：50


於：農業生物資源研究所第2号本館会議室


（1）挨　拶


農業生物資源研究所　　　　鈴井遺伝資源調整官


農林水産技術会議事務局　　荒幡連絡調整課課長補佐


（2）議　事（進行：大石遺伝資源第二部長）


①　ワーキンググループ構成員の一部変更および報告事項について


転任等に伴うワーキンググループ構成員の変更について報告された。生物研遺伝


資源第二部長として大石部長が新しく就任した。動物遺伝資源部全委員に麻布大学


田名部雄一教授が新たに加わった。


第1回打ち合わせ会議の議事録を確認した。第1回打ち合わせ会議で提案された，


動物遺伝資源のセンターならびにサブバンクの運営体制について報告された。


②　平成4年度事業実施実績報告ならびに平成5年度事業実施計画の検討


ィ．収集計画：


平成4年度の収集点数は，生物研は豚4点と鶏6点（いずれも凍結精液），畜試


は鶏1点，蚕昆研は蚕受精卵を12点，家衛試はマウス1点，改良センターは馬と


牛を各1点であった。平成5年度は，生物研は牛4点，豚1点，鶏3～4点（い


ずれも凍結精液），畜試は鶏3～4点，蚕昆研は蚕受精卵2点，家衛試はマウスと


マメジカ各1点，改良センターは牛2点と山羊1点の収集を計画している。マメ


ジカをインドネシアから導入する予定の家衛試から，検疫その他に要する費用の


予算的措置について要望が出された。また山羊（韓国在来種）の導入を予定して


いる改良センターから，導入費の予算的措置について要望が出された。


ロ．遺伝資源の評価・維持：各バンクとも特性調査マニュアルに基づいて，順調に


調査されているとの報告があった。


ハ．情報の管理運営：


生物研から，平成4年度に動物遺伝資源部門実績報告書，動物探索調査報告（第


3号）を印刷配布したこと，動物遺伝資源特性調査成績（第1巻）が印刷中であ


り年度内に配布できることが報告された。畜試からは，梅山豚の特性調査成績書
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を年度内に出版できることが報告された。蚕昆研では，蚕の特性評価情報のデー


タベース化を始めた。平成5年度は，生物研では動物遺伝資源部門実績報告書，


動物探索調査報告（第4号），動物遺伝資源保存管理マニュアルの印刷を計画して


いる。蚕昆研では，幼虫繭のビデオ映像化を予定していることが報告された。


こ．海外フィールドサーベイ：


平成4年度の海外フィールドサーベイの概要について，家衛試の福田室長から


報告された。インドネシアのカリマンタンを中心に実験用動物の調査が実施され，


現地ではマメジカ，在来ヤギならびに小型のブタ（バリブタ等）が飼育されてお


り，多くの成果が得られたとの報告があった。


平成5年度以降の海外フィールドサーベイ計画については，生物研から計画の


概略が説明された。平成5年度はインドシナ半島（ベトナム等）の牛と豚の探索


調査を中心とした第1案，マレー半島の鶏と野鶏の探索調査を中心にした第2案


が提案された。具体的な計画は，今後関係機関で協議することになった。平成6


年以降の計画については，次回のワーキンググループの打ち合わせ会議で協議す


ることが提案された。


ホ．その他


家衛試では，無毛ビーグルの凍結精液による保存を生物研の協力で試みること


が紹介された。改良センターから，現在維持している黒毛和種（鳥取花系）が高


齢のため胚が採取できる状態ではないとの報告があり，検討の結果，凍結精液で


維持することで了承された。生体で収集した動物遺伝資源は生殖質細胞の採取に


努めるが，採取不能な状況になった場合，ワーキンググループの打ち合わせ会議


の場で，その後の方針を決定することが提案了承された。


③　動物遺伝資源保存管理マニュアル（案）の検討


生物研より保有管理マニュアル（案）の概略が説明された。具体的な目標値（数


値）に関して，牛については数字が大きすぎる（改良センター），馬については凍結


精液の品質について技術的に難しい（改良センター），緬山羊についての凍結精液は


やっていない（改良センター），鶏の生体保存に関して数が少ない（畜試），蚕に関


しては「蛾」単位の表示を再検討し，他動物と整合性のとれた数値とする（蚕昆研），


イヌの項目で凍結精液を加える（家衛試），ミツバチに関しては表の通りでよい（畜


試）などの意見が出された。今後，各動物について生物研を窓口に個別に数値を再
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検討することになった。


なお次年度に，各動物について保存数値の他，精液の採取法や保存法を掲載した


「動物遺伝資源保存管理マニュアル」（仮題）として印刷する案が示された。今後の


具体的な作業は，生物研が窓口になって行うことで了解された。


④　その他


動物遺伝資源を民間に譲渡する際の方法について討議された。遺伝資源を多くの


人々に優ってもらうためには一部資源の民間譲渡が有効であるが，オリジナリティ


の問題があるので，公益法人等を介した方法などもあるとの考えが示された。事業


の拡張にともなう実施機関内での担当場所の追加拡充に関して討議された。そして


機関内の追加分担については，基本的にはその機関において決定できることが示さ


れた。
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舟　木　謙　隆
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4）平成4年度動物遺伝資源の収集一覧


動　 物


鶏


豚


鶏


蚕


マ　 ウ　 ス


馬


牛


品　 種　 系　 統


バ　 フ　 コ　ー　 チ　 ン


薩　　　 摩 (白笹)


ブ　　 ラ　　　　　 マ


中　　　 軍　　　 鶏 -


軍　　　　　　　 鶏


白レグ(アンソニー系)


民　　　　　　　　 豚


中 ヨー ク シ ャ ー


ラ　ン　 ド　レ　ー　 ス


大 ヨ ー ク　シ ャ ーー


比　　　 内　　　 鶏


p ; N p


熊- f l


m o - 2


P W a


P Sa-1Y


b 1 - 1 1 2


M K - 1


r1 - 1


E HE NM-1


褐　 色　 斑　 点　 蚕


lW - C


M m o　t - 2


A　　　 L　　　 S


アロキサン糖尿誘発


北海道和種


黒　 毛　 和　種


収集形態


凍結精液〃〃〃〃〃


パ


パ


//


//


個　　 体


受 精 卵〃〃〃〃　_〃〃〃〃〃〃〃


個　　 体


個　　 体


個　　 体


凍結精液


機　　　 関


農業生物資源研究所〃〃〃〃〃


パ


パ


パ


パ


畜　 産　 試　 験　 場


蚕　糸　 昆　 虫　農　業


技　 術　 研　 究　 所〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃


家 畜 衛 生 試 験 場


家畜 改 良 セ ン ター


//


導　 入　 先


東　　 京　　 都〃〃〃〃〃


新　　 潟　　 県


長　　 野　　 県


東　　 京　　 都


北　　 海　　 道


秋　　 田　　　 県


遺　 伝　　 研〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃


岡　 山　 大　 学


北　　 海　　 道


広　　 島　　 県


備　 考


突然変異種〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃


l
!　　　 合　　 計　　　　　　 26点
l







3．平成4年度動物遺伝資源部門事業実績







1）農業生物資源研究所における事業実績


（1）遺伝資源の収集


部 , 室


遺　 資　 二


動　 保　 研


動　物


鶏


豚


品種, 系統


バ フ　 コ　ー チ　 ン
薩　　 摩 (白笹 )
ブラ　ー　マ
中　　 軍　　 鶏
軍　　　　　　 鶏
白レグ(アンソニー系)


東　 北　 民　 豚
中 ヨー ク シ ャ ー
(豚 コレラ検定用系)
ラ　ン ド　レ ー ス
大 ヨー ク シ ャ ー


導 入 形 態 ,・点 数


凍 結 精 液　　 1


〃　　　　　 1〃　　　　　1


1/・　　　　 1 .〃　　　　　1


1/1　　　 1 ‾


凍 結 精 液　　 「〃　　　　　1〃　　　　　-1


・〃　　　　　 1


導入先


東京畜 試〃〃〃


ノ/〃


新 潟 県


長̀ 野 -・県 -


東 京 都
北 海 道


備考


合　　　　　 計 10


（2）遺伝資源の評価


動　 物


牛


豚


鶏


品　 種, 系　 統


ブ　ラ　 ー　 マ　 ン


サンタガート・ルーディス


ハ ロ セ ン 陽 性 豚
ラ　 ン　 ド　レ　ー　 ス


(タテヤマ L )
ラ　 ン　 ド　レ　ー　 ス


(ボウ ソウ L ) 1
フ　 ン　 ド　レ　ー　 ス


(ア キ ヨシL )
デ　 ュ　 ロ　 ッ　 ク


(ボウ ソウ D )


東　　　 天　　　 紅
(茨　 城 .系


声　　　　　　　 良
(茨　 城　 系)


萄　　　　　　　 鶏 .
(茨　 城　 系)


軍　　　　　　　鶏
(茨　 城 ・系)


岐　 阜　 地　鶏　
(茨　 城　 系)


名　　　 古　　　 屋 .
(茨城 改良系)


名　　　 古　　　 屋
(茨　 城　 系


ロードアイランドレッド
(茨　 城　 系)


横斑 プ リマス ロ ッ ク
(茨　 城　 系)


。ニ ューパ ンフ ン ヤ.-
(茨　 城　 系)


部 , 室


遺 1 資　 一


動　 探　 研


特　 性　 調　 査


1次　 2 次　 3 次


〇　　 〇
〇　　 〇


〇　　 〇


〇　　 〇


〇　　 〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


主要調査 項 目


形 態 ,体 重 ,体 型
交雑利用性等(文献)


形 態 ,体 重 ,体 型


繁殖性,交雑利用性
隼 献)


形態，体重，体型
繁殖性，交雑利用性


（文献）


合　　　　　 計 1 2 ` .早・ ∴5







（3）遺伝資源の維持


動物


牛


豚


鶏


品 種 , 系 統


ブ　 フ　 ー　 マ　 ン


サンタガー ト・ルーディス


ラ　 ン　 ド　 レ　 ー　 ス


ハ ロ セ ン 陽 性 豚 )ラ　ン　 ド　 レ　 ー　 ス


(タ テ ヤ マ L )
ラ　 ン　 ド　 レ　 ー　 ス


(ボ ウ ソ ウ L )
ラ　 ン　 ド　 レ　 ー　 ス


(ア キ ヨ シ L )
デ　 ュ　 ロ　 ッ　 ク


(ボ ウ ソ ウD )


東　 北 1民　 豚


中 ヨ ー ク シ ャ ー
(豚 コ レ ラ検 定 用 系 )ラ　ン　 ド　 レ　 ー　 ス


(エ　　　 ド) `
大 ヨ ー ク シ ャ ー


(ハ マナ スW )


車天紅(茨城 系 )


声　　　　　　　　 良蜀(茨 城 系 ) 鶏


(茨　 城　 系 )
軍　　　　　　　 鶏（茨城系）


岐阜地 鶏
(茨　 城　 系 )


名　　　 古　　　 屋


名古屋(茨 城改良 系 )
(茨　 城　 系 )


ロー ドアイラン ドレッ ド
(茨　 城　 系 )


横 斑 プ リマ ス ロ ッ ク
(茨　 城　 系 )


ニ ュ ー ハ ン プ シ ャー
(茨　 城　 系 )


バ　 フ　 コ　 ー　 チ　 ン


薩　　　 摩 (白笹 )


ブ　　 ラ　　　　　 マ


中　　　 軍　　　 鶏


軍　　　　　　　 鶏


白 レグ(アン ソニー 系)


部 , 室


遺 資二


動保 研


ワー キ ン グ


形　 態 点 数


生 殖 細 胞


ノ/


生 殖 細 月ギ〃〃〃〃〃〃〃〃


1


1


1


1


1


1


パ


パ


パ


パ


//


パ


パ


パ


パ


//


パ


パ


パ


パ


パ


パ


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1 ・


1


1


ベ ー ス


形 態 ' 点 数


1


1


1


1


1 °


ア クテ ィブ


形態 点数
.備考


合　　　　　 計 1 22 5° I


（4）情報の管理・運営
①　平成3年度農林水産省ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書


②　郵物探索調査報告（第3号）
③　動物遺伝資源の特性調査成績（第1巻）







2）畜産試験場における事業実績


（1）遺伝資源の収集


部 , 室


育　　 種
動 2 管理室


動　 物


鶏


品種, 系統


比内鶏
(日本 鶏)


導入 形態, 点数


生　　 体　 1


導入先


秋由県


備考


合　　　　　 計 1


（2）遺伝資源の評価


動 物


牛


水 牛


山羊


豚


鶏


ミツバチ


とム


品種, 系統


魯　 西　 黄　 牛


沼　 沢　 水　 牛


ト　　 カ　　 ラ


梅　　 山　　 豚


ゲッチンゲンミニ豚


土　 佐　 地　 鶏


ア　 ロ　ウ　 カ　ナ


日　　 本　 蜂


部 , 室


繁殖, 繁 殖 1 研


繁殖 , 繁殖 1 研


育種, 動 1 管理室


育種, 動 3 管理 室他


育種, 動 3 管理 室他


育種, 動 2 管理 室
育種 資源研〃


育種 , 育種 3 研


特　 性　 調 一査


1 次 2 次 3 次


○ ○


○


○ ○


○


○


○


○


○


○ ○


主要特性調査項目


!形 乳 体重, 体


: 型 (文献 )


繁 殖性,産 肉性,
産 乳性,‾労役性
(文献)


体 重, 体型, 繁
:殖 性, 生理特性


飼料 利用性, 繁
l殖 性, 産 肉性


仕 重, 体型, 薬


理 特性, 繁殖性
(文献 等)


繁 殖性, 産 卵性〃


環境適応性, 行
動特性, 生理 遺


伝 的特性


合　　 計 I　　　　　 l ‾1 l 4 l 7 1







（3）遺伝資源の維持


郵物


牛


水牛


山羊


めん羊


豚


鶏


ウズラ


うきざ


ミツバチ


品種 , 系統


口　　　 之　　　 島


魯　　 西　　 黄　　 牛


沼　　　　　　　　　 沢


シ　　　　　　　　　　　バ


ト　　　　 カ　　　　 ラ


フィニ ッシュラン ドレース


ランドレー ス(ハロセン陽性)


梅　　　 山　　　 豚


ゲ ッチ ン ゲ ン ミニ 豚


対　 馬　 地　 鶏


土　　 佐　　 地　　 鶏


比　　　 内　　　 鶏


ア　 ロ　 ウ　 カ　 ナ


フ　 ァ　 イ　 オ　 ミ


白色 レグホーン (卵殻貿)


白色 レグ ホー ン (d w )


白色 レグ ホー ン (D W )


家　　　 禽　　　 系


野　　　　 生　　　　 系


先 天 性 神 経 異 常 系


体 欠 '損　 ウ サ ギ
(ニュージーランドホワイト)


ダ　　　　 ッ　　　　 チ


西　　　　 洋　　　 蜂


日　　　　 本　　　　 蜂


部 ,　 室


繁 殖 , 繁 殖 1 研〃


//


育 種 , 動 1 管 理 室〃


1/


育 種 , 動 3 管 理 室


〃〃


育 種 , 動 2 .管 理 室〃〃〃〃〃〃〃-


育 種 , 動 2 管 理 室


11〃


育 種 , 動 2 管 理 室〃


育 種 , 育 種 3 研〃


ワー キ ング


形 態 阜数


生 殖
細 胞


1


// 1


個体 1


個体 1


個体〃〃 1


1


1


個体 1


ベ ー ス


形 態 点 数


生 殖


細 胞


1


個 体 .1


個 体 1


パ


パ


1


1


個 体


個 体〃〃〃


1


1


1


1


1


パ


パ


//


1


1


1


パ


パ


1


1


/! ・1


ア クティブ


形 態 卓数


合　　　　　 計 8 16 l


（4）情報の管理・運営


印刷物の作成一動物遺伝資源の特性調査成績（2）（梅山豚の特性調査成績）－平成5年


3月発行







3）蚕糸・昆虫農業技術研究所における事業実績


（1）遺伝資源の収集


部，　 室


遺　 伝　 育　 種


遺 伝 素 .材 研


会　　　 計


動物


蚕


品種, 系統


p ; N p


熊- f l


m o - 2　_


・p w a


P Sa 1Y


b 1 - 1 1 2 1


M K - 1


r l - 1


E HE NM 1


褐色斑 点蚕


W - C


M m o　t - 2


12品種


導 入 形 態 , 点 数


受 精 卵　　 1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　・1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1〃　　　　1


導入先


遺伝研〃〃〃


ノ/〃〃〃〃〃〃〃


備　 考


突然変異種〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃


（2）遺伝資源の廃棄


部 ,　 室


遺　 伝　 育　 種


遺 伝 素 材 研


合　　　 計


動物


蚕


品種 , 系統


な　 し


廃　 棄　 理　 由 備　 考







（3）遺伝資源の評価


面
ト-草蚕


品種 , 系 統 , 品 種 数


日本 種　 在 来種　 3 9


パ　　　　 パ　　 10


〃　　 改 良種　 4 5


//　　　 //　　 10


中 国種　 在 来 種　 4 1


パ　　　　 パ　　 1 0


〃　　 改 良種　 6 1


パ　　　　 パ　　 1 0


欧 州 瞳　 在 来種　 2 7


〃　　 改 良種 1 9


東 南 ア ジ ア種　　 6


眠性 種　　　　　 2 1


突 然 変 異 種 原 型 13 1


突 然 変 異 複 合 型　 4 9


合　 計　　　　　 4 7 7


部 ,　 室


遺 伝 育 種


遺伝素材研


特性 調査


1次 2次 3次


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇 .


0 .


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


477 40 40


主 要 特 性 調 査 項 目


越 年 卵 色 , 蟻 色 , 幼 虫 斑 紋 , 繭 色


低 温 通 性 ,一生 存 率 , 繭 の 量 的 形 質


越 年 卵 色 , 蟻 色 , 幼 虫 斑 紋 , 繭 色


低 温 通 性 , 生 存 率 , 繭 の 量 的 形 質


越 年 卵 色 , 蟻 色 , 坤 虫 斑 紋 , ‾繭 色


低 温 通 性 , 生 存 率 , 繭 の 量 的 形 質


越 年 卵 色 , 蟻 色 , 幼 虫 斑 紋 , 繭 色


低 温 適 性 , 生 存 率 , 繭 の 量 的 形 質


越 年 卵 色 , 蟻 色 , 幼 虫 斑 紋 , 繭 色


/!


休 眠性 な ど


眠 性 な ど


幼 虫 体 色 , 斑 紋 , 遺伝 様 式


!!


（4）遺伝資源の維持


動物


蚕


品種, 系統


日本種　在来 種


日本種　 改良種


中国種　 在来種


中国種　 改良種


欧州種　 在来種


欧州種　 改良種


東南アジア種


眠性種


突然変異種原型


突然変異複合型


合　　　 計


部 ,　 室


遺 伝 育 種 , 遺 伝 素 材 研


ワー キ ング


形態 点数


受精卵〃 1


2


3


ベー ス


形態 点数


受精卵〃〃〃〃〃〃


11〃〃


49


54


51


.テ1
27


19


6


21


127


49


474


ア クテ ィブ


形態 点数


受精卵〃〃〃〃〃〃〃〃〃49


27


51


35 _


27


16


6


18


113


44


386


（5）情報の管理・運営


1）姦遺伝資源のデータベース化







4）家畜衛生試験場における事業実績


（1）遺伝資源の収集


部 , 室


研　一　　 部
実 験動物研


動　 物


マ ウス
l
l


品種, 系統


A L S
(アロキサン糖尿誘発)


導 入 形 態 , 点数


個 体 ,　 1


導　 入 _先


岡山大学農学部


備考


合　　　 計 _ 1


（2）遺伝資源の評価


野物


イ　　 ヌ


マ メジカ


ハタネズミ


マ　 ウ　 ス


品種 , 系統


無 毛 .ビ ー グ ル


ジャワマ メジカ 1


利　　 根　　 川
荒　　　　　 川
菅　　　　　 平


S　 C　 I　 D


部 ,　 室


研主部 , 保鹿衛 生研


研一部 , 美醜動物研


研 一部, 実験動物研
東京大 学, 農学部 ・


研 三部, 免疫病理研 ・


特性調査


1次 2次 3次


○


○


○


○


主要特性調査 項 目


成 長過程 の ホル モン値


行動 お よび習性


初期 胚の発生


ヨー ネ病 に対 す る反応性


合　　　　　 計 ′3 1







（3）遺伝資源の維持


動　 物 品 種 ， 系 統 部 ， 室
ワーキング ベ ー ス アクティブ 生　 体 凍　 結


備　　　 考
形態 点数 形態 点数 形態 点数 雄 雌 精 液 受精卵


1 マ　 ウ　 ス C 3H ／H eJ a h


研　 1　 部


実 験 動 物 研


個体 1 個体 1 ・1 3 3 0 ○


2 〃 C 57 B L ／6 Ja h 〃 1 〃 1 1 4 3 2 ○


3 〃 C F W ／Ja h 〃 1 〃 1 1 3 3 1


4 〃 C F ＃1／Ja h J／ 1 ／1 1 1 3 3 1


5 ／1 B A L B ／c C rJ m s ／〃 1 1／ 1 1 5 3 5 ○ 60 年 度 導 入


6 〃 A A ／Ja h ／1 1 11 1 1 4 3 2


7 〃 D D D ／J ah ／1 1 〃 1 1 5 3 5


8 〃 D D K ／J a h ／1 1 1 5 3 5 繁 殖 困難


9 ／1 D S D ／J ah ／1 1 1 5 3 5 繁 殖 困難


10 〃 D D Y ／J a h ＊ ＊繁 殖困難 の ため廃 棄


11 〃 K K ／Ja h 個体 1 個体 1 2 0 4 0


12 〃 N C ／J a h 1／ 1 ／1 1 1 4 3 2


13 1／ R R ／Ja h ！／ 1 〃 1 1 4 3 2


14 〃 S S ／J ah ／1 1 〃 1r 1 5 3 5


I‘5 〃 N C 一b rp 〃 1 〃 1 1 5 3 5


16 〃 C 3 H ／H eJ －もg 2J 〃 1 ル　ー 1 4 0 12 0 6 0年 度 導 入


17 ／1 B A L B ／C －n u ／1 1 Jl 1・ 2 0 4 0


18 〃 K S N 11 1 1／ 1 2 0 4 0 6 0年 度 導 入


19 ・〃 rD h 〃 1 11 1、．3 0 9 0 6 1年 度 導 入 （L a sa t）


20 〃 N Z B ／N 1／ 1 1 0 2 0 6 2年 度 導 入


21 〃 N Z W ／K l 1／ 1 1 0 2 0 6 2年 度 導 入


22 1／ C 5 7 B L ／6 1 ）g 〃 1 2 0 5 0 元 年 度 導 入


2 3 〃 S C ID 〃 1 4 0 100 2 年 度 導 入


2 4 〃 C 129 ／sv ！／ 1 4 0 3 0 3 年 度 導 入


2 5 〃 N eo －tg 1／ 1 5 0 6 0 3 年 度 導 入


2 6 〃 A L S 個体 1 4 年 度 導 入


2 7 シ　 リ　ア　 ン
ハ ム ス タ－


長 毛 個体 1 個体 1 1 0 15


2 8 ニ　　 ホ　　 ン
ハ タ ネ ズ ミ


菅平 J／ 1 〃 1 1 0 15


2 9 〃 荒 川 J／ 1 J／ 1 3 0 3 0


3 0 〃 利 根 川 〃 1 11 1 6 0 6 0


3 1 ユ ー ラ シア
ハ タ ネ ズ ミ


ハ ン ガ リー 〃 1 〃 1 6 0 6 0 3 年 度 導 入


3 2 カヤ ネズ ミ＊ ＊事 故 の た め 途 絶


3 3 ス ナ ネ ズ ミ 〃 ， 寄 生 虫 研 個体 1 個体 1 10 0 10 0 6 3年 度 導 入


3 4 モル モ ッ ト＊ S tr a in 2 製　 剤　 部 ヽ ＊疾 病 の た め 廃 棄


3 5 イ　　　　 ヌ ヘア レスビーグル
研　 一　 部


実 験 動 物 研


個体 1 ＿個体 1 4 7 6 0年 度 導 入


3 6 ヤ　　　 ギ ＊ ピ グ ミー ＊長 野 牧 場 に 移 管


3 7 マ メ　ジ　 カ ジ ャ ワ マ メ ジ カ 個体 1 4 2 6 3年 度 導 入


3 8 ニ ワ ト リ 1 5 1


鶏 病 支 場


個体 1 1 0 5 0


3 9 〃 B K 11 1 1 0 5 0


4 0 〃 P D L － 1 11 1 1 0 50


計 4 ．0 － 4 ＊ 1 35 21 4‾＊廃 棄 ∴ 移 管 な ど


（生体数は平成5年1月現在）
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5）家畜改良センターにおける事業実績


（1）遺伝資源の収集


牧 場名 動　 物 品　 種 導入形態，点数 導 入 先 備　　 考


十　 彿 馬 北海道和種 個体 （♂ 1 ♀ 2 ） 1 北海道


鳥　 取 牛 黒 毛 和 種


（気高系）


個体 （♀2 ）　　 1


生殖細胞 （精液）


鳥取県


合　　　　　 計 2


（2）遺伝資源の評価


動物 品　　　　 種 牧場名
特性 調査


主要特 性調査項 目
1次 2次 3次


牛


見島牛


鳥　 取


○ ○ ○ 生理特性 ，繁殖能 力


無角 和種 ○ ○ ○ 〃


褐 毛和種 ○ ○ ○ 〃


黒毛和種 （鳥取花 系） 0 ○ ○ 〃


〃　 （串根倉 花系） ○ ○ ○ 〃


〃　 （兵庫 熊波系） ○ ○ 体 型，外 貌，生理特 性


〃　 （鳥取気 帯系） ○ ＿ 体 型，外 貌 ．．


豚


梅 山豚


茨　 城 ○ ○


（交雑 試験）


中 ヨー クシャー 発育，繁 殖能 力


バー クシャー ○ 〇 一〃


鶏


三河種 由　 崎 ○ ○ ○ 発育， 産卵率， 卵重


．名 古塵種 〃 ○ ○ ○ 〃


フ アイオ ミ 〃 ○ ○ ○ ／1


ニューハ ンプ シ ャー 兵　 庫 ○ ○ ○ 〃


白色 プ リマ スロ ック 〃 ○ ○ ○ 〃


めん羊 バルバ ドスブラックベリナ 宮　 崎 ○ ○ 発育 ，繁殖能 力


山羊 ピグ ミーヤ ギ 長　 野 ○ ・○ 体 型，外貌


うさぎ
日本 白色種 （大 型）


長　 野
○ ○ 生理 特性，繁 殖能力


〃　　 （小 型） ○ ○ 〃


馬


対州 馬


十　 勝


○ ○ ○ 体 重，体型，繁 殖能 力，生理特性


木 曽馬 ○ ○ ○ 〃


トカ ラ馬 ○ ○ ○ 1／


北海道和 種 0 ． 保 重，体 型


合　　　　　　　 計 17 20 18
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（3）遺伝資源の維持


動物


牛


豚


鶏


めん羊


山羊


うさぎ


馬


品　　　　 種


見島牛 .


無角 和種


褐 毛和種


黒毛和種


梅 山豚


中 ヨー クシャー


バー クシャー


三 河種


名 古屋種


フ ァイオ ミ


ニ ューハ ンプ シャー


白色プ リマス ロ ック


バルバドスブラックベリー


ピグ ミー ヤ ギ


日本白色種(大乳 小型)


対州 馬


木 曽馬


トカ ラ馬 .


北 海和種


牧場名


鳥取


茨城


岡崎〃〃


兵庫〃


宮崎


長野


長野


十勝


ワ ー キ ン グ


形　　 態 点数


個 体 .・生 殖 細 胞〃〃〃 1


1


1


4


個 体 ・生 殖 細 胞 1


個 体 ・生 殖 細 胞 .1


個　 .体 1


個 体 ・生 殖 細 昭〃


l　　〃


[ 個　 体 `


1


1


1


r_1


ベー ス


形　 .態 点数


個体 ・生殖 細胞 ・〃1


1


個　　 体〃〃〃〃 1


1


1


1


1


個̀体 ∴生殖 細胞 2


アクティブ


形態 点数


計　　　 l　　　 「こ・14 1　　　 十 9


（4）情報の管理・運営


動物遺伝資源特性調査マニュアル（未定稿）に従って特性調査を実施した。







6）事業実績の総括


（1）農水省本省試験研究機関


①　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保 有　 数　 の　 増　 減 4 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 14 年 度 未 保 存 区 分 特　 性 ．調　 査


3 年 度


末　 計


4　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄 ．


4 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次 ‘3 次


牛 4 0　　　　 0　　　 0 4 0　　　　 0　　　　　 4　　　　　 0 4 4 1　　　　　 3　　　　　　 0 1　　 3　　　 2


水　　　 牛 1 0　　　　 0 －　　 0 1 0　　　　 0　　　　 1　　　　 0 1 1 1 1　　　　　 0　　　　　 0 0　　　 0　　 1


馬 0 0　　　　 0　　　 0 0 0　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0 0 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0　　 0　　　 0ニ


め　 ん　 羊 ・ 1山　 羊 3 0　　　 0　 ．0 3 3　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0 3 3 1　　　　　 2　　　　　 0 0　　 1　　 1


豚 8 4　　　　 0　　　 0 12 3　　　　 0　　　　 9　　　　 0 1 2 1 2 7　　　　　　 5　　　　　　 0 2　　　 4　　　 5


家 き ん ．・ う　 さ　 ぎ 2 5 7 ・　　　 0　　　 0 3 2 1 6　　　　 0　　　 16　　　　 0 3 2 3 2 19　　　　　 13‘　　　　 ‾0 1 0　　　 0　　　 2


実　 験　 用　 動　 物 3 2 1　　　 0　　　 0 3 3 3 3　　　　 3　　　　 0　　　　 0 3 6 3 3 1　　　　　 3 2　　　　　 2 1 0　　　 3　　 1


昆 虫 （ミツ バ チ ， 蚕 ） 4 6 7 1 2　　　 0‾　　 0 4 79 〃2　　　 4 7 7　　　 ．0　　　　　 0 ． 4 7・9 4 7 r9 4　　　　　 47 5　　　　 38 6 4 7 7　　 4 1　　 4 1


合　　　　 計 5 40 2 4　　　　 0　 ・0 竿6 4 5 7　 4や0　　 3 0　　 0 5 6 7 5 6 4 3 4　　 ‾：53 0　　　 40 7 4 9 0　　 5 2　　 5 3 ・







②　実施機関別
（単位：品種・系統数・点）


薩　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 滅 4 年 度 未 保 存 （増 減 ） 由 態 4 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


3 年 度


末　 計


4　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


4 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


農 業 生 物 資 源 研 究 所 1 7 10　　　　 0　　　 0 27 0　　　　 0　　　　 2 7　　　　 0 2 7 2 ケ 2 2　　　　　　 5　　　　　 0 1‾2　　 5　　 5


牛 2 0　　　　 0　　　 0 ．．2 0　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0 2 2 0　　　　　　 2　　　　　　 0 d　　 こ．2　　 2


豚 5 4　　　　 0　　　 0 9 0　　　　 0　　　　 9　　　　 0 9 9 6　　　　　　 3　　　　　 0 2　　　 3　　　 3


家 き ん ・ う さ ぎ 1 0 6　　　　 0　　　 0 16 0　　　 0　　　 16　　　　 0 1 6 ・ 16 1 6　　　　　　 0　　　　　　 0 10　　　 0　　　 0


畜　 産　 試　 験　 場 2 3 1　　　 0　　　 0 2 4 2 1　　　 0　　　　 3　　　　 0 2 4 2 4 8　　　 ・1 6　　　　　 0 1　　 4　　　 7


牛 2 0　　　　 0　　　 0 2 0　　　　 0　　　　 2　　　　 0 2 2 ・1　　　　　 1　　　　　 0 1　　 1　 ：0


水 牛 1 0　　　　 0　　　 0 1 ．り　　 0　　 1　　 0 1 1 1　　　　　 0　　　　　　 0 0　　　 0　　 1


め ん 羊 ・山 羊 3 0　　　　 0　　　 0 3 3　　　　 0　　　　 0　　　　　 0 3 3 1　　　　　 2　　　　　　 0 ．0　　 1　 1


豚 3 0　　　　 0　　　 0 3 ・5　　　 0　　　 0　　　 0 3 3 1　　　　　 2　　　　　　 0 0 －　　 1　　 2


家 き ん ・う さ ぎ 1 2 1　　　 0　　　 0 1 3 1 3　　　　 0 ．　　　 0　　　　　 0 1 3 13 3　　　　 1 0　　　　　 0 0　　　 0　　　 2


ミ ツ バ チ 2 0°　　　 ∴0　　　 0 2 2　　　　 0　　　　 0　　　　 0 2 2 1　　　　　 1　　　　　 0 0　　 1　　 1


蚕糸 昆虫農 業技術 研究 所 4 6 5 1 2　　　　 0　　　 0 4 7 7 0　　 4 7 7　　　 や　　　 0 4 7 7 4 7 7 3　　　　　 4 7 4　　　　 3 8 6 4 7 7　　 4 0　　 4 0


蚕 4 6 5 1 2　　　　 0　　　 0 4 7 7 0　　　 4 7 7　　　　　 0　　　　　 0 4 7 7 4 7 7 ° 3　　　　 4 74　　　　 3 8 6 4 わ　 4 0　　 4 0


家 畜 衛 生 試 験 場 3 5 1　　　 0　　　 0 3 6 3 6　　　　 3　　　　　 0　　　　 0 3 9 3 6 1　　　　　 35　　　　　 2 1 ．．0　　 3　　 rl


家 きん ・う さ ぎ ‘3 0　　　　 0　　　 0 3 3　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0 3 3 0　　　　　　 3　　　　　　 0 0　　　 0　　　 0


実験 用 動 物 32 1　　　 0　　　 0 3 3 3 3　　　　 3　　　　　 0　　　　　 0 36 3 3 1　　　　　 32　　　　　 2 1 0　　　 3　　 1


合　 計 5 4 0 2 4　　　　 0　　　 0 5 6 4 5 7　　　 4 8 0　　　　 3 0　　　　　 0 5 6 7 5 6 4 3 4　　　　　 53 0　　　　 4 0 7 4 9 0　　 5 2　　 5 3







（2）家畜改良センター関係


（彰　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 4 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 4 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査 牧　場


3 年 度


末　 計


4　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


4 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞 ．そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワーキ ング ベ　 ー　 ス　ア クテ ィブ


コレクションコレクション コレクション
1 次　 2 次　 3 次


一生 6 1　　　　 0　　　 0 7 7　　　 6　　　　　 7　　　　 0 2 0 7 7　　　　 0　　　　 0 7　　　 6　　　 5 鳥 畢


馬 3 1　　　　 0　　　 0 4 4　　　 0　　　　　 3　　　　 0 7 4 4　　　　 0　　　　 0 4　　　 3　　　 3 十 勝


め ん 羊 ・山 羊 2 0　　　　 0　　　 0 ．2 2　　　 0　　　　　 1　　　　 0 3 2 2　　　　 0　　　　 0 1　　　 2　　　 1 宮 崎 ・長 野


豚 3 0　　　　 0　　　 0 3 3　　　 0　　　　　 3　　　　 0　° 6 3 1　　　 2　　　　 0 0　　　 2　　　 2 茨 城


う さ ぎ 2 0　　　　 0　　　 0 2 2　　　 0　　　　　 2　　　　　 0 4 2 0　　　　 2　　　　 0 0　　　 2　　　 2 長 野


鶏 5 0　　　　 0　　　 0 5 5　　　 0　　　　　 0　　　　 0 5 5 0　　　　 5　　　　 0 5　　　 5　　　 5 岡 崎 ・兵 庫


合　　　 計 2 1 2　　　　 0　 ．0 2 3 2 3　　　 6　　　　 16　　　　 0 4 5 2 3 1 4　　　　 9　　　　 0 17　　 2 0　　 18







（3）全　　体


①　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 4 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 4 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


3 年 度


末　 計


4　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


4 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛 1 0 1　　　 0　　　 0 1 1 7　　　　 6 ．　　 1 1　　　　 0 2 4 1 1 8　　　　　　 3　　　　　 0 8　　　 9　　　 7


水　　　 牛 1 0　　　　 0　　　 0 1 0　　　　 0　　　　 1　　　　 0 1 1 1　　　　　 0　　　　　　 0 0　　　 0　　 1


馬 3 1　　　 0　　　 0 4 4　　　　 0　　　　　 3　　　　　 0 7 4 4　　　　　　 0　　　　　　 0 4　　　 3　　　 3
め　 ん　 羊 ・ 山　 羊 5 0　　　　 0　　　 0 5 5　　　　 0　　　　 1　　　　 0 l 6 5 3　　　　　　 2　　　　　　 0 1　　 3　　　 2


豚 1 1 4　　　　 0　　　 0 1 5 6　　　　 0　　　 1 2　　　　 0 1 8 1 5 8　　　　　　 7　　　　　 0 2　　　 6　　　 7


家 き ん ・ う　 さ　 ぎ 3 2 7　　　　 0　　 0 3 9 23　　　　 0　　　 1 8　　　　 0 4 1 3 9 19　　　　　 20　　　　　 0 1 5　　　 7　　　 9


実　 験　 用　 動　 物 3 2 1　　　 0 1　 0 3 3 3 3　　　 3　　 ‘0　　　 ＿0 36 3 3 1　　　　　 3 2 ・　　　 2 1 0　　　 3　　 1


昆 虫 （ミ ツ バ チ ， 蚕 ） 4 6 7 1 2　　　　 0　　　 0 4 7 9 2　　　 4 7 7　　　　 0　　　　 0 4 79 4 7 9 4　　　　　 4 7 5　　　　 38 6 4 7 7　　 4 1　　 4 1


合　　　　 計 5 6 1 2 6　　　　 0　　　 0 5 8 7 8 0　　 4 8 6　　　　 4 6　　　　 0 6 12 5 8 7 4 8　　　　　 5 3 9　　　　 40 7 5 0 7　　 7 2　　 7 1


②　実施機関別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 4 年 度 未 保 存 （増 減 ） 形 態 4 年 度 未 保 存 区 分 特 ．性 調　 査


3 年 度


末　 計


4　 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


4 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワー キ ン グ　 ベ　 ー　 ス　 ア クテ ィ ブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


農 業 生 物 資 源 研 究 所 1 7 10　　　　 0　　　 0 2 7 0　　　　 0　　　　 2 7　　　　　 0 2 7 27 2 2　　　　　　 5　　　　　　 0 12　　　 5　　　 5


畜　 産　 試　 験　 場 2 3 1　　　 0　　　 0 2 4 2 1　　　 0　　　　　 3　　　　　 0 2 4 24 8　　　　　 1 6　　　　　　 0 1　　 4　　　 7


蚕 糸昆 虫農業 技術研 究所 4 6 5 12 ．　　　 0　　　 0 4 77 0　　　 4 7 7　　　　　 0　　　　　 0 4 7 7 4 77 3　　　　　 4 7 4　　　　 3 8 6 4 7 7　　 4 0　　 4 0


家 畜 衛 生 試 験 場 3 5 1　　　 0　　　 0 3 6 3 6　　　　 3　　　　 0　　　　 0 3 9 3 6 1　　　　　 3 5　　　　　 2 1 0　　　 3　　 1


技　 術 ．　 会 ‘議 5 4 0 2 4　　　　 0　　　 0 56 4 5 7　　　 4 8 0　　　　 3 0　　　　　 0 5 6 7 5 6 4 3 4　　　　 5 3 0　　　　 4 0 7 4 9 0　　 52　　 5 3


畜　　　 産　　　 局 2 1 2　　　　 0　　　 0 ．2 3 2 3　　　　 6　　 ．16　　　　　 0 4 5 2 3 － 1 4　　　　　　 9　　　　　 0 1 7　　 2 0　　 1 8


合　　　 計 5 6 1 2 6　　　　 0　　　 0 5 8 7 8 0　　　 4 8 6　　　　 4 6　　　　　 0 6 1 2 5 8 7 48　　　　　 5 39　　　　 4 0 7 5 0 7　　 72　　 7 1







4．海外フィールドサーベイ報告の要約







平成4年度　動物遺伝資源海外フィールドサーベイ


家畜衛生試験場　研究第一部


実験動物研究室長　福田勝洋


出張国：インドネシア


出張日的：インドネシアにおける実験用動物の調査


出張期間：平成4年11月10日～11月27日（18日間）


訪問日程：別表


調査内容：


調査日的


赤道をはさみ大小約13，700余の島からなるインドネシアは，いくつかの動物種が生まれ


た地であり，現在も多くの動物種が生息するだけでなく，動物地理区からみてもオースト


ラリア区から東洋区にわたり，真に動物の宝庫ともいえる。


今回，インドネシアにおける実験用動物，特に家畜衛生，畜産学の分野での研究素材に


家畜に代る実験動物となりうるものとして，世界で最小の反動動物であるマメジカ，在来


の小型ヤギ（カンビン・カチャン），在来小型ブタ（バビ・バリ，バビ・ダヤク）の生息域，


生態，形態，飼育状況などの調査を行なった。


調査成績


1．マメジカ


インドネシアに生息するマメジカはジャワマメジカ（Tragulusjavanicus）とオオマメ


ジカ（Traguusnapu）の2種で，スマトラ，カリマンタンには2種とも分布するが，ジャ


ワにはジャワマメジカの1種のみ生息する。インドネシアにおけるマメジカの生態，生息


の情報は，スマトラでの報告が一般的に知られており，ジャワマメジカよりもオオマメジ


カの生息数が多く，水辺に近い二次林にいるとされる。カリマンタンについての情報はほ


とんど知られていない。


カリマンタンの現地での聞き取り調査による森林保護局や開拓部落民の話から，狩にで
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ると1日で2～3頭のマメジカを収穫でき，オオマメジカよりもジャワマメジカの方が多


数生息する。マメジカの生息域は水辺に近い二次林に住むとも，深い密林をなす一次林に


分布するともいわれている。東カリマンタン州では1982年から1983年にかけて山火事が起


き，森林を広範囲に焼失したが，山火事後はマメジカが好む若い芽が出る条件ともなり，


マメジカへの山火事の影響は少なかったと言われる。天敵はヤマネコやヘビであるが，ヤ


マネコの影響は比較的少ないと思われる。危険な捕食者であるイヌはジャングルに入るこ


とがないため，野生のマメジカへの影響は少ない。


東南アジアの他の諸国と同様に，インドネシアにおいてもマメジカは保護動物として捕


獲は禁じられているが，スマトラやカリマンタンの地方ではそれほどうるさくなく，捕獲


され食用となっている。こうした地方のパッサール（市場）ではマメジカが売りに出され


ると言われている。


インドネシアにおけるマメジカの研究は極く限られており，動物園の死亡例についての


解剖学的な研究がボゴール農業大学で行なわれている。マメジカの飼育はガジャマグ大学


での試みはあるが，半年で失敗に終わっている。


動物園では，ジャカルタのラグナン動物園，スラバヤ動物園でジャワマメジカを飼育し


ているが，繁殖には成功していない。


インドネシアより帰国後，今年に入って華僑が個人的な趣味で飼育していたマメジカ17


頭を譲りたいとの情報があり，現在交渉を行なっている。


2．在来小型ヤギ（カンビン・カチャン）


インドネシアには，現地でカンビン・カチャン（マメヤギ）と呼ばれる，在来種の小型


ヤギが飼養されている。ヤギ肉が好まれ，サティ・カンビン（串焼き）として食用になる。


カンビン・カチャンは小さいため肉生産の点からは好ましくないが，匂いが少なく美味と


され，病気に対する抵抗性が高く管理が容易とされている。カリマンタンでは開拓移住者


に供与されたヤギが飼養されているが，エタワ種と交雑していることが多く，体駆は小さ


いものの純粋なカンビン・カチャンは少ない。なかには，かなり純粋種に近いものもみら


れる。市場では生きたヤギが売買され，言い値で50，000～70，000ルピア，実際には


35，000～40，000ルピア（邦貨約2，100～2，400円）で取り引きされる。


カンビン・カチャンの研究では，ガジャマグ大学畜産学部で研究を開始したところで，


2ヶ所から導入した純粋なカンビン・カチャン30頭を飼育している。一般に，雄で体高
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55～60cm，体長＞57cm，雌で体高50cm，体長45－55cm，性成熟時の体重は10～11kgで雄


の方が雌より大きいとされるが，ガジャマグ大学の飼育例の計測では，体高45cm，体長45


cmであった。慶子数は通常2頭で（平均1．8頭），3～4頭分娩することもあると言われる。


3．在来小型ブタ（バビ・ダヤク，バビ・バリ）


インドネシアでは回教徒が多く，ブタの飼育やブタ肉の摂食は一般にさけられるが，カ


リマンタンの先住民族のダヤク族，ヒンヅー教のバリ，キリスト教の東部の諸島ではブタ


が飼育され食用となっている。


カリマンタンのダヤク族は，固有の在来ブタを飼育している。体毛は白地に黒の斑点で，


顔が長く，体の細い体形で，成体でも20kg以下と推定される。政府のダヤク族の定住政策


のためブタを供与しているが，交雑種である。ダヤク族は固有の在来小型ブタを飼養して


おり，病気に対して抵抗力があり，飼育も容易とのことである。飼料としてトウモロコシ


の芯や某が与えられていた。


一方バリ島にはバビ・バリと呼ばれる在来ブタがいる。体毛，体色は黒で，背中が凹ん


だ体形で，体重は平均30kg程度と言われる。ダヤクのブタに比べ頭部が短いつまった形状


をしている。バリ島では純粋なバビ・バリが減少しつつあると言われるが，バリ島に近接


するペニダ島では飼養されているブタの85％以上がバビ・バリで，純粋種と言われている。


4．その他の動物


インドネシアにはゲッ歯種のリスやヤマアラシ，原猿類のツパイなど興味深い動物が多


種生息する。リスは同じゲッ歯類でもて昼行性であることが，ヤマアラシは体駆が大きく馴


化しやすいことが，またツパイは食虫目と霊長目との間をつなぐ位置にあって，人間との


関係も含めて比較生物学的に実験動物として興味がもたれる。


有蹄類ではキョン，ルサジカ，バビルーサなど実験動物としてだけでなく，動物遺伝資


源として検討するに値すると思われる。
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インドネシア動物遺伝資源海外探索日程表


日数 月 日 曜 日 移　　　　　 動 宿 泊 地 用　　 務　　 先


1 11．10 火 成田 → Jak arta Jak arta


2 11 水 〃 日本大使館，JIC A イン ドネシア事務所


3 12 木 ！／ B og or農業大学，動物博物館，畜産試験場


4 13 金 Jak arta → B alik p apan → Sam arinda S am arinda 熱帯降雨林研究センター


5 14 土 〃 ムルワルラン大学，熱帯降雨林研究センター


6 15 日 〃 国内移住開拓部落，D ay ak 族定住部落


7 16 月 〃 東 カリマンタン州畜産局，家畜保健所，


8 17 火 S am arind a → B alikp apan → S urabay a M alang S urab aya 動物園


9 18 水 〃 シンゴサ リーA I センター，屠殺場，動物市場


10 19 木． Su rabaya → Y og yak arta Y ogyak arta ブラビジャヤ大学


11 20 金 〃 ガジャマグ大学獣医学部，動物園


12 21 土 〃 ガギヤマグ大学畜産学部，ヤギ飼育施設


13 22 日 Y ogy ak arta → D en pasar D en pasar 動物市場


14 23 月 ！／ ウダヤ大学，バ リ州畜産局，バ リ州家畜保健所


15 24 火 〃 在来ヤギ ・在来ブタ飼育農家


16 25 水 D enp asa r → Jak arta Jak arta ラグナン動物園


17 26 木 Jak arta → 機内
′


日本大使館，JIC A イ㌣ ドネシア事務所


18 27 金 → 成田







動物探索調査行程
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ま　　え　　が　　き


我が国農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等


先端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後その基盤である生物


遺伝資源の確保はますます重要となっている。


しかしながら，現在，我が国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲


の拡大に的確にこたえていくためには不十分であり，また，欧米諸国に比して立ち遅れ


ている状況にある。更に，地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合，品種の均


一化，熱帯林の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまうおそれがあ


り，生物遺伝資源の保存が緊急の課題となっている。


このため，昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62


年度から）の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種苗管理セン


ター，家畜改良センターおよび林木育種センターの機関の機能，立地条件を生かし，こ


れらの各機関の有機的，組織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入および保存


を行うとともに，それらの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源


および遺伝育種情報を国公立試験研究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用シ


ステム（農林水産ジーンバンク）の整備を進め，遺伝資源，遺伝育種情報の収集，管理


の充実強化を図っているところである。昭和60年から開始された本事業は，平成4年ま


での8年間で第1期事業を終了し，平成5年度から第2期に入ることとなった。遺伝資


源事業は長く続けることが重要であり，第2期事業の計画は「農林水産ジーンバンク事


業第2期事業計画」（平成4年7月，農林水産技術会議事務局連絡調整課）に詳しく述べ


られているが，遺伝資源の品質向上に力点をおくことになっており，一層の充実を図っ


ていく所存である。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，微生物遺伝資源部門について，


平成4年度の事業実績を取りまとめたものである。今後の事業の円滑な推進，技術指導


等に役立てていただければ幸いである。


平成5年9月


農業生物資源研究所長


藤　巻　　　宏
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8．微生物遺伝資源の配布


（1）微生物遺伝資源の配布実績


（2）微生物遺伝資源の配布実績累計


III．参考資料


1．農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規定


2．微生物遺伝資源取扱要領の制定について
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I　微生物遺伝資源部門事業実施体制と事業推進


1．微生物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，微生物遺伝資源部会（以下「部会」


という）を設置する。この部会は，微生物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，


省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業の運営に関


する基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会


長が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は，農業生物資源研究


所遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，微生物遺伝資源の収集，管理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について


協議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画調整部において処理する。


2．微生物遺伝資源部会の構成


〔学識経験者〕


財団法人　発酵研究所


東京大学応用微生物研究所


味の素株式会社


〔場　　　所〕


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


所　　長


教　　授


理　　事


病害虫防除部長


微生物管理科長


栄養部長


環境部長


保護部長


環境部長


生産技術部長


生体防御研究官


ー1－


長谷川　徹


山里　一英


山田　和彦


稲葉　忠興


八重樫博志


針生　程吉


但見　明俊


佐久間　勉


石島　　薪


村上　　毅


黒木　　洋







食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


農業生物資源研究所


農林水産技術会議事務局


応用微生物部長


森林生物部長


利用化学部長


病理部長


所長（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子育種部長


連絡調整課課長


真鍋　　勝


真宮　靖治


小長谷史郎


乾　　靖夫


藤巻　　宏


鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


蒲生　卓磨


上原　達雄


連絡調整課課長補佐　　　　　荒幡　克己


微生物遺伝資源係長　　　　　庄司　　昇


植物遺伝資源係　　　　　　　櫻　　玲子


3．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領と構成


（1）運営要領


1）設置要領


微生物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ（以


下，WGと略す）を設ける。


2）構　　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室長


等で構成する。WGの事務局長は，微生物遺伝資源部会の事務局長とする。


3）WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告等


に必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊密な連携を図


り，この分野の円滑な活動に資する。


4）事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認の


もとに実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い部会長


の承認のもとに実施し部会に報告する。


5）幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名することができ


る。また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者から指名し，


検討チームを必要な時期に設けることができる。
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6）庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画調整部で行う。


（2）ワーキンググループの構成


〔センターバンク〕


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


〔サブバンク〕


農業研究センター


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


農林水産技術会議事務局


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


微生物探索評価研究チーム長


微生物保存研究チーム長


情報システム研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


遺伝資源管理情報科主任研究官


畑病害研究室長


ウイルス病診断研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物機能利用研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


飼料品質管理研究室長


作物病害研究室長


病害第一研究室長


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


細菌第一研究室長


酵母研究室長


樹病研究室長


応用微生物研究室長


病原生物研究室長


連絡調整課課長補佐


微生物遺伝資源係長


植物遺伝資源係
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鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


加来　久敏


土屋　健一


梅原　正道


宮崎　尚時


喜多　孝一


福田　徳治


藤澤　一郎


酒井富久美


西山　幸司


木村　龍介


小坂　清巳


植松　　勉


石井　英夫


福本　文良


佐藤　　威


両角　徹雄


高野　博幸


金子　　繁


中山　昭彦


反町　　稔


荒幡　克己


庄司　　昇


櫻　　玲子







（3）ワーキンググループの幹事


1）wGの討議・運営及び部会資料作成の効率化を図るため，WG内に下記のとおり微生物


グループ別責任幹事（WG幹事）を置く。


グ　 ル　 ー　 プ 群 責　　　 任　　　 者


環　 境　微　 生　物
（下の2 グループ


・以外のもの）


細菌 ・放射菌
糸状菌 ・酵母


ウイルス ・ファージ


D N A ・R N A ，培養細胞，
原虫 ・線虫


農環研　 西山　 幸司
微生物特性 ・分類研究室長


農研七　 藤澤　 一郎
ウイルス痛診断研究室長


‘生物研　 加来　 久敏
微生物探索評価研究チーム長


家　 畜　微　 生　物 全微生物種類 家衛試　 黒木　　 洋．生体防御研究官


食　品　微　 生　物 全微生物種類 食総研　 高野　 博幸　 酵母研究室長


センターバンク（生物研）として全グループ ・種類対応 生物研　 喜多　 孝一
遺伝資源管理情報科主任研究官


（4）各場所の窓口責任者（代表研究室）


〔センターバンク〕


農業生物資源研究所


〔サブバンク〕


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


微生物保存研究チーム長　　　　土屋　健一


畑病害研究室長


微生物特性・分類研究室長


飼料品質管理研究室長


作物病害研究室長


病害第一研究室長


病害第一研究室長


研究交流科長


研究交流科長


酵母研究室長


連絡科長


応用微生物研究室長


病原生物研究室
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福田　徳治


西山　幸司


小坂　清巳


植松　　勉


石井　英夫


福本　文良


尾暮　正義


石川　正志


高野　博幸


小池　秀夫


中山　昭彦


反町　　稔







4．微生物遺伝資源部門実施推進体制


センターバンク


遺伝資源第一一・二部長


微生物探索評価研究チーム


情報システム研究チーム


微生物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


農業生物資源研究所長
（部会長）


サブバンク


生　　物　　研


微生物遺伝資源部会


ワーキング・グループ


微／1二物グループ別貴作者


環境微生物　西山軒司圭長　　　　（農環研）　細菌・放線菌


Fli二木孝之圭研　　　　（生物研）　糸状菌・酵母
藤澤一一一郎圭長　　　　（虚研セ）　ウイルス・ファージ


加米久敏チーム長　　（生物研）　RNA・DNA，培養細胞，原虫・線虫
家薪微生物　黒木洋生体防御研究宜（家衛試）　全微生物棟類


食品微′l二物　高野博鼠圭長　　　　（食総研）　全微生物種類


仝微／l二物　　荘多孝一一i三研　　　　（生物研）　全グループ・樟難　対応


畜　　産　　試


窓　日　　　　土屋　健一　　　　　　　　　福川　徳治　　　　　　　　　西山　幸司　　　　　　　　　小坂　清巳
責任者　微生物保有研究チーム良　　　　　畑病宮研究室長　　　　　微生物特性分類研究室長　　　飼料品質管理研究寮長


分　押　微生物探索評価研究チーム　　水　川　病　書　研　究　室　　微生物特性・分類研究室　　飼料品質管理研究圭
研兜室　微生物保存研究チーム　　畑　病　宮　研　究　室　　寄生菌動態研究室　　加　工　第　三　研　究　室


遺伝子構造研究室　　土　壌　病　害　研　究　室　　土壌微生物分類研究室
核外遺伝子研究室　　ウイルス病診断研兜室　　土壌微生物生態研究室
抵抗性遺伝子研究室　　ウイルス病防除研究室　　土壌微生物利用研究室
細　胞　生　理　研　究　室　　マイコプラズマ病防除研究室　　線虫・小動物研究室
窒　素　固　定　研　兜　室　　水　川　虫　害　研　究　室
微生物機能利用研究室　　線　虫　宮　研　究　室


畑　土　壌　肥　料　研　究　室


草　　地　　試


植松　　勉


作物病害研兜室長


ニト壌微生　物研　究　室


作　物　病　害　研　究　室
調　製　貯　蔵　研　究　室


果　　樹　　試


石井　英夫


病害第一研究室長


野菜・茶試


福本　文良


病害第一研究室長


病　害　第　一　研　究　室


病　害　第　二　研　究　室


病害研究室（茶栽培部）
病害研究室（盛　　岡）
病害研究室（久留　米）


膿　　研　　セ 飴　　王憲　　棚


嫡　害　第　一　研　究　室


病　害　第　二　研　究　室


天敵微　生物研究　室
病害研究室（盛　岡）
嫡害研究室（興　津）
病害研究室（安芸津）
病害研究室（口之津）


遺伝資源調整宮







微生物遺伝資源部会


ワーキング・グループ


農業生物資源研究所長


微生物グループ別責任者


環境微生物　西Ill幸司室長　　　　（農環研）　細菌・放線菌
青木孝之主研　　　　（生物研）　糸状菌・酵母


藤澤一郎室長　　　　（農研セ）　ウイルス・ファージ
加来久敏チーム長　　（生物研）　RNA・DNA，培養細胞，原虫・線虫


家畜微生物　黒木洋生体防御研究官（家衛試）　全微生物種類


食品微生物　高野博幸室長　　　　（食総研）　全微生物種類
全微生物　　辛多孝一圭研　　　　（生物研）　全グループ・種類　対応


遺伝資源第一，二部長
微生物探索評価研究チーム
情報システム研究チーム
微生物保存研究チーム
遺伝資源管理情報科


養　　殖　　研


反町　　稔
病原生物研究室長


病　原　生　物　研　究　室
薬　　理　　研　　究　　室


中　央　水　研


中山　昭彦
応用微生物研究室長


応　川　微　生　物研　究　室


森　林　総　研


小池　秀夫
連絡科長


高野　博幸
酵母研究室長


微生物制　御研究　圭
健全性　評価研　究　室
マイ　コトキシン研究室
糸　状　菌　研　究　室
酵　　母　　研　　究　　室
発　酵　細　菌　研　究　室
微生物検　索研究　室
酵　素　利　用　研　究　室


分子機能開発研究室
資源　素　材　化　研　究　弓子


イ川l　正志
研究交流科長


蚕　　昆　　研


（つづき）


サブバンク


窓Il　　　　尾暮　山義
責任者　　　　研究交流科長


細　湖　第　一一　研　究　室
細　菌　第　二　研　究　圭


寄　／主　虫　研　究　室
原　　虫　　研　　究　　室


ウ　イ　ル　ス　第一研究室
ウ　イ　ル　ス　第二研究室


ウ　イ　ル　ス　第三研究室
生　物　物　理　研　究　室


病　原　診　断　研　究　室
疫　　学　　研　　究　　室


理　化　学　研　究　室
診　　断　　研　　究　　室


免　　疫　　研　　究　　室
予　防　疫　学　研　究　室


飼料汚染微生物研究室
毒　性　薬　理　研　究　室


が　ん　原　性　研　究　室
細　菌　製　剤　研　究　室
ウ　イ　ル　ス　製剤研究室


生理活性物質研究室
製　剤　工　学　研　究　室
第一一研究室（北海道）
第÷二研究室（北海道）
第1L研究室（北海道）
第一研究室（東　　北）
第一研究圭（九　　州）
第二研究室（九　　州）
第三研究室（九　　州）
第一一研究室（鶏　　病）
第二研究室（鶏　　病）
第三研究室（鶏　　病）


分　和　束　病　吾　研　究　室
研究室　蚕　病　宰　研　究　室


家　　衛　　試 食　　総　　研


樹　　病　　研　　究　　室
腐　朽　病　吾　研　究　室


土壌微生物研　究　室
昆　虫　病　理　研　究　室


き　の　こ　生　態　研　究　圭
き　の　こ　育　種　研究　室


遺伝資源調整官


センターバンク







5．微生物群・種類別担当研究室とグループ別責任者
微　 生　 物
グループ別
責　 任　 者


農　　　　　　　 環　　　　　　　 研


微 生　 物　 特 性 ・ 分 ．類　 研　 究　 室　 長


農　　 研　　 セ


ウイルス病 診断研 究室長


生　　 物　　 研


微生物探索評価研究チーム長


家　　 衛　　 試


生体防御研究官


食　　 種　　 研


微生物利用 第二研 究室長


担 当 場 所


研　 究　 室


i細　　　　 菌 l


農研 セ


マ イコプ ラズマ病 防除研究室
畑　 二1二　壌　 病　 害　 研　 究　 室
水　 川　 虫　 害　 研　 究　 室


生物研
微 生 物 機 能 利 用 研 究 室
遺　 伝　 子　 構　 造　 研　 究　 室
遺　 伝　 分　 析　 研　 究　 室
核　 外　 遺　 伝　 子　 研　 究　 室
窒　 素　 固　 定　 研　 究　 室


農環研
微 生 物 特 性 ・分 類 研 究 室
土 壌 微 生 物 利 用 研 究 室
土 壌 微 生 物 生 態 研 究 室
寄　 生　 菌　 動　 態　 研　 究　 室


高　 試
飼 料 品 質 管 理 研 究 室


果樹試
病　 宰　 第　 二　 研　 究　 室
病 害 研 究 室 （興　　 津）
病 害 研 究 室 （安 芸 津）
病 害 研 究 室 （＝　之 津）


野菜茶試
病　 害　 第　 一一　研　 究　 室
病　 害　 第　 二　 研　 究　 室
病 害 研 究 室 （　 茶　 ）
病 害 研 究 室 （盛　　 岡）
r病 害 研 究 室 （久 留 米）


益昆研
桑　 病　 害　 研　 究　 室


養殖研
病　 原　 生　 物　 研　 究　 室


中央水研
応　 用　 微　 生　 物　 研　 究　 室


放　　 射　　 蘭


農研セ
畑　 土　 壌　 病　 害　 研　 究　 室


生物研
微 生 物 保 存 研 究 チ ー ム


農環研
土 壌 微 生 物 利 用 研 究 室


蚕昆研
桑　 病　 害　 研　 究　 室


野菜茶試
病 害 研 究 室 （久 留 米）
病 害 研 究 室 （　 茶　 ）


i糸　 状　 菌 l


農研 セ
水　 川　 病　 害　 研　 究　 室
畑　 病　 喜　 研 ．究　 室
土　 壌　 病　 書　 研　 究　 室
畑　 ニト　壌　 肥　 料　 研　 究　 室
水　 間　 虫　 害　 研　 究　 室


生物研
微 生 物 保 存 研 究 チ ー ム
微 生物 探索 評価 研 究 チー ム
微 生 物 機 能 利 用 研 究 室


農環研
微 生 物 特 性 ・分 類 研 究 室
士 壌 微 生 物 生 態 研 究 室
寄　 生　 悌　 動　 態　 研　 究 ．圭


一新　 式
飼 料　 品　質 管 理 研 究 室


薄地 試
作　 物　 病　 雷　 研　 究 ．室
土　 壌　 微　 生　 物　 研　 究　 室


果樹 試
病 li・If　第　 一一一　研　 究　 ＿室
病　 吾　 第　 二　 研　 究　 室
天　 敵　 徴　 真二　物　 研　 究　 室
病　プ手研 究 ．室 （盛　　 岡）
病　寺l手研　究 圭 （輿 ，　 津）
病 告 研 究 圭 （安 芸 津）
病　害 研 究 ＿圭 （ll 之 津）


野菜茶 試
病　 害　 第　 一　 研　 究　 室
病　 三年　 第　 二　 研　 究　 室
病　吾∴研　究 室 （　 茶　 ）
病　害 研 究 ．室 （久 留　 米）


蚕昆研
桑　 病　 害　 研　 究　 室
蚕　 病　 害　 研　 究　 室


森林総研
樹　　 病　　 研　　 究　　 室


・腐　 朽　 害　 研　 究　 室
き　 の　 こ　 育　 種　 研　 究　 室
き　 の　 こ　 生　 態　 研　 究　 室
昆　 虫　 病　 理　 研　 究　 室
二L　壌　 微　 生　 物　 研　 究　 室


中央水研
応　 用　 微　 生　 物　 研　 究　 室


l酵　　　　 母 l


生物研
微 生 物 機 能 利 用 研 究 室


畜 試
飼 料　 品　質 管 理 研 究 室
嫡　害 研 究 室 （興　　 津）


lウ　 イ　 ル　 ス l


農研 セ


ウ イ ル ．ス 病 診 断 研 究 室
ウ イ　ル ス 病 防 除 研 究 室


マイコプラズマ病 防除研 究室
水　 田　 虫　 害　 研　 究　 室


生物研


微 生物 探 索評 価研 究 チー ム
遺　 伝　 子　 構　 造　 研　 究　 室
核　 外　 遺　 伝　 子　 研　 究　 室


抵　 抗　 遺　 伝　 子　 研　 究　 室
微 生 物 機 能 利 用 研 究 室


農環研


土 壌 微 生 物 分 類 研 究 室
果樹 試


病　 害　 第　 一　 研　 究　 室


天　 敵　 微　 生　 物　 研　 究　 室
病 害 研 究 室 （盛 ・　 岡）


病 害 研 究 室 （興　　 津）
病 害 研 究 室 （安 芸 津）
病 害 研 究 室 （十1 之 津）


野菜茶 試
病　 害　 第　 一　 研　 究　 室


病 害 研 究 室 （久 留 米）
蚕 昆研


蚕　 病　 害　 研　 究　 室
養殖研


病　 原　 生　 物　 研　 究　 室


フ　 ァ　 ー　 ジ l


農研 セ


マ イコプラズマ病 防除研 究室
生物研


遺 伝　 子　 構　 造　 研　 究　 室
束樹試


病 害 研 究 室 （興　　 津）


iマイコプラズマ l


農研 セ


マイコプラズマ病 防除研究室


l D N A ・R N A


生物研


遺　 伝　 子　 構　 造　 研　 究　 室


・核　 外 遺 伝　 子 研　 究　 室．．
微 生 物 機 能 利 用 研 究 室


形 質 転 換 菌 I


生物研


遺　 伝　 子　 構　 造　 研　 究　 室


核 ・外　 遺　 伝　 子　 研　 究　 室


培　 養　 細　 胞 l


吐物研


細　 胞　 生　 理　 研　 究　 室


果樹試


天　 敵　 微　 生　 物　 研　 究　 室


l線 虫 ・ 原 射


農研 セ
線　 虫　 宮　 研　 究　 室


蚕昆研


蚕　 病　 害． 研　 究　 室


農環研


線 虫 ・ 小 動 物 研 究 室


l細　　　　 菌


家衛試
紳　 1菊　 第　 一‥一　研　 究　 室
細目 菊　 第　 二　 研　 究　 ÷彙
病　 原　 診　 断　 研　 究　 1号
飼 料 汚 染 微 生 物 研 究 ＿室
が　 ん　 原　 性　 研　 究 ．室
紬　 悌i　製　 剤　 研　 究　 室
！I二　割！活　性　物　質　研　究　室
第 －－－－・研 究 ．圭 （北海近文場）
第 一一研 究 1号 （東 北 支 場）
第 一一研 究 室 （九 州 支 場）
第 一ムー研甥 圭 （鶏 病 ‾文 場）


l放　 射　 薗 l


一家術式
細　 1菊　 第　 二　 研　 究　 室


lウ　 イ　 ル　 ス


家衛這式
ウ　イ　ル　 ス　第　－－－一一　研∴究∴圭
ウ　イ　ル　 ス　第　∴二　側「妃　圭
ウ　イ　ル　 ス　第　∴　研　究　圭
〃上　 物　 物　 種　 研　 究 ，秦
病　 原　 診　 断　 研　 究　 1号
埋　　 化 ‾　・芋　　 研　　 究　 1号
診　　　 断　　 研二　　　兜　　 ．圭
免　　 疫　　 研　　　 妃　　 圭
・‘予　 防　 痩 ・ツ： 研　 究 ．室ウ　イ　ル　 ス　製　剤　研　究 1号
製　 剤　 工 ・・．芦　 研こ　うと 圭
第 二一二研 究 ．寮 （北油鮭遺文場）
第 一五研 究 1号 （北子毎遺文場）
第 －一・一研 究 ＿圭 （東 北 ＿文 場）
第 二・二研 究 ＿墨 （九 州 ．文 場）
第 二 研 究 ．圭 （鶏 病 文 場）


】マ イコプ ラズマ I


．家術式
柵　 －繭　 第 ・一一一　研　 究 ．圭
紳　 1埼・製　 剤　 研　 究　 圭


巨 ノ　ケ ッ チ ャ l


一家衛言式
拝　　生　　 山　　 汗　　 プ巳　　京


i動　 物　 細　 胞 l


家衛試
ウ　イ．ル　 ス　第　－一・一　研∴究∵圭
ウ　イ　ル　 ス　第　二　研　究　範
ウ　イ　ル　 ス　第　三二　研　突∴圭


・痩　　 学　　 研　　　 妃　　 ．宰ウ　イ　ル　 ス　製　剤　研　究　圭
！上　埋　活　性　物　質　研　究 1号


極　　　　 虫 】


家衛試
器　 ．／．L　　山　　 研　　 究　　 圭
原　　　 虫　　 研　　 究　　　 京
第 甚＝肝 兜 ，圭 （鶏 病 ．文 場）


l細　　　　 菌 l


食総研
微 生 物 利 用 第 一 研 究 室
微 生 物 利 用 第 三 研 究 室
酵　 素　 利　 用　 研　 究　 室
素　 材　 化　 技　 術　 研　 究　 室
腐　 敗　 防　 止　 研　 究　 室


畜　 試
加　 工　 第　 三 ‘研　 究　 室


中央水研
応　 用　 微　 生　 物　 研　 究　 室


l放　 射　 薗


食総研
酵　 素　 利　 用　 研　 究　 室
貯　 蔵　 微　 生　 物　 研　 究　 室


！糸　 状　 菌 I


食総研
微 生 物 利 用 第 一 研 究 室
微　 生　 物　 探　 索　 研　 究　 室
貯　 蔵　 微　 生　 物　 研　 究　 室


マ イ　コ ト　キ　シ　ン 研 究 室
素　 材　 化　 技　 術　 研　 究　 室
酵　 素　 利　 用　 研　 究　 室
微　 生　 物　 資　 源　 研　 究　 室


中央水研
応　 用　 微　 生　 物　 研　 究　 室


・l酵　　　　 母 l


食総研
微 生 物 利 用 第 一 研 究 室
微 生 物 利 用 第 二 研 究 室
微　 生　 物　 資　 源　 研　 究　 室


貯　 蔵　 微　 生　 物　 研　 究　 室
腐　 敗 1防　 止　 研　 究　 室
素　 材　 化　 技　 術　 研　 究　 室


lフ　 ァ　 ー　 ジ


食総研
席　 敗　 防　 止　 研　 究　 室


l線　　　　 虫


家衛試
第 二 研 究 室 （九 州 支 場 ）
第 三 研 究 室 （鶏 病 支 場 ）


微 生 物 群
細 菌 ・ 放 射 菌 糸　 状　菌 ・ 酵　母 ウイルス ・ファージ D　　 N　　 A　　 等


家　 畜　 微　 生　 物 食　 品　 微　 生　 物
環 境 ・　　　　　　 ‾4放　　　　　　　　 生 物







6．微生物遺伝資源センターバンク運営体制（農業生物資源研究所）


微生物遺伝資源管理責任者


農業生物資源研究所長


（微生物の保存，管理，運営の総括責任者）


微生物遺伝資源管理者


遺伝資源調整官


（微生物の保存，管理，運営の実務の責任者）


運　営　委　員　会


分　　担　　研　　究　　室 センターバンク機能


微生物遺伝資源審査委員会


委員長：遺伝資源調整官
委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長
関係各部，場から
1名


微生物の保存，管理，運営についての協議，助言
微生物保有登録の審査，承認


委員長遺伝資源調整官


委　員．遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長
遺伝資源第一部　微生物探索評価研究チーム長


遺伝資源第二部　微生物保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


分子育種部　　　核外遺伝千研究室長


機能開発部　　　微生物機能利用研究室長


00


微生物探索評価研究チーム


微生物保有研究チーム


遺伝資源管理情報科


サブバンク機能


（遺伝資源第一部）


（遺伝資源第二部）


（機能開発部）


（分子育種部）


微生物探索評価研究チーム


微生物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


微生物機能利用研究室


窒　素　固　定　研　究　室


核外遺伝子研究室


一抵抗遺伝　子研究室


一遺伝子構造研究室


微生物の探索，評価，特性情報の収集，管理


微生物の保存，在庫管理，目録作成，情報網の作成・管理


微生物の増殖保存，在庫管理，文書の受付・発送，微生物の受入れ，配布


（微生物の探索，評価）


（微生物の収集，保存法の開発）


（微生物の増殖保存，在庫管理）


（共生微生物の収集，保存，評価）


（窒素固定菌の収集，保有，評価）


（ェチレン産生菌，プラスミドの収集，保存，評価）


（ウイルスの収集，保存，評価）


（形質転換菌，ファージの作出，保存，評価）







7．微生物遺伝資源サブバンク運営体制


（1）農業研究センター


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者
微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


微生物株審査
委　　員　　会


委員長：病害虫防除部長


委　員：ウイルス病診断研究室長
畑病害研究室長
畑土壌肥料研究室長


登録微生物株の審査


収集・保存範囲の設定分
担，その他管理運営に関する
協議と助言


微生物遺伝資源


管　　理　　者
病害防除部長 管理責任者の補佐，実務の責


任者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：病害虫防除部長


委　員：ウイルス病診断研究室長
畑病害研究室長


畑土壌肥料研究室長


○センターバンクとの連絡等
管理運営に関する連絡業務


OWGへの参加，微生物グル
ープ別責任者としての業務


分担研究室


ウイルス病診断研究室


ウイルス病防除研究室


マイコプラズマ病防除研究室


水田病害研究室


畑病害研究室


土壌病害研究室


水田虫害研究室


線虫害研究室


畑土壌肥料研究室


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原マイコプラズマ・細菌の保
存，増殖，評価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原微生物（昆虫寄生性）の保
存，増殖，評価，保存法の開発


寄生性線虫の保存，増殖，評
価，保存法の開発


生産性向上関連微生物の保存，


増殖，評価，保存法の開発


－　9　－







（2）農業環境技術研究所


（組　織） （担　　当）


委員　長：環境生物部長
副委員長：微生物管理科長
委　　員：微生物管理科4名


微生物管理科長


細　　菌：微生物特性・分類研究室長


糸状菌：微生物特性・分類研究室長


ウイルス：土壌微生物分類研究室長


微生物特性・分類研究室


土壌微生物分類研究室


土壌微生物利用研究室


寄生菌動態研究室


土壌微生物生体研究室


線虫・小動物研究室


ー10－


（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


登銀微生物株の審査
管理運営に関する助言


管理責任者の補佐，実務の責
任者


○サブバンク管理運営（文書
の受付，発送等窓口業務，
微生物株の受入・配布・物
品購入等，微生物株在庫管
理，微生物株の受入，保存，
配布台帳の整理，情報（来
歴，所在，特注，文献等）
の管理


OWGへの参加及び微生物グ
ループ別責任者としての業
務


細菌・糸状菌の保存，増殖
評価，保存法の開発


ウイルス・DNAの保存，増殖，
評価，保存法の開発


放線菌，根痛菌，一般土壌畑
菌の増殖，評価，保存法の開
発


細菌・糸状菌の評価，保存法
の開発


細菌・糸状菌の評価，保存法
の開発


線虫，細菌・糸状菌の評価，
保存法の開発


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


微生物株審査
委　　員　　会


微生物株管理者


微生物株管理係


分担研究室







（3）畜産試験場


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源


管理責任者
場　長


（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
加工部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源


管理運営委員会
委員長：加工部長
委　員：企画科長


加工部加工第三研究室長
その他関係研究者


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・発付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


OWGへの参加


分担研究室 加工部　加工第三研究室 畜産加工にかかわる微生物の


保存・増殖・評価及びそれら


の方法の開発


栄養部　飼料品質管理研究室 飼料微生物の保存・増殖・評
価及びそれらの方法の開発


（4）草地試験場


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


微生物遺伝資源


管理責任者
場　長


微生物遺伝資源


管　　理　　者
環境部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源


管理運営委員会
委員長：環境部長
委　員：環境部　作物病害研究室長


生態部　土壌微生物研究室長
飼料生産利用部


調整貯蔵研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


分担研究室 環境部　作物病害研究室


生態部　土壌微生物研究室


飼料生産利用部　調製貯蔵研究室


植物病原微生物の保存・増殖，


評価


生産性向上関連土壌微生物の
保存・増殖・評価


サイレージ関連発酵微生物の
保存，増殖，評価
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（5）果樹試験場


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


微生物遺伝資源
管理責任者 場　長


微生物遺伝資源


管　　理　　者
保護部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：保護部長
委　員：病害第一研究室長


病害第二研究室長
天敵微生物研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・送付，保存，配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


分担研究室 病害第一研究室


病害第二研究室


天敵微生物研究室


盛岡支場　病害研究室


興津支場　病害研究室


安芸津支場　病害研究室


口之津支場　病害研究室


果樹病原菌・果樹ウイルス等


の収集・保存・評価


落葉樹（主としてナシ，モ
モ，クリ）の病原菌及びウイ
ルスなどの収集・保存・評価


害虫に対する天敵微生物（糸
状菌，ウイルスなど），天敵
微生物の培養細胞などの収集・
保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価
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（6）野菜・茶業試験場


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物遺伝資源
管理責任者 場　長


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
環境部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：環境部長


委　員：環境部病害第一研究室長
（窓口）


環境部病害第二研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書


受付・送付，保存，配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


地上部病害菌の保存な


らびに特性評価


土壌病害の病原菌の保存なら
びに特性評価


茶病害の病原菌の保存ならび


に特性評価


病原菌の収集・評価


病原菌の収集・評価


分担研究室 環境部　病害第一研究室


環境部　病害第二研究室


茶栽培部　病害研究室


盛岡支場　病害研究室


久留米支場　病害研究室
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（7）蚕糸・昆虫農業技術研究所


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長
管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
生産技術部長 管理責任者の補佐，実務の責


任者


微生物遺伝資源


管理運営委員会
委員長：生産技術部長
委　員：桑病害研究室長


蚕病害研究室長


○管理・運営に関する協議と
助言


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送窓口業務，微生
物の受入，配布，物品購入
等，微生物株在庫管理，微
生物株の受入，保存，配布
台帳の整理，特性情報電算
機入力，文献情報電算機入
力）


OWGへの参加


分担研究室 生産技術部　桑病害研究室


生産技術部　蚕病害研究室


植物病原糸状菌・細菌


保存・増殖・評価，必要に応
じて保存法の開発


昆虫病原性ウイルス，微胞子
・糸状菌の保存，増殖，評価，
必要に応じて保存法の開発
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（8）家畜衛生試験場


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長 管理・運営にわたる総括責任者


微生物遺伝資源
管　　理一　着


生体防御官 管理責任者の補佐，実務の責
任者


微生物遺伝資源


管理運営委員会
委員長：生体防御官
副委員：細菌第一研究室長
委　員：ウイルス第一製剤研究室長


その他若干名
事務局：企画連絡室研究交流科


○微生物株等の受入，選定，
目′録作成，配布等の審議及
び管理，運営に関する協議
と助言


○受入，配布等の実務及びそ
れらに関する台帳の整理


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


分担研究室 研究第一部：細菌第一，細菌第二，寄


生虫，原虫


研究第二部：ウイルス第一，ウイルス
第二，ウイルス第三，生
物物理


総合診断：病原診断，疫学
研　究　部


海　外　病：理化学，診断，免疫，
研　究　部　予防疫学


飼料安全：飼料汚染微生物，毒性薬
研　究　部　理，がん原性


製剤研究部：細菌製剤，生理活性物質，
ウイルス製剤，製剤工学，


北海道支場：第－，第三，第五


東北支場：第一


九州支場：第－，第二，第三


鶏病支場：第一，第二，第三


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存
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（9）食品総合研究所


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長
管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
応用微生物部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：応用微生物部長


委　員：微生物検索研究室長
その他　研究室長
若干名


○サブバンク管理運営に関す
る協議と助言（受入，登録
微生物株の審査，登録番号
の決定）


○サブバンク管理運営（文書
の受付・発送等窓口業務，
微生物株の受入・配布，微
生物株在庫管理，保存，増
殖，評価，保存法開発，特
性（来歴，所在，一次特性）
情報電算機入力，文献情報
電算機入力，日銀作成，刊
行）


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


分担研究室 微生物検索研究室


微生物利用第一研究室


貯蔵微生物研究室


マイコトキシン研究室


微生物利用第二研究室


微生物資源研究室


微生物利用第三研究室


腐敗防止研究室


酵素利用研究室


素材化技術研究室


糸状菌の収集・特性評価及び保存


糸状菌の収集・特性評価及び保存


糸状菌の収集・特性評価及び保存


糸状菌の収集・特性評価及び保存


酵母の収集・特性評価及び保存


酵母の収集・特性評価及び保存


細菌の収集・特性評価及び保存


細菌の収集・特性評価及び保存


放射菌の収集・特性評価及び保有


糸状菌の収集・特性評価及び保存
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（10）森林総合研究所


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物遺伝資源


管理責任者
所　長


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
企画調整部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源


管理運営委員会
座　長：企画調整部長


委　員：森林環境部長
森林生物部長
生物機能開発部長


木材化工部長
企画科長
連絡科長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


森林生物遺伝資
源（微生物部門）
管理小委員会


委員長：森林生物部長


委　員：きのこ科長
森林微生物科長
樹病研究室長


腐朽病害研究室長
きのこ育種研究室長


昆虫病理研究室長
土壌微生物研究室長


○遺伝資源の受入，選定，保
存，提供，これらの審査及


び情報整理，目録作成等に
関すること


○遺伝資源について，上記の


事項を円滑に推進するため
の管理運営に関すること


○その他委員長が必要と認め
た事項


分担研究室 樹病研究室


腐朽病害研究室


きのこ育種研究室


きのこ生態研究室


昆虫病理研究室


土壌微生物研究室


糸状菌・細菌の収集・評価・


保存


糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


糸状菌の収集・評価・保存


糸状菌の収集・評価・保存


細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


糸状菌・細菌の収集・評価・
保存
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糾）中央水産研究所


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長 管理全般にわたる総括責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
利用化学部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：利用化学部長
委　員：企画連絡室


応用微生物研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバング管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


細菌・糸状菌の収集・評価・


保存
分担研究室 応用微生物研究室


02）養殖研究所


（組　織） （担　　当） （業　務　内　容）


微生物株管理等の全般にわた
って総括する


水産微生物遺伝
資源管理責任者


所　長


水産微生物遺伝
資源管理者


病理部長 管理責任者の補佐


水産微生物遺伝


資　源　管　理


運営委員会
委員長：病理部長
委　員：病原生物研究室長


分担研究室 病原生物研究室


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


水産病原細菌，ウイルスの保


存，在庫管理，特性の評価，
保存法の開発，微生物株の収
集，受入れ等の実務水産微生
物遺伝資源の特性評価
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8．第1期事業並びに第2期事業計画の概要


（1）事業実施経過（昭和60年度～平成5年度）


時　　　　 期 事 ・　　　　　　　　　 項 参　　　　　　 考


昭和60年度　 7 月


10 月


1 月


農林 水産省 ジー ンバ ンク事業実施要綱 ，実


施要 領 の制 定


農林 水産省 ジー ンバ ンク事業実施計 画 （昭
和60年度 ～平成 4 年 度）の策定


植物 遺伝 資源配布規程 の制定


昭和 61年厘 10 月


12 月


植物 遺伝 資源配布 目録 （第 1 版） の作成


遺伝 資源 セ ンター の発 足


生物 系特定産 業技術研究推
進機 構の設 立 （民間へ の遺 ．
伝 資源配布 あ っせ ん事業）


種 苗管理 セン ターの発足


昭和 62年度　 7 月


9 月


1 月


植物 遺伝 資源 配布 目録 （第 2 版） の作 成


微生 物遺伝 資源配布規程 の制定


農林永 産生物 遺伝 資源 管理施設竣工 （生物
研）


柑橘 遺伝 資源 無毒化施 設の設置 （果樹 試）


昭和 63年度　 4 月


3 月


動 物 遺伝 資源 部 門セ ンター バ ン クの変 更
（畜産 試験場 →農業 生物資源研究所 ）


微生 物遺伝 資源配布 目録 （第 ．1 版 ）の作成


遺伝 資源導 入検定 温室の設置 （生物 研）


平成 元年度　 2 月 植物 遺伝 資源配布 目録 （第 3 版） の作成


平成 2 年度 10月 花博 展示植物 受付 （116点） 家畜改 良セ ンター の発 足


平成 3 年度 10月 林 木育種 セ ンター の発 足


平成 4 年度　 7 月 農林水 産省 ジー ンバ ンク事業実施 計画 （第
2 期事 業計 画） （1993年 ～2000年） の策 定


平成 5 年度 （予定） 開発 途上 国遺伝 資源保 存 の発 足 （遺伝資源
保 存の開催 ）
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（2）第1期事業の進捗状況


種　　 類


I 昭 和 5 9年 度


未保 存 点 数


第 1期 計画 （S 60～H 4）
平 成 4 年 度 末


ま で の 実 績


平　 成　 4　 年　 度


まで の 達 成 率 （％ ）


収 集 点 数
H 4未保 存
点　　 数


収 集 点 数
H 4未保 存
点　　 数


収 集 点 数


の達 成 率


保 存 点 数


の 達 成率


細 菌 ・放 線 菌 8 00 3 ，50 0 5 ，9 00 3 ，3 89 4 ，20 1 9 7 7 1


糸 状 菌 ・酵 母 1 ，0 00 3 ，40 0 5 ，5 00 4 ，0 32 4 ，99 7 1 19 9 1


ウ イ ル ス ・
フ ァ ー ジ 等


1 00 50 0 8 00 4 42 54 7 88 6 8


原 虫 ・ 線 虫 10 70 1 50 75 1 00 10 7 6 8


D N A ・R N A ・
転　 換　 菌 0 50 0 6 00 3 84 4 75 7 7 7 9


培　 養　 細　 胞 10 30 50 25 27 8 3 5 4


合　　　　 計
2 ，0 00
（5 ，0 00）


8 ，0 00 13 ，0 00
8 ，3 4 7


（36 ，9 3 1）
10 ，3 47


（4 1 ，9 8 1）
10 4 i 8 0


（）内はワーキングコレクションを含む数字である。
第1期事業計画作成時調査の昭和59年末保存点数5000点はワーキングコレクション3000を含んだ点数
で，ベースコレクション（アクティブコレクションを含む）は約2000点と推定される。
収集（8000点）・保存（13000点）計画点数は全てベースコレクションによることとしたが，当初計画でワー
キングコレクション・ベースコレクション・アクティブコレクションの区別はない。


（彰　収集について


1）収集した微生物遺伝資源の総数は約37，000点で，その中心は細菌・放線菌及び糸状菌・


酵母である。収集微生物としては環境微生物（植物病原微生物等）が多く，次いで食品


微生物，家畜微生物の順となっている。


2）収集した微生物遺伝資源のうち約8，300点以上がベースコレクションで，収集点数は当


初計画8，000点を上回った。


3）第1期においては，海外探索7隊及び国内探索は20隊を派遣した。海外探索及び国内


探索により収集した微生物遺伝資源はそれぞれ450点，1，050点であった。


4）「微生物遺伝資源探索収集報告書」を第5号まで毎年度刊行した。


②　特性評価について


1）第1期における特性評価実施点数は，1次特性（分類・同定上必要な特性）が34，869


点，2次特性（病原性など機能解析）27，894点及び第3特性（物質生産性）が9，339点と


なる見込である。


2）特性調査の結果，データシートによる特性情報の集積は1次特性11，000点，2次・3


次特性が5，000点となる見込である。


③　保存について


1）収集した微生物遺伝資源は，センターバンク（農業生物資源研究所）での集中保存を


行っているが，動物病原微生物についてのみサブバンク（家畜衛生試験場）で保存を行っ


ている。
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2）微生物遺伝資源の総保存点数は40，000点を越え，うち10，300点がベースコレクション


である。また，ベースコレクションのうち6，000点以上がアクティブコレクションである。


3）収集微生物遺伝資源の保存は安全を期するため，真空凍結乾燥法，液体窒素凍結保存


法など極力複数の手法で保存を行っている。


④　情報管理について


1）情報は大別して来歴・特性・所在（在庫管理）情報に分けられるが，各情報のデータ


ベース化は，それぞれ11，000点，5，000点，3，000点行った。


2）平成元年に微生物遺伝資源配布目録第1版を刊行した。第1期終了時点においてこれ


らの情報を整理し，微生物遺伝資源配布目録第2版を平成5年度に刊行する。


（3）第2期事業計画の概要


項　　　 目 第　 2　 期　 計　 画 （参 考）第 1期 事 業計 画及 び実績


微生 物遺 伝 資源 部 門


1　 探 索 ・収 集 ○収 集 日標 点数　 約 5，000株


○バ イテ ク関連 微生 物 等ユ ーザ ーニー ズの
高 い微生 物種 類 につ い て， 配布 要 旨 を踏
まえつ つ重 点的 に収 集


○需要 拡大 が見 込 まれ る各種 病 原菌 の レー
ス検 定 キ ッ トの収 集


○根 粒 菌 等の 中 で特 に肥料 節減効 果 の高 い
微 生 物， 生物 防 除機 能 を有 し，農 薬節減
効 果 の 高 い微 生 物等 の遺伝 資源 の収 集 を
重視 し， 環境 調 和型 農業 を遺伝 資源の 面
か らも支 援 す る。


○長期 計 画 を策定 し， これに基づ き計画 的


○収 集 日標 点数　 約 8，000株
（実 績 ：ほ ぼ計画 とお りの見 込）


（全 般 的 な収 集 を実施 ）


（各 研 究 室 の 要 望 を踏 ま え芙
体 系 的 に実施


○国 内外 の機 関 と交換 ，共 同探 索， 共 同研
究 を推 進す る


施）


2　 評 価 0 2 ・3 次 につ いて は，ユ ーザ ー ニー ズに
対応 した特性 （病 原性， 薬剤 耐性 ，物 質
生産 性 等） を重 視


3　 保 存 ・増 殖 ○保 存 点数　 累計 約 16 ，00 0株 保 存 点数約 13 ，000株
（1 期 末 実 績 見 込1 1，000株 ＋ 2 期 中 純 増 （実績 ：約 1 1，000株 ）
5，00 0株 ）


○ユー ザ ー ニー ズに対 応 した コレ クシ ョン
を充実 させ る


○保 存の安 全 を期 す るため， 可能 な 限 り重
複保 存 を行 う


当初既 保 存約 5，00 0株 ＋収 集 ・受


入 8 ，000株
（実 績 では 当初既保 存 5，00 0株


の うち重複 等2 ，000株 が減 少）
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9．微生物遺伝資源部会の開催


第9回微生物遺伝資源部会


I．日　時：平成5年2月26日鰻）13：30～17：00


II．場　所：農林水産技術会議事務局筑波事務所　3階国際会議室


III．挨　拶：農業生物資源研究所　所長


技術会議事務局　　　連絡調整課


IV．議　題：


1．平成4年度運営体制


2．第1期事業の概要と第2期事業の取組み


3．平成4年度　微生物遺伝資源事業実績及び


平成5年度　微生物遺伝資源事業計画


1）事業実績


2）収集微生物


3）特性評価


4）国内探索収集


5）海外探索収集


6）購入菌株


7）委託試験


8）配布実績


4．その他


1）配布目録第二版の発行について


2）購入菌株の保有状況調査について


3）その他


出席者：


〔学識経験者〕


財団法人　発酵研究所 所長


東京大学　応用微生物研究所　　　　教授


〔技術会議〕


農林水産技術会議事務局


〔場　　　所〕


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


連絡調整課　課長補佐


係長


病害虫防除部長


微生物管理科長


（代理）飼料品質管理研究室長
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長谷川　徹


山里　一英


荒幡　克己


庄司　　昇


稲葉　忠興


八重樫博志


小坂　清己







草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


環境部長


（代理）病害第二研究室長


環境部長


生産技術部長


生体防御研究官


応用微生物部長


森林生物部長


利用化学部長


病理部長


基盤技術研究部　主任研究官


所長〔部会長〕


遺伝資源調整官〔事務局長〕


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子育種部長


微生物探索評価研究チーム長


但見　明俊


工藤　　巌


石島　　薪


村上　　毅


黒木　　洋


真鍋　　勝


真宮　靖治


小長谷史郎


乾　　靖夫


林　　隆治


藤巻　　宏


鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


蒲生　卓磨


加来　久敏


川澄　俊之


横山　　正


青木　孝之


落合　弘和


微生物保存研究チーム長　　　　土屋　健一


平八重一之


遺伝資源管理情報科


総務部業務管理課長


係長


堀田　光生


喜多　孝一


柳沢　千栄


船木　謙隆


田中　彰子


会議の概要：


I　開会　農業生物資源研究所　鈴井遺伝資源調整官


II　微生物遺伝資源部会長　藤巻農業生物資源研究所所長　挨拶


1．微生物はその多様性，働きにおいて新たに見直されている。通算省など他省庁において


も注目している。


2．遺伝資源の利用面への転換として，一部分が九州，東北農試にそれぞれ移管される。


3．農林水産ジーンバンクとしてどのような特色をつけ，推進させるか重要である。
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4．皆さんの熱心な討議をお願いする。


III　技術会議　荒幡連絡調整課課長補佐　挨拶


1．平成5年度から第2期事業が開始される。微生物関係は，特性評価の充実を中心に，第


2期8年間の計画の方向性について議論をお願いしたい。


2．ブラジルサミットの生物多様性条約以来，遺伝資源に注目が集まっている。動植物が主


のようであるが，概念として微生物も範噂に入る。


3．他省庁と違った農林水産省独自の微生物部門ジーンバンクの存在をアピールしていきた


い。


IV　委員の紹介


Ⅴ　議事（進行役：鈴井）


1．平成4年度運営体制


遺伝資源部全委員，ワーキンググループメンバー，窓口責任者，事業実施推進体制の説


明。


2．第1期事業の概要と第2期事業の取組み


資料に基づいて説明。


ジーンバンク事業第1期8年間は，今年度で終了する。ほぼ計画どおりの見込みである。


来年度より始まる第2期計画の収集日標点数は，約5，000株，バイテク関係，環境調和型農


業関係等，ニーズの高いものの収集を行い，かつユーザーニーズに合わせた特性評価に重


点を置く。保存の安全を期すため，重複保存を推進する。国内外の機関との交換，共同探


索，共同研究を積極的に推進する。


各サブバンクの協力をお願いする。


3．平成4年度微生物遺伝資源事業実績及び平成5年度微生物遺伝資源事業計画


1）事業実績


資料に基づいて説明。


細菌・糸状菌が，全体の約9割を占めている。


2）収集微生物


資料に基づいて説明。


各場所ごとに特色のあるものとなっている。


動物細胞株について


家衛試：動物細胞（cell line）の保存増殖の維持管理は難しい。積極的にはやっていな


い。


発酵研：品質管理はやはり難しい。数より品質が重要で，また古い株の情報管理が大


変である。


果樹試：モノクロ抗体用細胞として登録してある。


蚕昆研：現在，保存cell lineは登録していない。今後，登録する方向で考えている。
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連調課：cell lineの登録を増やす方向でお願いしたい。農林水産省はやっていないよ


うに思われているので，対外的に公表していきたい。


3）特性評価


資料に基づいて説明。


データシート記入・提出の促進を図りたい。


第2回ワーキンググループでの懸案事項であった特性評価の推進方針並びに調査項目


の分類表（資料番号：3－3－3）の提案が事務局よりあり，協議の結果，承認され，


平成5年度から実施することになった。


特性評価について以下の質問があった。


①　新規項目は，新たなプロジェクトとして推進するのか。研究過程で出てきたものを


当てるのか。どのように進めていくのか，方針の説明が欲しい。


（診　どのようにデータベース化するのか。


③　配布した菌株で，研究過程でわかった特性評価はどうなっているのか。


④　特性評価として記入された項目の品質維持（2次的性質：物質生産性等）は重要で


あるが，それらの検査をしているのか。


それぞれに対し，以下の説明があった。


①　ジーンバンク事業は自由度のあるプロジェクトであり，研究段階から得られた情報


で構わない。


②　従来通りのCシートでの提出を求め，特性の検索より，目的菌株を得ることができ


るようにしたい。


③　配布規定には，特性項目の記入後，返却を要請しているが，実際的には民間企業で


は困難のようである。


④　1次特性である同定分類については行っている。


4）国内探索収集


資料に基づいて説明。


第1期では，各サブバンクより提出された課題から検討したが，第2期からは，年次


計画を基本に，希望提出課題の緊急度を考慮して決定したい。


ワーキンググループで協議した以下の3課題を事務局が提案し，承認された。


①　小笠原諸島におけるさび病菌の重複寄生菌の調査・収集


農業環境技術研究所　微生物特性・分類研


②　イネ白菜枯病菌各種レースの探索収集


農業生物資源研究所　微生物探索評価研


③　小笠原諸島における食用きのこの探索と収集


森林総合研究所　きのこ生態研・きのこ育種研


予算的に困難なときは上位2課題とし，来年度の年次計画との関係で次年度送りとする。
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5）海外探索収集


資料に基づいて説明。


国内と同様に，第2期は年次計画に基づいて決定したい。


ワーキンググループで協議した以下の課題を提案し，承認された。


「高温性乳酸菌の検索と活用」（タイ）　草地試験場　調製貯蔵研


海外探索収集について，以下の質問・意見があった。


①　年次計画は広く浸透しているのか。また，緊急度に応じて変わることがあるという


ことだが，基本方針は何に基づいているのか。


②　海外探索は，ジーンバンク事業全体（特に収集）に対し，どの程度貢献しているか。


③　予算執行が秋以降であるので，植物寄生性の微生物では，場所によっては気候の変


化（雨期，乾期）の問題で目的微生物の収集ができないことがあるが，予算執行時期


を考えて欲しい。


それぞれに対し，以下の説明があった。


①　昨年度の遺伝資源部会で承認された第2期事業計画があり，これに基づいて進めて


いくが，緊急度，ニーズに臨機応変で対応したいと考えている。


②　海外探索では，これまで729菌株収集しており，約1割を占めている。


③　予算を気にせず，希望時期に探索収集を行えばよいと考える。


（休憩：15分）　（15：25再開）


6）購入菌株


資料に基づいて説明。


今年度実績は，144株，海外購入菌株（ATCC株）が多い。


来年度購入希望株は，96株，海外ではATCC株，国内では発酵研株が多い。


7）委託試験


資料に基づいて説明。


①　「糸状菌の分類・同定」：㈲食品薬品安全センター


②　「植物病原ウイルスの分類・同定」：触日本植物防疫協会


③　「VA菌根菌接種源の保存方法の検討」：協和発酵工業㈱


③の委託先については，来年度から㈱関西総合環境センター生物環境研究所に変更予


定である。


委託試験について，以下の質問があった。


①糸状菌，ウイルスは同定委託ができるようであるが，細菌ではどうか。


それに対して，以下の説明があった。


－26－







①各々専門家がいるところで行っているので，細菌については新たに委託先を検討す


る必要がある。予算的に検討しなければならないので，平成5年度は困難であるが，


それ以降であれば基本的には可能である。


応微研：同定するのは，大変な困難，時間を要す。基本的には断わっている。


発酵研：最後の詰めだけならやることがある。昨年の実績は，20数件である。


海外では，NC，IMBなど一部のところでのみ可能であるが，国内ではほとんど同


定するところはない。委託先捜しの協力をお願いしたい。


8）配布実績（資料番号：3－8）


資料に基づいて説明。


昨年12月末までの実績は，319点となっている。


昭和62年9月の配布開始から，合計約3，400点である。


9）情報管理


資料に基づいて説明。


4．その他


1）配布目録第二版の発行について


来年度，生研機構から発行予定である。


現時点での配布可能菌株は，6778菌株であり，細菌・糸状菌が約8～9割を占めてい


る。


2）購入菌株の保有状況調査について


現在作業中であり，必要な場合，各サブバンクの協力をお願いしたい。


3）その他
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10．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの開催


（1）第1回ワーキンググループ打合せ会


日　時：平成4年11月6日（金）


場　所：農業生物資源研究所


出席者：


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


熱帯農業研究センター


（オブザーバー）


農業生物資源研究所


13：30～17：00


第2号本館3階大会議室


連絡調整課　課長補佐


畑病害研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


資料品質管理研究室長


作物病害研究室長


病害第一研究室長


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


細菌第一研究室長


（代理）微生物検索研究室長


（代理）森林微生物科長


応用微生物研究室長


病原生物研究室長


基盤技術研究部


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


微生物探索評価研究チーム


微生物保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科


総務部業務管理課　課長
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荒幡　克己


福田　徳治


酒井菖久美


西山　幸司


木村　龍介


小坂　清巳


植松　　勉


石井　英夫


福本　文良


佐藤　　威


両角　徹雄


森　　勝美


田村　弘忠


中山　昭彦


反町　　稔


林　　隆治


鈴井　孝仁


中川原捷洋


川澄　俊之


横山　　正


青木　孝之


落合　弘和


土屋　健一


乎八重一之


堀田　光生


喜多　孝一


柳沢　千栄


船木　謙隆







企画調整部企画科


係長　　　　　田中　彰子


係長　　　　　高梨　元樹


関沢　邦雄


会議の概要：


I　開会　農業生物資源研究所　中川原遺伝資源第一部長


II　微生物遺伝資源部会事務局長　鈴井遺伝資源調整官　挨拶


1．ジーンバンク事業，第1期8年間のまとめの年にあたり，収集点数も目標数を概ね達


成できた。


2．配布目録の第2版を来年度には刊行の予定であり，登載菌株も倍増の6，200株となった。


3．来年度から始まる第2期事業計画の具体策について，討議をお願いしたい。


4．また，第2期から熟研センターがサブバンクとして事業に参画する。


III　技術会議事務局　荒幡連絡調整課課長補佐　挨拶


1．農林水産省は，ジーンバンク事業開始時よりすべてのものを遺伝資源として重要視し


てきたが，本年6月の地球サミットにおける生物多様性条約に関連して，他省庁も微生


物遺伝資源を中心にかなり興味を示している。第2期に向けて今まで以上に着実に進め


ていただきたい。


IV　議事（進行役：中川原）


1．平成4年度　事業運営体制について


（1）部会委員，ワーキンググループメンバー及び出席者の紹介


（2）事業実施推進体制の紹介


2．微生物遺伝資源配布目録第二版の作成について


（1）作成の経緯及び説明


第1期事業の取りまとめとして，目録第2版の作成を行った。


資料に基づいて説明。


場所単位の内容見本で確認をお願いしたい。


刊行並びに発刊についての事務手続き上の説明。


（2）質疑応答


菌株番号（MAFF番号）について，以下の意見があった。


第2版作成を期に，従来の8ケタ番号からユーザーの立場に合った番号の変更を


図ってはどうか（ATCCでは6ケタ）。


それに対し，以下の説明があった。


第1版以来，番号として定着しているのではないか，また定着しそうということ


で，そのまま継承したい。


その他，同問題について各サブバンクから様々な意見があったが，再度センターバ
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ンク内及びサブバンク代表者との協議により検討を行い，年内には結論を出すと言


うことで決着した。


休憩（10分）（15：35再開）


3．平成4年度事業のとりまとめ作業の依頼について


（1）実績報告書・計画書の記入について


資料に基づいて説明。


（2）探索収集報告書・計画表の記入について


資料に基づいて説明。


（3）特性評価報告書・計画表の記入について


資料に基づいて説明。


（4）国内・海外探索，購入菌株について


資料に基づいて説明。


4．第2期事業の取り組みについて


（1）全体説明


資料「農林水産省ジーンバンク事業（第2期事業計画）」に基づいて説明。


予算・人員が伴わないとすべて実施できないが，その点については今後とも努力し


ていきたいので，これを目標としてサブバンク等の協力をお願いしたい。


（2）国内・国外探索・収集の調整について


国外探索は，2回／年を計画しているが，例年通り1回／年に予算上なりそうであ


る。


国内探索も，3回／年の計画であるが，2回／年ということにしたい（前回までの


承認事項）。


対象微生物・対象地城は長期年次計画にとらわれず，ニーズに応じて対処したい。


来年度の国外探索については，第2回ワーキンググループ打合せで検討する。


第1期では多くの場所に参加していただくのを目標にしてきたが，第2期において


は技会としては，遺伝資源収集の重要性を考慮し順番にこだわる必要はないと考え


ている。


また生物多様惟条約に基づいて，動植物では事前了承性が明記されているので，今


後は微生物についても海外探索は難しくなるのではないかと考えている。


（3）特性評価における評価重点項目


「特性評価実施計画」に基づいて説明。


ジーンバンクの充実・今後の発展のために，ユーザーのニーズに応じた特性調査を


行う必要があり，新規項目を設定する。
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特性の型式・分類（1，2，3次特性）の項目設定については，今後とも継続的に


検討していく必要がある。


（4）保存・増殖に関わる品質管理


センターバンクにおいては，受入れ前ので最低限のチェック（雑菌の混入等）は可


能であるが，受入れ後は責任をもった品質管理ができない状況にある。今後，キュー


レーターの設置を検討したい。


（5）情報管理


資料に基づいて説明。


（6）キューレーターの設置に向けて


植物分野におけるキューレーター制度の説明。


将来的には，ジーンバンク及びワーキンググループの運営を各微生物分野ごとに設


置するキューレーターの下で行いたい。


この問題は，これからの議論の対象にしていきたい。


5．その他


本年度実施された海外探索（農業研究センター：9／19～9／29　中国いもち病菌）


について，報告された。


V．閉会
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（2）第2回ワーキンググループ打合せ会


日　時：平成5年2月1日（月）


場　所：農業生物資源研究所


出席者：


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


養殖研究所


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


13：30～17：00


第2号本館3階大会議室


連絡調整課　課長補佐


微生物遺伝資源係長


畑病害研究室長


ウイルス病診断研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


飼料品質管理研究室


作物病害研究室長


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


細菌第一研究室長


酵母研究室長


樹病研究室長


柄原生物研究室長


基盤技術研究部


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


微生物探索評価研究チーム長


微生物保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科


総務部業務管理課　課長


係長
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荒幡　克己


庄司　　昇


福田　徳治


藤澤　一郎


酒井富久美


西山　幸司


木村　龍介


阿部　啓之


植松　　勉


石井　英夫


佐藤　　威


両角　徹雄


高野　博幸


金子　　繁


反町　　稔


林　　隆治


鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


加来　久敏


川澄　俊之


横山　　正


青木　孝之


落合　弘和


土屋　健一


平八重一之


堀田　光生


喜多　孝一


柳沢　千栄


船木　謙隆


田中　彰子







係長


企画調整部企画科


高梨　元樹


関沢　邦雄


会議の概要：


I　開会　農業生物資源研究所　中川原遺伝資源第一部長


II　微生物遺伝資源部会事務局長　鈴井遺伝資源調整官　挨拶


1．懸案であった菌株番号問題も解決し，微生物遺伝資源配布目録の第2版は，新しい菌


株番号で来年度中に刊行の予定であり，皆様の協力に感謝する。


2．来年度から始まる第2期事業計画について，討議をお願いしたい。


3．2月1日付で大石遺伝資源第二部長が着任したので紹介する。


III　技術会議事務局　荒幡連絡調整課課長補佐　挨拶


1．第1期事業は今年度で終了し，来年度から第2期事業が開始される。第2期について


は，遺伝資源の収集・保存に引続き，さらに特性評価に重点をおいて内容の充実を図り


たい。


2．他省庁も遺伝資源関連の事業を推進させているが，農林水産省は既に実績がある。今


後は，ジーンバンク事業の成果の面を大いにアピールしていきたい。


IV　議事（進行役：中川原）


1．第1期事業実績の概要と第2期事業の取組みについて


1）第1期の収集菌株の目標は8，000株であったが，総計で11，000株を超え，当初の目標


を達成することができた。


2．）第2期では，収集・保存の充実はさることながら，とりわけ特性評価により重点を


おき，データベース等に成果として残るような方向に推進して行きたい。


3）海外における遺伝資源の収集は，生物多様性条約に基づいて今後は持ち出しの困難


化が予想される。そこで平成5年度から新規事業として開発途上国に対する遺伝資源


保存支援事業を行い，計画作りに助言を行ったり，国際セミナーの開催をして，人的


交流を深めて行きたい。


2．配布目録第2版の発行について


1）前回のワーキンググループで議論となった菌株番号は，6桁に変更された。それに


ともない目録の薗株番号も変更した。


2）収録される菌株は，データベースに入力されている約9，000株の内，約6，500株であ


り，内訳は細菌，糸状菌がそれぞれ3，000株，その他が500株となっている。
ヽ


3．平成4年度の微生物遺伝資源事業実績報告


4．平成5年度の微生物遺伝資源事業計画


1）事業実績・計画


（資料に基づいて説明）


今年度は，2，000株の増加となった。
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2）探索・収集


（資料に基づいて説明）


保存困難な菌株の収集計画については，併せて保存法の研究を提出研究室に要請し


た。微生物群，微生物種類別コードが複雑であるとの指摘があり，検討を行っていく


こととなった。（利用区分コードについては，第2期から用いないことになっている。）


3）特性評価


（資料に基づいて説明）


第2期では，特性評価の中に重点項目を設定したが，該当する計画が多くの場所か


ら提出されており，重点項目の結果を概要書のような様式で報告を求めたいという提


案が事務局から出され，協議の結果，事務局で再検討することになった。特性評価項


目の区分については，事務局で検討する。重点項目については，事務局で検討し，そ


の結果を各サブバンクに連絡する。


特性評価はベースコレクションの菌株と対応させる必要があるが，報告された特性


評価点数は，提出されたデータシート数と合っていない。事業の充実のため，データ


シート提出について協力を依頼した。


休憩（10分）（15：30再開）


4）国内探索収集


（資料に基づいて説明）


第2期は年次計画に基づいた課題選択を行うという事務局提案がなされ，平成5年


度の候補課題の中から年次計画に該当する課題について各サブバンクが主旨の説明を


行った。協議の結果，下記の3課題が国内探索の候補課題となった。


（彰　イネ白菜枯病菌各種レースの探索収集（生物研）


②　小笠原諸島におけるさび病菌の重複寄生菌の調査・収集（農環研）


③　食用きのこの収集と保存法の開発（森総研）


5）海外探索収集


（資料に基づいて説明）


国内探索と同様に第2期は，年次計画に基づいた課題選択を行うという事務局提案


があった。平成5年度の計画に該当する候補課題が無いため，6年度の計画を含め，


該当課題について提出サブバンクによる概要説明を行った。協議の結果，「高温性乳酸


菌の検索と活用」を第1候補課題とした。


6）菌株購入


（資料に基づいて説明）


交換分譲による手段も併せてお願いしたいという事務局からの依頼があった。
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7）委託試験


（資料に基づいて説明）


8）配布実績


（資料に基づいて説明）


今年度の配布実績は319点で，昨年度の実績（882点）より減少した。


5．その他


1）平成4年度微生物遺伝資源部全開催について


平成5年2月26日睦）に開催する。


2）海外購入菌株保存状況の調査について


第1期のまとめとして購入菌株・導入菌株の保存状況について調査を行いたい旨の


提案が事務局よりなされた。二重購入を避け，情報を広く提供するためという説明が


なされ，協議の結果，事務局が保有している情報を整理し，欠落部分をサブバンクが


補うこととした。


3）その他


「新規事業（海外遺伝資源保存の支援事業）についての考え方」


連調課：今後，日本のためだけのジーンバンクとしてやっていく訳には行かなくな


りつつあり，平成5年度から国際貢献の一環として開発途上国に対する遺伝資源保存


支援事業を実施する。具体的内容としては，途上国における保存施設建設の際の専門


家の現地派遣（基礎調査，計画等），国際セミナーの開催等（日本で）を考えている。


どのように進めていくかは検討中であり，今後，協力をお願いしたい。


予算上は第2期計画で検討し，セミナーを初年度に行い，微生物部門も対象となる。


現地派遣については，途上国のニーズ次第と考えており，植物部門だけの場合も有り


得る。


V．閉会
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11．微生物遺伝資源株番号の変更


微生物遺伝資源株番号（MAFF番号）について，利用しやすくするためワーキンググループで検


討を重ねてきた。その結果，枝番号のついた8桁から6桁に短縮し，平成5年1月1日から実施す


ることとした。詳細は以下の通りであり，農業生物資源研究所は平成5年1月に関係者に連絡した。


微生物遺伝資源の株番号（MAFF番号）変更


当所は，「農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程」に基づき昭和62年9月から「微
生物遺伝資源」を広く一般に配布してきましたが，このたび微生物遺伝資源配布目録（第2版）発刊


にあたり平成5年1月1日から，株番号（MAFF番号）を短くし，利用しやすくすることとしまし
たのでお知らせします。


なお，従来の株番号（MAFF番号）については，下記により読み替えて下さるようお願いすると
共に，今後の配布申請については，新番号を記入されますようお願いします。


※その他不明な点等がありましたら，下記にお知らせ下さるようお願いします。


〒305　茨城県つくば市観音台2－1－2


農林水産省　農業生物資源研究所　業務管理課
TELO298－38－7467（直通）
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II　平成4年度


微生物遺伝資源部門実績報告







1．遺伝資源の収集，受入，保存及び特性評価


（1）全微生物の機関別収集，受入，保存及び特性評価


場 所 別 全 微 生 物 ‘　　　　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジー ン バ ン ク　　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ） ・各 掬 の数 字 は 点 数 を表 す


場所 名


平 成


3


年 度 末


合 計


平 成 4 年 度 未 保 存 數 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 鰭 の


内 訳
平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


種 数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結
美 空 ・


乾 燥


そ の


他


小 計


へ●－ス


コレクション


：アクティフ
！コレクション
lll


増 減
収 集 受 入 移 管 廃 棄


農 研 セ ン ター 3 ，77 3 7 77 3 3 4 1 6 58 3 ，3 34 3 ，1 5 4 4 42 25 4 98 3 ，96 3 3 ，88 4 r3 ，2 54 53 0 314 1 ，06 5 76 7 1 3


生 物 研 13 ，94 9 8 08 2 ，36 3 0 8 61 16 ，2 59 8 ，8 9 2 10 ，0 67 3 ，13 1 2 22 ，0 92 1 5 ，25 9 8 ，6 01 7 ，65 8 ‘5 ，4 16 247 32 3 9


農 環 研 ・9 ，9 0 6 90 6 17 6 2 29 1 ，12 9 9 ，6 30 5 ，6 43 4 ，2 79 2 ，6 73 2 4 12 ，5 19 9 ，63 0 3 ，54 7 1 ，03 3 7 57 9 09 19 7 0
畜 試 4 0 5 0 0 0 0 40 5 3 5 1 2 72 56 6 7 74 6 4 0 5 25 6 13 9 75 0 0 0
草 地 試 7 06 23 0 0 10 10 0 8 26 5 57 0 2 69 0 3 26 82 6 78 6 4 0 0 180 19 0 21
果 樹 試 1 ，3 20 1 ，3 1 8 46 0 31 1 2 ，37 3 1 ，12 2 1 ，1 18 87 4 8 2 ，37 5 2 ，3 7 3 2 ，26 9 104 4 3 4 01 2 97 3
野 茶 試 1 ，7 79 12 4 62 0 11 3 1 ，84 7 1 ，4 26 7 1 3 50 0 1 ，84 7 1 ，8 4 7 1 ，58 6 2 6 1 56 1・37 1 27 8
蚕 昆 研 2 65 1 5 0 0 29 2 5 1 12 5 10 7 7 9 20 33 1 2 5 1 23 8 13 13 0 15 0
家家 衛 試 2 ，4 30 5 65 69 0 2 72 2 ，7 9 2 13 0 1 ，05 5 1 ，56 7 0 2 ，30 2 ° 2 ，7 92 1 ，9 8 2 8 10 32 0 35 9 13 9 0
食総 研 1 ，10 5 4 03 20 4 2 5 2 2 76 1 ，18 9 1 ，1．6 7 22 0 4 9 3 96 1 ，83 2 1 ，1 89 1 ，0 6 6 12 3 ・15 30 6 4 11 2 1 0
森林 総 研 1 ，72 8 7 77 4 5 2 7 1 2 06 2 ．0 7 3 ．1 ，9 7 0 12 8 0 0 2 ，09 8 2 ，0 73 1 ，4 44 62 9 55 2 20 7 4 5 0
中 水 研 3 0 7 4 5 0 0 0 3 52 3 0 0 3 5 2 0 3 55 35 2 3 42 ‾ 10 0 1 0 0 0
養殖 研 26 9 16 0 0 3 3 1　 2 52 0 2 52 0 0 2 52 25 2 99 15 3 1 9 1 3 3 　 0


合計 3 8 ，4 4 2 5 ，98 9 2 ，9 9 8　 ・3 03 4 ，49 月 4 2 ，13 3 24 ，8 97 13 ，0 14 8 ，5 7 7 65 5 52 ，1 43 42 ．13 3 3 0 ，43 0 1 1 ，65．3 7 ，5 3 1 3 ，834 2 ．5 1 9 2 64







（2）全機関の全微生物群別収集，受入，保存及び特性評価


全 場 所 全 微 生 物　　　　　　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジー ンバ ン ク　　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 欄 の数 字 は 点 数 を 表 す


微 生 物種 類


平 成


3
年 度 末


合 計


平 成 4 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数
ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結
真 筆


乾 燥


そ の


他


小 計


へ●一ス


コレクション


：アクティ7
：コレクション
lll


増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄
細 菌 ・放 線 菌 12 ，4 4 7 1 ，4 5 2 1 ，0 32 2 33 1 ，6 91 12 ，9 52 2 ，08 7 7 ，7 5 0 6 ．36 0 2 1 6 ，1 99 12 ，9 5 2 3 ，4 5 2 4 ，5 00 3 ，1 86． 1 ，65 2 93 0 3 5


44 52 －4 3 5 －3 62 －1 ，4 63 0 －2 ，2 60 5 05 －2 09 7 14 70 3
糸 状 菌 ・酵 母 22 ，0 7 1 4 ，1 53 1 ，9 16 5 14 2 ，45 1 25 ，17 5 22 ，61 6 7 ，4 63 1 ，3 66 4 79 3 1 ，92 4 25 ，1 75 19 ，2 12 5 ，9 63 4 ，04 0 1 ，66 2 1 ，12 3 2 1 5


3 07 2 73 5 4 5 1 ，1 52 92 －2 1 ，73 7 3 ，1 04 1 ，3 09 1 ，29 5 1 ，25 5


ウイ ル ス ・フ ァ ー ジ 1，7 53 3 57 50 1 35 1 1 ，80 8 94 7 86 8 5 1 91 1 ，82 2 1 ，8 08 1 ，2 21 53 7 34 1 4 04 4 3 3 14


11 11 1 5 －1 00 1 4g －6 5 3 43 －26 7 4 6 7
D N A ・転 換 菌 1，9 35 0 0 0 0 1 ．93 5 0 1 ，9 35 0 0 1 ，93 5 1 ，9 35 1 ，46 0 4 7 5 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
培養 細 胞 27 2 0 0 0 2 9 5 24 0 0 2 9 29 2 2 7 0 2 2 0


0 0 2 0 0 0 2 2 2 0 0
原 虫 ・線 虫 20 9 2 5 0 0 0 2 34 95 5 6 0 8 3 234 23 4 13 3 1 0 1 14 1 14 3 1 0


．0 0 19 13 0 0 3 2 3 2 2 4 8 1
合計 3 8 ，44 2 5 ，98 9 2 ，9 9 8 3 03 4 ，4 93 42 ，1 33 24 ，3 97 13 ，01 4 8 ，57 7 5 5 5 52 ，143 4 2 ，13 3 30 ，4 8 0 11 ，6 53 7 ，5 8 1 3 ，33 4 2 ，5 1g 26 4


36 2 3 3 6 14 6 7 0 3 －1 ，22 2 －3 －3 31 3 ，69 1 1 ，6 0 0 2 ，0 9 1 2 ，0 36


ll
下 段 は 当 年 度　 ： ；　　　　　　　　 下段 は 前 年 度 の保 存 数 と本 年 度 保 存 数 の 差　　　　　　　　　 ：


渾社食







（3）全機関の全微生物種類別収集，受入，保存及び特性評価


微 生 物 種 類 別　　　　　　　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　　 事 業 実 績 ‘　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 柵 の 数 字 は 点 数 を表 す


微 生 物 種 類


平 成


3


年 度 季


合 計


平 成 4 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


lヮーキげ


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次 ′継 代


培 養


凍 結
真 空


乾 燥


そ の


他


小 計
へ●－ス


コレクション


：アクティ7‘


：コレクション
°ll


増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細菌 1 1，3 21 1 ，4 34 1 ，0 22 2 3 9 1 ，629 1 1 ，90 9 1 ，6 03 7 ，50 5 5 ，9 89 2 15 ，0 9g 11 ，9 0 9 7 ，4 89 4 ，42 0 3 ，17 6 1 ，6 20 9 15 3 2
放線 菌 1，1 26 18 10 4 9 62 1 ，04 3 4 84 24 5 37 1 0 1 ，1 00 1 ，0 43 9 63 8 0 1 0 3 2 15 3
酵母 1，13 3 54 2 6 2 2 72 1 ，1 19 7 26 56 1 34 4 4 q l 2 ，0 32 1，1 1 9 6 70 4 4 9 10 2 17 84 2
糸 状 菌 20 ，93 3 4 ，0 99 ・1，89 0 4 9 2 2 ，3 79 24 ，0 5 6 2 1 ，3 90 6 ，90 2 1 ，02 2 7 3 2 9 ，89 2 24 ，0 56 1 3 ，54 2 5 ，5 14 3 ，9 38 1 ，54 5 1 ，03 g 21 3 ．
植物 ウイル ス 1 ，15 6 2 53 2 2 1 2 79 1 ，15 1 94 4 8 3 5 17 7 1 1 ，16 5 1 ，1 5 1 7 54 39 7 2 6 1 33 4 41 0 14
動物 ウイル ス 33 6 6 1 8 0 23 3 3 7 0 15 0 18 7 0 33 7 3 37 2 34 103 20 5 3 0
フ ァ ー ジ 12 0 0 0 0 ． 1 2 0 0 1 2 0 12 12 0 12 10 0 0 0
マ イ コ プ ラ ズ マ 24 9 9 3 1 0 0 4 9 3 0 3 0 15 3 13 5 20 30 8 3 08 23 3 75 50 65 2 0 0
リケ ッ チ ア 7 0 0 0 0 7 0． 7 0 ． 0 7 ・7 4 3 1 2 1 0
D N A 4 5 0 0 0 0 45 0 45 0 0 4 5 4 5 ． 4 0 5 0 0 0 0
転換 菌 1，8 9 0 0 0 0 0 1 ，8 90 0 1，8 90 　 0 0 1 ，89 0 1 ，89 0 1 ，4 2 0 4 70 0 0 0 0
培養 細 胞 2 7 2 0 0 0 29 5 24 0 0 29 2 9 2 27 0 2 2 0
原虫 90 6 0 0 0 96 2 7 4 9 0 2 0 96 9 6 3 0 66 ・ 13 5 0 0
線虫 1 12 1 9 0 0 0 1 31 6 8 0 0 6 3 1 3 1 13 1 9 9 3 2 0 1 07 30 0
合計　　　　　　　 I 3 8 ，4 42 5 ，98 9 2 ，9 98 8．0 3 4 ，49 3 4 2 ，1 33 24 ，89 7 13 ，0 14 8 ，5 77 65 5 52 ，143 42 ，13 3 30 一4 8 0 11 ，65 3 7 ，58・1 ・r3 ，8 34 2 ，5 19 2 64







（4）全機関の微生物グループ別収集，受入，保存及び特性評価


環境微生物　　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種 類


平成＿．


3
年度末


合 計


・平成 4 年度未 保存 数増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4‾年度保存 ．（増 殖）形態 の
内訳


平成 4 年 度保存区分 の内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキンク


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継 代


培養
凍結


真空


乾燥


その


他


小計


へ●－ス


コレクション


：アクティ7
；コレクション
lll


増 減
収集 受入 移 管 廃棄


細菌 9，1 38 8 32 9 81 2 3 9 1，3 76 9，3 36 9 9 0 6，72 5 4，6 62 2 1 2，37 9 9，33 6 5 ，5 3 0 3，80 6 2，9 17 1，26 2 6 83 27
放線菌 1，04 1 0 10 2 9 5 2 9 70 4 2 1 24 5 3 52 0 1，01 8 97 0 9 1 2 5 3 6 2 9 0 0
酵母 5 17 0 23 0 0． 54 0 1 59 42 6 3 29 67 98 1 54 0 1 24 41 6 1 00 0 0 0
糸状菌 20，45 1 3，7 95 1，64 4 2 33 2，2 13 2 3，44 4 21、，2 53 6 ，90 2 1，0 17 16 29 ，18‾8 23 ，4 44 13，0 08 5 ，4 3 6 3，9 15 1，42 1 8 06 13


物 ウイルス 1，07 3 25 3 1 6 1 25 1 1，09 0 94 4 2 2 5 17 7 1 1，1 04 1，0 90 7 03 3 8 7 25 4 334 40 9 14


物 ウイルス 33 0 6 0 2 3 6 1 0 6 1 0 0 61 6 1 51 1 0 7 0 1 0
フ ァージ 12 0 0 0 0 1 2 0 0 12 0 12 12 0 12 10 0 0 0
マイコプラズマ 21 2 0 0 0 2 1 2 0 0 0 0 2 0 20 20 2 18 1 3 0 1 0 0
D N A 4 5 0 0 0 0 45 0 45 0 ‾　0 4 5 4 5 4 0 5 0 0 0 0
転換菌 1，3 9 0 0 0 0 0 1，890 0 1，8 90 0 0 1，89 0 1，3 90 1，4 2 0 4 70 0 0 0 0
立養細胞 3 2 0 0 0 5 2 3 0 0 5 5 2 3 0 2 2 0
／、虫 20 0 0　　　　　 0 0 20 0 0 0 20 2 0 2 0 1 2 3 3 0 0 0
線 虫 1 10 19 0 0 0 129 6 6 0 0　　　　 63 12 9 12 9 9 9 3 0 0 1 07 30 0
ロ計 3 4，40 4 4 ．9 21 2，68 0 5 02 3，94 1 37，5 62 22，9 85 1 6，71 9 6，8 89　　 2 59 1 4 6，8 52 3 7，56 2 2 6．9 03 1 0，65 9 7，2 30 3，15 5 1，9 41 1　 54


家畜微生物　　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実課　　　　徴生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す
！


・微生物種 類


平成


3
年度末


合計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年度


合計


平成 4 年度保存 （増 殖）形態 の
内訳


平成 4 年 度保存区分 の内訳 特性調査


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培養


真 空


凍結
乾燥


そ の


他
小計


へ－ス


コレクション


；アクティブ
巨 レクション


ll


増 減


収集 受入 移 管 】 廃棄
細菌 1，7 5・5 4 75 4 1 0 22 1 2，0 50 14 8 67 5 1 ，2 37 0 2，06 0 2，05 0 1 ，4 9 0 56 0 2 54 2 82 125 0
放線菌 ．13 0 0 0 0 3 0 0 8 0 3 8 5 3 3 0 0 0


物 ウイルス 33 6 6 1 8 0 2 3 3 37 0 15 0 1 87 0 3 3 7 33 7 2 34 10 3 20 5 3 0
マイコプラズマ 22 3 78 1 0 0 2 8 28 8 0 15 3 1 35 0 2 88 2 88 2 3 1 5 7 37 6 5 10 0
リケッチア 7 0 0 0 0 7 0 7 0 ‾ 0 7 7 4 3 1 2 1 0
立養細胞 ． 24 0 0 0 0 2 4 3 2 1 0 0 24 24 0 24 0 0 0 0
原 虫 7 0 6 0 0 0 7 6 27 49 0 0 76 76 18 58 5 5 0‘ 0


線虫 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 0 ・　　　 2 0 0 0 0
ロ計 2 ，4 30 5 6 5 69 0 1　 2 72 2，79 2 1 80 1，0 55 1，56 7 I　　 O 2，80 2 2，7 92 1，98 2 8 10 32 0 3 5 9 I　 13 9 0


食品微生物　　　　　　　　　　　　　　平成・4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種 類


平成


‘3
年度末


合計


平成 4 年度 未保存数増 減


の内訳 ・


平成


4 年度


合計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形態 の


内 訳


平成 4 年度保 存区分の内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三 次継代


培養


凍 結
真空


乾鰻


その


他


小計
；7クテげ


：コレクション
llt


増 ‘減


収集 受入 移管 l 廃棄
細菌 4 2 8 12 7 0 0 3 2 52 3 4 65 105 9 0 0 6 60 5 23 4 69 54 5 7 6 1 07 5


線菌 77 1 3 0 2 0 10 6 5 63 0 1 1 0 74 65 4 5 1 9 1 3 15 3


母 6 16 54 3 　 2 2 72 5 79 ．56 7 1 35 1 5 3 34 1，05 1 5 79 54 6 33 2 1 7 g 4 2


糸状 菌 4 87 3 04 24 6 25 9 1 66 6 12 53 7 0 5 6 2 70 4 6 12 53 4 78 2 3 2 2 4 23 3 2 00


ロ計 1，6 08 5 03 24 9 30 1 i　 2 80 1，7 79 1，73 2 2 40 12 1 3 9 6 l 2，48 9 1，7 79 1，59 5 1 84 3 1 3 2 0 43 9 I　 2 10







（5）全機関全微生物の利用区分別収集，受入，保存及び特性評価


植物病原体　　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成
3


年度末


合計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年度


合計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形 態の
内訳


平成 4 年度保存区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク・


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次継代


培養
凍結


真空


乾燥


そ の


他


小計


へ●－ス


コレクション


：アクティ7
；コレクション
lll


増 減
収集 受入 移 管 廃棄


細菌 3，7 94 53 6 5 64 22 9 1，0 0 2 3，66 3 3 15 2，03 1 1，5 92 0 3，93畠 3，66 3 2 ，58 9 1，0 74 72 6 9 2 4 50 4 3
放線菌 500 0 0 0 0 50 0 0 20 0 30 0 0 50 0 50 0 50 0 0 0 0 0 0
酵母 3 0 1 0 0 4 1 0 3 0 4 4 1 3 3 0 0 0


糸状菌 11，6 23 2，9 70 55 4 2 1 3 1，7 76 13 ，163 1 2；03 4 2 ，2 56 81 2 1 6 1 5，11 8 1 3，16 3 11 ，64 0 1，52 3 1，0 9 5 1，0 5 3 634 7


物 ウイルス 53 9 33 5 1 4 9 5 32 6 5 48 34 3 69 530 5 3 2 3 4 2 19 0 1 23 27 22 1 4
ファージ 12 0 0 0 0 12 0 0 1 2 0 12 1 2 0 12 10 0 0 0
ライコプラズマ 21 2 0 0 0 21 20 0 0 0 20 20 20 2 1 8 13 0 10 0


立養細胞 0 2 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 2 0 0 2 2 0


線虫 11 0 1 9 0 0 0 12 9 6 6 0 0 6 3 1 29 1 29 99 3 0 0 10 7 30 0


ロ計 16，6 07 3 ，58 5 1，124 44 3 2 ，84 8 18，02 5 12 ，4 8 3 4，53 5 3，0 57 16 8 20，2 53 18，02 5 1 5，1 75 2，8 50 1，9 70 2，1 13 1．4 51 14


動物病原体　　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物 種類


平成


3
年度末


・合計


平成 4 年度 末保有数増 減


の内訳


平成


4＿年度


合計 〃


平成 4 年度保存 （増 殖） 形態 の


内訳


平 成 4 年度 保存区分の 内訳 特性調査


保存


総数
ワーキンク●


コレクション


一次　 二彿　 三次継 代


培養


凍結
草空


乾燥


その


他


小 計
へ●－ス


コレクション


：アクティフ
l：コレクション
lll


増　　　　　　　　 減
収集 受入 移管　　 廃 棄


細 菌 1，776 38 3 32 0　　　 18 9 2，0 02 12 0 8 21 1 ，0 7 1 0 2 ，0 12 2，0 02 1 ，3 6 9 63 3 2 4 1 2 6 3 11 8． 0


線菌 69 1 6 9 0 5 8 9 0 2 9 60 0 89 ・89 55 34 9 10 0 0
糸状菌 852 2 1 1 4 ． 0 1 1，06 6 5 1，06 1 0 0 1，0 66 1，0 66 1，0 25 4 1 4 1 55 ・20 0


物 ウイルス　　　　 ー 461 15 24 0 5 7 44 3 0 25 6 1 87 0 44 3 44 3 3 07 13 6 32 10 4 0


マイ コプ ラズマ 22 8 7 8 10 0 2 8 28 8 0 15 3 1 35 0 28 8 2 88 2 31 5 7 ＿ 37 65 10 0


リケ ッチア 7 0 0 0 0 7 0 7 0 0 7 7 4 3 ．1 2 1 0．
立養細胞 24 0 0 0 0 2 4 3 2 1 0 0 2 4 2 4 0 24 0 0 0 0
原虫 90 6 0 0 0 9 6 27 4 9 0 2 0 9 6 9 6 3 0 66 13 5 ．0 0


線 虫 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 0 2 0 0 0 0


ロ計 3 ．50 9 70 9 7 9 0 2 80 4 ，0 1 7 15 7 2 ，3 97 1，45 3 20 4，02 7 4 ，01 7 3 ，02 1 9 96 33 7 51 0 1 53 0


生産への利用　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


微生 物種類


平成
3


年度末


合 計


平成 4 年度未保存数 増減


の 内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形 態の


内訳


平成 4 年度保 存区分の内訳 特性調査


保存


総数
ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥


そ の


他


小計
へ●－ス


コレクション


アクティ7


コレクション増　　 ！　　　 減
収集 受入 移管 廃棄


細菌 1 ，39 9 16 1 1 9 1 0 2 59 1，3 1 0 5 93 4 1 0 7 16 2 1，72 1 1，3 10 1，1 56 15 4 79 2 75 13 1 23
線菌 490 0 0 29 5 2 4 09 4 09 0 3 0 41 2 4 0 9 40 g 0 0 29 0 0


酵母 153 0 0 0 0 1 58 15 8 74 0 67 29 9 15 3 12 3 35 35 0 0 0
糸状菌 574 139 0 2 0 24 9 44 4 4 4 2 1 75 5 5 0 6 72 4 44 29 4 1 50 10 6 84 59 6
植物 ウイルス 36 6 2 06 10 0 19 6 3 86 2 9 2 79 9 2 0 4 00 3 3 6 31 7 69 5 1 30 2 1 88 1 0
日計 2，9g 7 5 06 1　 29 5り　　 75 5 2，7‾07 1，6 3 1 93 8 3 55 6 9 I 3 ，5 04 2．7 07 2 ，29 9 4 03 27 1 69 0 3 73 3 9







食品加工利用　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成


3


年 度末


合計


平 成 4 年度未 保存数増 減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖 ）形 態の
内訳


平成 4 年度保 存区分の内 訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培 養


凍結
真空


乾焼


その


他


小計
！ァクティ7◆


！コレクション


lll


増 減
収集 受入 移管 廃 棄


細菌 212 52 0 0 3 2 2 32 ‘10 0 97 14 2 0 33 g 23 2 14 6 8 6 15 16 4 2 r5


線 菌 7 7 18 0 20 1 0 65 6 3 ・0 11 0 7 4 65 46 1 9 1 3 1 5 － 3


酵母 616 54 3 2 2 7 2 57 9 56 7 1 35 15 3 34 1，05 1 57 9 54 6 3 3 2 17 84 2


糸状菌 26 0 2 10 1 10 15 1 31 0 31 0 0 0 6 2 37 2 3 10 28 7 23 6 20 0 21 0 0
ロ計 1，16 5 3 34 4 5 2 26 5 1，18 6 1，04 0 2 32 16 8 3 96 1，畠3 6 1，18 6 1，02 5 16 1 24 23 6 35 1 10


代謝産物利用　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成
3


年度 末


合計


平 成 4 年度未 保存数増 減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形 態 の
内訳


平成 4 年度 保存区分 の内訳 特性調査


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三次継 代


培養


凍結
真空


乾燥


そ の


他
小計


へ◆－ス


コレクション


7クティ7◆


コレクション増 減
収集 受入 移管 廃 棄‾‾‾


細菌 741 0 0 0 0 74 1 0 74 1 0 0 7 4 1 7 4 1 7 3 1 10 2 0 0 0－
糸状菌 ． 3，691 0 20 0 20 0 0 3，69 1 3，6 9 1 0 0 0 3 ，6 9 1 3 ，6‾91 3 ，6 8 6 5 1 0 0 20 0
合計 4，43 2 0 20 0 20 0 0 4‾，432 3，6 9 1 74 1 0 0 4 ，4 32 4 ，4‾32 4 ，4 17 15 3 0 0 20 0


菌体の直接利用　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種 類


平成


3


年 度末


平成 4 年度未保 存数増減


の内訳


平成


4 年度


l 合計
l


平成 4 年度保存 （増殖）形 態 の


内訳


平成 4 年 度保存 区分 の内訳 特性 調査


l
保存


総 数
ワーキンク


コレクション


へ◆－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真 空


乾燥


その


他


小計
；‾テクテiデ


i コレクション


lll
・合計


増 減
収集 受入 移 管 廃棄


線 薗 12 0 0 0 0 1 2 12 0 0 0 12 12 0 12 0 0 0 ．0


糸状菌 50 4 2 38 4 5 4 9 4 734 7 59 6 0 0 0 8 19 7 34 6 94 4 0 1 6 16 5 6 0


合計 51 6 23 8 4 5 49 4 7 46 77 1 6 0 1　 （‖　　　 0 8 31 74 6 6 94 5 2 16 16 5 6 0


バイオマス変換利用　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実課　　　　徴生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微 生物種類


平成


3
年度末


合 計


平成 4 年度未保存数 増減


の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度保存 （増 殖）形 態の
内訳


平成 4 年 度保存 区分 の内訳 特性調査
l


保 存
総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養
凍結


真空　　 その


乾燥　　　 他・


小計
：アクティデ


；コレクション
lll


増 減


収集 受入 移管 ‾ 廃棄
細菌 246 5 0 0 0 25 1 2 51 0 2 0 2 53 2 5 1 2 3 6 15 0 0 5 0


糸状菌 94r 14 0 0 11 97 97 0 5 0 1 02 97 87 10 0 10 10 0


合計 34 0 1 9 O l　　 O 11 3 48 34 8 0 7 1　　 呵　　 355 34日　　 323 l　 25 0 10 1 5 0







環境保全 浄化　　　　　　　　　　　　 平成　 4 年度農林 水産省　 ジーンバ ン ク　　 事業実績　　　　 微 生物部門　　　　　　　 注 ）　　 各柵 の数字 は点数 を表 す


微生物種類


平成
3


年度末


合計


平成 4 年度未保 存数増 減


の内訳


．平成


4 年度


．合計


平成 4 年度保存 （増種） 形態の


内訳


平成 4 年度保存 区分の内訳 特性調査


保 存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ◆－ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継代


培養


凍結
真 空


乾 燥


その
小計


他


！●テタデiデ
l；コレクション
lll


増 減


収集 受入 移管 廃棄
細菌 820 45 0 0 0 8 65 10 35 5 0 0 85 5 3 6 5 8 55 0 0 45 4 0 0‾‾‾
糸状菌 679 2 40 6 0 0 15 0 8 29 ＆．30 0 0 1 0 83 0 8 2 9 8 2．9 0 0． 50 0 0‾‾‾
合計　　　　　　　 1 1，49 9 2 85 6 0 0 15 0 1，694 84 0 8 5 5 0 0 1，69 5 ‘1．694 1，694 0 0 9 5 4 0 0


バイテク利用　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成
3


年度末


合計


平成4 年度未保存數増減


の内訳


平成 ．


4 年度
I 合計


」＿


平成 4 年度保存 （増殖）形態の
内訳


平成4 年度保存区分の内訳


保存
総数


ワーキンク◆


コレクション


継代


培養
凍結


t 芸芸 その


他
小計


へ●－ス


コレクション


アクアイフ


コレクション増 減
収集 ・I 受入 移管 ⊥ 廃棄


一次 二次 三次
】


細 菌 36 2 2 52 1 0 0 1 2 0 5 04 2 14 20 9 16 6 0 58 9 5 04 3 97 1 07 53 97 7 5 1‾‾‾


放 線 菌 4 0 0 0 、0 4 0 0 4 0 4 4 3 1 0 0 0 0


母 2 6 0 0 0 0 26 0 0 2 6 0 ．2 6 2 6 0 26 0 0 0 8…


ヲ質 転 換 菌 1 ，890 0 0 0 0 1 ，89 0 0 1 ，8 9 0 0 0 1 ，名9 0 1 ，8 90 1 ，4 20 ． 47 0 0 0 0 0
植 物 ウイ ル ス 50 ・ 0 0 0 0 5 0 0 50 0 2 L　 52 5 0 22 2 3 L　　 O 0 0 0


D N A 1　 45 】 0 ！ 0 1 0 1 （‖ 45 1 O l 45 L O j O L 45 1 4 5 1 4 0 1 5 L ・ 呵 0
合計 「甘言習 I 25‾打 …「打‾1 叫 12叫 2 ．51 9 I 214 I 2，194 I 19（‖ － 『「手 606 l 2，51月 1，88 2 l 63 7


セン ターバ ン ク保存　　　　　　　　　 平成　 4 年度 農林水産省　 ジー ンバ ン ク　　 事 業実課　　　　 徴生物部 門　　　　　　　 注）　　 各掬の数 字は点数 を表す


平成


3　　　　 平成 4 年度未 保存数増 減
徽生物種類　　　 年度末　　 の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖 ）形態 の ．平成 4 年度保 存区分 の内訳 特性 調査


内訳
保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二次　　 三次継 代


培養


凍結


真空 ．


乾燥


そ の


他


小計


へ●－ス


コレクション


アクティフ●


コレクション
合計


増　　 I　　　 減


収集 受入 移管 廃 棄 ．
細菌 1，97 1 0 3 97 0 2 7 2 ，34 1 ・0 2．34 1 2，300 0 4．64 1 2，34 1 0 2 ，・34 1 2，060 O l　　 O 0 ・


線菌 35 0 10 0 0 4 5 0 4 5 4 5 0 〟90 、45 0 45 6 0〃 0 0
酵母 33 0 0 2 2 0 0 3 5 2 0 35 2 30 0 0 6 52 35 2 0 35 2 62 0 0 0
糸状 菌 2，65 6 77 1，02 6 0 ・37 3，722 3，722 3，35 0 15 0 0 7，22 2 3 ，72 2 0 3、，722 2，710 77 0 0
植物 ウイル ス 76 0 1 0 0 77 0 0 7 7 0 7 7 7 7 0 77 7 5 0 0 0
動物 紳胞 3 0 0 0 O l 3 ・0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0
合計 5 ．07 1 7 7 1，45 6 0 64 ＿上阜 準0 1 3，＿7旦ヱ


l　　‾　　‾
6．09 1 2 ，87 2 0 1 2，68 5 6 ，54 0 0 6，540 4 ，91 3 77 0 0







（6）研究機関別収集，受入，保存及び特性評価


セ ン タ ー バ ン ク　　　　　　　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジー ンバ ン ク　　 事 業 実 績　　　　 微 生 物 部 門　　　　　　　 注 ）　　 各 欄 の 数 字 は点 数 を表 す


微 生 物 種 類
平 成


3
毎 度 宋


合 計


平 成 4 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳
平 成 4 年 度


平 成


4 年 度


合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区分 の 内 訳 特 性 調査


保 存


総 数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結


責 空


乾 燥


そ の


他・


小 計
ヘ　ース


コレクション


；アクアイフ
；コレクション
tll


増 　 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


細 菌 ・放 線 菌 2 ・00 6 0 40 7 0 27 ・2 ，3 86 0 2 ，3 36 2 ，34 5 0 　4 ，73 1 2 ，3 86 0 2 ，3 36 2 ，06 6 0 0 0


0 0 －2 0 98 2 3 54 0 1 ，3 16 3 80 0 3 80 35 0


糸 状 菌 ・酵 母 2 ，98 6 7－7 1 ，04 3 0 3 7 4 ，0 74 3 ，7 2 2 3 ，70 2 4 50 0 7 ，87 4 4 ，0 74 0 4 ，0 74 2 ，77 2 7 7 0 0


0 0 9 9 3 7 16 22 0 1 ，73 6 1 ，08 3 0 1 ，0 33 1 ，07 1


ウイ ル ス ・フ ァ ー ジ 7 6 0 1 0 0 77 0 0 7 7 ・0 7 7 7 7 0 7 7 7 5 0 0 0


0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0


D N A ，・転 浜 菌


培養 細 胞 3 0 0 0 0 3 0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 ．0 0 0 0 0


原卓 ・線 虫


合計 5 ，0 7 1 7 7 1 ，4 56 0 64 6 ，54 0 3 ，7 22 6 ，0 9 1 2 ，3 7 2 0 12 ，6 85 6 ，54 0 0 6 ，54 0 4 ，9 13 ・77 0 0


0 0 97 8 1 ，6 98 3 77 0 3 ，0 53 1 ，4 6 9 0 1 ，4 6 9 1 ，4 21


下段 は 当 年 度　 ： lll
下 段 は前 年 度 の 保 存 数 と本 年 度 保 存 数 の 差　　　　　　　　　 ：


擾牡貧


農業研究セ ンター　　　　　　　　　　 平 成　 4 年度 農林 水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実穣　　　　 微生 物部門　　　　　　　 注 ）　 各欄の数字 は点数 を表 す


微生物種類


平成


3　　　 平成 4 年度 末俸存数増 減


年度末　　 の内 訳


平成


4 年度
今 計 ・


平成 4 年度保存 （増 殖）形 態の
内訳


平成 4 年度保存区分の 内訳 特性調査


保 存


種致


ワーキンク◆


コレクション


一 次　　 二次　　 三次継代


培養


凍種
真空


乾燥


その


他


小計
へ●－ス


コレクション


！アクティブ
：コレクション
lll


合計
増 減


収集 受入 移管 廃棄
細菌 ・放線菌 4 0 5 3 6・ 1 2 9 135 27 3 1 07 7 4 97 0 27 8 27 8 1 50 12 8 10 3 1 84 1 5 0


15 0 0 2 9 －13 2 5 0 0 －12 7 －12 7 －89 －3 8 0
糸状菌 ・酵母 ．2 ，8 19 49 0 19 1 1 2 88 3 ，0 29 2，96 6 6 1 58 16 3 ，10 1 3 ，02 9 2，6 96 3 3 3 1 0 8 4 72 3 25 0


0 0 15 7 17 7 －1 2 0 16 18 1 2 1 0 1 67 4 3 3 6
ウイル ス ・ファージ 4 6 1 23 9 13 1 2 35 4 77 3 2 3 07 10 9 4 1 4 89 4 7 7 33 8 13 9 1 03 3 09 3 97 1 3


6 0 7 3 7 25 0 －4 28 1 6 －18 34 4 1
D N A ・転換菌


曹養 細胞


原虫 ・線虫 8 8 12 0 0 0 10 0 59 0 0 4 1 10 0 1 00 7 0 30 0 10 0 3 0 0
3 0 0 12 0 0 0 12 12 7 5 0


合計 3 ，7 73 77 7 33 4 1 6 58 3 ，884 3，1 64 4 4 2 2 64 9 8 3，96 8 3‘，88 4 ．3 ，254 63 0 31 4 1，0 65 76 7 13
16 4 0 25 9 64 1 8 0 12 9 4 11 1 67 4 4 7 7


下段 は．当年度　 ：下段 は移：
l


：　　　　　　　　 下段 は前 年度の保存数 と本 年度 保存数の差　　　　　　　　　 ：
海外分







農 業生 物 資源研 究 所　　　　　　　 平成　 4 年 度 農林 水 産省　　　　　 ジー ンバ ン ク　 事 業実 績　　　 微生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 柵 の数 字 は点 数 を表す


微 生物 種類


平 成　　　 平 成 4 年 度 未保 存 数増 減　　　　　　　　　　　　　 平成 4 年度 保 存 （増 殖 ）形 態 の 平 成 4 年 度 保存 区 分の 内 訳　 i　　　 特性 調査


3 の 内訳 平成 内訳
保存　 ワーキンク●　 へ●－ス


総 数　 コレクション　 コレクション


げ 紺 ・ ＿次　 二 次　 三 よっ


ll
，
：コレクション


lt


年 度末　　　　　　 ＿平成 4 年 度　　　　　　　　　 ・4 年度　 継 代　　　　　　 真 空　　 そ の


小 計


合 計


増 減 合 計


培養


凍 結


乾燥 他収集 受入 移管 廃 棄　 （移 管）


細菌 ・放 線 菌 4 ，00 7 2 26 910 0 160 （7 9） 4 ，98 3 1 70 4 ，374 2 ，384 0 6 ，928 4 ，98 3 2 ，067 2 ，916 2 ，5 38 7 0 3 20 g


4 2 0 －25 6 1 ，077 －142 0 679 994 2 63 731 7 50


糸状 菌 ・酵母 7 ，68 1 58 2 1 ，4 52 0 70l


l


（534 ） 9 ，014 8 ，72 2 3 ，702 4 76 0 12 ，900 9 ，014 4 ，8 82 4 ，132 2 ，7 8g 177 8 0


5 40 0 1 ，30 3 716 14 0 2 ，033 ‘1 ，273 185 1 ，088 1 ．07 1


ウイ ル ス ・フ ァージ 慶1 3 23 0 1 0 0 （0） 324 0 53 2 71 2 3 26 324 192 132 8 9 0 0 0


0 0 0 0 －78 77 0 －1 1 0 1 0


D N A ・転換 菌 1 ，9 35 0 0 0 0 （0 ） 1 ，935 0 1 ，9 35 0 0 1 ，9 35 1 ，935 1 ，46 0 4 75 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


培養 細胞 3 0 0 0 0 （0 ） 3 0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


原虫 ・線 虫


ロ計 1．3 ，94 9 808 2 ，36 3 0 86 1 （613） 1 6 ，2 59 8 ，8 92 10 ，06 7 3 ，13 1 2 22 ，09 2 16 ，2．5 9 8 ，601 7 ，658 5 ，4 16 24 7 3 28 9


9 4 2 0 1 ，047 1 ，715 －5 1 0 2 ．71 1 2 ．26 8 4 48 1，820 1 ，82・1


下 段 は当年 尿　 ．下 段 は移：（ ）内 の数 字 は生物 研サ ブ ： 下 段 は前 年 度 の保存 数 と本 年度 保 存数 の差　　　　　　　　　　 ．


；海外分　　　　！管の累計：バンクからセンターバンク
への移動を表す


農業環境技術研究所　　　　　　　　　　 平成　 4 年度農林水産 省 ．ジー ンバ ンク　　 事業実縁　　　　 微生物部門　　　　　　　 注）　　 各欄の数字 は点 数を表す


微生物種 類
平成
3


年度 末


合計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年度


合計 －


平成 4 年度 保存 （増殖 ）形態の
内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保 存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継代


培養
凍結


真空


乾燥


その


他
小計


へ●－ス


コレクション


：7クテげ


iコレクション
．l


増 減
収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 3，寧01 223 40 229 921 ▼3 ，014 240 1．973－ 1，338 2 4，叩3 3，014 2，526 483 239 712 135 0
0－ 21 1，562 －40 －1，669 －1，809 ・0 －3，518 －887 －883 －4 －79


糸状菌 ・酵母 5‾，912 670 129 0 20．6 6 ，505 5，334、 2，280 786 0 3，450 6，505 5，973 532 473 1亀7 57 0
145 ． 31 644 524 156 53 0 753 593 435 153 150


ウイルス ・フア一 ジ等 71 6 7 0 2 r　82 12 21 49 0 82 82 19 63 45 3 5 0
0 1 0 4 7 0 0 11 11 6 5 0


D N A ・転 換菌 0 0


0
0


・0


0
0


0 0 ？　 0 0 0 0 0
0


0


0


0


0


0


0


0


0


0 0 0


培養細胞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


原 虫 ・線 虫 22 7 0 0 0 29 了 0 0 22 29 29 29 0 0 7 0 0
0 0 0 7 0 0 0 7 7 7 0 0


合計 9，906 906 176 229 1，129 9，630 5，643 4，279 2，673 24 12，619 9 ，630 8，547 1 ，033 757 909 197 0


145　　　　 53 2F，206 495 －1，496 －1，741 0 －2，742 －276 －435 159 71
下段 は当年度　 ：下段 は移i　　　　　　　 ： 下段 は前年度末 の保存数 と本年度未保 存数の差　　　　　　 ・


海外分　　　　：管の累計







畜産試験場　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成


3


年度末


合計


平成 4 年度未保 存数増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態の


内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 rl l　　　 特性調査


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計
iアクティ7－
！コレクション増 減


収集 受入 移 管 r廃棄
細菌 ・放線菌 94 0 ．0 0 0 94 4 2 ・ 7 6 5 4 0 1 72 94 24 7 0 10 0・ 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
糸状 菌 ・酵母 ． 31 1 0 0 0 0 3 11 30 9 196 2 6 7 5 74 3 11 24 2 69 66 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


ウイル ス ・ファー ジ撮


ID N A ・転換菌 i


培養細胞


原虫 ・＿線虫


合計 405 0 ‘0 0 0 405 351 272 56 67 746 405 266 139 76 0 0 0
0 0 0 0 Or 0 0 0 0 0 0 0


下段は当年度　 ・下段は移；
l


下段は前年度の保存款と＿本年度埠車掌毀葦＿…＿…………＿＿＿＿…＿＿j
：海外分　　　　；管の累計


草 地 試 験 場　　　　　　　　 平 成　 4 年 度 農林 水 産 省　 ジ ー ンバ ン ク　 事 業 実 額　　 徴 芸 望 部 門　　　　 注 ）　 各 欄 の 数 字 は 点 数 を 表 す


微 生 物 種 類


平 成


3
年 度 末


A 計


平 成 4 年 度 未 保 存 致 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増殖 ） 形 態 の


内 訳


、　　 4　　　　　　　 メ


保 存 ・


総 数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結
真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


．ヘ　ース


コレクション


7イフ


コレクション増 減
．声1 答


細 菌 ・放 線 菌
⊂Jロ


42 8 13 0
0


又
0


0


呂
10
71


40 5 08 23 9


－6 0


0


0


269


140


0
0


5 08


80


50 8


8 0


4 9 8


7 0


10


10
30


0
0


0


15 0


3 0


1 10


8 0


1 4


7
糸 状 菌 ・酵 母 27 8 10 0


0


0


0


0


104
60 3 18 3 18


4 0


0
0


0


0


0


0


3 18


4 0
31 8


4 0


28 8


2 0
20 0


ウイ ル ス ・フ ァ ー ジ


D N A ・転 換 菌 等


立養 細 胞


原虫 ・線 虫


8 2 6 7 8 6 4 0 0 180 19 0 2 1
合計 70 6 23 0


0


0
0


10


1 75


1 00 8 26 55 7


－2 0


0


0 ，


2 69


140
／も　　ー】・・


0


0


82 6


12 0


・米


12 0
末


9 0


保 存 数 の


3 0 ：　　 0


差．下 段 は 当 年 度　 ．下 段 は 移 ll 下 段 は別 年 度 末 の 保 存 数 と本 年 度　　 子
：海外分　　　　：管の累計







果樹試験場　　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成


3
年度末


合計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形態 の
内訳


平成 4 年度 保存区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二次　　 三次継代


培養
凍 結


真空


乾彿


その


他
小計


ヘ　ース


コレクション


：アクアイ7
iコレクション


ll


増 減


収集 受入 移管 廃 棄


細菌 ・放 線菌 286 1 07 4 0 0 70 36 3 1 77 14 5 43 0 36 5 36 3 3 4 2 2 1 5 107 53 3


0 0 0 9 0 －1 3 1 0 7 8 TrT 77 0 0
糸状菌 ・酵母 1，3 68 1，1 96 5 0 7 19 1，8 50 3＿9 3 9 33 24 0 1 ，85 0 1，85．0 1，8 03 4 7 1 4 2 80 23 0 　 0


0 0 ．5 27 7 2 05 0 0 4 8‾2 4 8 2 4 77 5 2


ウイル ス ・ファージ鯖 166 13 1 0 2 2 1 58 5 0 40 2 0 4＿8 15‘8 158 1 22 3 6 2 4 12 12 0


0 0 2 5 －13 ウh′ －2 ・3 －3 一9 1 0
D N A ・転換菌


培養細胞 0 2 0 0 0 2 2 0 0 ．0 2 2 2 0 0 2 2 0．
‘0 0 0 2‘ 0 0 0 2 2 2 0 0


原虫 ・線虫


合計 1，8 2 0 1，31 8 4 6 0 8 1 1 2，37 3 1，12 2 1，1 18 8 7 43 2，3 75 2，3 73 2 ，26 9 10 4 43 40 1 2 97 ‘3


0 0 7 3 74 17 9 3 －2 5 54 55 3 54 7 l 6 2


l
下段 は当年 度　 i下段 は移 lll


下邸 ま前隼度の保 革翠 と本年度保存数 の差


野菜茶 業試験場　　　　　　　　　　 平成　 4 年度 農林水 産省　 ジー ンバ ンク ・事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注 ）　 各　 の　 字 は占′


平成


微 生物種類　　　　　 3　　　 平成 4 年度未保存数増減


年度末　　 の内訳
平成


4 年度
合 計


平成 4 年度保 存 （増滴 ）形態の　　　 i　 平成 4 年度保存 区分の内 訳 特性調査
内訳 l


保存
総数


ワーキンクー


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次継代


培養 ・


凍結


真空


乾燥


その
小計


他


へ●－ス


コレクション


アクティデ


コレクション
合 計


増　　 】　　　 減
収集 i 受入 l 移管 l 廃棄


細菌 ・放線菌 75 7 5 3　　　　 0 0 6 2 7 4 8 4 18 6 0 2 70 0 74 8 7 48 6 36 11 2　　　 14 5 0 47 1‾
0　　　　 0 3 3 －3 9 2 0 10 0 －9　　　　 －g －23 14 5


糸状 菌 ・酵母 926 6 5 ・62 0 36 1，．0 17 1，00 8 9 ．0 0　 1，01 7 1，0 17 8 97 120 29 5 6 65 4
0 ・0 2 5 2 9 1 0 0 0 9 1 1 18 r l lO 0 5


ウイル ス ・ファー ジ 96 6 0 0 20 82 0 2 8 0 0 82 82 5 3 29 13 5 6 「
0 0 0 0 0 0 0 0 －16 －1 6 0 9


D N A ・転 換菌


立養細胞


〟、虫 ・線 虫


日計 1 ，7 7 g 12 4 52 1 0 1 18 1，8 4 7 i 1，42 6 7 1 35 0 0 1，84 7 1，8 47 1，5冨6 2 6 1 5 6 11 1 1 13 6
‘0 0 290 5 2 20 1 0 0 ‘8 2 85 71 14 20


i下 段は当年度　 i下段 は移 ；　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本 年度保存数 の差　　　　　　　　 ：


：海外分　　　；管の票誠







蚕皐昆 虫農業技術研 究所　　　　　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ンク一　 事業実績　　　 微 生物部門　　　　　 注 ）　 各 欄の数字は点数を表す


微生物種 類


涌蒜■■畳駁


平成


3
年度末


合 計


平成 4 年度 未保存数増減


の内 訳


平 成 L　 詔 4 年度保存 く増殖）鵜 の 平成 4 年度保 存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次4 年度


合 計


継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計
：了クティデ
：コレクション


l


増　　 I　　　 減


収集 受入 移管 廃棄


細園 ・放凍菌


イ　　　コ＝＝


98 15 0 0 1 3 10 0 9 7 3 79 0 16 1 10 0 10 0 0 0 O l 1 5　 0
0 0 4 9 －1 3 0 0 2 2 2 0 0


糸状 菌 ・酵母


▼ヽ


11 7 0 0 0 l i 1 16 1 16 19 0 0 13 5 11 6 11 6 0 0 O l O 6‾‾
0 0 75 －1 0 0 0　　　　 －1 －1 一1 0 0


ウイル ス ・フ ァー ジ


tthh　　　　　　　tP．4－


30 0 0 0 15 15 0 15 0 0 1 5 15 10 5 〇 0 0 伊‾‾
0 0 0 0 －15 0 0 －15 －15 －15 0 0


D N A ・転換菌


も


l


立養細胞


〃


1 I


原虫 ・線 虫 20 0 0 0 0 2 0 0


0


0


0


0


0


20


0


2 0


0


2 0


0


12


0＿


8


0
8


0


0 0 0‾‾


合計 265 1 5 0 0 29 2 5 1 12 5 10 7 7 9 20 33 1 25 1 2 3 8 13 1 3 0 1 5 0
0 0 11 24 －2　　　 －12 0 0 －14 －14 ー14 0 0


下段は当年度　 ；
l
下段は移：


l
下段は前年度の保存数 と本 年度保存数 の差


：海外分　　　　：管の累計


琴草頭 生試験 場　　　　　　　　　　　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ン ク　　 事業 実績　　　　 微生物部 門　　　　　　　 注 ）‘　 各 蘭の数字 は点数 を表す


微生 物種類
平成


3
年度末


・合計


平成 4 年度未保存数増減


の内 訳


平成


4 年度


合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態 の
内訳


平成 4 年度保存 区分の内訳 特 性調査


保 存


総 数


ワーキンク●


コレクション


・へ1－ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三 次継 代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
：7クテiデ
iコレクション増 減


収集 受 入 移管 廃棄
細菌 ・放線 菌 1．7 63 47 5 4 1 0 2 2 1 2，0 5 8 148 6 75 1，24 5 0 2，0 68 2 ，05 8 1，4 9 5 5 63 25 7 2 82 125 0


糸状菌・酵母 l
ウイルス ・フ ァー ジ† 5 64 8 4 28 0 5 1 6 25 0 30 3 3 22 0 6 25 6 2 5 4 6 5 16 0 5 7 7 0 13 0


9 10 0 －1 －2 2 84 0 51 6 1 27 3 4 1 8


D N A ・転 換薗


審美細胞 2 4 0 0 0 0 24 3 2 1 0 0 24 24 0 2 4 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
原虫 ・諌 虫 7 9 6 0 0 0 8 5 2 9 55 0 0 3 5 35 22 63 6 7 1 0


0 0 0 0 6　　　　　 0 0　　　　　 6 6 6 0　　　　　 0
合計 2 ，4 3 0 5 65 6 9 0 27 2 2 ，79 2 1 80 1，05 5　 1，56 7 0　 2 ，8 0 2 2，79 2 1，98 2　　　 3 10　　　 3 20 3 5g 13 9 ！ 0


9 3 9 0 －22 －2 7　　　 4 2 1 0　　　 3 7 2 36 2 29 4 63 4 7
下段は 当年度　 ．下段 は移i　　　　　　　　 ： 下段 は前年度 の保存数 と本 年度 保存数の差　　　　　　　　　 ．


：海外分　　　　：管の累誠







食晶怒 合研究所　　　　　　　　　　　 平成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各蘭の数字は点数 を表す


微生物種類


平成


3
年度 末


合計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性 調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培養


凍結


草空


乾焼 ．


その


他
小 計


i．テ弾iラr
li コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄
細菌 ・放 線菌 174 135 0 2 0 42 2 4 7 2 37 85 2 9 0 3 5 1 2 47 1 95 52 6 5 4 104 富‾


40 0 2 10 73 60 0 0 13 3 73 ．93 －20 ・ －2


糸状菌 ・酵 母 931 2 73 2 04 23 2 2 34 9 4 2 9 30 135 2 0 39 6 1 ，48 1 9 42 8 71 7 1 封　 25 9 2 77 2 02


了 20 2 77 4 9 38 10 －18 3 9 1 1 13 －2
ライル ス ・ファージ等


D N A ・転換菌 l


培養細 胞


原虫 ・線虫


合計 1，105 408 204 252 276 1，189 1，167 220 49 396 1，832 1，189 1，066 123 15 313 381 210


47 202 984 82 98 10 －18 172 84 106 －22 －2
i下段は当年度　 i下段は移　　　　　　　 ：　　　　　　　 下段は前年度の保存数と本年度保存数の差　　　　　　　　 ．
：海外分　　　：管の累細


森林総合研究所　　　　　　　　　 平成　 4年度農林水産省　 ジーンバンク　　 事業実縁　　　 故生物部門　　　　　　 注）　 各蘭の数字は点数を表す


微生物種類
平成
3


年度末
平成4 年度未保存数増減
の内訳


平成
4年度


平成4年度保存 （増殖）形態の　　　 i　 平成4 年度保存区分の内訳　　　　　　 特性調査
内訳　　　　　　　　　　　　　　　 l


一次　　 二次　　 三次継代 真空 その＿ 保存 ワーキンク○ ぺ●一ス アクティブ


合計
増 減 合計 凍結 ‘


培養 乾燥 他
小計 総数 コレクション コレクションコレクシ］ン


収集 l 受入 移管 廃棄
細菌・放線菌 ． i


糸状菌 ・酵母 1，728 77 7 45 27 1． 20 6 2，073 1，970 12 8 0 0 2 ，09 8 2 ，073 1，444 62 9 5 52 i 1 71
l


45 ‘ 0
0 0 1，06 2 36 0 10 0 0 20 5 2 05 3 43 2 0


ウイル ス ・フ ァー ジ等


D N A ・転換 菌


養細胞


原虫 ・線 虫


合計 1，728 7 77 45 27 1 2 06 2，07 3 1，970 12 8 0 0 2，09 8 2 ，07 3 1，444 62 9 55 2 1 7 1 45 0


0 0 1，06 2 3 60 10 0 0 20 5 20 5 3 4 3 2 0


下段は当年度　 i下段 は珍 l
t
＿…… ＿＿＿…＿＿………王佐獲垂隼鼻梁埋草翠 と杢草屋偉車掌 勲章 ＿…＿．………＿………．j


；海外分　　　　i管の累計







中央水 産研究所　　　　　　　　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ン ク　 事 業実績　　　 微生物部 門　　　　　 注）　 各欄の数字は点数を表す


微 生物種類


平成


3
年度 末・


A 計


平成 4 年度 未保存数増減


の内 訳


平成


4 年 度


合計


平成 4 年度 保存 ．（増殖）形態の


内訳
平　 4 ノ　　 操 子区分の内訳 特　 昌　査


保 存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


！一テク石デ ．


！コレクション
一次　　 二次　　 三次継代


培養＿


凍結
真空


乾燥


その


他


小 計増 減


．▼ タ管


細菌 ・放 線菌 ロ　ロ
307 45


0


フこ
0


0


0


0


0． 352 3 00


45


3


0


5 2


0


0


0


35 5


4 5


3 5 2


4 5


34 2


4 5


10


0


0


0


10 0 0


糸状菌・酵母 l
ウイル ス ・フ ァー ジノ世


D N A ・転換菌


普養 細胞


原 虫 ・線虫


合計 307 45


0


0
0


0


0


0 3 5 2 3 00
45


3


0


52


0


＿l＿▲＿


0
0


35 5


4 5


35 2


4 5


34 2


4 5
米


1日　 に ユ　 0 0


：下段 は当年度 ；下段は移 ：　　　　　　 下段は剛年度の保存数 と本年度 保存数の差
i海外分　　　　　管の累計
．．．・．．－．一一．．．．．一一一一一一一一一一一一一


養殖研究所　　　　　　　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す
平 成


3
微 生物種類　　 年度末


合計


平成 4 年度未保 存教増 減　　　　 平成


の内訳　　　　　　　　　　　　　 4 年度


平成 4 年 度保存 （増殖 ）形態 の
内訳 ・


平成 4 年度保存 区分 の内 訳　 l　　　 特性 調査


l継代


培養


真空　　 その


凍結　　　　　　　　　　　 小計


乾燥　　　 地


保存


総数


ワーキンク◆　　 へ●－ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


一次　　 二 次　　 三 次


増 減 合 計


収集．　 受入 移管　　 廃棄
細菌 ・放線 菌 22°7 7　　　　　 0 0　　　　 27 20 7 0 2 07 0 0 20 7 20 7 7 7 1 30 14 8 3 0‾


0　　　　　 0 0 0 －20 0 0 －20 －2 0 －1 8 －2 0
糸状菌 酵母　 ！


ウイルス ・ファージ等1　　 42 9 0 0 6 45 0 4 5 0 0 4 5　　　　 45 22 2 3 5 5 0 0
0 0 0 0 3 0 0 3 3 3 0 0


D N A 摘 換菌 ！


立養細胞


原虫 ・線 虫


合計　　　 l 2 69 16 0 0 3 3 2 5 2 0 ．2 52 0 0 2 52 25 2 9 9 1 53 19 1 3 3 0


0 0 0 0 －17 0 0 －1了 －17 －1 5 －2 0


下段は 当年度　 ・下段は麟 ll！
下段 は前年度 の保存数 と本年度 保存数の差　　　　　　　　　 ・


！海外分　　　　i管の累計







（7）各機関の微生物種類，研究室別収集，受入，保存及び特性評価


農 業 研 究 セ ン ター （細 菌 ）　　　　 平 成　 4 年度 農 林 水 産 省　 ジー ン バ ン ク　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　　 注 ）　 各 欄 の 数 字 は 点数 を 表 す


研 究 室 名
平 成


3


年 度 末


合 計


平 成 4 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度


合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


l


保 存 ．ワーキンク●　 ‘へ●－ス


総 数　 コレクション　 コレクション
一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


l
li アクティブ
！コレクション


ltl


増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


水 田虫 事 研 究 室 1 0 0 0 0 0 1 0 1 9 0 0 1 0 10 0 10 1 0 0 す‾
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


線 虫書 研 究 室


l


4 1 1 0 0 6 6 0 0 0 6 ・6 5 1 0 5 0 0
0 0 2 0 0 0 0 2 l　　　 l


I
0


畑土 壌 肥 料 研 究 室 20 5 2 0 0 0 1 25 1 00 1 00 0 0 0 10 0　　　 10 0 10 0 U U 1 ZU　　　　　 U U
0 0 －10 5 0 0 ．0 －10 5 －10 5 一10 5 0 0


病 害 研 究 室 40 1 5


0


0


0


0 0 55 0


0


55


15


0


0


0


0
5 5
1 5


5 5


1 5


4 5


1 5


10


0


；‾1 30 15 0


マイコプ ラズ マ防 除 研 究 室 1 17 0


0


0


0


0 ． 1 0 10 7 0


0


10


－10


9 7


0


0


0


10 7


－1 0


10 7


－1 0


0


0
10 7


－1 0．


10 2
0


0 0 白


ロ計 3 76 36 1 0 13 5 27 8 10 7 7 4 97 0 2 78 2 78 1 50 128 103 15 5 1 5 0
0 0 －103 5 0 0 －1 00 －98　　　 －89　　　　 －9 0


lll
下 段 は 当年 度　 ： 」 ＿＿　＿＿＿＿＿＿＿＿‖＿＿＿＿壬 阜 些事 草 屋 旦 偉 車 畢 七 草 軍 歴 保 存 数 の 差　　　　　　　 ・


農業研究センター（放線菌）　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名
平成
3


年度末


合計


平成 4 年度未保存數増 減


の内訳


平成


4 年度


合 計


平成 4 年度保 存 （増 殖）形態の


内訳
平成 4．年度 保存区分．の内訳 特性調査


保存


総数
ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計
：アクティ7●
i コレクション


ll


増 減
収集 受入 移管 廃棄


土壌肥料研究室 29 0


0
0
0


29 0 0 0


－29


0


0


0


0


0


0


0．


－29


0


－29


0


0


0


－29


0 2 9 0 0


ロ計 2 9 0 0 29 0 ．0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29 0 0
0 0 －29 0 0 0 －2 9 －29 0 －29 0


lll
下段は 当年度　 ； ：　　　　　　　 ‘下段は前年度の保存数 と本年度 保存数 の差　　　　　　　　 ；
：海外分　　　　！







農業研究センター（糸状菌）　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実額　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成


3


年度末


合計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増 殖）形 態の


内訳


平成 4 年度保存区分 の内訳 特性調査


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


へ －ス


コレクション


一次　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計
：アクティ7●
；コレクション


lll


増 減
収集 受入 移 管 棄


水田虫害研究室 56 0 0 0 0 5 6 56 0 0 0 56 5 6 2 8 2 8 2 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


水田病 害研究室 2，13 9 3 99 16 0 44 2 ，51 0 2，4 94 0 0 16 2，5 10 2 ，51 0 2，2 9 3 21 7 5 5 39 0 20 6 0
15 0 0 3 21 0 0 16 3 37 3 7 1 3 3 1 4 0 3 6


線 虫書研 究室 5 0 0 0 0 5 5 0 0 0 5 5 5 0 0 5 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


土壌病害研 究室 23 2 4 9 3 1 1 64 2 5 9 25 9 0 58 0 3 17 2 5 9 1 97 6 2 3 1 5 7 6 7 0
0 0 6 －24 0 0 －18 －23 －26 3 0


畑土壌肥料研究室 21 0 2 0 0 0 1 80 5 0 5 0 0 0 ．0 5 0 50 50 0 0 20 3 0 0
0 0 －16 0 0 0 0 －16 0 －1 86 －1 60 －26 －2


畑病害研究室 127 2 2 0 0 0 1 49 10 2 61 0 0 16 3 14 9 12 3 26 2． 0 2 2 0
0 0 1 0 12 0 0 2 2 22 2 2 0 0


合計 2，819 4 9 0 19 1 1 28 8 3，0 28 2 ，96 6 61 5 8 16 3 ，10 1 3，0 29 2，69 6 3 33 10 8 4 72 3 2 5 0
15 0 0 17 7 －12 0 16 18 1 18 4 16 7 17 3 4


：下段 は当年度　 ．
l


下段 は前年度 の保存数 と本 年度 保存数 の差


：海外分　　　　：


農業研究センター（ウイルス）　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究 室名
・平成


3
年度末


合 計


平成 4 年度未保存数 増減


の内 訳


平成 4 年度 保存 （増殖 ）形態 の
平成　　　 内訳


平 成 4 年度保 存区分の内 訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次4 年度


合計


継代


培 養
凍結


真空


乾燥


その


他


小計
rアクティ7 －
iコレクション


lll


増 減
収集 受入 移管 廃棄


田虫審研究室 66 4 0 0 0 70 9 61 0 0 7 0 70 3 0 4 0 24 0 8 2


＊ 1 0 4 0 0 0 4 4 4 0 0
ウイルス病診断研究 314 20 9 13 1 20 1 3 34・ 23 2 24 9 9 0 3 4 6 3 34 30 0 3・4 ‘27 3 04 37 4 1 1


0 0 3 18 1 1 0 3 2 20 5 15 12
ウイル ス病防除研究 50 6 0 0 1 3 4 3 0 2 2 0 2 1 43 4 3 6 37 2 9 5 5 0


＊ 5 ．0 0 7 －11 －3 一丁 一丁 －23 16 2 9


ロ計 430 2 19


6


13


0


1 21 4 4 47 3 2 3 07


25


9 9


0


2 1


－3


4 5 9


29


44 7


17


33 5


－14


1 1 1
31


8 0
4 1


3 09 3 8 7 13


i下段 は当年度　 ： ；　　　　　　　　 下段 は前年度 の保 存数 と本年度 保存数 の差　　　　　　　　　 ・


海外分　　　　：
h．．一．・．．一●－He．．．p－tl．1．－－．．．一．1







農雲研究セ ンター （フ ァー ジ）　　 平成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバ シ ク　 事業実 績　　 微生物部 門　　　　 注）　 各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 4 年度 保存 （増殖）形態の llヽ平 成 4 年度 保存区分の内訳　 I　　 特性調査


3
年度 末


合 計


平成 4 年度 未保存数増減


の内 訳


平成


4 年 度
合計


内 訳 lI


保存　 ワ－キンク●
総数　 コレクション


へ●－ス ；


コレクションi


ll


一 次　　 二．次　　 三次継 代


培 養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計
アクティ7●


コレクション増 減
収集 受入 移管 廃棄


マイコアラスマ防除研究 室 10 0 0 0 0 10 0 0 10 0 10 1 0 0 l10 10 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


口計 10 0 0 0 0 10 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 10 1 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


lll
下段 は当年度　 ：


．
・　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本年度保 存数 の董　　　　　　　　 ：


揮発旦


畢莱研究セ ンター （マイ コプラズマ）　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ン ク　　 事 業実績　　　 微生 物部門　　　　　　 注）　 各柵 の数字 は点数 を表す


研究室名


平成


3


年度 末


合計


平成 4 年度 未保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年 度保存 （増殖）形 態の
内訳


平成 4 年 度保存 区分 の内訳 特 性調査


保 存


総 数
ワーキンク●


コレクション


へ－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍 繹


真空　　 その


、乾燥　　　 他


小計
：アクティ7●
！コレクション


Ill


増 減
収集 受入 移管 廃棄


イコプラス●マ防除研究 室 21 2 0 0 0 2 1 2 0 0 0 0 20 2 0 2 0 2 18 1 3 0 10 0‾
0 ．0 0 0 0 －1 －1 －1 －4 3 0


ロ計 2 1 2 0 0 0 2 1 2 0 0 0 0 20 2 0 20 2 1 8 13 0 10 0
0 0 0 0 0 －1 －1 －1 －4 3 0


ll
下段 払当年度　 ： l 下段 は前 年度 の保存数 と本 年度保存数 の差　　　　　　　　　 ．
：海外分　　　　！


星雲班究セ ンター （線虫）　　　　　　 平成　 4 年度農林水産 省　 ジー ンバ ン ク　　 事 業実績　　　　 微生物 部門　　　　　　　 注）　　 各欄 の数字は点数を表す


研究室名
平成


3
年度 末


合計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形 態の


内訳
平成 4 年度 保存区分の内訳 ．特性 調査


保 存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代 一


培養


凍結


真空


乾燥


そ の


他
小計


：アクティ7〇°


：コレクション
lll


増 減


収集 受入 移管 廃棄
線 虫事研究 室 38 1 2 0 0 0 10 0 5 9 0 0 4 1 10 0 10 0 70 3 0 0 10 0 30 0


3 0 1 2 0 0 0 1 2 1 2 7 5 0


ロ計 銅 12 0 0 0 10 0 5 9 0 0 4 1 10 0 1 00 70 ′30 0 100 3 0 0


8 0 1 2 0 0 0 1 2 11皇 7 5 0


．l
下段 は当年度　 ： ll


．下段 は前 年度の保存数 と本 年度保存数 の差　　　　　　　　　 ；


海外分　　　　i







農業生物資源研究所 ‾r（細菌）　　　　　 平成　 4 年度農林水産省　　　　　　 ジー ンバン ク　　 事業実績　　　　 微生物部 門　　　　　　　 注） ・各欄の数 字は点数を表す


研究室名


平成
3


年度末


合計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳
平成 4 年度


平成


4 年度
合計


・平成 4 年度 保存 （増殖）形態の　　　 1　 平成 4 年度保存区分の内訳 特性調査
内訳 I


保存
総数


ワーキンクー


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三 次継代


培養
標語


真空


乾燥


その


他


小計
：アクティ7■
！コレクション増 減


収集 l 受入 移管 廃棄　 （移管）


伝子構造研究室 25 0


0


0


0


0 0 （　　 0 ） 25 0


0


25


0


0


0


．0


0


25


0


2 5


0


0


0


25


0


2H　 O 0 0


生育遺伝研究室 410 4


0


0


0


0 83 （　　 79 ） 33 1 0


－41 0


3 31


－79


＿4剖 ： 331


－899


33 1


－79


33 1


－4


0


－75


糾　 O 0 8


微生物探索評価 33 1 10 35 0 0 1　 50 （　　 0 ） 498 6 0 5 20 2 0 0 宝拙　 芸；昌 47 45 1 44 0 0 10 5 0
研究チー ム 4 0 I 1 2 48 0 －20 0 1 0 40 0 40 0


核外遺伝子研究室 37 呂1 日　 O 0 （　　　 0 ） 39 ；！ 3； 0


0


0


0


4 1


4


39


2


1 9


2


20


0


0


0


0 ！ 5 0


窒素固定研究室 53 糾　 引　 0 0 （　　　 0 ） 53 8


0


4 5


4 5


0


－45


0


0


53


0


53


0


53


0


0


0


0


0


0 0 0


微生物議能利・用研究ヨ 750 42


0


0


0


0 0 （　　 0 ）


l


79 2 0


0


79 2


4 2


0


0


0


0


72日　 7；； 779


29


1 3


0


2


0


0 5 1


微生物保存研究 チーム 634 70 15 1 0 0 （　　　 0 ） 85 5 100 23 6 15 0 35 1 8 55 8 35 20 5 7 0 2 0・5 0
0 0 1 00 －350 －66 0 －31 6 2 21 2 06 15 0


セ ンターバンク 1，97 1 0 397 0 27 （　　　 0 ） 2，34 1 0 2，34 1 2，300 0 4，64 1 2，34 1 0 2，34 1 2，060 0 0 0


0 0 0 9 72 34 4 0 1，316 37 0 0 370 350
合計 3，96 8 22 6


4


9 0日　 0 ° 160‘（　　 79 ） 4 ，934 17 0


－29 6


4 ，329


1，112


2，33 5


－19 7


0


0


6，334


6 19


4，934
95 3


2，064
24 3


2，870
7 10


2，532
750


70 32 0 9


下 段は当年度 （ ）内の数字 は生物研 サブ 下段は前年度の保存数 と本年度保存数の差
：海外分　　　　　　　　　　バンクからセンターバンク


への移動を表す


譲葉 生物 資源 研 究所 （放 凍副　　　 平成　 4 年 度 農林 水 産 省　　　　 ジ ー ン バ ン ク　 事 業 実績　　　 微 生 物 部 門　　　　　 注 ）　 各 欄 の数 字 は点 数 を表 す


康　　　　　　 、　　 月


研究 室 名


厨


‘平成


ー
平 成 4 年 度 未 保 存家 増 減


平 成


4 年 度


合 計


平 成 4 年度 保 存 （増 殖 ） 形 憩 の


内 訳


平成 4 年 度 保存 区 分 の 内訳 特性 調 査


3


年 度 末


A 計


の 内 訳


平 成 4 年 度 保 存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ◆－ス


コレクション


一 次 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍結


真 空


乾 燥


その


他


小 計


：7 クティ7 一


！コレクション増 減


．一 ノ1－′．≡4． タ管


生 物脚 朋 夷 雪　 4 0


0


コL
0


0


≡タ　星
0 0 （　　 0 ） 4 0


0


0


0


4


0


0


0


4


0


4


0


3


0


1


0


0


0


0 0 0


セン タ ーバ ン ク 35 0


0


10


0


0 0 （　　　 0 ） 45 0


－2 0


45


10


45


10


0


0


90


0


45


10


0


0


45


10


6


0


0 0 0


合計 39 0


0


10


0


0 0 （　　 0 ） 49 0


－2 0


45


10


49


10


0


0


94


0


4 9


10


，3


0


46


10


6


0


0 0 0


下 段 は 当年 度
下 段 は前 年 度 の保 存 数 と本 年度 保 存 数 の差


（ ）内 の数 字 は 生 物研 サ ブ　 一 ＿＿＿＿… ．＿… ＿＿… … … ＿＿＿＿…＿＿… ＿＿…＿＿… ＿．… ＿＿…＿…… ．＿．．＿＿＿… ＿－… ＿一… －… ・一・一一… … ・一一


：海外分　　　　　　　　バンクからセンターバンク
への移動を表す


各欄　数字は点数一表す







農業生物資源研究所（辞母）　　　　　平成　4年度農林水産省　　　　　　ジーンバンク　　事業実譲　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各闇の数字は点数を表す


研究室名


平成
3


年度末


合計


平成 4 年度未保存象増減


の内訳
平成 4 年度


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態の　　　 l　 平成 4 年度保存区分の内訳 特性調査
内訳 l


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


へ●一ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次 ・継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計


！．テラテir


iコレクション増　　 l　　　 減
I 収集 受入 移管 廃棄　 （移管）


生物脚 j早研究雪　 26 0 0 0 0 （　　　 0 ） 26 0 0 26 0 2 6 2 6 0 26　　　　　 0 0 0 0
0 0 －2 6 0 0 0 －2 6 0 0 0 0


生物探索評価


研究チーム
15 ○ 0 0 0 （　　 0 ） 20 2 0 0 0 0 2 0 20 2 0 0 0 0 0 0


5 0 5 0 ．0 0 5 5 5 0 0
センターバ ンク 330 0 2 2 0 0 （　　　 0 ） 35 2 0 35 2 3 00 0 652 352 0 35 2 62 0 0 0


0 0 －68 2 2 －30 0 －76 22 0 2 2 0
ロ計 ．　 1 3 7 1 1 ； 2日　 一 0 （．　　 0 ） 39 8 20


－89


35 2


2 2


32．6


－3 0


0


0


698


－97


398


27
20
5


37 8


2 2


6呂！ 0 0 0


：下段は当年度 （ ）内の数字は生物研サブ ：　　　　　　　　 下段は前年度 の保存数 と本年度保存数の差


海外分　　　　　　　　　バンクからセンターバンク
への移動を表す


農業生物資源研究所（糸状菌）　　　　平成　4年度農林水産省　　　　　　ジーンバンク　　事業実譲　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成 平成 4 年度未保存數増減
車成


今年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態の 平成 4 年度保存区分の内訳 特性調査
3


年度末


合計


の内訳


平成 4 年度


内訳


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


へ●車ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計


：一テ汚行－‾


：コレクション増 減


収集 l 受入 移管 】 廃棄　 （移管）
生物探索評価 4 ，5 51 48 0 40 4 0 654 （　 534 ） 4，77 1 4，857 0 0 0 4，35 7 4，77 1 4，77 1 0 0 100 0 0


研究チーム 0 4 0 306 0 0 0 0 22 0 22 0 0 0
生物保存研 究チー ム 103 2 0


0


0


0


0・ 0 （　　 0 ） 12 3 123


20


0


0


0


0


0
0


123


－20


1言昌l ；； 32


0


17


0
0 8 0


セ ン ター バ ン ク 2 ，65 6 77 1 ，02 6 0 3 7 （　　　 0 ） 3 ，72 2 3 ，722 3 ，350 ．15 0 0 7 ，22 2 3 ，72 2 0 3 ，72 2　　 2 ，7 10 77 0 0


0 0 1 ，066 694 5 2 0 1 ・81 2 1 ，06 5 0 1 ，06 6 1 ，0 71


ロ計 7 ，31 0 577


0


1 ，430


40


0 70 1 （　 5 34 ） 8 ，6 16 8 ，7 02


1 ，3 92


3 ，350


694


15 0


5 2


0


0


12 ，202


1 ，832


鵠 ！ 4 ㌢；孟 3 ，754


1 ，06 6


2 ，7 27


1．07 1


1 77 ！ 8 0


こ下段 は 当年 度 （ ）内 の数 字 は 生物 研 サ ブ　 j　　　　　　　　 下 段 は範 隼 雲 型隼畢 数 と本 年度 保 存 数 の差


海外分　　　　．　　　バンクからセンターバンク
への移動を表す







農業生物資源研究所（ウイルス）　　　平成　4年度農林水産省　　　　　　ジーンバンク　　事業実縁　　　　故生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成 平成 4 年度未 保存数増減
平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態の 平成 4 年度保存区分の内訳 特性調査
3


年度末


合計


の内訳


平成 4 年度


内訳
保存


総数


ワーキンク●


コレクション


「次　　 二次　　 三次継代


培養
凍結．


真空


乾燥


その


他
小計


へ●一ス


コレクション


7クティ7●


コレクション増 減


喉集 I 受入 移管 廃棄　 （移管）


遺伝子 構造研究室 25 0　　　　　 0 0 0 （　　 0 ） 2 5 0 2 5 0 0 2 5 25 0 2 5 0 0 0 0
0　　　　　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


核外遺伝子研究室 25 0　　　　 0 0 0 （　　 0 ） 2 5 0 25 0 2 2 7 25 2 2 3 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 ．0 0 0 0


抵抗性遺伝子研究室 194 0 0 0 0 （　　　 0 ） 194 0 0 19 4 0 194 19 4 167 27 14 0 0 ・0
0 0 0 －5 0 0 －5 0 0 0 0


微生物機能利用研究盛　　　 3
l


0 0 0 0 （　　　 0 ） 3 0 3 0 0 3 3 3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


センターノヾン ク


l


76 0 1 0 0 （　　　 0 ） 77 0 0 77 0 77 7 7 0 77 7 5 0 0 ！ 0


0 0 0 －76 77 0 1 1 0 1 0


F 計 32 3 0
0


吉！ 0 0．（　　　 0 ） 3 24 0


0


53


－3 1


27 1


77


2


0


3 26


－4


324
1


192
0


132
1


8 9
0


0 0 － 0


：下段は当年度　　　　　　 （ ）内の数字は生物研 サブ　　　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本年度保存数 の差


擾発食　　霊孟宗呈芸妄タ‾バンク


農業生物資源研究所 （D N A ）　　　 平成　 4 年度農林水産省　　　　　 ジーンバンク　　 事業実績　　　 微生物部門　　　　　　 注）　 各欄の数字は点数を表す


平成
3


年度末


合計


平成4年度未保存数増減


の内訳
平成4 年度


平成


4 年度


早計


平成4 年度保存 （増殖）形態の 平成4 年度保存区分の内訳 特性調査


研究室名


内訳
保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


：アクティ7．・
；コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥 －


その
小計


他
増 減


収集 受入 移管 廃棄　 （移管）


微生物舶 利照 究雪 45 0 0 0 0 （　　　 0 ） 45 0 45 0 0 45 45 40 5 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 45 0 0 0 0 （　 0 ＿） 45 0 45 0 0 45 45 40 5 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ．0


i下段は当年度　 ． （ ）内の数字は生物研サブ 下段は前年度の保存数と本年度保存数の差
海外分　　　　　　　　　　バンクからセンターバンク


への移動を表す







農業生物資源研究所（形質転換菌）　　平成　4年度農林水産省　　　　　　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究書名


I


平成


3


年度末．


A 計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳
平成 4 年度


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態の　　　　　　　 平成 4 年昇保存 区分の内訳 特性調査


内訳
保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計


へ●－ス


コレクション


アクアイフ


コレクション増 域


収集 受入 移管 廃棄　 （移管）
【コ　○


伝子構造研究室　　 ，L 89 0 0


0


0 －
0 ＿


0 0 （＿1　 0 ） 1，89 0 0
0


1．39 0
0


0
0


0


0


1，鍋0 1，890


0


ー・1，42 0
0


4 70
0


0
0


0 1 0 0


ロ計 1，89 0 0


0


0
0


0 0 （　　　 0 ） ・1，89 0ノ 0
0


1，89 0
0


0
0


＿ん．▲－


0


0


1，89 0


0．


1彗 l l・42 3 4 73 1 日　 O l O 0


：下段は当年度 ．　　 （ ）内の数字は生物研サア 下段は削年度の保存数 と本年度保存数の差
：海外分　　　　！　　　バンクからセンターバンク


への移動を表す


農 業 生物 資 源 研 究所 （動 物細 胞 ）　 平 成　 4 年 度 農林 水 産 省　　　 ジー ンバ ン ク　 事 業 実 現　　 微 生禦 門　　　　 注 ）　 各 欄 の数 字 莞点 数 を表す


＼ 、′　　　　　 禾 ・ ‾


平 成


4 年 度


合 計


、　　　　　　　　　　　　　　　　 宍里奈


研究 室 名


3


年 度末


の 内 訳


平 成 4 年度


‘内 訳 ．


保 存


総 数


ワーキンク●


　ヽ　　ヽ


・ 次　　 二次　　 三次
継 代


凍結 ．


真 空 そ の


小計


へ●－ス


　ヽ　　ヽ


アイフ


さ．＿＿ヽ


A 計


増 減


培 養 乾 燥 他
コレクソヨソ コレクソヨノ コレクソヨノ


。宰皐 傷霹 タ管


セ ン ター バ ン ク
Cコ　ロ


3 0


0


又 ．
0


0


タ　邑
0


0 （　　　 0 ） 3 0


0


3


0


0


0


0


0


3


0


3


0


0


0


0


3


0


3


0


0


0


0


0


0


0


0


万


ロ計 3 0


0


0


0


0 0 （　　 0 ） 3 0


0


3 ．


10


．0 －


0


肌　　　 －hムー


0


・0


3


0


米


3


0
0 0 0


下 段 は 当年 度　 ．．　　 （ ）内 の数 字 は生 物 研 サ フ 下 坂 は 別 年度 の 保 存数 と本 年 度 保 存数 の菱
海外 分　　　 ．　　　 バ ン クか らセ ン ター バ ン ク


への移動を表す


農業環境技術研究所（細菌）　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平 成


3


年度末


合 計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平成


4 年度
合計


．平成 4 年度保存 （増殖） 形態の


内訳


平成 4 年度保存 区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 主次 ・継代


培 養


凍結


真空


乾填 ．


その


他


小計


へ●－ス


コレクション


：アクティ7e
liコレクション
lll


増 減


収 集 受入 移管 廃 棄


寄生菌動 態研 究室 114 3 0 0 0 0 14 4 0 30 1 14 0 14 4 － 14 4 ・14 4 0 0 2 0 2 0 0 、


0 0 0 0 0 0 0 30 3 0 0 0
線 虫 ・小動 物研究室 2 0 0 ‘0 0 ，2 0 0 0 ・2 2 2 2 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土壌微生物 生態研 究室 ． 1，3 55 40 0 0 0 1，39 5 0 1，0 75 32・0 0 1，39 5 1，39 5 1 ，39 5 0 0 40 4 0 0


0 0 0 4 0 0 0 4 0 4 0 4 0‾ 0 0
土壌微生物利 用研 究室 1－14 0 7 0． 1 12 0 6 9 0 30 6 0 37 51 ・12 0 6 2－ 58 3 0 0 ・7 0


0 0 1 1 0 6 0 13 6 0 6 0


微生物特性 分類研究室 1，6 73 15 3＿ 2 1 2 2°9 92 0 6 98 2 5 6 73 6 57 0 1，3 55 ′6 98 34 2 35 6 16 5 6 52 5 6 0


0 2 1 －5 9．－1，5 24 －1，左27 0 －3，4 10 －9 75 －95 3 －2 2 －7 9


合計 3，2 58 2 2 3 28 2 29 92 1 2，3 59 9 4 1，7 78 ‾ 1．3叩・ 2 芋，27 1 、2，13 59 1，94 5 4 14 19 5 7 12 123 0


0 2 1 －5 2 「1，4 34°‘一．1．82 1‾ 0 －3°，35 7 －3 99 －88 3 －1 6 －7 9


汗 段 は当年度　 ：　　　　　　　　　 ：　　　　　　　 下段 は前年度奉 の保存数 と本年度未保 存翠製革＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」


；準牡貧







農業環境技術研 究所 （放線菌）　　　 平成　 4 年 度農林水産 省　 ジー ンバ ン ク　 事業実 地　　　 微 生　　　　　　　　　　　　　　　 由　　 一


研 究室名、


ノ　　　　　　　　　　　ーG


平成


3
年度未．


合計


平成 4 年度未保存 数増減


の内 訳


平成


4 年度
I 合 計
！


平成 4 年度保 存 （増殖 ）形態の
内訳　　　　　　　　　　　　　 ！


′llヽ平 成 4 年度保 存区分 の内訳 特性調査


保存


総数
ワーキンク●‘　 へ●－ス


コレクション　コレクション


！アクティフ◆


；コレクション
lll


一 次　　 二 次　　 三次・準 代


培養 P 種


真 空


乾 燥


その


他
小計増 減 ．


l 収集 受入 移管 廃棄


土壌微生物 生悪研究室


′


500 0


0


0


0


0 0 50 0 0．・
0


20 0


0


叩0


0
0
0


50 0
0


5 00


0


50 0


0
0
0


0


0


0 0 0


土壌 微生物利用研 究室 143 0


0


12
0


0 0 1 55 14 6


12
0
0


1 4 1


12


0


0


2 8 7


24


15 5


1 2
8 1
0


74


12
44
0


0 12 0


合 計 14 3 0


0


12


0


20 0 3 0 0 1 55 64 6


1 2


5 00


0


64 1


12
0
0


2 87


24


i5 5


1 2


8 1


0


74


12
4 4


0


0 12 0


下段は当年度


毎外 分
下段 は前年度末 の保存数 と本年度未 保存数の差


l


農業環境技術研究所（糸状菌）　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


研究室名


平成
3


年度末


合計


　 平成4 年度未保存数増減
の内訳


平成
4 年度
合計


平成 4年度保存 （増殖）形態の
内訳


平成有年‾度保存区分の内訳 特性調査
l


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養
凍結


真空


乾燥


その


他
小計


へ●－ス


コレクション


アクティ7


コレクション増 減
収集 l 受入 移管 l 廃棄


1 ，0 72 0 0 0 0 1 ，0 72 2 0 1 ，0 52 0 0 1 ，07 2 1 ，0 72 1 ，07 2 0 0 0 0 ．0


0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0


土 壌 微 生 物 分 類 研 究 室 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 4 4


0


4 ‾‾ 0 0 0 3 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


微 生 物 特 性 分 類 研 究 室
l


‘4 ，83 6 6 70


．14 5


12．9


3 1


0 20 6 5 ，42 9 5 ，3 60


5 24


、1 ，22 8


22 6


7 86


68


0


0


7 ，3 74 5 ，4 29


59 3


4 ，89 7


4 3 5


53 2


15 8


4 73


1 50


18 7 54 0


合 計 5 ，91 2 5 70 12 9 0 2 0 6 6 ，50 5 5 ，3 84 2 ，28 0 7 86 0 8 ，4 50 6 ，50 5 5 ，9 7 3 53 2 4 73 1畠7 57 0


14 5 3 1 52 4 22 6 68 0 0 59 3 4 35 15 8 15 0


農業環境技術研究所 （ウイル ス）　　　 平成　 4 年度農 林水産省　 ジー ンバ ン ク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　 注 ）　 各櫛 の数割 ま占数を表す


研 究書 名


／


平成


3
年度 末


合 計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平 成


4 年度 ‾
i 合 計


I


平成 4 年度保存 （増殖）形態の


内訳


平成 4 年度保存区分 の内 訳 特性 調査
！


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


真 空
凍結


乾燥


その


他


小 計
へ■－ス


コレクション


アクティ7◆


コレクション
増 減


収集 受入 移管 廃棄


土壌微生物分類 研究室 71 1 ； 7


1


0 2 8 2 12


4


2 1


7


49・


0


0


0


82 8 2


1 1
1 9
6


6 3


5


4 5


0


3 5 0


ロ計 7 1 6


0


7


1
0 2 82 1 2


4


2 1


7


4 9


0


0 ．


0


82


0


82


1 1


19


6
63


5


4日　 3 5 0


下段 は当年度　 ．
l


ll 下段は前年度末の保存数 と本年度未保 存数の差　　　　　　　 ・
！海外分　　　　：







農業環 境技術研究所 （線 虫）　　　　　 平成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバン ク　　 事 業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各欄 の数 字は点数を表す


研究室 名


平成


3
年度末


合 計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 4 年度保 存区分 の内訳 特性調査


保存


総数 －
ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結
真空


乾燥－


そ の


他


小計
：アクティ70


iコレクション
lll


増 減
収集 受入 移管 廃棄


虫 ・小動物研 究室 22 7 0 0 0 29 7 0 0 22 2 9 29 29 0 0 了‾ 0 0


0 0 7 0 0 0 7 7 7 0 0
口計 22 7 0 0 0 29 7 0 0 22 2 9 29 2 9 0 0 7 0 0


0 0 7 0 0 0 7 7 7 0 0
；下段は当年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下段 は前年度末の保存数 と本年度未保 存数の差


畜産試験場 （細菌 ）　　　　　　　　　 平成　 4 年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業案縁　　　　 故 生物部門　　　　　　　 注 ）　　 各 柵の数字 は点数 を表 す


研究室 名


平 成


3
年度未


合 計


平成 4 年度未保 存數増 減


の内訳


平成


4 年 度
合 計


平成 4〃年度保 存 （増殖 1 形 態の
内 訳


平成 4 年 度保存 区分の内訳　 I　　　 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次継代


培養


凍結


真空


乾頗


その


他


小計
へ－ス


コレクション


7クティ7


コレクション増 減


1収集 受入 移管 廃棄
飼料 品質研究室 30 0 0 0 0 3 0 3 0 2 4 2 ・0 5 6 30 24 6 0 0 0 ∴0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0° ・0
加工第 3 研究室 52 0 0 0 0 5 2 0 ・52 52 0 104 52 0 5 2 10 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 ・0 0


合計 82 0 0 0 0 3 2 ．30 7 6 5 4 0 1 60 32 24 5 8 10 0 0 0


　 0 0 ‘0 0 0 0 0 0 0 0 0


下段 は当年度　 ： ′ll
下段は前年度 の保存数 と本年 度保存数 の差　　　　　　　　 ．


：海外分　　　　：


畜 産 試験 場 （放 線 菌 ）一　　　　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ンバ ン ク　　 事 業 実 績 ＿　　　 微 生 物 部 陽　　　　　　　 注 ）　　 各 欄 の数 字 は 点 数 を 表 す ‾


研 究 室 名


平 成


3


年 度 末


合 計


平 成 4 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調査


保 存


，総 数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍結


真 空


乾 凌


そ の


他


小 計


へ●－ス


コレクション


アクティ7◆


コレクション．増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


資料 品 質 研 究 室 12 0 0 0 0 1 2 1 2 0 、0 0 1 2 12 0 1 2 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0． ．0 0 0


合計 12 0 0‾ 0 0 1 2 1 2 0 0． 0 1 2 12 0 1 2 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


下 段 は 当 年 度　 ： ltl
下段 は 前年 度 の保 存 数 と本 年 度 保 存 数 の 差　　　　　　　　 ：


渾発会







畜産試験場（酵′母）　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　事業真横　　　微生物部門　　　　　注）　各柵の数字は点数を表す


研 究 室 名


平 成


3


年 度 末


合 計


15 8


平 成 4 年 度 未 保 存 致 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 ‘特 性 調査


保 存


総 数


ワーキンク●


lJ＿＿ヽ


へ●－ス iテ汚 行 ‘．


l
　ヽ　　t　　l　　　　　　　lJ＿＿ヽ


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


凍 結


真 空 そ の


小 計増 減 合 計


培 養 ・ 乾 燥 他
コレクソヨン コレクソヨン：コレクソヨソ


l
l．一 管


飼 料 品 質 研 究 室 0


°0


jL
0


0


0 0 1 58
15 套


0


7 4


0・


0


0


6 7


0


29 9


0


1 58


0


1 23


0


3 5


0


3 5


0


0 0 0


′
甲計


15 8 0


0


0


0


0 0 ＿ 1 58 15 8


0


7 4


0


0


‘0


6 7


0


29 9


0


1 58


0


12 3


0 ，


3 5


0＿


3 5


0


0 0 0


：下 段 は 当 年 度 ‘ ．
．l


i　　　　　 下 段 は前 年 度 の 保 存 数 と本 年 度 保 存 数 の 差 l


：海外分　　　　：
▼一．．．．．．．．．．一H－．一一一一一一一一一一4


畜産試験場（糸状菌）　　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実譲　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す
「 研警 平成


3
年度末


合計


平成4 年度未保存数増減


．の内訳


平成
4 年度


I 合計


平成4 年度保存 （増殖）形態の
内訳


継代


培養‾九
痍結


真筆


乾廃


その


他
小計　＿V　増 ． 、、減


収集 ⊥ 受入 移管 ！廃棄


保 存 ワーキンク● へ　一ス アイ
総 数 コレクション コレクション コレクション


飼料 品質研究室 15 3 ‾ 0 0 0 0 15′3 15 1 1 22 2 0 27 5 1 5 3‾ 11 9 34 31 0 0 当


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0、


合 計 15 3 0 0 0 0 15 3 1 51 12 2 2 0 27 5 153 11 9 3 4 31 0 0 、0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


茸地試験場（細菌） 平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研 究室名


平成


3
年 度末


合計


平成 4 年度未保存教 増減


の 内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態の
内訳


平成 4 年度保存 区分 の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次継 代


培養
…三、．


真 空


乾焼ノ


その


他


小計
へ－ス


コレクション


アクティフ


コレクション増 減


収集 受 入 移管 ！ 廃棄


調整貯蔵 研究室 14 9 1 10 0 0 20 2 39 ． 23 9 0 ‘0 0 2 39 2 39 23 9 　 0 0 0 11 0 14


0 0 90 0 0 0 90 9 0 9 0 0 0


土壌微生物 研究室 27 9 2 0 0 10 2 0 2 69 0 ．0 2 69 0 2．69 26 9 2 5 9 10 0 1 50 0 0


0 0 －150 0 14 0 0 －10 －10 －2 0 10 0


会計 　 42 8 13 0 0 10 4 0 50 8 ・・2．3g 0 2 69 0 50 8 50 8 4 98 10 0 15 0 1 10 14


0 0 －60 0 14 0 0 8 0 8 0 70 10 0


下段 は当年度　 i ll
下段は前年度末の保存 数と峯隼隼奉 埋草翠 受章 ＿＿＿＿＿＿……＿…．＿∴


：海外分　　　　；







草坤 試験 場 （糸状菌 ）　　　　　　　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバンク　　 事業実務　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　 各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成


3
年度 末


合計


平成 4 年度 未保存致増 減


の内 訳


平成 ‘


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態 の


‘内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三 次継 代


培養
凍結


真空


乾燥


その


他
小計


へ・－ス


コレクション


アクアイフ


コレクション増 減
収集 I 受入 移管 i 廃 棄


作物病害 研究室 165 5 0 0 0 2 0 1 95 1 95 0 0 0 19 5 195 1 65 r　3°0 0 3 0 3 0 0
0 0 30 0 0 0 3 0 30 ° 10 2 0 0


調整貯蔵 研究室 113 5 0 0 0 4 0 12 3 1 23 0 0 0 12 3 123 1 23 0 0 0 5 0 了


0 0 10 0 0 0 1 0 10 10 0 0
口計 27 8 10 0 0． 0 6 0 31 8 3 18 0 0 0 3 1 8 3 13 28 3 30 0 3 0 8 0 了


0 0 ヰ0 0 0． 0 4 0 40 2 0 20 0


lll
下段は 当年度　 ：　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　 下段は前年度末 の保存数 と本 年度未保存数 の差　　　　　　 ・


lll
海 外分　　　　 ；　　　　　　　　　　 ………．…．‥．．．…‾……‥．．………－…．…… ．．、…… …．．…．…．…－．．…………………．‘…‘


果樹試験場 （細菌 ）　　　　　　　 平 成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ンク ‘事 業実績　　　 微 生物部門　　　　　　 注 ）　 各欄の数字は点数 を表す


研究室 名


平成


3


年度末


合 計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳


平 成


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖） 形態の


内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


．ワーキンク・


コレクション


へ－ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小 計
：アクティデ


i コレクション


lll


増 減


収集 受入 移管 廃棄


害研究室 （興 津） 35 0
0


4 0


0


0 0 7 5 ・40 ・ 0 35 0 7 5 75 7 2 3 0 0 0 0‾‾


事研 究室 （安 芸津） 164 57


0


0


0


0 70 1－51 0 145 6 0 1 5 1 15 1 1 33 18 5 57 3 3‾‾


病害 研 究室 （口之津） 87 50


0


0


－　　　 0


0 0 13 7 13 7 0 2 0 1 39 13 7 1 3 7 0 0 5 0 50 0


合計 28 6 1 07


0


4 0


0


0 70 　 36 3 17 7 145 4 3 0 3 65 36 3 3 42 2 1 5 10 7 53 3


：下段は当年度
l


；海外分


果 樹 試 験 場 （酵 母 ）　　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ン バ ン ク　 事 業 実 績　　　 微 生 物 部 門　　　　　 注 ）　 各 欄 の 数 字 は 点 数 を 表 す


－


研 究 室 名


平 成
3


年 度 末


合 計


平 成 4 年 度 末 ．俸 存 致 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度


合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結


真 空


乾 燥


そ の ．．


他
小 計


へ◆－ス


コレクション


アクアイ7 ．


コレクション増 減


収 受 入 移 管 棄


事 研 究 室 （興 津 ） 3 0
0


1
0


0 0 4 1 0 3 0 4 4 1 3 3 0 0 0


ロ 計 3 0


0


1


0


0 0 4 1 0 3


Jも　　　ーhdi・


0 4


ザ


4 1


プ


3 3


l


0 0 0


l
下 段 は 当 年 度 ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l


下 段 は 削 年 度 の 保 存 数 と 本 年 度 保 存 数 の 差
：海外分　　　　：







果 樹試験場 （糸状菌）　　　　　　　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ンク　　 事 業実績　　 ．微生物 部門　　　　　　　 注 ）　 ＿各欄 の数字 は点数 を表 す


研究室 名


平 成


3


年度末


合 計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳


‘平成


4 年度


合 計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形 態の
内訳


平成 4 年度保存 区分の内 訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク○


コレクション


一 次　　 二次　　 三次継代


培養


真空


種結


乾燥


そ の


他


小計


へ〇一ス


コレクション


アクティ7◆


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄
病害 第 1 研究室 407 9 37


0
0
0


0 6 8 9 ．65 5 6 55 0 0 0 6 55 6 55 6 4 8 7　　　 ・5 210 2 10 0


病害 弟 2 研究室 28 3


0


0


0


0 0 3 1 3 1 0 0 0 3 1‾ 31 2 0 1 1 2 0 0 0


天敵微生物研 究室 728 20 1


0


4


0


0 0 9 3 3 0 9 33 0 0 93 3 93 3 9 29 4 0 5 0 0 0


柄害研 究室 （盛岡） 82 2 0


0


0
0


0 3 0 72 7 2 0 0 0 7 2 7 2 67 5 2 2 0 2 0 0


病害 研 究室 （興 津） 41 35 ＿


0


0


0


0 0 76 55 0 2 1 0 7 6 76 67 9 0 0 0 0


病害研 究室 （安 芸津） 65 0
0


0


0


0 0 6 5 65 0 0 0 65 65 5 7 8 2 0 0 0


害研究 室 （口之津） 14 0


0


0


0


0 0 1 4 14 0 0 0 14 14 1 4　　　　　 0 O l O I O 0


合計 ， 1・365 巨 19； 4
0


0　　　 719 1・8当　 89 2 l 9 33 2 1 0 1，84 6 1，84 6 1，80 2　　　 44 l l l 28 0 l 23 0　 0 °


i下段 は当年度　 ． ；　　　　　　　　 下段 は前年度 の保存数 と本年度 保存数の差


畢贈試験場 （ウイル ス）　　　　　　 平成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバン ク　　 事 業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各欄の数字は点数を表す


研究室 名


平成


3


年度 末


合計


平成 4 年度未保 存数増 減


の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平成 4 年 度保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培 養


凍結 ‘


㍉真空


乾燥 ・


その


他


小計


へ●－ス


コレクショシ


：アクティ7●


iコレクション増 減


収集 受入 － 移管 廃棄


敵 微生物研究 室 53 0


0


0


0


0 13 4 0 0 4 0 0 0 4 0 4 0 33 2 2 0 0 0


病害 研 究室 （盛 岡） 14 5


・0


0


0


0 ・ 4 15 0． 0 ．1，0 1 5 ．15 15 14 1 ． 0 5． 5 8


病害研究室 （・興 津） 48 7
0


0


0


0 0 5 5 4 5 0 3 7 55 5 5 37 18 13 5 5 甘


病害研究室 （安芸 津） 26 0


0


0


0


0 0 2 6 0 0 0 2 6 26 2 6 23 3 2 0 0 0


病害研 究室 （口之津） 10 1


0


1


0


0 5 ．7． 5 0 2 0 7 7 1 6 5 2 2 0


合計 15 1 13


0


1


0


0 2 2 14 3 5 0 4 0 5 4富 14 3 1－43 1 13 3 0 2 2 12 12 0


下段は 当年度　 ：
l


下段は前年度の保存数 と本年度 保存数の差
：海外分　　　　：







畢捌 試験場 （フ ァー ジ）　　　　　　　 平 成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実課　　　　 徴生物部 門　　　　　　　 注 ）　　 各欄の数字は点数を表す 1


平成


3


研究室 名　　　　 年度末


合計


平成 4 年度 未保存数増減


の内訳


平成


4 年度


合 計


平成 4 年度保存 （増殖）形態 の
内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保 存


総 数


ワーキンク●


計 クション


一次　　 二次　　 三 次継代


培養


真空　　 そ の


凍結


乾燥　　　 他


小計


へ小一ス


コレクション


：アクティブ1


1
；コレクション


l


増 減


収集 受入 移管 廃棄
病害研究 室 （興津） 2 0


0


0


0


0 0 2 0 0 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0


合計 2 0
0


0
0


0 0 2 0 0 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0


i下段 は当年度　 ：　　　　　　　　　　 ；　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本年度保存数 の差　　　　　　　　 ：


！海外分　　　　


果樹試験場（動物細胞） 平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門 注）　　各欄の数字は点数を表す


研 究室名


平成
3


年度末 、


合 計


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平 成


4 年度
合 計


平成 4 ．年度保存 （増殖）形 態の


内訳


一一平蔵‾す‾牢夏保‾存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二次　　 三 次継 代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他
小計


へ〇一ス


コレクション


アクアイフ


コレクション増 減
収集 受入 移管 廃棄


病書研究室 （興津） 0 2
0


0
0


0 0 2 2 0 0 0 2 2 2 0 0 2 2‾ 0


合計 0 2 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 2 0 0 2 2 0［合計 0 2


0


0


0


0 0 2 2 L　 O 0 0 2 ㌢「 ‾2 0 0 2 2


野菜茶業試験場（細菌）　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実課　　　　徴生物部門


研究室名


平成


3
年度末


合計


‘平成4 年度未保存数増減


の内訳
平成
4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態の
内訳


継代


培養
凍結


真空


乾燥


その


他
小計増 減


収集 受入 移管 廃棄
書第 1 研究室 8 0 0 0 0 8 0 0 8 0 8


注）　　各欄の数字は点数を表す
特性調査


保 存 ワーキンク


一次 二 次Ⅰ‾∃


へ　一ス アイ
総数


［


コレクション コレクション コレクション


書 第 1 研 究 室 8 0


0


0


0


0 0 8 0 0 8 0 8 8 0 8 3 0 0 0


病害 第 2 研 究 室 33 1


0


0


0


0 0 34 1 0 3 3 0 34 34 30 4 ． 0 0 0 0


病害 研 究 室 （久 留 米 ） 4 こ0


・0


0


0


0 0 4 4 0 0 0 4 4 4 0 0 0 0 0


病害 研 筑 培 部 ） 1 1 2


0


0


0


0 ．0 13 1 3 0 0 0 13 13 8 5 1 1 0 7 1


病 害 研 究 室 （盛 岡 ） 25 9 40


0


0


0


0 1 0 28 9 0 60 2 29 0 2 89－ 28 9 19 4 95 10 40 40 0


合 計 3 0 5 53


0


0


0


0 10 3 4 8 18 6 0 2 70 0 34 8 34 8 23 6 1 12 ・14 50 47 1







野菜茶業試験場・（放線菌） 平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門


研 究室名


平成 ・


3
年度 末


合 計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖 ）形態の


内訳


継代


培養


凍結
真 空


乾燥


その


他
小 計増 減


収 集・ 受入 移管 廃棄
病害研究室 （久留米） 452 0 0 0 5 2 4 0 0 4 00 0 0 0 4 00


注）　　各欄の数字は点数を表す


保 存 ワーキンク● 一 次　　 二 次　　 三 次へ －ス 7 クティ7


総 数 コレクション コレクション コレクション


病害研究書1 茨 蜜‾来手 1 ち2 0


0


0


0


0 5 2 4 0 0 4 00 0 0 0 4 00 40 0 40 0 0 0 0 0 0


事研究室


（茶栽培部 ）
0 0


0
0


0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0‾


合計 45 2 0


0


0


0


0 52 4 00 4 00 0 0 0 40 0 40 0 4 00 0 0 0 0 0‾


野菜茶 業試験場 （糸状菌）　　　　　　 平成　 4 年度農林水産 省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　　 微 生物部門　　　　　　　 注）　　 各欄 の数字は点 数を表す


研 究室名


平成


3
年度 末


合 計 ．


平成 4 年度未保存數増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増 殖）形態の　　　 I　 平成 4 年度保存 区分の内訳 特性調査
内訳


保存


総数


ワーキンク○


コレクション


一次　　 二次　　 三 次継代
痍結


培養


真空


乾燥


その


他


小計


へ●－ス


コレクション


アクティ7


コレクション増 減
収集 受入 移管 廃棄


師事第 1 研究 室 78 7
0


0
0


0 0 85 76 9 0 0 85 3 5 2 8 5 7 3 5 5 ．0


病害 第 2 研究室 18 8 1 1


0


0


0


0 27 1 72 1 72 0 0 0 1 72 17 2 14 6 2 6 0 2 6 9 2


病害研究室


（茶栽培部 ）


26 27
0‾


0
0


0 7 4 6 4 6 0 0 0 4 6 4 6 27 19 8 25 10 4


病害研 究室 （久留米 ） 634 20


0


62


0


0 2 7 14 7 1 4 0 0 0 7 14 7 14 6 96 18 18 26 50 0


合計 9 26 6 5


0


6 2


0


0 3 6 1 ，0 17 1，0 0 8 9 0 0 1 ，0 1 7 1，0 17 8 97 120 2 9 8 2 74 6


下段 は当年度　 ・
l


下段 は前年度 の保存数 と本 年度保存数 の差　　　　　　　　　 ・


：海外分　　　　：


野 菜 茶 業 試 験 場 （ウ イル ス ）　　　　　 平 成　 4 年 度 農 林 水 産 省　 ジ ー ンバ ン ク　　 事 業 実 績　　　　 微 生 物 部 門　　　　　　　 注 ）　　 各 欄 の 数 字 は 点数 を表 す


研 究 室 名


平 成


3
年 度 末


合 料


平 成 4 年 度 未 保 存 数増 減 ・


の 内訳


平 成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の


内 訳


平 成 4 年 度 保 存 区 分 の 内 訳 特 性 調 査


保 存


総 数
ワーキンク●


コレクション


へ －ス


コレクション


一 次　　 二 次　　 三 次継 代


培 養


凍 結
真 空


乾 燥


そ の


他


小 計


：アクティデ


！コレクション


ll


増 減


収 集 受 入 移 管 廃 棄


研 究 室 9 4 6
0


0


0


0 2 0 8 0 0 0 8 0 0 8 0 8 0 52 28． 13 5 6 1


病 害 扉 究 室 （久 留 米 ） 2 0


0


0


0


0 0 2 0 2 0 0 2 2 1 1 0 0 0 0


合計 96 6


0


0


0


0 2 0 8 2 0 2 80 0 3 2 ・8 2 53 29 1 3 　 5 5 1


下 段 は 当 年度　 ： ll
下 邸 ま乾 草 車 型 埋 草 翠 と峯 隼 阜 偉 車 掌 空 車 ＿＿‥．… … ＿… … … … ．＿j


：海外分　　　　：







平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実額　　　　微生物部門 注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平成


3


年度末


平成 4 年度未 保存数増減


の内訳


平成


4 年 度


平成 4 年度 保存 （増殖）形 態の


内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳


保存 ワーキンク●継代
凍結


真空 その


小計


へ●－ス アクアイフ


合計


増 減 合計


培養 ・ 乾燥 他


総数 コレクション コレクション コレクシヲン
収集 受入 移 管 廃棄


蚕病　 研究室 20 0 0 0 0 20 0 0 0 20 2 0 20 12 3 8
0 0 －1 0 0． 0 0 0 0 0 0


桑病 害研究 室 銅 1 5 0 0 1 2 9 1 0 73 7 6 0 14 9 91 9 1 0 0


特性調査


一次　　二次　　三次


桑病 育厨究書
88 15 0 0 12 91 0 73 76 0 149 91 91 0 0 0 15 0


0 0 0 3 0 0＿ 3 3 3 0 0
合計 108 15 0 0 12 111 0 73 76 20 169 111 103 3 3 0 15 0


0 0 －1 3 0 0 3 3 3 0 0


蚕糸昆虫農業技 術研 究所 （糸状菌）　 平成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバ ン ク　　 事 業実績　　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各欄 の数字は点数 を表す


研 究室名


平成


3


年 度末


合計


平成 4 年度未 保存数増 減


の内訳


平 成


4 年度
合 計


平成 4 年度保 存 （増殖，）形態 の
内訳


平成 4 年度 保存 区分の内訳 特性調査


保存 ‾


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　 二次　 三 準継 代


培 養


凍結


、真 空


乾 燥


その


他
小計


へ●一ス


コレクション


アクアイフ


コレクション増 減


収集 I 受入 移管 廃 棄
蚕病害研究 室 1 0 0 0 1 0 0 0 ．0 0 0 0 0 0 0 0 〃 0 0


0 0 －1 0 0 0 －1 －1 －1 0 0
病害研究室 116 0 0 0 0 116 116 1g 0 0 135 116 116 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 01 0 0
ロ計 117 0 0 0 1 116 116 19 0 0 135 116 116 0 0 0 0 0


0 0 －1 0 0 0 －1 －1 －1 0 0


下段は前年度の保存数と本年度保存数の差


蚕 糸昆 虫農業技術研 究所 （放線 菌）　　 平成　 4 年度農林 水産省　 ジー ンバ ン ク　　 事業実績　　　　 微生物部門　　　　　　　 注 ）　　 各欄 の数字は点数 を表す


研究 室名


平成


3
年度 末


合計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平 成


4 年度
合 計


平悌 4 年度保存 （増殖）形態の F
内訳


平成 4 年 度保存区分の内訳 特性調査


保存
総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一 次　　 二次　　 三次継 代


培 養


凍結
真 空


乾燥


その


他


小計
：アクティブ
iコレクション


ll


増 減


収集 受入 移管 ＿ 廃棄
病害研究室 9


i


0 0 0 0 9 9 0 3 0 12 9 9 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ロ計 9 0 0 0 0 9 9 0 3 0 12 9 9 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


ll
下段 は当年度　 i l一


下段 は前年度 の保 存数 と峯軍産 保存数の差　　　　　　　　 i


！海外分　　　　；







蚕 糸昆虫農業技術 研究所 （ウイルス）　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジーンバ ンク　　 事業実績　　　　 微 生物部門　　　　　　　 注）　　 各 欄の数 字は点数 を表す


研 究室名


平成


3
年度末


合計


平成 4 年度未保存致増減


の内訳


平 成


4．年度
合 計・


平成 ．4 年度保存 （増殖 ）形態 の
内訳


平成 4 年度保存 区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三 次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計


予 ケテir


iコレクション増 減


収集 受入 移管 廃棄
蚕病害研 究室 30 0 0 0 1 5 1 5 0 1 5 0 0 15 15 10 5 51 0 0 0


0 0 0 －15 0 0 疇15 －15 －15 0 0
合　計 30 0 0 0 15 1 5 0 15 0 0 15 15 10 5 5 0 0 0


0 0 0 －15 0 0 －15 －15 －15 0 0
i下段 は当年度　 ： 下 段は前年度の保 存数 と本年度 保存数 の差　　　　　　　　　 ．


蚕糸昆虫農業技術研究所（原虫）　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各蘭の数字は点数を表す


研究室名


平成
3 平成4 年度未保存數増減 平成


年度末


合計


の内訳 4 年度
合計増 減


収集 ！受入 移管 I 廃棄


継代
凍結


真空 その
小計


培養 乾燥 他


保存 ワーキンクー


巨 次 二次 三次


ヘ　ース アイ
総数 コレクション コレクション コレクション


蚕病 書房究室 20 0 0 「 　「 　「 0 0 0 2 0 2 0 ・－ 幻「 ー‾‾i受‾‾‾ 8 8° 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 20 0 0 0 0 2 0 0 0 0 20 20 20 12 8 8 0 0 0


0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0







家畜衛生試験場 （細菌）　　　　 平成　 4 年度農林水産省　 ジー ンバ ンク　 事業実績　　　 微生物 部門　　　　　 注）　 各蘭の数字は点数を表す


研究室 名


平成


3


年度末


合 計


平成 4 年度 未保存數増減


の内 訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形 態の


内 訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性 調査　 ‾‾


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


：‘テタデiデ ー
！コレクション


Ill


一次　　 二次　　 三 次継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他


小計増 減


収集 受入 移管 廃棄


がん原生研究室 53 15


0


0


0


0 5 6 3 0


0


4 0


－3


23


13


0


0


63


10


6 3


10


52


5


1 1


5


0
0


10 10 0


九州 1 研究室 69 4 9 5 0 3 6 8 7 2 1 1 8 48 0 87 8 7 53 34 1 1 ・ 15 1 0 0


0 5 0 0 18 0 18 1 8 13 5 5


鶏病第 1．研 究室 2 0


0


0


0


0 0 2 2


2


0


車20


0


－32


0
0


2


－50


2


－50


0


－47


2


・3


0


－2


0


60


0


3 0


0


0細菌第 1 研究室 399 60


0


0


0


0 0 4 5 9 40


－6


18 0
3


2 39


69


0


0


4 59


66


4 5 9
6 0


3 77
60


3 2
0


4 6


0 3 0 2 0 0
細菌第 2 研究 室 208 50


0


5


5


0 1 0 25 3 10


8
4 0・


0


2 08


58


0


0


2 58


66
25 3


4 5


1 75


40


7 8


5


3 6


5
細菌製剤研究 室 舶7 50


0
5
5


0 2 0 4 4 2 0


0


12 7


0


3 20


40


0


0


44 7


4 0


44 2


3 5


3 20


30


12 2


5
92


5 7
5


6 1


55．


40


2 0


1 5


0


0
飼科汚染微生物 研究 188 1 00


0


5


5


0 7 0 22 3 30


0


10 8


0


85
35


0


0


2 23


35


22 3
2 5


6


131
30


7


－5


1 9


5


7 2 0 0
生理活性物 質研究室 66 20


0


0


0


0 1 0 7 6 、5


5
0


0


7 1


15


0
0


76


20


7


10


1 1


5


10


77


0
34


0


4


I


l 2 0


3 0


1 0


1 0


1 0


Or
東北第 1 研 究室 89 35


0


2


0


0 1 5 11 1 12


2


4 8


0


51
20


0


0


1 11


22


1
2 2


9 5


22


146


0


4 9


0


2 1 0


0


0


病原診断研 究室 ‘ 155 80
0


10
0


0 5 0 19 5 30
0


7 0


0


95


40


0
0


1 95


40


1


4 0
8 9


40


55


0


34


0


9 0
北海道第 1 研究室 69 16


0


9


9


0 5 8 9 0
0


2 9


0


60


20


0


0
89


20


0


2 0


2　00 0


11


1 4 43


9


55 7．


9


2 5 2 27 2 12 5
合計 1，705 4 75


0


4 1


2 9


0 2 2 1 2 ，00 0 150


1 1


66 0


－20


1 ，200


2 96


几　　一JL


0


0


2，01


2 87
4


I23 5 I2 14 2 1 2 7


：下段 は当年度 ：　　　　　　 ；　　　　 下段 は剛年隼を隼霞翠 互杢草屋 隼蕉翠や 善 一・… ・・・…・…・…‥・・… ．
；準牡貧


家 畜 衛 生 相 場 （放 線 菌 ）　　 平 成 4 年 度 農 林 水 産 省 ジ ー ン バ ン ク ・事 業 実 績　 微 生 禦 門　　　 等 妄 保 簑 霞 雰 禁 蒜 点 数 を 表 す 特 性 調 査


研 究 室 名


平 成


3


年 度 末


平 成 4 年 度 未 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


4 年 度
合 計


平 成 4 年 度 保 存 （増 殖 ） 形 悪 の


内 訳 保 存


総 数


ワーキンク●


　ヽ　　t


へ ・一ス　 持 病 r


J 、 一　レ　亡 、


一 次　　 二 次　　 三 次
継 代


凍 結


真 空 そ の
小 計


A 計


増 減
培 養 乾 燥 他


コレクソヨソ コレクブヨソ ：コ クブヨソ
ll．． タ管


細 菌 第 2 研 究 室 【コ　ロ
8 0


0


叉
0


0


0 0 8 0


－4


0
0


8


4


0


0


8
0


8


8
0


8


5


0


5


3


0
3


3
0


3


0


0


0


0


0


0合計 8 0


0


0


0


0 0 8 0


－4


0


0


8


‘4
爪．　　－LA．


0
0


0
米　 本


0


保 存


0


数 の 差


0 0


li下 段 は 当 年 度 ll ・　　　　　　　 下 段 は 剛 年 度 の 保 存 数 と　 年 度 保 存
海外分　　　　；







水産省　ジー ンバンク　 事業実練　　 微生物部門　　　　 注）　 各欄の数字は点数を表す
家畜衛生試験場 （ウイ


研究室名


ルス＿1
平成
3


年度末


合計
6


平成　 4 年度農林


平成 4 年度未保存数増減
の内訳


：／


平成


4 年度
合計


平成4 年度保存 （増殖）形鰻の


内訳


平成


保存
総数


4 年度保


ワーキンク●
コレクション


存区分の


Iへ●一ス ：
lコレクションi
ll


内訳


一テラテir


コレクション


特性調査


一次　　 二次　　 三次継代　培養
凍結


真空


乾燥


その


他
小計増 減


、，


九 州　 3 評 究 室
収 集


0‾‾


又入


0


移 管


0


廃 棄


0
6 0


0


2


0


4


0


0


0


6


0


6


0


5


0


1


0


0


0


0 0 0


鶏 病 第 2 研 究 室 33


0


1


0


0


18


0


0 0 52 0


0


22


6


3 0


1 3


0


0


5 2


19


52


19


24


1


2 8


18


2


0


1 1 0


2 3 0 0 2 3 0 0


0


0


－10


0


－13


0


0


0


－23


0


－2 3


0


－1．1


0


－1 2


0


－5


0 0 ． 0


19
0


0
0


0
0 0 拍 0


－1


7


－1


12


2


0


0


19


0


1 9


0


．14


0


5


0


1


0


1 1 0


生　 物 理 研 究 室 4
0


0


0


0
0 0 一 0


0


3


0


1


0


0


0


4


0


4


0


3


0


1


0


0


0


0 0 0


東 北 第 1 研 究 室 8
0


．0


0


0
0 0 3 0


0


4


－1


4


1


0


0


8


0


8


0


7


0


1


0


1


0


0 0 0


　 原 診 所 研 究 室 1 9
0


0


0


0
0 0 19 0


0


7


2


12


－2


0


0


19


0


19


0


14


1


5


－1


l


r l


1 1 0


北 海 道 第 3 研 究 室 1
0


0


0


0
0 0 1　 1 0


0


1


0


0


0


0


0


1


0


1


0


0


0


1


0


0


0


0 0 0


詑海 道 第 5 研 究 室 9


0


0


0


0
0 0 9 0


0


4


0


5


0


0


0


9


0


9


0


4


0


5


0


1


0


0 0 0


免 疫 研 究 室 1
0


0


0


0
0 0 1 0


0


1


0


0


0


0


0


1


0


1


0


0


0


1


．0


0


0


0 0 0


予 防 疫 学 研 究 室 1
0


0


0


0


0


0


0 0 1 0


0


1


0


0


0


0


0


1


0


1


0


5


0


0


4


1


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


万


化 学 研 究 室 5 0


0


0


0


0 0 5 0


0


4


0


1


0
0


0


5


0
0


9 1


0


7 1


0


2 0


0


9


0


6


0


3


0


2


0


1


0


0


0


ウイ ル ス 第 1 研 究 室 8 9 2


0


0


0


0 0 9 1 0


0


4 0


一g


5 1


1 1


0


0
g l


Z
2


3 9


2


30 0


ウ イ ル ス 第 2 研 究 室 3 7 2


0


0


0


0 0 3 9 0


0


2 0


0


1 9


2
0


0


39


2
2 2 0


5 10 5 1 0 0 0


召‾


召


ウイ ル ス 第 3 研 究 室 14 1 1


0


．0


0


0 0 ・1 5 0


0


6


－3


9


4


0


0
15


1


1


1


3 9


1


30


0


9


0


1 0 0
紳‾剤 工 学 研 究 室 3 9 　 0


0


0


．0


0 0 3 9 0


0


19


0


2 0


0
0


0


39


0
0


2 8


0


18


0


10


0


3


0


2 0


0


0 0


ウイ ル ス 製 剤 研 究 室 2 8 0


0


0


0


0 0 2 8 0


0
9


－1
0


1 9


1


18 7


0


0


0


28


0


3 37


0


33 7


1


年度 保 存


0


2 34


－4
数 の 差


0


10 3 5 3 す


合計 33 6 6


0


13


0


0 2 3 33 7 0　　 1 5


－1　　 －17　　　 1 9
下 段 は 山


0


年 度 の 保


l


存 数 と本


5 －6


；下 段 は 当 年 度 ll ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 削
l＿．．．．＝‥．… 一・．一一一… … 一一… 一… … … … … … 一一．．－… … … 一一… … 一一一一… … … 一一… …一一．… 一一… ‥一一．J：海外分　　　　：







家畜衛生試験場 （マイコプラズマ）　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門


研究室名


平成
3


年度末


合計


平成4 年度未保存數増減


の内訳


平成
4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖）形態の
内訳


継代


培養
：こ、－


真空


乾燥


その


他


I ・
増 減


収集 I 受入 移管　 し 廃棄


注）　　各欄の数字は点数を表す
特性調査


保 存 ワーキンクー 一 次　　 二 次　　 三 次へ －ス アクティ7


総 数 コレクション コレクション コレクション


細 菌 第 1研 究 室 1．q 9 ．5 9


g


10


10


0 ． 9 乙5 9 0


0


1．3 9


0


1．20


60


0


0


乙5 9


6 0


l　 名5 9 －


5 0


乙21


5 0


3 8


10


2 2


9


．5 0 10 0


細 菌製 剤 研 究 室 29 1 9 0 0 19 29 0 1‘4 15 0 2 9 2 9 10 1 9 15 15 0 0


0 0 0 －5 5 0 0 0 －19 ．1 9 15
合計 2 23 7 8 1 0 0 2 3 2 38 0 1．5 3 13 5 0 2．悶 ．銅 23 1 5 7 3 7 55 ．1 0 0


9 1 0 0 －5 5 0 0 6 0 3 1 2．9 24


家畜衛生 試験 場 （動物 細胞）　　　　　 平成　 4 年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　　 事業実績　　　　 微生物 部門　　　　　　　 注）　　 各 欄の数字 は点数を表す


研究室 名


平成


．3
年度末


合 計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平成


4 年度
合計


平 成 4 年度保存 （増殖 ）形 態の


内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計


：アクティ7■


：コレクション
l


増 ・ 減
収集 受入 移管 廃棄


疫 学研究室 3 0 0 0 0 3 0 3 0 0 3 3 0 3 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


生理 活性物質研究 室 3 0 0 0 0 3 3 0 0 0 3 3 0 3・ 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0・ 0 0 0


ウイル ス第 1 研究室 7 0 0 0 0 7 0 7 0 0 7 7 ・0 7 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ウイル ス第 2 研究室 4 0 0 0 0 4 0 4 0 0 4 4 0 4 ．0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 ． 0 0


ウイルス第 3 研究室 6 0 0 0 0 6 0 6 0 0 6 6 0 6 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


ウイルス製剤研 究室 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 ・1 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 24 0 0 0 0 2 4 3‘ 21 0 0 24 24 0 24 0 0 0 0


0　　　　　 0 0　　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 0 0 0 0 0


と不平J貫t未伴星Kの羞







軍畢衛生試験場 （リケ ッチ ア）　　　 平成　 4 年 度農 林水産省　 ジー ンバン ク　　 事業 実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注 ）　 各蘭の数字 は点数 を表す


研 究室名


平成


3


年度 末


合計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平成


4 年 度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態 の


内訳


平 成 4 年度 保存区分の内 訳　 l　　　 特性調査


保存


総数


■l


ワーキンク●


コレクション


継 代


培 養


凍結


真空


乾 燥


その


他


小 計


へ●－ス


コレクション


アクティデ


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次


増 減
収集 受入 移管 廃 棄


生 虫研 究室 7 0


0


0
0


0 0 7 0


0


7


0


0 0


0


7


0


7


0


4


0


3


0
1
0


2 1 0


合計 7 0 0 0 0 7 0 7 0 0 7 7 4 3 1 2 1 0
0 0 0 0 0 0‘ 0　　　　　 0 0 0 0


i下段 は当年度　 ：　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　 下段 は前年度 の保 存数 と本年 度保存数 の差


；海外分　　　　i


家畜衛生試験場 （原虫）　　　　　　　 平成　 4 年度農林水 産省　 ジー ンバ ン ク　　 事業実績　　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各欄の数字 は点数 を表す


研究室名


平成


．3年度 宋


合計


平成 4 年度未保存数増 減


の内訳


平成・


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態の
内訳


平成 4 年度保 存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンクー


コレクション


へ．■－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培 養


凍結


芸芸 に 巨 計 ：アクティ7■
l：‘コレクション増　　 l　　　 減


収集 i 受入 1 移管 廃棄
寄生 虫研 究室 31 0 0 0 0 3 1 0 31 0 0 3 1 31 7 24 0 ．0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鶏病第 3 研究室 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 0 2 0 0 0‾ 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
原虫研究室 37 6 0 0 0 4 3 2 5 18 0 0 4 3 4 3 11 32 〕 5 0 0


0 0 －6 1 8 0 0 12 1 2 4 8 5
合計　　　 I 7 0 6 0 0 0 76　　　　 27 4 9 0 0 7 6 7 6 1 8 5 8 5 5 0 0


0 0 －6 1 8　　　　　 0 0 12 1 2 4 8 5
i下段は当年度　 ： 下段は前年度の保存数 と本 年度 保存数 の差


海外分　　　　．


畜衛生試験場（線虫）　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実宗　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研 究室名


平成


3
年度末


合 計


平成 4 年度未 保存数 増減


の内訳


平成


4 年度
合計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形 態の


内訳


平成 4 年度保存区分 の内訳 特性調査


保 存


総 数


ワーキンク●　　 へ●－ス


コレクション　 コレクション


一 次　　 二次　　 三次．継代


培養


凍結


真空


乾燥


そ の


他


小計
；7クティデ


！コレクション増 減


収集 ・受入 移管 廃 棄
九州第 2 研究 室 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


鶏病第 3 研究室 1 0 0 0 ・0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 0 2 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0　　　　　 0 0


：下段は当年度　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下段 は前 年度 の保存数 と本 年度保存数 の羞







食品総合研究所（細菌）　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績 微生物部門　　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室 名


平成


3


年度 末


合計


‘平成 4 年度未保存数増減


の内訳 ．


平成


4 年度
合計


平成 4 年度 保存 （増殖）形態の
内訳


平成 4 年度保存区分‾両‾内訳 ＿ 特性調 査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継代


培養


凍結‾‘


真空


乾燥


その


他


小計


！アクティ7－．


！コレクション


l
l


増 減


収集 受入 移管 廃棄


酵素利用研究室 3 2 5 0 0 0 37 2 9 0 8 0 3 7 叩 2 5 12 5 5 0 5‾


0 0 5 0 0 0 5 5 5 0 0


素材化技術研究室 9 5 0・ 0 0 14 1 4 0 0 0 14 14 1 0 4 0 0 5 0


0 0 5 0 0 0 5 5 5 0． 0
微 生 物 検 索 研 究 室　　　」 0 60 0 0 0 60 6 0 60 0 0 1 20‾ 60 6 0 0 0 6 0


0
I．


0 6 0 60 0 0 1 20 6 0


．1


6 0


l


0


l


0


糸 状 菌 研 究 室 2 9 4 2 0 0 3 2 3 9 2 5 10 0 74 ‾ 3‾9 、3 9 0 ‾ 0 ．1 1 10 0


4 0 0 10 0 0 0 10 10 1 0 0 0


発 酵 細 菌 研 究 室 2 7 ° 5 0 0 0 3 2 32 0 0 0 32 3 2 1 5 17 0 0 17 ．0


0 0 5 0 0 0 5 5 5 0 0


合 計 9 7 11 7 0 0 3 2 18 2 17 4 8 5 18 0 2 77 18 2 14 9 3 3 5 76 92 5


4 0 0 畠5 6 0 0 0 14 5 8 5 85 0 0


食品総合研究所 （放線菌 ）　　　　 1平成　 4 年度 農林水 産省　 ジーンバ ンク　　 事業実績　　　　 微生物部門　　　　　　　 注 ）　 各欄 の数字 は点数 を表す


研究室 名


平成


3


年度末


合 計


平成 4 年度未保存数増減


の内訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 4 年度保存 区分 の内訳　 l　　　 特性調査


保存


総数


ワーキンク○


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継代


培養


凍結


真空


乾燥


その


他
小計


へ●－ス


コレクション


：アクティ7
iコレクション


lll


増 減


収集 受入 移管 廃棄
酵素利 用研究室 1 2 ‘2 0 0 0 1 4 2 0 0 1 2 14 14 2 12 2 2 0 2


0 0 －5 0 －2 1 2 5 5 －4 9 1


生物 制御 研究室 4 1 0 0 0 10 3 1 3 1 0 0 0 3 1 3 1 15 1 6 0 0 0 0


0 0 －10 0 0 0 ～10 －1 0 －10 0 0
弄芋機能研 究室 27 15 0 2 0 0 2〃2 2 2 0 9 0 3 1 2 2 22 0 0 0 1 5 0


0 0 5． 0 0 0 5 －5 15 －2 0 0


合計 80 17 0 2 0 10 67 5 5 0 9 12 7 6 67 39 ．2 8 2 2 1 5 2


0 0 －1 0 0 －2 12 0 －10 1 －1 1 1
下段は 当年度　 ・　　　　　　　　　　 ；　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本 年度保存数 の差　　　　　　　　 ．


：海外分i







食品総合研究所（酵母）　　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


・平成


3
年 度末


合計


平成 4 年度未保存數増減


の内訳


平 成


4 年度


合 計


平成 4 年度保 存 （増殖）形態の
内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一次　　 二 次　　 三次継 代


培養
凍結


真空


乾燥


その


他


小計
へ　一ス


コレクション


：7クァイ7
iコレクション


．l


増 減


収集 受入 移管 廃 棄


酵素利用 研究室 12 2 0 0 0 14 2 1　　　 0 0 12 1 4 14 2 12 2 2 0 2


0 0 0 0 ． 0 2 2 2 2 0 0


生物制御研 究室 34 2 0 0 0 2 0 32 2 3 2 2 0 0 3 22 644 3 22 3 22 0 0 0 0 0
0 0 －2 0 0 0 －20 －4 0 －20 －20 0 0


糸状菌研究室 31 30 0 0 2 5 3 6 36 15 5 0 5 6 36 26 10 0 1 0 14 勺


0 0 5 5 5 0 1 5 5 0 5 0


分 子機能研究室 37 0 ‘0 0 0 3 7 37 ．0 0 0 37 37 3 7 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


酵 母研究室 15 5 12 3 9 2 1 1 4 0 1 40 12 0 0 0 2 60 14 0 13 9 1 0 0 7 0 0


・17 2 －15 3 3 0 0 15 －15 －15 0 0


発酵 細菌研究室 19 0 0 1 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


0 0 －19 0 0 0 －19 －19 －6 －13 0


全性 研究室 5 5 0 0 0 10 10 0 10 0 20 10 0 10 0 5 0 0


0 0 5 0 5 0 10 5 0 5 0


ロ計 60 1 4 9 3 22 72 5 59 54 7 13 5 15 3 34 1，03 1 55 9 52 6 3 3 2 lT i 84 2


1 7 2 －4 4 3 8 10 －18 車17 －4 2 －3 9 －3 0


l
下段は当年度　 ： lll


下段は前年度の保存数 と本年度 保存数 の差


：海外分　　　　・


食品総合研究所（糸状菌）　　　　　　平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


研究室名


平 成


3
年度末


合 計


．平成 4 年度 未保存数増減


の内 訳


平成


4 年度


合計


平成 4 年度保存 （増殖 ）形態の


内訳


平成 4 年度保存 区分 の内 訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク●


コレクション


一 次　　 二次　　 三次継代


料養
凍結


真空


乾燥


その


他


小計


へ●－ス


コレクション


：アクティ7●


：コレクション
lll


増 減


収集 受入 移管 廃棄


マイコ トキ シン研 究 5 0 2 00 20 0 0 5 5 0 0 0 5 5 0 5 1 0 0 2 0 0


0 2 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0


素材 化技術研究室 6 1 0 0 0 7 7 0 0 0 7 7 2 5 0 0 1 0


0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0


生物 制御 研究室 260 21 0 1 10 1 51 3 10 3 10 0 0 62 37 2 31 0 28 7 2 3 6 2 00 21 0 0


0 0 5 0 0 0 0 5 0 5 0 4 9 1 0


糸状菌研 究室 59 13 0 0 11 6 1 6 1 0 5 0 6 6 6 1 5 6 5 0 10 9 0


0 0 2 0 0 0 2 2 2 0 0


口計 330 2 24 20 1 2 10 16 2 38 3 38 3 0 5 62 4 5 0 3 83 3 45 38 7 2 10 2 20 2 00


0 20 0 5 3 0 0 0 5 3 53 52 1 0


i下段は当年度　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下段 は前年度の保存数 と本 年度保存数 の差　　　　　　　　　 ．







森林 総合研究所 （糸状 菌）　　　　　　 平成　 4 年 度農林水産省　 ジー ンバ ン ク　　 事業実頴　　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各欄 の数字は点数 を表す


研究室名


平成


3


年度 末


合計


平成 4 年度未保 存数増 減


の内訳


平成


4 年 度


合 計


平成 4 年度 保存 （増 殖）形態 の


内訳


平成 4 年度 保存区分の内訳 特性調査


保存


総数


ワーキンク◆


コレクション


一次　　 二次　　 三次継 代


培 養


凍結


真空


乾 燥


その ・


他


小 計


へ●－ス


コレクシ．ヨン


アクティデ


コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄
樹病研究室 611 1 62 0 102 10 2 56 9 56 9 0 0 0 5 6 9 5 69 55 3 16 1 6 3 5 1 2 0


0 0＿ －42 0 0 0 －42 －42 一42 0 0
朽病害研究室 763 5 00 0 1 00 10 0 1，06 3 1，06 3 0 0 0 1，063 1，063 54 7 5 16 51 6 50 0 0


0 0 3 0 0 0 0 0 3 00 30 0 30 0 0 0
土壌微生物研究室 79 25 0 20 0 8 4 84 0 0 0 84 8 4 6 4 20 0 8 0 0


0 0 5 0 0 0 5 5 5 0 0
昆虫病理研究室 118 10 0 0 0 12 8 0 12 8 0 0 1 28 12 8 9 1 37 4 10 0 20 0


0 0 0 1 0 0 0 10 10 5 5 0


きの こ生態研究室 98　　　　 70 4 0 4 6 4 15 8 1 83 0 0 0 1 83 15 8 13 8 2 0 10 4 0 0


0 0 85 0 0 0 85 6 0 60 0 0


きのこ育種研究室 59 1 0 5 3 0 7 1 7 1 0 0 0 71 7 1 5 1 2 0 6 1 0 13 0


0 0 12 0 0 0 12 1 2 15 －3 0


口計 1，723 77 7 45 27 1 2 06 2，073 1，97 0 12 8 0 0 2 ，09 8 2 ，07 3 1 ，444 62 9 55 2 2 0 7 4 5 ・ 0


0 0 36 0 1 0 0 1 0 37 0 3 45 3 43 2 0


l
下段 は当年度　 ： ：　　　　　　　　 下段は前年度の保存数 と本年度保存数 の差　　　　　　　　　 ：


海外分　　　　　：
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿・＿＿＿J


中央水産研究所（細副　　　　　 平成　4年度農林水産省　ジーンバンク　 事業実績　　 微生物部門　　　　　 注）　 各柵の数字は点数を表す


伊「（荊鋸刃


研究室名


平成


3
年度末


A計


平成4年度未保存数増減


の内訳


平成


4年度


合計


平成4年度保存（増殖）形態の


内訳


平成4年度保存区分の内訳 特性調査


保存
総数


ワーキング◆


コレクション


へ●－ス


コレクション


一次　　 二次　　 三次継代


培養


凍結．


真空


乾燥


その


他


小計


iアクティ7●


：コレクション
l
l


増 減


、 タ管


し用微生物研究室 ロ　ロ
307 ・45


0


又
0


0


．0 0 352 300


45


3


0


5・2
0


0


0


355


45


352


45


342


45


10
0


0


0


10 0 0


F 計 307 45


0


0


0


0 0 352 300


45


3


0


52


0


＿ふ．．Lh


0


0


355


45


352
45


342


45


来


10


0


0


0


10l O 0


l
下段は当年度　 ・　　　　　　　　　　　 ． 下段は削年度の保存数と本年度保存数の差　　　　　　　　 ．


海外分　　　：
l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿一．．一．．．．一J







養殖研究所 （ウイルス）　　　　　　　 平成　 4 年度農 林水産省　 ジーンバ ンク　　 事 業実繚　　　　 微生物 部門　　　　　　　 注）　　 各欄の数字 は点数 を表す


研究室 名


平成


3


年度末


合計


平成 4 年度未保存数増 減


の内 訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度 保存 （増殖 ）形態 の


内訳


平 成 4 年度 保存区分の 内訳 特性 調査


保 存


総数
ワーキンク●


コレクション


一次　　 二 次　　 三 次継代


培養


凍結
真空


乾燥


そ の


他


小計
へ◆－ス


コレクション


7クァイフ


コレクション増 減


収集 受 入 移管 廃 棄‘－


丙原 生物 研究室 42 9 0 0 6 45 0 45 0 0 4 5 45 22 2 3 5 5 0 0
0 0 0 3 0 0 3 3 3 0 0


合計 42 9 0 0 6 45 0 45 0 0 4 5 45 2 2 2 3 5 5 0 0
0 0 0 3 0 0 3 3 3 0 0


下段 は当年度　 ．
l ll


下草 昼前年度 担保車掌 阜杢 隼車種草翠 の葦 ＿＿＿＿＿＿


：準牡貧……．‥…」


養殖研究所 （細菌 ）　　　　　　　　　 平 成　 4 年度農林 水産省　 ジーンバ ンク　　 事 業実績　　　　 微生物 部門　　　　　　　 注）　　 各欄の数字 は点数 を表す


研究室名


平成


3
年度末


合計．


平成 4 年度未保存数増 減


の内 訳


平成


4 年度
合 計


平成 4 年度保存 （増 殖）形態 の
内訳


平成 4 年度 保存区分 の内訳 特性 調査


保 存


総数


ワーキンクや


コレクション


一 次　　 二次　　 三 次継代


培養


凍結
真空


乾燥


その


他


小計
へ■－ス


コレクション


7クティデ


コレクション増 減　 ＿


収集 受入 移管 廃棄
病原生 物研究室 227 7 0 0 27 20 7 0 20 7 0 0 2 07 2 0 7 77 13 0 14 8 3 0


0 0 0 －20 0 0 －20 －20 －18 －2 0
合計 227 丁 0 0 2 7 2 07 0 2 07 0 0 20 7 2 0 7 77 13 0 1 4 8 3 0


0 0 0 ． －20 0 0 －12 0 －20 －18 －2 0


ll
下段 は当年度　 ： ll


下 段は前年度 の保存数 と本 年度保存 数の差


：海外分！







2．微生物遺伝資源の国内探索・収集


対象微生物，対象地域，研究課題名，担当場所・部・室名


対象微生物　　　対象地域　　　研究課題名　　　　　　　　　担当場所・部・室


糸状菌 中国・九州　　薬剤耐性植物病原菌の収集　　果樹試・保護部・病害第一
研究室


樹木寄生糸状菌　九州　　　　　九州における樹木寄生糸状　　森林総研・森林生物部・樹
菌類の探索と収集　　　　　　病研究室


なお，詳細は「平成4年度・微生物遺伝資源探索収集調査報告書」農業生物資源研究所（ISSN


O915－2830）に報告される。


3．微生物遺伝資源の海外探索・収集


対象微生物，対象地城，研究課題名，担当場所・部・室名


対象微生物　　　対象地域　　研究課題名　　　　　　日数　　　担当場所・部・室


イネいもち病菌　中華人民　　イネいもち病菌各種　11日間　　農研セ・病害虫防除部
共和国　　　レースの探索収集　　　　　　　　水田病害研究室


なお，詳細は「平成4年度・微生物遺伝資源探索収集調査報告書」農業生物資源研究所（ISSN


O915－2830）に報告される。
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4．微生物遺伝資源の収集実績の概要


場　　　 所 収　 集　 対　 象　 微　 生　 物


農業研究センター いもち病病原菌等
有害糸状菌 （米粒）等
主として野菜を侵す植物病原革


ダイズ葉焼病菌，ダイズ黒根腐病菌等
ナス科， ウリ科，マメ科各作物の病原 ウイルス


中国産イネウイルス，イネ縞葉枯 ウイルス
イネえそモザイクウイルス
イネのりん廼目等虫病原性ウイルズ


マイコプラズマ様微生物 （M L O ）
Me lo idogyne spp．（ネコプセンチュウ類）等


Pasteuria penetrans
土壌中に生存する非病原性糸状菌で病害発生 に関連を有するもの
野菜，小麦のPGPR


農業生物資源研究所 イネ白菜枯病菌等


Fusarium属菌等
イネ科植物上糸状菌等
耐 （好）塩性細菌等


耐塩性酵母等
Pseudomonas 属植物病原菌


Pseudomonas －solanacearum
Xanthomo naS　campestris　pathovar
Agrobacterium　tumefaciens．A．rhizogenes
植物病原細菌
根粒菌
形質転換葉面細菌，病原細菌


組換え　DNA宿主大腸菌
大腸菌 K－12 由来の変異株


農業環境技術研究所 Pseudomonas．Xanthomonas．Bucillus属菌等
炭そ病菌，Py坤ium 属菌等


重複寄生菌
セルロース合成菌等


Bradyrhizobium属
Streptomyces属
ヒメ トビ Pウイルス （ウンカ類のウイルス）


植物 ウイルス
ネコプセンチュウ類，ネグサレセンチュウ顆


畜産試験場
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場 ．　 所 収　 集　 対　 象　 微 ‾　生　 物


草地試験場 牧草及び芝草のエンドファイ ト


マメ科牧草の根痛病菌


イネ科飼料作物のヘル ミントスポリウム病菌


ツルガム及びイネ科植物の麦角病菌


乳酸菌等


マイコ トキシン （インドールアルカロイ ド）生産性糸状菌


果樹試験場 ナシ黒星病菌等


白紋羽病菌


昆虫寄生薗（Metarh iziun属菌，Beauveria 属菌，Paecilonyces属菌）


輪紋病菌等


さび果病病原等


カンキツ黄班病菌
Agrobacterium tumefaciens 等


Bac illus　subtilis
EIsinoe fawcetti等


カンキツコンケーブガム等


Xanthomonas　campestris


Citrus　tatter leaf　virus


SDV 及びCTLVの特異抗体を産生するマウスひ臓細胞


野菜 ・茶業試験場 アニゴザンサスの茎えそ


ユーチャリスのウイルス病


ジャーマンアイリスの新病害


ラッカセイのウイルス病


ウリ科作物のウイルス病


イチゴ炭そ病菌等


バラ黒星病


花き類の．地上部 ・地下部病害の病原菌


Pseudomonas cichorii等
Vertic illium属菌．Fusarium属菌


野菜，花きの土壌病害の病原菌　　　　　　　　　　　　　　　 ／


茶園内糸状菌，赤焼病菌


チャ病原菌．
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場　　　 所 収　 集　 対　 象　 微　 生　 物


蚕糸 ・昆虫農業技術 クワ枝枯症細菌
研究所 昆虫病原細菌 （卒倒病菌）


昆虫病原細菌 （白彊病菌，緑彊病菌）
昆虫病原ウイルス（核多角体病ウイルス）
昆虫病原原虫 （微胞子虫類）


家畜衛生試験場 Actinobacillus　pleuropneumoniae
ブタ，ウシ由来マイコプラズマ


サルモネラ等
ピロプラズマ類


アカノヾネウイルス
オーエスキーウイルス
ウシ白血病ウイルス


クロストリジウム，大腸菌
Bordetella bronchiseptica，Haemophilus　somnus
ニワトリ白血病ウイルス


ルーメン細菌
連鎖球菌，抗酸菌


食品総合研究所 乳酸生産菌
食品有害菌の桔抗菌等


Saccharomyces cerev isiae等
プロテアーゼ生産菌，イヌリン分解菌，グリコシダーゼ生産菌等


耐塩性酵母
耐特性酵母等


Bacillus　subtilis
ピルビン酸生産酵母


発酵食品の乳酸菌
麹用糸状菌
二次代謝産物生産放線菌
二次代謝産物またはホルモン様物質の生産能に変異がおきた放線菌


糖質関連酵素生産菌


森林総合研究所 樹木病原糸状菌等
南根膚病菌等


ヰシメジ科のきのこ等
モエギタケ科のきのこ
昆虫寄生性糸状菌類 Beauveria等


外性菌根菌等


中央水産研究所 好圧微生物


有機スズ分解微生物および耐性微生物


養殖研究所 プリ黄痘症原因菌等
マダイ・イリドウイルス等
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5．微生物遺伝資源の受入（購入）


細　　 菌 糸 状 菌 マ イ コプ ラ ズマ 合　　 計


生 物 研


環 境 研


家衛 試


森 林 総 研


1 7


2 1


2 9


10


10


4 8


9


27


31


38


48


合　 計 6 7 6 8 ・9 14 4 （株 ）
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6．微生物遺伝資源の特性評価の概要


場　　　　　 所 特　　 性　　 評　　 価　　 項　　 目


農 業 研 究　 セ　 ン　タ　ー いもち病病原性，R F L P
病原性，括抗性，形態


病原性，寄主範囲，乃存変異性
宿主範囲
線虫の形態と寄生性


診断用抗血清
植物への病原性


りん週 目害虫に対す る病原性，若令幼虫成育阻害効果
感染増進物質生産能
抵抗性打破特性
鉄運搬体生産能


病原菌に対する括抗能


農 業 生 物 資 源 研 究 所 R F L P
病原性 と保存性
プラス ミドプロファイル
保存菌株の変異


病原性の維持
イネ馬鹿苗病菌の病原性


病原性および生理型
ペクチナーゼ産生性
16S rR N A シーケンス
細胞壁分解能


グルカナーゼ遺伝子


農 業 環 境 技 術 研 究 所 植物病原性


セルロース合成 ・分解能
呼吸系キノン分子種
病原性 （レース） または雌雄性


根粒形成等
植物ウイルスの伝搬性
キチナーゼ生産能等


ヒ ドロゲナ一ゼ活性等
ウイルス遺伝子の分析


畜　 産　　 試　 験　 場


草　　 地　　 試r　 験　　 場 病原性分化，病原力
宿主範囲
病原性


耐虫，抗菌活性物質，毒素産生
窒素固定遺伝子
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場　　　　　 所 特　　 性　　 評　　 価　　 項　　 目


果　　 樹　　 試　 験　　 場 植物への病原性および薬剤耐性
寄生性　 等
植物病原細菌のR FL P 解析
D N A －D N A 相同性，16SrR N A の全塩基配列


CT L V の血清学的反応の差異
抗体産生ハイブリドーマの．IgG の性質，反応特異性


T iプラスミドの検出


野 菜 ・茶 業 試 験 場 病原性等
ウリ類つる枯病及びイチゴ炭そ病菌の薬剤耐性


桔抗作用
ベノミル剤耐性，ジエ トフェ ンカルブ剤耐性等


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 病原怪


家　 畜　 衛　 生　 試　 験　 場 血清学的性状
感染実験等，実験動物への病原性
プラスミドプロファイル


各種細胞に対する感染性
各種培養細胞に対する感痙性，培養細胞における増殖性


動物に対する病原性
ベロ細胞に対する毒性試験


変異源性
血清型
毒素産生性試験
セルロース分解能


ウイルス増殖減


食　 品　 総　 合　 研　 究　 所 食品有害菌への桔抗性
製パン特性
酵素生産性，糖質関連酵素生産能


粘質物生産
キラー活性
アフラトキシン生産性
ピルドン産生産能


森　 林　 総　 合　 研　 究　 所 病原性
酸化酵素生産性


感温性，抗菌性等


中　 央　 水　 産　 研　 究　 所


養　 殖　 研　 究　 計 病原性
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7．委託試験結果


（1）VA菌根菌接種源の保存　協和醗酵工業株式会社


1．課題の分類


2．研究課題名


3．予算区分


5．担　　　当


生物資源 遺伝資源 保存増殖


VA菌根菌接種源の保存方法の検討


遺伝資源事業（委託）　　4．研究期間　継平3（昭63～）


協和醗酵工業株式会社筑波研究所


6．日　　　的


宿主作物への感染能の高いVA菌根菌接種源の作成と，その活性を低下させない長期


保存方法について検討する。


7．試験研究方法


目的とするVA菌根菌接種源（以下，接種源と略す）作成の前段階の試験として，単


一胞子に由来するオリジナルの接種源を使用し，胞子の活性を低下させないで長期間保


存する方法を検討した。本年度は，前年度から継続して，接種源の保存形態，保存期間


と胞子活性の関係を検討した。バーミキュライト（湿粉状）中にVA菌根菌（Gわ∽〃SSp．）


の胞子を分散させて調製した接種源を，長期間密閉容器内に保存した後，低濃度の胞子


を接種源として植物の幼苗根に接種し，VA菌根形成における共生能を観察した。この


ようにして，VA菌根菌の接種胞子数と共生能との関係を指標とした胞子活性に及ぼす


接種源の保存形態と保存期間の影響を調査した。


8．結果の概要・要約


VA菌根菌胞子の保持資材としてバーミキュライト（粉状）を使用し，この湿状態（含


水率5％，30％に調整）中にGわ∽〃S属に属するVA菌根菌（101菌）の胞子を分散させて


VA菌根菌接種源（以下，接種源と略す）を調製した。この接種源の一定量を乾燥しない


ようにポリプロピレン製の密閉容器内に詰め，4℃の冷蔵庫内で長期間（2年間）保存し


た場合におけるVA菌根菌の胞子活性を調査するため，保存しておいた接種源を植物に


接種して，VA菌根菌の根への感染および共生能を，次のように観察した。保存開始直


前および保存開始後2年目において，アルファルファ（マメ科）を宿主植物として，発根


した幼苗の移植時に，接種源を根に1g接種した。この時，これら保存しておいた接種


源（100胞子／g）を，接種源と同等の含水率のバーミキュライトで50胞子／gと10胞子／g


に希釈した接種源も各々調製して，同様に1g接種した。接種後，接種苗（接種区）と無


接種苗（無接種区）を一定条件下でポット栽培し，成長したアルファルファの地上部生育


量（乾燥重量）と根内のVA菌根菌感染率を測定した。その結果，どの接種源でも無接種


区に比べ，地上部乾燥重量の増加とVA菌根菌の感染が認められたが，接種胞子濃度が


低いほど，地上部乾燥重量および感染率とも低下する傾向を示した。しかし，接種胞子


数を100胞子から50胞子，10胞子と低めても，接種胞子数が同じなら，地上部乾燥重量お


よび感染率とも保存接種源間に有意な差は認められなかった（第1表，第2表）。
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以上のように，含水率30％の接種源および含水率 5 ％にまで乾燥化した接種源においても，


4 ℃で 2 年間保存した接種源中のV A 菌根菌胞子の宿主植物への感染，共生能の低下は認め


られず，安定した胞子活性を維持していることがわかった。
以上の土とから，5 ％含水率にまで乾燥化した接種源においても， 4 ℃で 1年間保存した


結果では，．V A 菌根菌胞子の発芽能と共生能の低下は認められず，安定した胞子活性を維持


していたことがわかった。


9 ．成果の具体的数字


第 1表　 4 ℃で 2 年間保存したV A 菌根菌接種源の含水率，接種胞子数
と接種したアルファルファの地上部乾燥重量 （m g）の関係


接種胞子数


（／g）
保存開始直前


4 ℃で2 年間保存した接種源
有意差＊


含水率 5 ％　　 含水率30％


0 50±10 45±　8　　　　　 45±　8 なし


10 147±15 183±17　　　　 161±20 なし


50 219±36 219±34　　　　 208±31 なし


100 269±46 261±33　　　　 255±18 なし


有意差＊：同一接種胞子数内における各接種源間の有意性 （5 ％水準）


第2 表　 4 ℃で 2 年間保存したV A 菌根菌接種源の含水率，接種胞子数
と接種 したアルファルファの根内感染率 （％）の関係


接種胞子数


（／g）
保存開始直前


4 ℃で 2 年間保存した接種源
有意差＊


含水率 5 ％　　 含水率30％


0 0±　0 0±　0　　　　　 0±　0 なし


10 26±14 25±30　　　　　 28±14 なし


50 55±24 46±　7　　　　　 40±26 なし


100 58±11 51±11　　　　 44±　5 なし


有意差＊：同一接種胞子数内における各接種源間の有意性 （5 ％水準）


10．今後の問題とその対応


乾燥化したV A 菌根菌接種源の保存安定性を検討するため，胞子の宿主作物への感染，


共生能を指標とした胞子活性に及ぼす保存形態と保存期間の影響を継続して観察する。
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（2）糸状菌の同定


㈲食品薬品安全センター秦野研究所


整理番号 微　 生　 物　 種　 類 同　　 定　 ．所　　 見


11－25026 A rth rin ium sp . A p iospora m on tag n ei (A rthrin ium sp .)


11－25028 A rth rinium sp . A rthrin ium p haeosp erm um


11－25030 A rth rin ium sp . A rthrin ium p haeosperm um


11－25038 A spergilhis sp . E uroHu m repens


11－25225 A spergillus sp . 胞子なし


11－25073 C haetom iu m sp. C haetom ium sp .


11－25220 C haetom iu m sp. 厚膜胞子のみ


11－25235 Cy lin drocarp on sp. Cylindrocarpon Sp．又はBotryotrichum-lik e


11－25236 Cy lin drocarp on sp. Cylind rocarp on sp.


11－25237 Cy lin drocarp on sp. Cylind rocarp on didym u m


1ト25238 Cy lin drocarp on sp. F usari um sp.


K 92－99 F usa rium sp. F usarium cu lm orum


11－25098 G eotrichum sp. M on iliella sp .


11－25252 H um icola sp . H um ico la fuscoatra


11－25253 H um icola sp. H um icola fuscoatra


11－25203 M ortierella sp. Mortierella sp．（Paecilomyces とのコンタミ）


11－25205 M ortierella sp. 胞子なし


11－25226 N igrosp ora sp . F usarium solani


02－35997 N igrosp ora sp . N ig rosp ora sp haerica


11－25130 P aecilom y ces sp . 胞子なし


11－25261 P aecilom yces sp . M arian naea eleg ans


11－25262 P aecilom yces sp . M arian naea elegans


11－25263 P aecilom yces sp . A crem on iu m like


11－25131 P enicillium sp. P en icillium sp. (M on overticilla ta)


11－25132 P enicillium sp. P en icillium sp. (?


11－25266 P enicilliu m sp. P en icillium sp. (B iv. Sym m etri ca)


11－25187 T ritirachium sp. 胞子なし
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（3）植物ウイルスの同定


社団法人　日本植物防疫協会研究所


植物病原ウイルスの分類同定結果


M A F F 菌株番号 同定所見


01－0＿4032


01－04033


01－04034


01－04036


01一04037


01－－04046


T ob acco m osaic v irus －P ．（トウガラシ）系〃　　　　　　－W （ワサビ）系


〃　　　　　　 －T （トマ ト）系


〃　　　　　　－U （ピーマン）系


O dontog lossum ring spot virus


P otato vi rus Y －T （えそ）系
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8．微生物遺伝資源の配布


（1）微生物遺伝資源の配布実績（平成4年度）


〔4．4．1－5．3．31〕


区　　　 分
国立試験
研究機関


公立試験
研究機関


大　　 学
民　　 間
そ　の 他


外　　 国 ・合　　 計


細　　　　　 菌
111 6 87 52 4 260
（15） ．（3） （9） （17） （1） （45）


糸　　 状　　 菌
87 14 54 98 10 263
（14） （4） （7） （24） （1） （50）


植 物 ウ イル ス
2
（1）


9
（3）


11
（4）


動物 ウ イル ス
10
（2）


10
（2）


原　　　　　 虫
1
（1）


1


（1）


2


（2）


マイコプラズマ
0
（0）


放　　 線　　 菌
2


（1）


2
（1）


酵　　　　　 母
0
（0）


合　　　　　 計
203 20 141 170 14 548
（32） （7） （16） （47） （2） （104）


〔上段：配布単位数／下段（）：配布件数〕
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（2）微生物遺伝資源の配布実績（累計）


〔昭和62年9月～平成5年3月〕
平成5年3月31日現在


区　　　 分
国立試験
研究機関


公立試験
研究機関


大　　 学
民　　 間
そ　の 他


外　　 国 合　　 計


細　　　　　 菌
698 44 316 490 12 1560


（68） （19） （50） （106） （5） （248）


糸　　 状　　 菌
540 57 402 469 32 1500
（57）． （17） （24） （119） （2） （219）


植物 ウイルス
22 4 3 47 1 77


（10） （3） （2） （19） （1） （35）


動物 ウイルス
2 17 9 30 2 60


（？） （16） （8） （21） （1） （48）


原　　　　　　 虫
4 ． 1 3 8


（4） （1） （3） （8）


マイコプラズマ
1
（1）


1
（1）


放　　 線　　 菌
2 1 5 8
（1） （1） （5） （7）


酵　　　　　 母
4 6 10 20


（2） （5） （1） （8）


合　　　　　 計
1272 123 731 1051 57 3234


（144） （56） （85） （279） （10） （574）


〔上段：配布単位数／下段（）：配布件数〕
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III　参　考　資　料







〔参　考〕


1．農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程


第18162号昭和62年9月1日　火曜日　　　官　　　報


○
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
七
号


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
微
生
物
遺
伝
資
源


配
布
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


昭
和
六
十
二
年
九
月
一
日


農
林
水
産
大
臣
　
加
藤
　
六
月


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
微
生
物
遺
伝


資
源
配
布
規
程


（
趣
旨
）


第
一
条
　
農
業
生
物
資
源
研
究
所
　
（
以
下
「
研
究
所
」
と


い
う
。
）
が
行
う
試
験
研
究
用
の
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配


布
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


（
定
義
）


第
二
条
　
こ
の
規
程
に
お
い
て
「
微
生
物
遺
伝
資
源
」
と


は
、
研
究
所
の
扱
う
微
生
物
　
（
原
虫
を
含
む
。
）
、
線
虫


及
び
培
養
細
胞
を
い
う
。


（
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
及
び
価
格
）


第
三
条
　
研
究
所
は
、
そ
の
保
管
す
る
微
生
物
遺
伝
資
源


を
一
株
一
本
に
つ
き
六
千
円
で
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。


（
配
布
の
申
請
）


第
四
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る


者
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
　
（
以
下
単
に


「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
　
を
農
業
生
物
資
源
研
究
所
長


（
以
下
「
研
究
所
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば


な
ら
な
い
。


（
配
布
の
制
限
等
）


第
五
条
　
研
究
所
長
は
、
前
項
の
規
程
に
よ
る
申
請
書
の


提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
微


生
物
遺
伝
資
源
の
不
足
そ
の
他
の
相
当
な
理
由
が
あ
る


と
き
は
、
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
拒
み
、
又
は
そ


の
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


（
代
金
の
納
付
）


第
六
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る


者
は
、
そ
の
代
金
を
、
研
究
所
長
の
定
め
る
期
日
ま
で


に
、
現
金
を
も
っ
て
又
は
そ
の
発
行
す
る
納
付
告
知
書


に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
譲
渡
等
の
制
限
）


第
七
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当


該
微
生
物
遺
伝
資
源
を
自
己
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す


る
も
の
と
し
、
第
三
者
に
使
用
さ
せ
、
又
は
譲
渡
し
て


は
な
ら
な
い
。


（
変
更
の
届
出
）


第
八
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当


該
微
生
物
遺
伝
資
源
を
用
い
て
行
お
う
と
す
る
試
験
研


究
に
つ
い
て
、
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
を
生


じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る


届
出
書
を
研
究
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
試
験
研
究
結
果
等
の
報
告
）


第
九
条
　
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当


該
微
生
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験
研
究
が
終
了
し
た
と


き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
報
告
書


を
研
究
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


第
十
条
　
研
究
所
長
は
、
微
生
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受


け
た
者
に
対
し
、
当
該
微
生
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験


研
究
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で


き
る
。
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試験研究用微生物遺伝資源配布申請書


年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所


氏名　（法人にあっては，名称及び
代表者の氏名）


㊥


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第4条の規定により，下記のとおり
試験研究用微生物遺伝資源の配布を申請します。


記
1　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号
2　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源を用いて行おうとする
試験研究の概要
（1）目的
（2）内容
（3）実施期間
（4）実施場所
（5）実施者


3　取扱方法（復元方法等）書の要否


備考　1　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。
2　実施者は試験研究の担当者とする。


試験研究用微生物遺伝資源配布申請書記載事項変更届出書


年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿


住所


氏名　（法人にあっては，名称及び


代表者の氏名）


㊥


年　　月　　日付けをもって提出した試験研究用微生物遺伝資源配布申請書の記載事項


に下記のとおり変更を生じたので，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第


8条の規定により，下記のとおり届け出ます。
記


1　変更した年月日


2　変更した事項


3　変更した理由


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。


試験研究用微生物遺伝資源試験研究結果報告書


年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所


氏名　（法人にあっては，名称及び
代表者の氏名）


㊥


年　　月　　日付けをもって配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源に係る試験研究が


終了したので，農業生物試験研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第9条の規定により，


下記のとおり届出します。
記


1　配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号
2　試験研究の目的及び内容


3　試験研究の実施時期


4　試験研究の成果の概要


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。
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別
記
様
式
第
一
号
　
（
第
四
条
関
係
）


別
記
様
式
第
二
号
（
第
八
条
関
係
）


別
記
様
式
第
三
号
（
第
九
条
関
係
）







平成元年3月29日　水曜日　　　官　　　報　　　　第60号


○
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
三
十
七
号


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
微
生
物
遺
伝
資
源


配
布
規
程
　
（
昭
和
六
十
二
年
九
月
一
日
農
林
水
産
省
告


示
第
千
二
百
二
十
七
号
）
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正


す
る
。平


成
元
年
三
月
二
十
九
日


農
林
水
産
大
臣
　
羽
田
　
　
孜


第
三
条
中
「
六
千
円
」
を
「
六
千
百
円
」
　
に
改
め
る
。


附
　
則


1
　
こ
の
告
示
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


2
　
改
正
後
の
第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の


日
以
後
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
配
布
の
申
請
が
あ
っ


た
微
生
物
遺
伝
資
源
に
通
用
し
、
同
日
前
に
当
該
申
請


が
あ
っ
た
微
生
物
遺
伝
資
源
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前


の
例
に
よ
る
。
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2．微生物遺伝資源取扱要領の制定について


62農会第1503号


昭和62年9月1日


農林水産技術会議事務局長


林　　野　庁　　長　　官


水　産　　庁　　長　　官


微生物遺伝資源取扱要領の制定について


この度，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（昭


和62年9月1日農林水産省告示第1227号）が制定されたことに伴


い，微生物遺伝資源の管理，利用を円滑に推進するため，「微生物遺伝


資源取扱要領」を別紙のとおり定めたので，今後，その取扱いに当たっ


て遺憾なきを期されたい。


－92－







別　紙


微生物遺伝資源取扱要領


第1　趣旨


農林水産省が行う生物遺伝資源の総合的な収集，管理，利用システムにおける微生物遺伝資源


の取扱いについては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（以下「配布規程」


という。），農林水産省ジーンバンク事業実施要綱（昭和60年7月16日付け60農会第1510号農林水


産事務次官通達。以下「事業実施要綱」という。）及び農林水産省ジーンバンク事業実施要領（昭


和60年7月16日付け農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産


庁長官通達。以下「事業実施要領」という。）に定めるほか，この要領に定めるところによる。


第2　用語


この要領において使用する用語は，配布規程，事業実施要綱及び事業実施要領において使用す


る用語の例による。


第3　微生物遺伝資源の受入れ


1　研究所において保管する微生物遺伝資源の受入れ


（1）研究所長が受け入れる微生物遺伝資源は，次に掲げる要件の全てを満たすものとする。


一　微生物の種類，系統（株）名及び来歴が明らかにされていること。


二　形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。


三　特に危険性が高くないこと，あるいは培養・保存が困難でないこと。


四　保存に必要な一定量の確保がなされていること。


五　現在又は将来の試験研究に有用であると認められるものであること。


（2）微生物遺伝資源部門のサブバンクの長（以下単に「サブバンク長」という。）は，（1）の要


件に該当すると認められる微生物遺伝資源を別記様式第1号（微生物遺伝資源送付書）に


より研究所長に送付するものとする。


（3）サブバンクの長は，（2）により微生物遺伝資源を送付しようとするときは，あらかじめ送


付する微生物の種類，系統（株）名（株番号），送付時期，送付形態・数量及び送付方法を


研究所長に協議しなければならない。


2　サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源の取扱い


（1）サブバンクの長は，1の（1）の全ての要件に該当すると認められる微生物遺伝資源及び1


の（1）の三以外の要件を満たす微生物遺伝資源であって，当該サブバンクにおいて保管して


いるもの（1の（2）により送付したものを除く。）について微生物の種類，株番号，配布の可


否及び所在地等の情報を別記様式第2号（微生物遺伝資源所在報告書）により研究所長に


報告するものとする。
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（2）サブバンクの長は，当該サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，別


記様式第2号の記載事項に変更を生じた場合は，速やかにその旨を報告するものとする。


第4　維持及び管理


1　維持


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源のうち，在庫量が少なくなったもの


又はアンプル（乾燥状態でアンプルに封入したもの）の復元性等に問題を生じたものにつ


いては，必要に応じサブバンクの協力を得て増殖及びアンプル作製を行い補充するものと


する。


（2）サブバンクの長は，研究所長の依頼に応じ，増殖及びアンプル作製を行うとともに，当


該サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，適宜増殖等を行い，研究所


長から第5の6の（3）による送付依頼があった場合，速やかに応じられるようにするものと


する。


2　管理


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源及び第3の2により情報を受け入れ


た微生物遺伝資源について，整理番号及び統一した株番号を付した上で微生物の種類，系


統（株）名，来歴等（以下「パスポート情報」という。）を把握整理するものとする。


（2）研究所長及びサブバンクの長は，相互に，緊密に連携をとり，それぞれが保管する微生


物遺伝資源の適正な管理に努めるものとする。


第5　配布


1　配布対象とする微生物遺伝資源


配布対象とする微生物遺伝資源は，次に掲げる要件を全て満たすものとする。


一　増殖能力が十分あり，配布に必要な量の確保が容易であること。


二　アンプルについては，復元力が十分認められること。


三　農林水産省の機関以外の者が種苗法（昭和22年法律第115号）第7条の登録の出願を


行っている品種又は同法第12条の4第1項の品種登録を受けている品種（以下「登録


品種等」と総評する。）に係るものでないこと。


四　植物防疫法（昭和25年法律第151号）第7条の試験研究の用に供するため農林水産大


臣の許可を受けた輸入有害植物のうち，特に我が国が侵入を警戒しているものでない


こと。


五　農林水産省の機関以外の者の提供等に係る微生物遺伝資源について，当該提供者等


が当該微生物遺伝資源の配布に同意しているものであること。


2　微生物遺伝資源の範囲


配布規程第2条の規定する微生物遺伝資源の範囲は，菌類（かび，きのこ，酵母），細菌類


（細菌，放射線菌，リケッチア，マイコプラズマ），原虫，ウイルス（ファージを含む。）等


の微生物，DNA・RNA（微生物に組込んだもの），線虫及び培養細胞とする。
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3　配布昌一録の作成


（1）研究所長は，配布に係る事務の円滑な処理に資するため，配布対象とする微生物遺伝資


源についての目録（以下「配布目録」という。）を作成するものとする。


（2）研究所長は，微生物遺伝資源の保存状況等を勘案し，必要に応じ配布目録の見直しを行


うものとする。


（3）研究所長は，配布日銀の作成及び見直しに当たって，あらかじめ，農林水産技術会議事


務局長に協議しなければならない。


（4）配布目録は，農林水産技術会議事務局，研究所及びサブバンクに備え置くものとする。


4　配布に関する技術指導等


（1）研究所長は，配布申請書から要求があった場合には，微生物遺伝資源の復元方法等の「取


扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するものとする。


（2）（1）の場合に，サブバンクの保管に係る微生物遺伝資源については，研究所長は当該サブ


バンクの長に対し「取扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するよう依頼するも


のとする。


（3）なお，一般的な取扱方法については，配布目録に記載するものとする。


（4）この他，配布物に関する技術的問い合わせ等については，研究所を窓口とし，サブバン


クに係る専門的事項については，サブバンクの協力を求めるものとする。


5　配布物の管理適正化


研究所長は，配布物の品質等の管理の通性化を図るため，配布者に対し何らかの異常がみ


られた場合には連絡するよう要請するものとする。また，配布申請のあった微生物遺伝資源


について当初保有していた特に重要な形質が，明らかに消失したとみなされる場合には，配


布前にその旨通知し，了承の上で配布する等の措置を講ずるものとする。


6　配布の手続


（1）研究所長は，配布規程第4条に基づく申請があった場合において，配布規程第5条に掲


げる事実がないと認めるときは，速やかに配布を決定するものとする。ただし，申請のあっ


た微生物遺伝資源がサブバンクの長の保管に係るものである場合にあっては，当該サブバ


ンクの長に確認の上，配布の決定を行うものとする。


（2）（1）により配布を決定した微生物遺伝資源が研究所の保管に係るものである場合は，研究


所長は，別記様式第3号による試験研究用微生物遺伝資源配布通知書（以下「配布通知書」


という。）を添付して，配布申請者に当該微生物遺伝資源を配布するものとする。


（3）（1）により配布を決定して微生物遺伝資源がサブバンクの保管に係るものである場合は，


研究所長は，配布通知書を添付の上，別記様式第4号（微生物遺伝資源送付依頼書）によ


り当該サブバンクの長に，当該微生物遺伝資源の配布申請者への送付を依頼するものとす


る。


（4）（3）の送付依頼を受けたサブバンクの長は（3）により送付された配布通知書を添付して当該
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微生物遺伝資源を配布申請者に送付するとともに，その旨を別記様式第5号（微生物遺伝


資源送付報告書）により，毎4半期ごとに研究所長に報告するものとする。


7　移動の制限を要する微生物等の扱い


（1）配布申請のあった微生物遺伝資源が植物防疫法（昭和25年法律第115号）に基づく輸入有


害植物（輸入有害菌）である場合には，研究所長は，その菌株（微生物遺伝資源）の輸入


許可番号及び菌株番号を付記したうえ，当該微生物遺伝資源の申請者に対し，植物防疫所


の譲受け許可に必要な手続きを行うよう通知するものとする。


研究所長は，当該配布申請者から譲受許可書（写）の送付があった場合には，第5の6


により速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，譲受許可のあった菌株を，当該配布申請者に対し配布した旨を「輸


入有害菌の分譲報告書」により植物防疫所長あて報告するものとする。


（2）配布申請のあった微生物遺伝資源が家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）に基づく


輸入禁止の家畜の伝染性疾病の病原体である場合には，研究所長又はサブバンクの長は，


当該微生物遺伝資源の配布申請書及び大臣指令書の写しを添付して畜産局長に対し分与許


可願を申請し，分与許可があった場合には，第5の6により速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，当該配布申請者に対し分与許可を要する旨を通知するとともに，分


与許可に必要な資料等を求めるものとする。


（3）このほか，人体への感染等を防止する観点から次の措置を講ずるものとする。


①　人畜に対する危険度から専門度の高い者のみが扱いうると判断される微生物遺伝資源


（パスポート情報における人畜毒性危険度ランク2）の配布は，試験研究機関，法人等


の代表者から申請があった場合に限るものとし，原則として個人に対しては，配布を行


わないものとする。また，配布に当たっては感染防止のための取扱注意書を添付するも


のとする。


②　人畜に対する危険度から専門家でも注意を要するもの，あるいは危険性が高く特定の


者以外の取扱は危険と判断される微生物遺伝資源（ランク3及び4）の配布は，①同様


に，原則として個人に対しては配布を行わないものとする。また，安全性を確保するた


め，当該申請者の実験設備が整備されていること，専門知識を有する者が実験を担当す


る等，安全を確保しうる取扱体制が整備されていることの確認を行った上で配布するも


のとする。


なお，その際の判断基準は，「国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程の病原体等取


扱実験室安全設備及び運営基準（以下「予研基準」という。）」を準用するものとし，人


畜毒性危険度ランク3については予研基準の3a程度，ランク4については予研基準の


3b程度の設備及び取扱いが行われることとする。


8　配布の制限


配布規程第5条の規定する「その他の相当な理由があるとき」とは，次に掲げる場合とする。
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一　第5の1の配布対象とする微生物遺伝資源でないとき。


二　配布を受けようとする者が配布規程に違反したことがあるとき。


三　配布申請のあった微生物遺伝資源が危険度が高い（人畜毒性危険度ランク3及び4）


微生物であって，当該申請者の設備・体制等が整備されていないとき。


四　登録品種等について，「植物の新品種の保護に関する国際条約」加盟国への申請が行


える期間内における配布であるとき。


五　この他我が国の農林水産業，食品産業等に重大な悪影響を及ぼすおそれがあるとき。


第6　試験研究結果の報告


1　報告書の送付


研究所長は，第5の6の（3）により送付した微生物遺伝資源について，配布規程第9条の規


定による試験研究結果の報告があった場合には，当該報告書の写しをサブバンクの長に送付


するものとする。


2　特性情報等の報告の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者に試験研究の結果，明らかとなった特性情


報等について報告を求めることができる。また，成果の発表に際しては，配布微生物遺伝資


源の株番号の明示を要請するものとする。


第7　実施状況の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者から配布規程第9条の規定による試験研究


結果の報告がない場合には配布規程第10条の規定に基づく報告の徴収を行う等，配布した微


生物遺伝資源の利用状況等の把握に努めるものとする。


第8　国の機関の配布申請の取扱


（1）国の機関から配布申請に係る配布に伴う微生物遺伝資源の物品上の取扱いについては，


物品管理法第16条の管理換えにより行う。


（2）国の機関からの配布申請に係る配布については，（1）のほか配布規程（第3条，第5条及


び第6条の規定を除く。）及びこの通達（第5の8の規定を除く。）の規定を準用する。


第9　外国政府等との交流


研究所長は，微生物遺伝資源研究における国際協力の重要性に鑑み，外国政府，外国の地


方公共団体，国際機関及び外国の大学との微生物遺伝資源に関する研究協力その他の交流に


ついて，国際慣行等に十分配慮しつつその積極的な推進に努めるものとする。
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別記様式第1号


番　　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源送付書


農業生物資源研究所長殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　月　　日付け62


農会第　　　号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第3


の1の（2）の規定により送付する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布の可否 送付形態及び数量 備　 考


l


備考　微生物の種類及び株番号は，配布目録に記載されたものを記入する。ただし，


新規のものについては，パスポートデータ表に記入した株番号を記入し，備考


欄に※を付記するとともに，パスポートデータ表を添付すること。
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別記様式第2号


番　　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源所在報告書


農業生物資源研究所長殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　月　　日付け62


農会第　　　号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第3


の2の規定により報告する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布の可否 所在地 （研究室） 備　 考


備考　別記様式第1号の備考の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第3号


番　　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


農林水産省農業生物資源研究所長　印


試験研究用微生物遺伝資源配布通知書


配布申請者殿


平成　年　月　　日付けで配布申請のあった試験研究用微生物遺伝資源につい


ては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第3条の規定により


下記のとおり配布する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布形態


（備考）申請のあった○○の微生物遺伝資源については，△△の理由により配布


できない。


備考　1．この様式の（備考）の記載は，該当がある場合に限る。


2．配布形態の欄には，「アンプル」，「培養状態」及び「その他」の区分によ


り記載すること。
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別記様式第4号


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。


－101－


番　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場（所）長　殿


農業生物資源研究所長　印


微生物遺伝資源送付依頼書


下記の微生物遺伝資源について，配布申請があったので，貴職から送付されたく


「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　月　日付け62農会第　　　号農林水産技


術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第5の6の（3）の規定により


依頼する。







別記様式第5号


番　　　　　　　　　　号


平成　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源送付報告書


農業生物資源研究所殿


貴職から送付依頼のあった微生物遺伝資源を下記のとおり送付したので，「微生物


遺伝資源取扱要領」（昭和62年　月　　日付け62農会第　　　号農林水産技術会議事


務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第5の6の（4）の規定により報告する。


記


送 ．付


依　 頼


1年月日


配布申請者


配布下微生物遺伝資源


送　 付　 先
送　 付


年月日微生物の


種　　 類
株 番 号


配　 布


形　 態


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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（参　考）


取扱方法の参考様式（例）


平成　年　月　　日


酉己布申請者殿


農林水産省農業生物資源研究所


取扱方法（アンプルの開封，復元方法）について


配布いたしました微生物遺伝資源のアンプルは凍結乾燥アンプルです。アンプル


の開封及び復元は次のように行ってください。


1．アンプルの開封


（1）アンプルの先端から3cm程度の所にヤスリで傷をつける。


（2）アンプルの外面をアルコールで湿したガーゼ等で拭いて殺菌する。


（3）アンプルを滅菌ガーゼ等で包み，傷をつけた部分で注意深く折る。


CUT


J


2．開封後は直ちに滅菌したパスツールピペットを用いて液体培地を0．3～0．4mg


程度加え，よく撹はんして懸濁させた後，培養液5～6mgが入った試験管に移植


する。同時に一部を斜面培地にも移植するのが望ましい。


また，育成に長時間を要することがあるので，通常の培養日数の2倍以上の期


間は培養を続けてください。


3．なお，アンプルを直ちに開封しない場合は冷蔵庫に保存してください。


〔培養条件〕


（1）復元培養基


（2）温度条件


（3）その他の条件


〔間合先〕
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取扱注意書の参考様式（例）


平成　年　月　　日


配布申請者殿


農林水産省農業生物資源研究所


取扱上の注意事項について


配布いたしました下記の微生物株は，稀に感染・発病するおそれがあります。


（国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程における危険度2b程度）


取扱いには，感染防止のため次の事項を厳守してください。


1．実験室の実験区域を限定した上で用いる。


2．微生物が空中に飛散するおそれのある実験は，生物学用安全キャビネットの中


で行う。


3．実験中は一般外来者の立入りを禁止する。


4．実験に用いた器具及び培養物は終了後滅菌処理をする。


記


微生物の種類 株　 番　 号 学　　　　 名
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要請事項の参考様式（例）


平成　年　月　　日


農林水産省農業生物資源研究所


配布を受けられた皆様へのお願いについて


配布申請者殿


1．配布された微生物遺伝資源について何らかの異常がみられた場合には，多少に


かかわらずお知らせください。


2．配布された微生物遺伝資源を用いた研究成果を学会などで発表する場合には，


当該微生物遺伝資源の株番号を明示してください。


3．なお，発表された資料等については当研究所に送付してください。


4．また，配布された微生物遺伝資源に係る特許出願等を行う場合には，当研究所


に連絡してください。


〔連絡先〕　茨城県つくば市観音台2－1－2


農業生物資源研究所　遺伝資源第二部　遺伝資源管理情報科


TEL O　298－38－7050
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ま　　え　　が　　き


我が国農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等先端技術


の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後その基盤である生物遺伝資源の確保は


ますます重要となっている。


しかしながら，現在，我が国が収集・保有している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の拡大に


的確にこたえていくためには不十分であり，また，欧米諸国に比して立ち遅れている状況にある。


更に，地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合，品種の均一化，熱帯林の減少等により，


貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまうおそれがあり，生物遺伝資源の保存が緊急の課題と


なっている。


このため，昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年度から）


の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種苗管理センター，家畜改良セン


ター及び林木育種場の機関の機能，立地条件を生かし，これらの各機関の有機的，組織的連携協


力の下に国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行うとともに，それらの遺伝資源の特性を調査


評価してデータベース化し，遺伝資源及び遺伝育種情報を国公立試験研究機関，民間，大学等に


提供する総合的管理利用システム（農林水産ジーンバンク）の整備を進め，遺伝資源，遺伝育種


情報の収集，管理の充実強化を図っているところである。昭和60年から開始された本事業は，平


成4年までの8年間で第1期事業を終了し，平成5年度から第2期に入ることとなった。遺伝資


源事業は長く続けることが重要であり，第2期事業の計画は「農林水産ジーンバンク事業第2期


事業計画（平成4年7月，農林水産技術会議事務局連絡調整課）」に詳しく述べられているが，遺


伝資源の品質向上に力点をおくことになっており，一層の充実を図っていく所存である。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，植物遺伝資源部門について，平成4年
l


度の事業実績をとりまとめたものである。今後の事業の円滑な推進，技術指導等に役立てていた


だければ幸いである。


平成5年10月


農業生物資源研究所長


藤巻　　宏
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I　植物遺伝資源部門事業実施体制


1　植物遺伝資源部会開催要領


1．趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，植物遺伝資源部会（以下「部会」と


いう）を設定する。この部会は，植物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，省内


関係者のほか，民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業の運営に関する


基本的な事項について協議するために開催する。


2．構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会長


が依頼する。


3．事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源研究所遺


伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


4．協議事項


部会は，動物遺伝資源の収集，管理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について協議


する。


5．庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。
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2　植物遺伝資源部会構成


〔学識経験者〕


国立遺伝学研究所


筑波大学農林学系


茨城県農業総合センター園芸研究所


サッポロビール㈱


植物工学研究所


〔場　　　所〕


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


種苗管理センター


家畜改良センター


農業生物資源研究所


農林水産技術会議事務局


作物開発部長


作物生理品質部長


育種部長


育種部長


野菜育種部長


茶栽培部長


飼料資源部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


生産技術部長


基盤技術研究部長


企画管理課長


技術部長


所　長　　　　（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


1／


連絡調整課課長補佐


植物遺伝資源係
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森島　啓子


菊池　文雄


小沼　　寛


東　　　修


瀬古　秀文


鈴木　　守


長谷川寿保


土屋　七郎


吉川　宏昭


成河　智明


佐藤信之助


番場　宏治


星野　孝文


久木村　久


花井　雄次


朝日　幸光


村上　　毅


村田　伸夫


斉藤　　章


青沼　明徳


藤巻　　宏


鈴井　孝仁


中川原捷洋


田中　弘敬


大石　孝雄


荒幡　克己


櫻　　玲子


教　授


教　授


所　長


所　長







3　植物遺伝資源部会の開催


第9回植物遺伝資源部会


日　時：平成5年2月22日　13：30～17：25


場　所：生物研2号本館3階大会議室


挨　拶


農業生物資源研究所　所長　藤巻　　宏


農林水産技術会議事務局　連絡調整課課長補佐　荒幡　克己


議　事（進行：遺伝資源第一部長　中川原捷洋）


1．平成4年度運営体制について


平成3年度実績報告書の運営体制図をもとに，以下の報告があり，了承した。


・農業生物資源研究所について，各研究室を具体的にヘテロシス研，照射法研，放育1研，放


育2研，業務科に改める。


・農業研究センターにういて，小麦育種研，大麦育種研，米品質評価研，麦品質評価研の4研


究室を加える。また，平成5年度より資源作物品質評価研を加える。


・野菜・茶業試験場について，種苗工学研を加える。サブバンク管理運営委員の野菜育種部育


種第4研究室長を育種第2研究室長に改める。


・北海道農業試験場について，サブバンク管理運営委員の稲育種法研究室長を稲育種研究室長


に改める。また，平成5年度より花き研を加える。


・北陸農業試験場について，平成5年度より越冬生理研を中止し，畑作物育種研の内容を麦の


評価に変更する。


・中国農業試験場について，育材研を加える。


・四国農業試験場について，平成5年度より資源作物研を加える。


・九州農業試験場について，平成5年度より資源作物研を加える。　　　　　　　　　　．


・種苗管理センター本部および13農場，ならびに家畜改良センター3牧場を，独立した組織図


として加える。なお，熊本は平成5年度は移転のため平成6年度から再開する。


2．第1期事業の概要と第2期事業の取り組みについて


連調課より説明があった。


3．平成4年度事業実績報告および平成5年度事業計画


（1）収集・受入


平成4年度の実績は資料のとおり。平成5年度は，実施計画の候補課題から国内6課題，


国外4課題を上位から実施することを承認した。なお，回外探索については，雑穀・特用（地


下資源作物，ボリビア，エクアドル他）が実施困難な場合は，茶（バングラデシュ）等の課


題に変更することで了承した。
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ジーンバンク事業以外の海外探索収集について，各機関の窓口と相談し，積極的に協力し


て行くことを確認した。


（2）特性評価・育種素材化


平成4年度の実績は資料のとおり。


育種素材化について，平成5年度以降の新規課題は，資料の候補課題から植物種類ごとに


1課題を有望課題として検討することで合意した。


特性評価作物別拠点の設定について，提案のとおり承認。


新規参画，中止，希望変更場所については，運営体制（前述）に含めた。


（3）保存・増殖


平成4年度の実績は資料のとおり。


平成5年度の移管計画案では，やまのいも，パイナップルの計画が表から洩れていると思


われ，これらを加えて承認した。


（4）情報管理


データ管理システムの開発については資料のとおり。会議室内で検索システムのデモンス


トレーションを行った。


パスポートデータの登録を進めるよう提案があり，了承した。遺伝資源として登録するか


どうかの判断基準について質問があり，基本的に，保存するものはすべて登録したいが，統


一基準はない，との回答があった。


（5）配布実績


資料のとおり。


4．その他


学識経験者から，担当者の異動があっても系統の維持が確実にできるように留意するように，


担当する研究者が意欲を持てるような運営を望む，大学等の機関で維持している系統も導入で


きるよう働きかけてはどうか，外部からの利用が増えるように積極的にPRすべきである，な


どの意見が出た。


各場所から，遺伝資源を配布したことによる成果を知りたい，マイナーな作物に対する配慮


が欲しい，収集した後の維持や特性評価のために安定した人員や予算が欲しい，学会発表に結


び付きにくい仕事だが評価してほしい，事業のPRをするべきだ，などの意見が出た。


連調課より，育種素材化の成果がどれほど問われるのかとの質問に対し，すぐに成果として


出てこないことは承知している，との回答があった。また，今後は国と県が一体となって取り


組む必要があること，海外との人事交流が重要であること，などの意見が出た。


閉会挨拶


農業生物資源研究所　所長　藤巻　　宏


農業生物資源研究所　遺伝資源調整官　鈴井　孝仁
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第9回植物遺伝資源部会出席者名簿


（平成5年2月22日　農業生物資源研究所　第2本館大会議室）


所　　　属　　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　　　氏　　名


〔学識経験者〕


国立遺伝学研究所


筑波大学農林学系


茨城県農業総合センター


園芸研究所


サッポロビール㈱


植物工学研究所


〔行政部局〕


農蚕園芸局


農林水産技術会議事務局


〔場　　　所〕


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


種苗管理センター


教　　授


教　　授


所　　長


所　　長


種苗課審査運営係長


畑作振興課いも類係長


連絡調整課長


連絡調整課課長補佐


森島　啓子


菊池　文雄


小沼　　寛


東　　　修


野澤　　真


来島　孝泰


上原　達雄


荒幡　克己


櫻　　玲子連絡調整課植物遺伝資源係


作物開発部長


育種部長


育種部長


野菜育種部長


茶栽培部長


飼料資源部長


一作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長（代理）


作物開発部長


生産技術部長（代理）


基盤技術研究部長


企画管理課長


瀬古　秀文


長谷川寿保


土屋　七郎


富川　宏昭


成河　智明


佐藤信之助


番場　宏治


星野　孝文


久木村　久


中西　建夫


朝日　幸光


平野　　久


村田　伸夫


斎藤　　章
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所　　　属　　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　　　氏　　名


種苗管理センター


家畜改良センター


農業生物資源研究所


企画管理課管理情報係　　　　　　柏木　隆俊


技術部長


所　　長　　　（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム長


青沼　明徳


藤巻　　宏


鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


奥野　員敏


河瀬　眞琴


友岡　憲彦


中山　博貴


情報システム研究チーム長　　　　梅原　正道


竹谷　　勝


川田真佐枝


植物生殖質保存研究チーム長　　　固康　泰史


石川　雅也


中山　繁樹


遺伝資源管理情報科長　　　　　　宮崎　尚時


宮下　　進


椎名　次男


業務管理課長 船木　謙隆


高梨　元樹
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4　植物遺伝資源部会ワーキンググループ


1）　運　営　要　領


1．植物遺伝資源部会長（農業生物資源研究所長）の活動を補佐し，部会の円滑な運営を図るた


め，ワーキンググループ（以下，WGと略す）を設ける。WGの事務局長は，植物遺伝資源部


会の事務局長とする。


2．WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室長等で


構成する。


3．WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告等に必


要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係試験研究機関相互の緊密な連携を図り，


部会の緊密な連携を図り，部会の円滑な運営に資する。


4．WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認のもと


に実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い，部会長の承認


のもとに実施し，部会に報告する。


5．WGの事務局長は，必要に応じ，若干名の幹事をWGのメンバーから指名することができる。


また，特定の問題を解決するため，WGのメンバー及びそれ以外の者から指名し，検討チーム


を必要な時期に設けることができる。


6．WGの庶務は，部会の庶務とあわせて，農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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2）構 成


場　　　所　　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　　　氏　　名


農業生物資源研究所


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム長


情報システム研究チ一ム長


植物生殖質保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


稲育種法研究室長


麦育種法研究室長


豆類育種研究室長


甘しょ育種研究室長


資源作物育種研究室長


育種素材研究室長


育種第四研究室長


育種第二研究室長


育種法研究室長（花き部）


育種法研究室長（茶栽培部）


桑育種工学研究室長


植物遺伝資源担当主任研究官


鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


田中　弘孝


奥野　員敏


梅原　正道


囲廉　泰史


宮崎　尚時


（瀬古秀文）


山田　利昭


喜多村啓介


（瀬古秀文）


古明地通孝


松浦　正宏


真田　哲朗


石内　博治


柴田　道夫


近藤　貞昭


平野　　久


加藤眞次郎
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3）ワーキンググループの開催


1．平成4年度植物遺伝資源部会ワーキンググループ第一回打ち合せ会


日　時：平成4年10月25日　13：30～17：00


場　所：生物研2号本館大会議室


出席者：別紙出席者名簿のとおり


開会挨拶


農業生物資源研究所　鈴井孝仁遺伝資源調整官


農林水産技術会議事務局　荒幡課長補佐


議題（進行　中川原遺伝資源第一部長）


1．平成4年度運営体制，部会委員，ワーキング構成員について


・資料（2）によって報告があった（宮崎）。


2．第二期事業の取り組みについて


・別冊資料に基づき，第二期事業計画のまとめがあった。希少生物である近縁野生種の探索


調査および，海外における遺伝資源センターの設立に対する支援事業等について，新たに


委託調査費を要求していくとの紹介があった（技会・荒幡）。


・各分野における第二期事業計画の新機軸は以下のようである；


（収集・受入）予備調査の実施，作物間の合同探索，現地研究型探索などの導入による探索


の効率化。


（評価・素材化）特性評価点数の増加と，拠点化方式による効率化。野生種の育種素材化。


（保存・増殖・配布）増殖種子の品質向上。アクティブコレクションの増加。近縁野生種の


充実。栄養体の安全な保存。


（情報）全国オンラインネットワークの構築


3．平成4年度事業の推進について　　　　　　　　　　　　　　　　　　，


（1）収集・受入（奥野）


・国内・国外探索収集の平成4年度計画の実施状況の報告があり，いも類の国内探索は次年


度に延期した。


・平成5年度の国内探索計画は，各部門1候補課題の実施予定書をキューレータから遺伝資


源第1部長へ提出すること（11月末まで）。


・ガーナ共和国が共同探索を強く希望している。平成5年度海外探索計画の候補として共通


分野（ササゲ・ナス）を追加することを提案し，了承された。


・インドでは，NBPGRとの共同探索が可能である。


（2）特性評価・育種素材化（国庫）


－9－







・資料（7－9）に基づいて今年度の進捗状況と今後の計画を報告した。


・特性評価については，センターバンクが第二期事業計画に基づいた素案を早急に示し，第


2回WG打合わせ会議までにキューレータと具体的計画を作成する。


（3）保存・増殖（宮崎）


・保存・増殖事業における平成4年度の予定を示した。


・増殖種子の品質向上にたいする注意を喚起するため，「種子送付点検リスト」と「注意事項」


を増殖依頼先へ送ることを提案し，了承をえた。


（4）情報管理（梅原）


・ジーンバンク事業における情報管理システムのオンライン化について，今後の方向を説明


した。


・新しい農林水産計算センターシステムと，ジーンバンク情報システムとの関係について説


明があった。


4．その他


・センターバンクおよび技会から，ジーンバンク事業10周年を目安として外部向PR冊子発


行を企画することが提案され，これを第一期事業のまとめとすることが了承された。
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平成4年度種物遺伝資源部会ワーキンググループ


第一回打ち合せ会議出席者名簿


所　　　属　　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　　　氏　　名


農林水産技術会議事務局


／1


農業研究センター


／1


11


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


1／


！／


1／


／1


連絡調整課課長補佐


〃　　係長


稲育種法研究室長


麦育種法研究室長


豆類育種研究室長


甘しょ育種研究室長


資源作物育種研究室長


育種素材研究室長


育種第四研究室長


育種第二研究室長


育種法研究室長（花き部）


育種法研究室長（茶栽培部）


桑育種工学研究室長


植物遺伝資源担当主任研究官


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


植物探索導入研究チーム


情報システム研究チーム


植物生殖質保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


業務管理課


業務科


企画料


荒幡　克己


庄司　　昇


丸山　清明


山田　利昭


喜多村啓介


瀬古　秀文（代理）


古明地通孝


松浦　正宏


真田　哲朗


飛騨　健一（代理）


柴田　道夫


近藤　貞昭


平野　　久


加藤眞次郎


鈴井　孝仁


中川原捷洋


奥野　員敏


河瀬　真琴


石　　眞澄


友岡　憲彦


中山　博貴


梅原　正道


服部金次郎


竹谷　　勝


川田真佐枝


国庫　泰史


石川　雅也


中山　繁樹


宮崎　尚時


椎名　次男


山口　栄二


宮下　　進


（情報姓）　服部　紳二


根本ひろみ


船木　謙隆


高梨　元樹


久保村安衛


関沢　邦雄
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2．平成4年度植物遺伝資源部会ワーキンググループ第二回打ち合せ会


日　時：平成5年2月8日　13：30～17：10


場　所：生物研2号本館3階大会議室


出席者：別紙出席者名簿のとおり


挨　拶


農業生物資源研究所　遺伝資源調整官　鈴井孝仁


農林水産技術会議事務局　連絡調整課課長補佐　荒幡克己


議　事（進行：遺伝資源第一部長　中川原捷洋）


1．平成4年度事業実績および次年度計画の検討


（1）収集・受入


・国内探索


平成5年度実施予定の6課題を資料により提案し，了承。なお，平成4年度実施計画のう


ち，いも類については平成5年度に実施する。


・海外探索


平成5年度の海外探索について以下の順位で4課題を部会に提出する。


①豆類（ダイズ他，ベトナム），②稲類（栽培稲，野生稲，ベトナム），③雑穀・特用（地


下資源作物，ボリビア，エクアドル他），④共通（ササゲ，ナス，ガーナ）。このうちベトナ


ムの豆類と稲類は合同とする。旅費予算の制約のため，ベトナム合同隊は国1名，県3名，


ガーナは国1名，県1名の人員配置とし，雑穀・特用のボリビア等には県2名で対応する。


雑穀・特用で実施が困難な場合は，茶（バングラデシュ）等に変更する可能性もあるので対


応を始めること。


・無毒化：資料のとおり。


（2）特性評価・育種素材化


次年度からは二期計画に入り，討議を要するので検討課題に含めた（後述）。


（3）保存・増殖


平成5年度事業計画案は，稲類，豆類の海外探索による受け入れ数を加えるなど，修正を


して受け入れ点数を上積みする。


（4）情報管理


特性評価データについて，パスポートデータが登録されてなく整理番号のないものについ


ては，データベース化できないため，センターバンクで暫定的に登録した後，サブバンクで


データ整理を行うこととした。これに関して，民間のF1品種など遺伝資源として登録，利用


できないものの扱いについて質問があり，データとして必要な場合は登録し，カタログに出


さない等の手段を講じることにした。また育成途上の系統は，実際に保存するものについて


登録するよう申し合わせた。データベースに関して，個人名でなく「ジーンバンク事業」と


してユーザ登録できるよう働きかけているとの報告があった。
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2．検討課題


（1）次年度予算について


連調課から新規事業についての方針等の説明があった。


（2）海外植物遺伝資源調査との連携・協力


ジーンバンク事業以外のPGR交流を支援するため本ワーキンググループも対応を上手に


して行くべきことを申し合わせた。


（3）平成6年度以降の特性調査計画


作物別拠点の設定については案のとおり了承。


（4）育種素材化


新たに4課題を設定できるので，一旦各研究室に戻して早急にテーマを検討の上，部会ま


でに改めて候補を挙げる。


（5）ジーンバンク事業における分担変更等について


平成5年度より新規に4研究室を加えることを，ワーキンググループとして諒承した。


3．その他


（1）配布実績：資料のとおり


（2）ワーキンググループ参加申込について


種苗管理センター，家畜改良センターから参加の要望がある。旅費予算が出せないこと，


および植物遺伝資源部会ではキュレータをワーキンググループのメンバーとしていることか


ら，オブザーバとして参加願う方向で検討する。


（3）研修依頼について


上記（2）の要望と共に特性評価に関する研修の要望が報告された。第二期の特性評価の分担


なども考慮の上で検討した。評価の業務を分担してもらうのは希望するが，品種育成との関


連もあり，全てを依頼するのは不可能である，との意見が出た。研修依頼については，具体


的な希望が出た段階で再検討する。


（4）参考資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・


米国種子バンクの新築の件。


（5）その他


・第一回打ち合わせ会で質問のあった，熟研予算での探索について。平成5年はサトウキビ


関連でインドネシアへ2名派遣の予定である，との紹介があった。


・中国の遺伝資源に関する収集，交換の状況について質問があった。現在は，正式ルートに


よる交換のみで，探索，収集は困難である。


・人事異動に伴う担当者の変更などに対応するため，キュレータの業務に関するマニュアル


作成の要望が出た。個別の問題を検討するとマニュアル作成は困難であるが，問題点の把


握は今後の課題である，などの論議があった。
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平成4年度植物遺伝資源部会ワーキンググループ


第二回打ち合せ会出席者名簿


所　　　属　　　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　　氏　　名


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


ル


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


1／


／1


／1


1／


連絡調整課課長補佐


〃　　係長


稲育種研究室長


麦育種法研究室長


豆類育種研究室長


甘しょ育種研究室研究員


資源作物育種研究室長


育種素材研究室長


育種第四研究室研究員


育種第二研究室長


育種法研究室長（花き部）


育種法研究室長（茶栽培部）


桑育種工学研究室研究員


植物遺伝資源担当主任研究官


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム


情報システム研究チーム


植物生殖質保存研究チーム


／1


荒幡　克己


庄司　　昇


堀末　　登


山田　利昭


喜多村啓介


田宮　誠司


古明地通孝


松浦　正宏


寺本さゆり


石内　借治


柴田　道夫


近藤　貞昭


山ノ内宏明


加藤眞次郎


鈴井　孝仁


中川原捷洋


大石　孝雄


奥野　員敏


河瀬　真琴


石　　眞澄


友岡　憲彦


中山　博貴


梅原　正道


服部金次郎


竹谷　勝


川田真佐枝


囲康　泰史


石川　雅也
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所　　属　　　　　　　　職　　名　　　　　　　　　氏　名


農業生物資源研究所　　　　植物生殖質保存研究チーム　　　中山　繁樹


遺伝資源管理情報科


11


宮崎　尚時


椎名　次男


山口　栄二


宮下　　進


（情報班）　服部　紳二


業務管理課


業務科


企画科


植物分類評価研究チーム


遺伝資源第二部


船木　謙隆


高梨元樹


久保村安衛


関沢　邦雄


小園　照雄


牧田　道夫
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5　植物種類別責任者の設定


（趣旨）


次官通達（要綱），5局庁長通達等により，ジーンバンク事業運営の枠組は示されているが，当


該植物遺伝資源部門のより円滑な運営には，一定の植物種類区分について経常的に関与し，又精


通している者の積極的な参画が必要である。かかる観点から，植物遺伝資源部門における研究を


推進し，その事業の円滑な運営を図るために，別添1の12植物種類につき責任研究室（室長を責


任者とし，以下「植物種類別責任研究者」という。）を設定する。植物種類別責任者は，センター


バンクとの密接な連絡の下に，関与する植物種類についてのジーンバンク事業に係る企画及び連


絡調整の業務を分担するほか，当該事業と通常の育種研究との接点領域において責任者としての


積極的な役割が期待される。


（選出）


1．植物種類別責任者（以下「責任者」という。）は，12植物種類別に選出し，当該者は原則とし


て専門場所の職員で，WGの構成員とする（別添1参考）。


（ジーンバンク事業における任務）


2．責任者は，センターバンク（WGを含む）との密接な連絡の下に，ジーンバンク事業におい


て次のような役割を分担する。


（1）当該年の実績及び次年度計画（案）のとりまとめ。


（2）予算要求基礎（案）のとりまとめ。


（一般的任務）


3．責任者は，当該作物分野の遺伝資源に関する試験研究において，中心的役割を果たす。具体


的には，次のような役割を分担する。


（1）育種動向の調査・把握


1）緊急性の高い形質と，その遺伝的変異についての予備調査


2）緊急性の高い育種材料，あるいは未調査（末収集）材料の調査，探索収集計画


3）海外遺伝資源動向の調査と，内外の有望材料の分譲依頼，導入（注1）


（2）遺伝資源の特性評価の推進


1）特性記載方式の整備（DESCRIPTOR），特性評価マニュアルの整備


2）ジーンバンク事業その他における特性調査の集約，有用特性材料の情報集約（注2）


遺伝情報システム研究室との連絡窓口


3）未調査遺伝資源の重要度に基づく特性調査計画の策定，1－（1）による。農場等との連絡


窓口，調査番号の整備等
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（3）増殖計画の立案・実施（作物間の調整はセンターバンク）


1）種子保存可の作物


イ　センターバンクに未保存の材料の増殖


ロ　センターバンクに保有中のものの再増殖


ハ　イ，ロを調整し，農場等と協力して増殖し，センターバンクに送付する。


2）種子保存不可のもの


関連研究室等と協力し，維持増殖計画をたてて実行する。


隔離増殖関連事務


（4）センターバンクのカタログ整備・配布事業への協力


試験研究用植物遺伝資源取扱要領の規程による。


（5）そ　の他


1）安全のための二重保存計画の推進


2）同名異番号など，重複保存材料の検出と整理


（注1）　主としてセンターを通して


（注2）　外国からの要望特性に基づいて，品種名を挙げることが要望される。
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ジーンバンク事業植物遺
農業生物資源研究所所長


生物研遺伝資源調整官
生物研遺伝資源第一 ・第二部長


植物探索導入研 ・植物分類評価研
植物生殖質保存研 ・植物栄養体保存研
情報システム研 ・遺伝資源管理情報科


総　 括 農 業 研 究 セ ン　タ ー
担当者 作　 物　 開　 発　 部　 長


植物名 稲 麦　　　 類 い　 も．類


植　 物
種類別
責任者


農業研究センター 農業研究センター 農業研究センター


作物開発部稲育種法研究室 作物開発部麦育種法研究室 作物開発部甘しょ育種研究室


担　当　場　所・　研　究　室


農研セ　　 作間部　 稲育法研
農研セ　　 作開部　 稲育研
農研セ　　 作品部　 米品質評価研
生物研　　 遺一部　 植物探導研
生物研　　 遣二部　 道管科
生物研　　 放育場　 放育法一研
北農試　　 作開部　 稲育研
東北農試　 水利部　 稲育研
北陸農試　 作開部　 育種法研


稲育研
中国農試　 作開部　 稲育研
四国農試　 作開部　 畑作育研
九州農試　 水利部　 耐性育法研
九州農試　 水利部．稲育研
熟研セ　　 沖縄支、世代促進研


北海道上川農試　　 育種科＊
青森県農試藤坂支場


品種改良科＊
宮城県古川農試育種部


育種科＊
福井県農試　　　　 育種科＊
愛知県農総試山間実験農場＊
宮崎県農総試栽培部育種科＊
鹿児島県農試 一　　 作物部
茨城県農総セ　　　 生工研＊
（陸稲）


麦共通


農研セ　　 作問部　 麦育法研
作品部　 麦品質評価研


生物研　 遺一部　 種物探導研
生物研　　 企調部　 業務科
北農試　　 作開部　 麦育研
東北農試　 作開部　 品質評価研


麦育研
北陸農試　 地基部　 越冬生理研 ．


甘し　ょ


農研七　　 作開部　 甘 しょ育研
九州農試　 畑利部　 甘し1よ交研


甘しょ育研


沖縄県農試　 園芸支場
種苗管理センダー農場　〃（3）


雲　　　 仙
鹿　 児　 島
沖　　　 縄


小　　麦


農研セ ．作開部　 小麦育研
中国農試　 作開部　 麦育研 一
中国農試　 作開部　 育材研
九州農試　 水利部　 耐性育法研


小麦育研


北海道北見農試　　 小麦科
長野県農事試作物部＊


馬鈴し　ょ


北農言式 ・ 作開部　 ばれい育研


北海道根釧農試馬鈴 しょ科＊
長崎県総合農試


愛野馬鈴薯支場＊


種苗管理センター農場 （7）
北海道中央
胆　　　 振
十　　　 勝
上　　　 北
嬬　　　 恋
八　 ヶ　 岳
雲　　　 仙


大　　麦


農研セ　　 作開部　 大麦育研
四国農試　 作開部　 畑作育研
九州農試　 水利部　 大麦育研


長野県農事試　　　 作物部＊
栃木県農試栃木分場


ビール麦育種部＊
福岡県農総試農産研究所


育種部


え　ん　麦


九州農試　 草地部　 牧草育種研


種苗管理センター農場 （4）
北海道中央
胆　　　 振
十　　　 勝
嬬　　　 恋


裸　麦 四国農試　 作開部　 畑作育研


＊印は4年度は該当しないが，長期的に特性調査の委託が可能な場所・研究室
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伝資源部門実施推進体制


密菜・泰菜試験場
野菜育種部長


ま　め　類 雑穀・特種作物 野菜・花き緑化植物


農業研究セ㌣ター


作物開発部豆類育種研究室


農業研究センター


作物開発部資源作物育種研究室－


（野菜）野菜・茶業試験場
野菜育種部野菜育種第二研究室


（花き）花き部育種法研究室


豆　類


農研セ 作開部　 豆類育研
生物研　 遺一部　 植物探導研
生物研　　 放育場　 放育法一研
東北農試　 作開部　 品質評価研
九州農試　 作開部　 品質評価研
熟研セ　 沖縄支・作物育研


雑　穀・特　用　作　物


農研七　　 作開部∵資源作育研‾
生物研　　 遺一部　植物探導研


細育部　へテロシス研
放育場　照射法研


北農試　　 植生部　厳寒資源研
東北農試　作開部 ．品質評価研


ニ・資源作育研
中国農試　企画室　 業務科


種苗管理センター農場 （7）
北海道中央 （除虫菊）一
胆　　　 振 （きび，はっか）．
金　　　 谷 （ミツマタ，コウ


ゾ，チョマ）
関　　　 西 （特用作物）
雲　　　 仙 （やまのいも）
知　　　 覧 （はっか，除虫菊）
沖　　　 縄 （キャッサバ）


周莱臥 生物研‾遺一部　　 植物探導研


種苗管理センター農場　 金谷


ウリ科 野茶兢　 野育部　 育二研


盛岡支　　 育一研
久留米支　 育一研


大　　豆


北農試1 畑生部　 気象反応研
東北農試　作開部　 大豆育研
東北農試　作開部 ・成分育法研
九州農試　 作開部　 大豆育研


北海道十勝農試　　 豆種一科
北海道中央農試　　 畑作一科＊
長野県中信農試．・畑育部　 ＊


種苗管理センター農場 （2）
八　　　 岳
雲　　　 仙


ナス由 野茶試　 野育部　　 育三研
長野県中信農試　畑作育種部


アブラ
ナ科


野茶試　 野育部　　 育四研


ユ　ノ　科
北農試　 作開部　　 野菜研
野茶試　 野育部　　 品質評価研
種苗管理センター （4）


胆　　　 振
十　　　 勝
八　　　 岳
雲　　　 仙


い　ぐ　さ


生物研　　 遺一部　植物分評研
熊本県農研セい業研究所＊


種苗管理センター農場 ‘（2）
雲　　　 仙
知　　　 覧


小豆 北海道十勝農試　　 豆類二科＊


栄養繁殖性
野茶試　　 野育部　 育一研
盛岡支　　 育二研
久留米支　 育二研
種苗管理センター農場 （2）


知　　　 覧 （さといも）
八　　　 岳 （いちご）


落花生 千葉療農試　　　　 落花生研＊


こんにゃく 種苗管理センター農場 （1）
金　　　 谷


群馬県農総試こんにゃく分場＊ そ　の　他


野茶試　野育部　　 育一研
‘盛岡支　　 育二研
久留米支　 育一研


育二研
北農試　作開部　　 野菜研
熟研七　沖縄支　　 作導栽研
種苗管理センター農場 （2）


北海道中央
r胆振


てんさい 北農試　　 畑生部　 てん育法研〃　　　　　〃　　てん育研


さとうきび


生物研　　 放育場　 照射法研
九州農試　作開部　 さとう育研
熟研七　　 沖縄支　 作物育研


沖縄県農試　 さとうきび育研＊


種苗管理センター農場 （2）
鹿　 児　 島
沖　　　 縄


花　　　　　き


野茶試　花き部　　 育種法研
育種研
開花制御研
流通技術研
緑化植物研


久留米支 ．花き研
育種素材研


富山県農技七野菜花き試
鹿児島県農試花き部
種苗管理センター農場 （4）


北海道中央
嬬恋　　 雲仙
金谷
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総　 括
担当者


草地試験場
育種部長


果樹試験場
育種部長


植物名 牧 草 ・飼 料 作 物 果　　　　　　　　　 樹


植　 物
種類別
責任者


草地試験場　 育種部


育種素材研究室


果樹試験場


育種部育種第四研究室


担　　当　　場　　所　　・　　研　　究　　室


牧飼作共通


生物研　　 遺一部　 植物探導研
草地試　　 育種部　 育素材研


育化学研
九州農試　 畑利部　 飼料作育研
熟研七　　 沖縄支　 作物育研


果　 樹　 共　 通


生物研　　 遺一部　 植物分評研
遺二部　 栄養体保研
放育場　 放育法二研


果樹試　　 育種部　 育一研
育四研


北農試　　 作開部　 果樹研


寒地型イネ科
牧草


北農試　　 地基部　 適応生態研
飼資部　 イネ科牧育研


東北農試　 草地部　 牧草育種研
北陸農試　 水利部　 飼料作物研
北海道北見農試＊
山梨県酪農試
家畜改良センター牧場　 十勝


か　 ん　 き　つ


果樹試　　 興津支　 育一研
育二研


安芸津支　 育法研
口之津支 育種研


種苗管理センター農場 （3）
軍仙 ・鹿児島・沖縄


暖地型イネ科
牧草


草地試　　 育種部　 育一 ・二研
九州農試　 草地部　 牧草育法研


牧草育種研
茨城県畜試＊
山口県農試
鹿児島県展試　 大隅支場＊
家畜改良センター牧場　 熊本


り　　 ん　 ご
果樹試　　 盛岡支　 育種研
種苗管理センター農場 （2）


北海道中央・上北


日　本　 な　 し 果樹誠　　 育種部　 育二研


ク　　　　　　 リ
果樹試　　 育種部　 育二研
種苗管理センター農場　 嬬恋


マ メ科牧草


草地試　　 育種部　 育種工学研
北農試　　 地基部　 適応生態研


飼資部　 マメ科牧育研
東北農試　 草地部 ．牧草育研
北陸農試　 水利部　 飼料作物研
九州農試　 草地部　 牧草育種研
愛知県農総試　 作物研究所＊
家畜改良センター牧場　 十勝


アンズ・ウメ・
モモ・スモモ


果樹試　　 育種部　 育三研
種苗管理センター農場　 雲仙


オ　 ウ　 ト　ウ 果樹試　　 盛岡支　 育種研
山形県園試


ブ　　 ド　　 ウ
果樹試　　 安芸津支　 育種研
山梨県果試＊
福岡県農総試図研


野　　　 草


草地試　　 育種部　 育一研
東北農試　 草地部　 牧草育研
種苗管理センター農場　 上北
家畜改良センター牧場　 熊本


柿 果樹試　　 安芸津支　 育種研


ビ　　　　　　　 ワ
果樹試　　 興津支　 育一研
長崎県果試育種科


とうもろこし


生物研　　 柵背部　 へテロシス研
生物研　　 放育場　 放育法一研
草地試　　 育種部　 育二研
北農試　　 地基部　 適応生態研


飼資部　 飼料作育研
北海道十勝農試＊
長野県中信農試＊
種苗管理センター　 十勝，八岳
家畜改良センター牧場　 長野


小果樹類その他


果樹試　　 育種部　 育二研
（イチョウ，チュウゴクナシ）


盛岡支　 育研
（小果樹類，セイヨウナシ，カ
リン，くるみ，まるめろ）


興津支　 育二研
（オリーブ，ナツメ）


安芸津支　 育研
（キウイフルーツ）
口之津支　 育研
（イチヂク）


種苗管理センター農場　 上北
（くるみ）ソ　ル　ガ　ム


草地試　　 育種部　 育二研
中国農試　 作開部　 育種工学研
長野県畜試＊
広島県農技センター
家畜改良センター牧場　 長野


飼　料　カ　ブ 北陸農試　 水利部　 飼料作物研
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野菜 ・茶業試験場
茶栽培部長


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所
生産技術部長


熱帯農業研究センタ一
基盤技術研究部長


茶 桑 熱帯・亜熱帯作物


野菜 ・茶業試験場


茶栽培部育種法研究室


蚕糸・昆虫農業技術研究所


生産技術部桑育種工学研究室


熱帯農業研究センター


基準技術部主任研究官


国内種 ・
国内の育
成系統 ・
近縁種 ・
及び希少
資源


野茶試　 茶栽培部育種法研
桑共通


生物研　　 遺一部　 植物分評研
遺二部　 栄養体保研


蚕昆研　　 生技部　 桑育工学研
熱帯作
物全般


熟研センター沖縄支所
作物導入栽培研
熱帯果樹研
作物育種研


野茶試　 茶栽培部
育種法研
育種研


久留米支場
育種素材研


埼玉県茶業試験場
宮崎県農総試　 茶業支場＊


ヤマグ
ワ・カ
ラヤマ
グワ・
ログワ


東北農試　 畑利部　 養蚕研
北陸農試　 作開部　 畑作物育研
九州農試　 作開部　 桑育養蚕研
蚕昆研　　 生技部　 桑育研


松本支　 高冷地桑栽技研


パイン
アップ
ル


生物研　 放育場　 照射法研


種苗管理センター農場 （1）
沖　　　 縄


沖縄県農試　 名護支場＊
シマグ
ワ等


熟研七　　 沖縄支　 作物栽導研
アッサム
種 ・アッ
サム雑種
耐寒性弱
系統


野茶試　 久留米支場
茶樹育種研


パパイ
ア


種苗管理センター農場 （1）
沖　　　 縄


在来種 ・
中国種 ・
古くから
の系統


生物研　 遺伝資源第一部
植物分類評価研


地域の系
統


種苗管理センター農場 （3）
金　　　 谷
関　　　 西
‘知　　　 覧
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6　植物遺伝資源センターバンク運営体制


農業生物資源研究所


植物遺伝資源管理運営責任者 所　長 管理運営の全般にわたる総
括責任


部会の開催


植物遺伝資源委員会 委員長：遺伝資源調整官
委　員：各部，場から1名


遺伝資源調整官


植物遺伝資源の管理運営に
関する助言


植物遺伝資源管理者
管理運営責任者の補佐
WGの開催


植物遺伝資源管理運営委員 遺伝資源第1部長
遺伝資源第2部長


植物探索導入研チーム長
植物生殖質保存研チーム長
遺伝資源管理情報科長


情報システム研チーム長


センターバンク管理運営の
実務


サブバンクとの連絡
植物種類別責任者との協
議，連絡


分担研究チーム・室 センターバンク機能 サブバンク機能


植物探索導入研究チーム


遺伝資源管理情報科


探索，導入に関する立案，協
議


各種作物の受入，評価，保
存，配布，イネ導入資源の
隔離採種と1次評価


受入，保存，配布，増殖に関
する立案，協議，実務


〔左に準ずる〕


情報システム研究チーム
遺伝資源情報管理に関する立
案，協議，実務 〔左に準ずる〕


植物生殖質保存研究チー
ム


遺伝資源保存法マニュアル作
成，評価とりまとめ


〔各種遺伝資源の評価等〕


植物栄養体保存研究チー
ム


寒地型栄養系遺伝資源の保
存，評価，配布


〔左に準ずる〕


植物分類評価研究チーム
暖地型栄養系遺伝資源の保
存，評価，配布


〔左に準ずる〕


ヘテロシス研究室
特用作物の保存，評価，再
増殖


照射法研究室
さとうきび，パインアップ


ルの保存


放射線育種法第一研究室
稲，大豆，とうもろこしの


保存


〃　　　第二　〃
りんご，もも，にはんなし，
かんきつ類の保存


業務科 稲，麦の評価，再増殖
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7　植物遺伝資源サブバンク運営体制


1）農業研究センター


サブバンク管理運営責任者 所　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：作開部長
委　員：関係各部


より1名


受入・作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分けその他
サブバンク管理運営に関する助言


サブバンク管理者 作開部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 稲育種法研究室長
麦育種法研究室長


甘しょ育種研究室長
豆類育種研究室長


資源作物育種研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受付，配布，サブバン


ク在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


WGへの参加，及び植物種類別責
任者としての業務


分担研究室 稲育種法研究室
稲育種研究室


米品質評価研究室


稲の導入，保存，増殖，評価
及び稲評価データのとりまとめ


麦育種法研究室
小麦育種研究室
大麦育種研究室


麦品質評価研究室


麦類の導入，保存，増殖，評価
及び麦評価データのとりまとめ


甘しょ育種研究室 いも類の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


豆類育種研究室 まめ類の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


資源作物育種研究室 特作類の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ
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2）草地試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 育種部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員会 委員長：育素材研究室長
委　員：育種第1研究室長


育種第2研究室長
育種化学研室長
育種工学研室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受入，W－，B－，A－
Collectionへの仕分け，配布，
在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


WGへの参加及び植物種類別責任
者としての業務


分担研究室 育種素材研究室 牧草類・野草類，長大型飼料作物
の導入・保存・増殖及び保存・増
殖に関する助言ととりまとめ


育種第1研究室 牧草類・野草類の保存，増殖・評
価及び評価データのとりまとめ


育種第2研究室 長大型飼料作物の保存，増殖・評
価及び評価データのとりまとめ


育種化学研究室 牧草類・長大型飼料作物の品質・
成分に関する特性の評価及び評価
データのとりまとめ


育種工学研究室 飼料作物の再分化系の保存，増殖
・評価及び評価データのとりまと
め
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3）果樹試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 管理運営の全般にわたる総括責任
者


遺伝資源委員会 委員長：育種部長
委　員：企画連絡室長


栽培部長
保護部長
4支場長


受入，作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分けその他
サブバンク管理運営に関する助言


サブバンク管理者 育種部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 育種部育4研室長
育種部育1研室長
育種部育2研室長
育種部育3研室長
興津支場育2研室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加，及び植物種類別責


任者としての業務


分担研究室 育種部育種第4研究室 各種果樹の探索，導入に関する立案，協
議，各種導入果樹の隔離栽培とウイル
ス無毒化，各種果樹の受入，評価，保
存，配布及び評価データのとりまとめ


育種部育種第1研究室


育種部育種第2研究室


〔各種果樹の育種素材化〕


なし，くり，いちょうの導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


育種部育種第3研究室


（誓慰霊濫豊と晋）
盛岡支場育種研究室 寒冷地果樹の導入，保存，増殖，評価


及び評価データのとりまとめ


興津支場育種第1研究室 かんきつ，びわの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


興津支場育種第2研究室 各種常緑果樹の探索，導入に関する立
案，協議，かんきつのウイルス無毒化，
各種常緑果樹の育種素材化，各種常緑
果樹の受入，評価，保存，配布及び評
価データのとりまとめ


安芸津支場育種研究室 ぶどう，かき，キウイフルーツの導入，
保存，増殖，評価及び評価データのと
りまとめ
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安芸津支場育種法研究室 〔温暖寡雨地果樹の育種素材化〕


口之津支場育種研究室 かんきつ，いちぢくの導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ







4）野菜・茶業試験場


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


場　長


委員長：企画連絡室長
委　員：野菜育種部長


花き部長，
茶栽培部長，
盛岡支場長，
久留米支場長


サブバンク管理運営委員


分担研究室


〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


（喜盤登憲懇澤浣蘇ンク）


野菜育種部長
花き部長
茶栽培部長


野菜育種部育種
第2研究室長
花き部育種法
研究室長
茶栽培部
育種法研究室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺伝資源の
受入，配布，サブバンクの在庫管理，特
性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加及び植物種類別責任者として
の業務


野菜育種部育種第1研究室


〃　　育種第2研究室


〃　　育種第3研究室


〃　　育種第4研究室


〃　　品質評価研究室


花き部育種法研究室


〃　育種研究室


〃　開花制御研究室


〃　流通技術研究室


〃　緑化植物研究室


茶栽培部育種法研究室


〃　　育種研究室


盛岡支場育種第1研究室


ツバキ科花きの導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


キク科花きの導入，保存，増殖，評価及び
び評価データのとりまとめ


ナデシコ科花きの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


ラン科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


バラ科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ．


茶樹の導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ


中国種茶樹（含日本在来種，ヤマチャ）の
導入，保存，増殖，評価及び評価データの
とりまとめ


トマトの導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ
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〔管理運営責任者の補佐〕


栄養繁殖性野菜，マメ科野菜等の導入，保
存，増殖，評価及び評価データのとりまとめ


ウリ科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


ナス科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


アブラナ科，アカザ科野菜の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとりまとめ


野菜の品質評価及び評価データのとりまとめ







盛岡支場育種第2研究室


久留米支場育種第1研究室


〃　　育種第2研究室


〃　　花き研究室


〃　　育種素材研究室


〃　　茶樹育種研究室


イチゴ・キク科野菜の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


ウリ科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価デ一タのとりまとめ


イチゴ等栄養繁殖性野菜の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


ツツジ科花きの導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


茶樹及び暖地緑化植物の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


アッサム種茶樹の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


－28－







5）北海道農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：企画連絡室長
委　員：地域基盤研究部長


作物開発部長
飼料資源部長
畑作物生産部長


飼料資源部長


受入，作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分け及びサ
ブバンク管理・運営全般に関する
助言


サブバンク管理者 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 稲育種研究室長
麦育種研究室長
ばれいしょ育種研究室長
野莱研究室長
果樹研究室長
マメ科牧草育種研究室長
てん菜育種法研究室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


分担研究室 稲育種研究室


麦育種研究室


ばれいしょ育種研究室


野菜研究室


果樹研究室


マメ科牧草育種研究室


イネ科牧草育種研究室


適応生態研究室


飼料作物育種研究室


てん莱育種法研究室


てん菜育種研究室


厳寒地資源研究室


気象反応研究室


稲の導入，保存，増殖，評価及び評価
データの取りまとめ


小麦，えん麦の導入，保存，増殖，評
価及び評価データの取りまとめ


ばれいしょの導入，保存，増殖，評価
及び評価データの取りまとめ


野菜の導入，保存，増殖，評価及び評
価データのとりまとめ


果樹の導入，保存，増殖，評価及び評
価データの取りまとめ


マメ科牧草の導入，保存，増殖，評価
及び評価データの取りまとめ


イネ科牧草の導入，保存，増殖，評価
及び評価データの取りまとめ


イネ科牧草く細葉型〉　の導入，保存，増
殖，評価及び評価データの取りまとめ


飼料用とうもろこしの導入，保存，増
殖，評価及び評価データの取りまとめ


てん菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データの取りまとめ


てん菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データの取りまとめ


そば，はっか，きびの導入，保存，増
殖，評価及び評価データの取りまとめ


豆類の増殖，評価及び評価データのと
りまとめ
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6）東北農業試験場


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長


委員長：作物開発部長
委　員：関係各部長


作物開発部長


〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


受入，作出遺伝資源のワーキング
コレクション，アクティブコレク


ション，ベースコレクションへの


仕分けその他サブバンク管理運営
に関する助言


〔管理運営責任者の補佐〕


作物開発部品質評価研究室長
〃　　　麦育種研究室長
〃　　　大豆育種研究室長


〃　　　資源作物育種研究室長
水田利用部稲育種研究室長
畑地利用部養蚕研究室長
草地部　　牧草育種研究室長


作物開発部品質評価研究室


作物開発部成分育種法研究室


作物開発部麦育種研究室


作物開発部大豆育種研究室


作物開発部資源作物育種研究
室


水田利用部稲育種研究室


畑地利用部養蚕研究室


草地部牧草育種研究室
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サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務
特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


麦共通・雑穀の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ。遺伝
資源の受入，配布，在庫管理


小麦・大麦の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ。遺伝
資源の受入，配布，在庫管理


なたね・はとむぎ等の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとり
まとめ。遺伝資源の受入，配布，
在庫管理


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ。遺伝資
源の受入，配布，在庫管理。


桑の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ。遺伝資
源の受入，配布，在庫管理。


マメ科牧草・野草の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとり
まとめ。遺伝資源の受入，配布，
在庫管理







7）北陸農業試験場


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長


作物開発部長


委員長：作物開発部長


育種法研究室長
稲育種研究室長
畑作物育種研究室長


飼料作物研究室長
越冬生理研究室長


育種法研究室


稲育種研究室


畑作物育種研究室


飼料作物研究室


越冬生理研究室
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1′


〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等受付業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン


ク在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


〔稲の導入，保存，増殖，評価〕


〔稲の保存，評価〕


〔桑の導入，保存，増殖，評価〕


牧草，飼料作物の導入，保存，増
殖、評価


〔麦の評価〕







8）中国農業試験場


作物開発部長


委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


育種工学研究室長


稲育種研究室長
麦育種研究室長
業務科長


稲育種研究室


麦育種研究室


育種素材研究室


育種工学研究室
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〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン


ク在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


受入・作出遺伝資源のW二B－，A
－Collectionへの仕分け


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


小麦の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


（小麦評価　　　　）


ソルガムの導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


工芸作物の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


サブバンク管理運営責任者 場　長


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


業務科







9）四国農業試験場
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管理運営の全般にわたる総括責任
者


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，受入・作出遺伝
資源のW－，B－，A－Collection


への仕分け，配布，サブバンク
在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連携


大麦（裸麦）の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


サブバンク管理運営責任者 場　長


サブバンク管理者 作物開発部長


サブバンク管理運営委員 委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


畑作物育種研究室長


分担研究室 畑作物育種研究室







10）九州農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 作物開発部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 稲育種研究室長
小麦育種研究室長


甘しょ育種研究室長
大豆育種研究室長
さとうきび育種研究室長


遺伝資源委員会


サブバンク管理
運営委員　会


委員長：作物開発部長
委　員：水田利用部長


草地部長


及びサブバンク管理
運営委員


1．受入・作出遺伝資源のW－，


B－，A～Collectionへの仕分け
その他サブバンク管理運営に関
する助言


2．サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，
遺伝資源の受入，配布，サブ


バンク在庫管理，特性情報の
管理等）


3．センターバンクとの連携


分担研究室 稲育種研究室


耐性育種法研究室


小麦育種研究室


大麦育種研究室


甘しょ交配研究室


甘しょ育種研究室


大豆育種研究室


桑育種・養蚕研究室


さとうきび育種研究室


牧草育種法研究室


飼料作物育種研究室


牧草育種研究室


水稲の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


麦共通の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


小麦の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


大麦の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


甘しょの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


甘しょの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


桑の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


さとうきびの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


とうもろこしの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


トールフェスク，えん麦等の導入，
保存，増殖，評価及び評価データ
のとりまとめ
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11）蚕糸・昆虫農業技術研究所


桑遺伝資源管理責任者 所　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 生産技術部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 委員長：生産技術部長
委　員：桑育種工学研究室長


桑育種研究室長


サブバンク管理運営に関する協議
及び実務


（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の導入・収集，ワーキン
グ・アクティブ・ベースコレク


ションへの仕分け・配布・廃棄
・在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡・協議，
ワーキンググループへの参加及び


植物種類別責任者としての業務


分担研究室 桑育種工学研究室 桑（全般）の収集，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


桑育種研究室 桑（ろぐわ系を中心とする）の収
集，保存，増殖，評価


松本支場・高冷地栽
桑研究室


桑（からやまぐわ系を中心とする）
の収集，保存，増殖，評価
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12）熱帯農業研究センター


サブバンク管理運営責任者 所　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：沖縄支所長
委　員：基盤技術研究部長


研究技術情報官
基盤技術研究部・主任研究官
沖縄支所・作物育種研究室長


サブバンクの管理運営に関する協
議・助言


サブバンク管理者 沖縄支所長　　　　　　　　〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 沖縄支所・作物導入栽培研究室長
沖縄支所・作物育種研究室長
沖縄支所・熱帯果樹研究室長
沖縄支所・世代促進研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付・発送等窓口業務，
遺伝資源の受入・配布，サ
ブバンクの在庫管理，特性


情報の管理等）
センターバンクとの連絡・協
議


分担研究室 熟研・沖縄支所・
作物導入栽培研究室


熟研・沖縄支所・
作物育種研究室


熱帯作物全般の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


さとうきび，熱帯イネ科・マメ科
草等の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


熟研・沖縄支所・
熱帯果樹研究室


熱帯果樹類全般の導入，保存，増


殖，評価及び評価データのとりま
とめ


熟研・沖縄支所・
世代促進研究室


稲類の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ
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13）種苗管理センター


サブバンク管理運営責任者 所　長 （管理運営の全般にわたる総括責任者）


サブバンク管理運営委員会
委員長：企画管理課長
委　員：各農場長


（管理運営責任者の補佐）
サブバンクにおける事業の管理運営
遺伝資源の保存，増殖，評価，配
布，在庫管理，特性情報管理等


センターバンクとの連絡調整


その他試験研究機関等との連絡調整
サブバンク内の連絡調整
WGへの参加


分担研究室（農場） 北海道中央農場


胆振農場


l


後志原種生産分場


十勝農場


上北農場


嬬恋農場


八岳農場


金谷農場


関西品種調査農場


雲仙農場


知覧農場


鹿児島農場


沖縄農場


ばれいしょ，りんご等の保存，増殖


評価


ばれいしょ，日本はっか等の保存，
増殖，評価


ばれいしょラ　いちご等の保存，増殖


評価


ばれいしょ，小麦近縁種等の保存，


増殖，評価


りんご，ばれいしょ等の保存，増殖


評価


ばれいしょ，くり等の保存，増殖，


評価


いちご，ばれいしょ等の保存，増殖


評価


茶，ちょま等の保存，増殖，評価


茶の保存，増殖，評価


かんしょ，いぐさ等の保存，増殖


評価


r茶，いぐさ等の保存，増殖，評価


かんしょ，さとうきび等の保存，増
殖，評価


さとうきび，パイナップル等の保存


増殖，評価


注：各農場の保存対象植物が2種類以上ある場合，そのうち取扱い点数の多い2種類を記した。
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14）家畜改良センター


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理運営委員会


所　長


委員長：飼料種苗課長
委　員：飼料計画係員


各牧場長


（管理運営の全般にわたる総括責任者】


（管理運営責任者の補佐】
サブバンクにおける事業の管理運営


遺伝資源の保存，増殖，評価，配
布，在庫管理，特性情報管理等


センターバンクとの連絡調整
その他試験研究機関等との連絡調整
サブバンク内の連絡調整
WGへの参加


分担研究室（牧場） 十勝牧場


長野牧場


熊本牧場


寒地型イネ科・マメ科牧草等の保存


増殖，評価


とうもろこし，ソルガム等の保存，


増殖，評価


暖地型イネ科牧草，野草等の保存，
増殖，評価
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15）指定試験地等


サブバンク運営体制には含まれないが，「農林水産省ジーンバンク実施要領」に基づき，特性調


査等の業務を必要に応じ委託する指定試験地等。


稲　類


1．北海道立上川農業試験場　水稲育種科（水稲）


2．青森県農業試験場藤坂支場　品種改良科（水稲）


3．宮城県古川農業試験場　育種部　育種科（水稲）


4．福井県農業試験場　育種科（水稲）


5．愛知県農業総合試験場山間技術実験農場　稲作研究室（水稲）


6．宮崎県農業総合試験場　栽培部　育種科（水稲）


7．鹿児島県農業試験場　作物部（＊水稲）


8．茨城県農業総合センター生物工学研究所（陸稲）


9．日本穀物検定協会（＊米食昧）


1．北海道立北見農業試験場　小麦科（＊小麦）


2．栃木県農業試験場栃木分場　ビール麦育種部（大麦）


3．長野県農事試験場　育種部（小麦・大麦）


4．福岡県農業総合試験場農産研究所　育種部（＊大麦）


1．北海道立根釧農業試験場　馬鈴しょ科（ばれいしの


2．長崎県総合農林試験場愛野馬鈴薯支場　育種栽培科（ばれいしの


3．沖縄県農業試験場園芸支場　根茎作物研究室（＊甘しの


1．北海道立十勝農業試験場　豆類第一科（＊大豆）


2．北海道立十勝農業試験場　豆類第二科（あずき，莱豆）


3．北海道立中央農業試験場　畑作第一科（大豆）


4．長野県中信農業試験場　畑作育種部（大豆）


5．千葉県農業試験場　落花生研究室（落花生）


雑穀・特用作物


1．群馬県農業総合試験場こんにゃく分場（こんにゃく）


2．熊本県農業研究センターい業研究所　育種部（いぐさ）


3．沖縄県農業試験場　砂糖黍育種研究室（さとうこび）
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果樹類


1．山形県園芸試験場　育種部（＊おうとう）


2．山梨県果樹試験場　育種部（ぶどう）


3．福岡県農業総合試験場園芸研究所　果樹部　落菓果樹研究室（＊ぶどう）


4．長崎県果樹試験場　育種科（＊びわ）


牧草・飼料作物


1．北海道立北見農業試験場　牧草科（寒地型イネ科牧草）


2．北海道立十勝農業試験場　とうもろこし科（とうもろこし）


3．茨城県畜産試験場　飼料開発部（暖地型イネ科牧草）


4．山梨県酪農試験場（＊寒地型イネ科牧草）


5．長野県中信農業試験場　畑作育種部（とうもろこし）


6．長野県畜産試験場　草地飼料部（ソルガム）


7．愛知県農業総合試験場作物研究所　畑作研究室（マメ科牧草）


8．広島県農業技術センター生物工学研究所（＊ソルガム）


9．山口県農業試験場　経営作物部　牧草育種研究室（＊暖地型イネ科牧草）


10．鹿児島県農業試験場大隅支場　牧草育種研究室（暖地型イネ科牧草）


野菜類


1．長野県中信農業試験場　畑作育種部（とまと，＊えんどう）


花き・緑化植物


1．富山県農業技術センター野菜花き試験場（＊チューリップ）


2．鹿児島県農業試験場　花き部（ゆり）


茶


1．埼玉県茶業試験場　 育種部 （＊茶）


2 ．宮崎県農業総合試験場茶業支場　 育種科 （茶）


熱帯・亜熱帯作物


1．沖縄県農業試験場　名護支場　パイン研究室（パインアップル）


注）＊平成4年度委託場所


稲類の9．日本穀物検定協会といも類の3．沖縄県農業試験場園芸支場は指定試験地以外の


場所である。
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II　平成4年度植物遺伝資源部門実績報告







II　植物遺伝資源部門実績報告


1　遺伝資源の収集・受入れ


1）海外探索収集実績（平成4年度）


課　　　 題 対 象植物 対 象地域 担 当者 （所属 ） 派遣期間 主 な収集 品


イン ド国にお け


るゴマ遺伝 資源


の探 索収 集


ゴマ イ　 ン　 ド 河 瀬眞琴


（生 物碗）


古 明地通孝


（農研 セ ン ター）


4．9．23


～10．18


ゴ マ163点 他 ，合 計


185点


ブ ラジルにおけ


るパ インア ップ


ル遺伝 資源 の調


査 と収集


パ インア ッ


プル


ブラ ジル 池 宮秀和


（沖縄 県農試


名護支 場）


時任俊 広


（鹿 児島県農 試


大 島支場 ）


4．11．4


～11．25


パ イ　ン ア ップ ル12


点，マ ンゴー 10点 他，


合計32点


メキ シコにおけ


る桑 遺伝 資源 の


調査


桑 メキシ コ 片桐幸 逸


（蚕 昆研 ）


固友義博


（山梨 県蚕試）


4．11．19


～12．9


桑50 東


マ ダガ スカルに


お け る稲 遺伝 資


源 の探 索収集


稲 マ ダガス


カル


堀 内久満


（福井 県農試）


上原泰樹


（青森 県農試


藤坂支場 ）


5．2．24


～3．28


栽培稲 123点
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2）国外からの遺伝資源の受入実績（平成4年度）


機　 関 ・ 部 ・ 室 対　 象　 植　 物 導　　 入 ‾̀・先 '.


農研 セ ンター ・作物 開発 部 ・


甘 しよ育研


カ ンシ ョ61点 々 レイ シア (農 開発研 究所 )


農研 セ ンタ ・作物 開発 部 ・


稲 育法研


Chikusichloa aquanca 1 点 IR R I


農研 セ ンター ・作物 開発部 」


豆 育種研


ダイズ28点 ブ ラジル (大豆研 究セ ン ター)


農研 セ ンター ・作物 開発部 ・


姿源作育研


ゴマ 3 点 タイ (コンケ ン大学)


生物研・ 遣 資一部・・.植 物探索研 イネ 8 点,. コム ギ 6 点 , ダ


イズ 1 点, ハ クサ イ 3 点 ,


キャベ ツ 1 点 ,・茶 1 点 ,


計 2 0点


イネ 5 ・点 , トウガ ラシ 1 点 ,


計 6 点


イネ 7 点


中国 (日中遺伝 資源女換 )


韓 国 (日韓 遺伝資源交 換)


パ キスタ ン, チ リ, オー ス トラ


リア, イ ン ドネシア


草地試 ・育種部 ・育 1 研 オー チャ一二ドグラス 8 点 ルーマ ニア, ドイツ, フ ランス


草地試 ・育種部 ・育 2 研 トウモ ロコシ24点 ア ルバ ニア


果樹試 ・育種部 ・育 4 研 リン ゴ96点


ナ シ15点


サ ンザ シ11点


マル メロ 3 点


カ リン 2 点


ボケ 1 点


バ ラ 4 点


コ トネア ス ター 2 点


キ イチ ゴ 6 点


ス グ リ14点


トチ 2 点


カ シ 2 点


ベ ルベ リス 5 点


ス イカズラ 4̀ 点


チ リマ ツ 2 点


グ ミ及 び グ ミ科植物 20点


オウ トウ 6 点


マハ レブ 3 点


モモ 6 点


中国, 米国 , イギ リス, フ ラン


ス, ス イス, チ リ, C IS (IB P G R


予算 )


フラ ンス , 中国, C IS


C IS , チ リ


フフ ンス


チ リ


チ リ


チ リ, C IS


C IS


チ リ, C IS


米 国 , C IS


チ リ


チ リ


C IS


C IS


チ リ


チ リ, C IS


米国 , C IS


C IS


中国 C IS







機　 関　 ・部 ・室 対 象　 植　 物 導　　 入　　 先


果樹試 ・育種部 ・育 4研 スモモ17点


アンズ21点


プルーン3 点


アーモンド13点


その他の核果類18点


カキ 1 点


ブ ドウ10点


キウイフルーツ3 点


クリ2 点


クルミ5 点


へ†ゼルナッツー8 点


ピスタチオ6 点


ザクロ3 点


ナツメ3 点


カンキツ及び近縁種 7 点


ビワ2 点


その他30点，計356点


CIS


米国，CIS


C IS


‥c IS


フランス，チリ，ブラジル，C IS


韓国


米国，カナダ


ニュ一ジーランド
チリ


C IS


ポーランド，チリ


チリ，CIS


トルコ，シリア，チリ


中国，韓国，C IS


トルコ，マレイシア，米国，ブ


．ラジル
中国


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育1 研 サ トイモ2 点 中国


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 2 研 メロン5 点


マクワウリ2 点
キュウリ12点


ガボチャ3 点


ニガウリ4 点


ヘチマ2 点
ウリ類 1 点


中国


香港


中国


・中風　 ラオス
中国，ラオス


中国，ラオス


中国


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 3 研 ナス近縁種10点


トウガラシ25点


イギリス （バ一ミンガム大学）


スペイン


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 4 研 ダイコン10点 中国


キャベツ8 点 中国


ハクサイ22点 中国


ツケナ5 点 中国


タカナ6 点 ．中国


カランナ 1 点 中国


ニンジン3 点 ポーランド


その他11点 中国


野菜茶試 ・盛岡 ・育 1 研 トマ ト2 点 オース トラリア


野菜茶試 ・盛岡 ・育 2 研 レタス4 点 中国
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機　 関 ・部 ・室 対　 象　 植　 物 導　　 入　　 先


野菜茶試 ・久留米 ・育1 研 メロン5 点 米国


スイカ6 点 米国，ナイジェリア


北海道農試 ・作物開発部 ・麦育


種研


コムギ1 点，エンバク1 点 米国 （農務省）


北海道農試 ・飼料資源部 ・マメ


科牧草育種研


クローバ60点，アルファル


ファ類24点，チモシー14点，


オーチャー ドグラス20点，


プロムス類15点，コロニラ


・類6 点，ロリウム類15点，
フェスク類8 点，ガレガ類


15点，その他40点，計217点


ロシア


北海道農試 ・飼料資源部 ・イネ


科牧草育種研


オーチャー ドグラス1 点


チモシー2 点


ギリシャ


オランダ


東北農試 ・作物開発部 ・麦育種


研


コムギ144点 C IM M Y T ，


IC A R D A （トルコ）


東北農試 ・草地部 ・牧草育種研 クローバ近縁種27点


シロクローバ3 点


マメ科牧草3 点


アルゼンチン，ポルトガル，米


国，イタリア，＿オース トラリア，


京－ランド，ニュージーランド，


ギリシャ， トルコ


ハンガリー，チェコ


ハンガリー， ドイツ，イタリア


北陸農試 ・水田利用部 ・飼料作


物研


イタリアンライグラス 3


点，ハイブリッドライグラ


ス1 点


ルーマニア


九州農試 ・作物開発部 ・さとう


きび育種研


サ トウキビ2 点 台湾


九州農試 ・畑地利用部 トウモロコシ9 点 IIT A
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3）国内探索収集実績（平成4年度）


課　　　 題 対象植物 対象地域 担当者 （所属） 主な収集品


徳島 ・高知県にお


け る雑穀類 ・豆類


の探索収集


雑穀類，豆類 徳 島 県 池 田


町，東祖谷山


村，高知県土


佐町，吾川村


他


奥野員敏，中山博貴 （生


物研），瀧田誠，中西健


夫 （四国農試）


ト　ウ モ ロ コシ16


点， キビ 7 点，ア


ワ 6 点，アズキ 5


点ヒエ 4 点， ソ


ルガム 3 点，合計


54点


沖縄本 島，久米島


および庵美大島に


おける在来作物の


収集 と調査


豆類，野菜類 沖縄本島，久


米島，庵美大
島


河瀬眞琴，友岡憲彦 （生


物研）


ササゲ 9 点，イン


ゲンマメ 3 点，エ


ンドウ 2 点， ラッ
カセイ 2 点，ニガ


ウ リ2 点，ダイコ


ン 2 点，合計39点


東北，関東東海地


域におけるメロン


遺伝資源の収集


メロン 北 海 道 岩 内


町，．余市町，


共和町，愛別


町，白老町他


石内伝治，吉田建実，


若生忠幸 （野菜茶試）


メロン33点，マク


ワウリ31点，・シロ
ウ リ21点，キュウ


リ1 点，合計 86点


中国地域における


い ぐさ在来種の探
索収集


イグサ 広 島 県 福 山


市，尾．道市，


東広島市，沼


隈町，豊栄町，


世羅西町他，


島 根 県 石 見


町，国分町，


益 田市


古明地通孝 （農研セ），


赤木豊樹 （広島県農技


セ），高 沖弘 （広 島県


ジーンバンク），手塚隆
久，飯牟祀和彦，西村


勝喜 （熊本県農研セい


業研）


イグサ48点


中国地域におけるElymusの国 内遺


伝資源の探索


E lym us m ol-lis 鳥取県，島根


県


坂智広，藤田雅也 （九


州農試）


E ly m us m ollis


20点


宮古 ・八重山諸島


における＿亜熱帯植
物遺伝資源の第二


次収集


野菜類，豆類，


雑穀類他


宮古島，池間


島，来間島，


小浜島，石垣


島


寺内方克，古屋茂貴，


大東宏，長峰司，中野


寛 （熟研沖縄）


ネギ類 6 点など野


菜種26点，ササゲ


9 点，など豆類16
点，アワ 3 点など


雑穀類 8 点，サ ト


ウキ ビ野 生種 5
点，パパイヤ 4 点


など熱帯果樹類 10


点也，合計67点


沖縄におけるカン


ショの収集


カンショ 沖縄県波照間
島，伊平屋島，


平安座島


農研センター ・作物開


発部 ・甘 しょ育種研 1


カンシヲ14点
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課　　　 題 対象植物 対象地域 担当者 （所属） 主な収集品


イネ科植物の収集 Chikusick loa,


Z izan ia,


L eerdia属


愛知県，滋賀・


県，奈良県，


沖縄県


農研センタ一 ・一作物開


発部 ・稲育法研


C . aquatica 1点 ,


L . oryzoidos 2点L. japonica 17点,


Z la tifolia 2点 ,


合計22 *豆類 ・雑穀類の収


集


豆類，雑穀類 島根 県石 見


町，つくば市


農研センター ・作物開


．発部 ・資源作育研


アズキ2 点，ジュ


ズダマ1 点，合計


3 点


ニホンナシの収集 ニホンナシ 山形県新庄市 生物研 ・遺資二部 ・栄


保研


ニホンナシ10点


ノシバの収集 ノシノヾ 岩手県 草地試 ・育種部 ・育種


素材研
ノシバ20点


クリおよびナシの


収集


クリ，ナシ 長野県，静岡


県


果樹試 ・育種部 ・育 2


研
高知県，熊本県


クリ11点，ナシ 1


点，合計12点


ヤブツバキの収集 ヤブツバキ 青森研 野菜茶試 ・花き部 ・育


種法研


ヤブツバキ20点


シロクローバの収
集


シロクローバ 岩手 県北 上


市，八幡平高


原


東北農試 ・草地部 ・牧


草育種研


シ占クローバ87点


雑穀類の収集 雑穀類 徳島県，愛媛


県，高知県


四国農試 ・作物開発


部 ・資源作物研


ソルガム 8 点，ア


ワ3 点，キビ5 点，


ヒエ 1点， トウモ


ロコシ1 点，合計
18点


ツルマメの収集． ツルマメ 大分県，熊本


県


九州農試 ・作物開発


部 ・大豆育種研


ツルマメ52点


サ トウキビの収集 サトウキビ 徳島県 九州農 試 ・作物 開．発


物 ・さとうきび育種研


サ トウキビ2 点


テンキグサ・


（Elymus mollis ）


の収集


テンキグサ 新潟県，京都


府


九州農 試 ・作物開発


部 ・耐性育法研，小麦


育種研，大麦育種研


テンキグサ16点
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4）国内からの遺伝資源の受入実績（平成4年度）


機 ・関 ・ 部〃 ．・ 室 対　 〃象 植　 物 ・・ 主　 な　 導 入 先


農研 セ ン ター ・作物 開発部 ・稲


育 法研


C ゐ戊〟Sic わα αヴ〃α存Cα 1


点，Leersia oryzo id os 1 2


点，L ．japonica 1 3点，計 26


点


農研 セ ンター，東北農 試，古 川


農試


農研 セ ンター ・作物 開発部 ・稲


育種研


イネ14点 ． 埼玉農 試，長野農事 試


農研 セ ンター ・作物 開発部 ・豆


育種研


ツルマ メ22点 岩手大 学


農研 セ ンター ・作物 陶発部 ・資


源作育 研


ゴマ 18 0点 富 山大 学


生物研 ・細 胞育種部 ・ヘ テロ．研 トウモ ロ云シ 1 点 東 意大 学


生物研 ・遺 資一部 ・植 物探索研 イネ70点， コム ギ類996点，


計106 6点


神 戸大 学，京都大 学


生物研 ・遺 資二部 ・栄保 研 ‘ オウ トウ22点， クワ59点，．


計81点


果樹 試，北陸農 試


果樹 試 ・育種部 ・育 2 研 クリ 1 点 宮 崎県種農試


果樹 試 ・育種 部 ・育 3 研 モモ 2 点， ウ メ 3・点， 計 5


点


神 奈 川 県 園試， 浜 松 フ ラワー


パ ー ク


果樹 試 ・育種 部 ・育 4 研 クル ミ17点， スモモ 5 点，


ビワ 6 点， 計28点


長 野県果樹 試， 長崎 県果樹 試


果樹 試 ・盛 岡 ・育種研 リン ゴ23点 青 森県 りん ご試，岩手 県園試，


長野県果樹 試，民 間会社， 個人


果樹 試 ・興 津 ・育 1 研 カン キツ類 4 点 和 歌 山県果樹 試，沖縄 県農 試名


護 市場 ・


果樹 試 ニ・安芸 津 ・一育種 研 ブ ドウ10点， カキ 9 点， キ


ウイ フルー ツ 1 点， 計20点


山形大学，山梨 県果樹試，愛知 県


農 総試豊橋農 技 セ，香川 県農 試，


福 岡県農総 試，民間会社，個人


野菜茶 試 ・野菜育種 部 ・育 2 研 メ ロ ン10 1点， キュウ リ 1


点， ニ ホ ンカボチャ15点，


ア レチ ウ リ2 点， トウガ ン


6 点，ユ ウガ オ 3 点，ヘ チ


マ 6 点， ツル レイ シ 7 点，


計 14 1点


野菜茶 試盛 岡支場， 大阪府立大


学，岩 手県 園試， 山形県 園試，


山形 県砂 丘地試，‘千葉県原種農


場， 愛知 県農総 試， 民間会社，


個 人
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機　 関 ・部 ・室 対　 象　 植　 物 主　 な　 導　 入　 先


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育3 研 トマ ト及び近縁種 5 点，ナ


ス及び近縁種10点， トウガ


ラシ109点


熟研，岡山大学，京都産業大学，


長野中信農試，JIC A


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育4 研 カリフラワー 5 点，キャベ


ツ11点，ダイコン81点，ホ


ウレンソウ3 点，ツケナ21


点，ハクサイ17点，ブロッ


コリー12点，カラシナ2 点，
カブ2 点，アブラナ科植物


7点，計161点


東北大学，京都産業大学，宮城


県園試，民間会社


野菜茶試 ・野菜育種部 ・種苗工


学研


ヤマノイモ16点 浜松フラワヤパーク


野菜茶試 ・花き部 ・緑化植物研 バラ21点，シモツケ4 点，


計25点


民間会社


野菜茶試 ・花き部 ・育種法研 サザンカ78点 東京農工大学


野菜茶試 ・花き部 ・育種研 キク36点 民間会社


野菜茶試 ・花き部 ・開花制御研 カーネーション103点 公立試験研究機関，民間会社


野菜茶試 ・花き部 ・流通技術研 デンドロビューム4 点 京都府


野菜茶試 ・盛岡 ・育 1研 トマ ト6 点 愛知県農総試，民間会社


野菜茶試 ・盛岡 ・育 1研 レタス8 点 民間会社


野菜茶試 ・久留米 ・育 1研 ピーマン7 点，メロン20点，


計27点


高知県農技センター，民間会社


野菜茶試 ・久留米 ・育 2研 イチゴ1 点，ショウガ10点，


計11点


高知県農技センター，大分県農


技センター，民間会社


野菜茶試 ・久留米 ・花き研 ツツジ5 点 久留米世界つつじセンター


北海道農試 ・作物開発部 ・果樹


研


ニホンナシ2 点 北海道北後志農改普及所，民間
会社


東北農試 ・作物開発部 ・資源作


物研


エゴマ29点 青森県畑園試，北海道森町


九州農試 ・作物開発部 ・さとう


きび育種研


サ トウキビ65点 鹿児島県農試徳之島支場，沖縄


県農試


九州農試 ・畑地利用部 ・甘しょ


育種研


カンショ1 点 名古屋大学
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5）隔離無毒化実績（平成4年度）


機 関 ・部 ・室
対　 象
植 物


点　　 数
事　 業　 内　 容　 の　 概　 要 ．説　 明


処理数 完了数


生物研 ・遺資一部


・植物探索研


イネ 308 308 稲粗で外国か ら導入した308 品種 一系統を，


防疫隔離採取温室 と遺伝資源導入検定温室に


おいて隔離栽培 した。栽培に供試 した品種は，


パキスタン （3Y 1849）81点，同 （1Y 2110）82
点，中国 （3Y 2299）2 点，タイ （2Y 2262）143


点であった。なお，タイ143 とパキスタン 1 点


については，平成 3 年度の栽培において，完
全不稔のために採取できなか った品種 ・系統


を再度播種 したものである。


果樹試 ・育種部 ・


育 4 研
リンゴ
ナシ


オウ トウ


モモ


スモモ
、rァンズ


その他


核果類


クル ミ


ブ ドウ


マルメロ
キイチゴ


スグ リ


カンキツ


127


23


33


12


12


27


6


1


94


3


3


10


172


50


15


7


4


9


7 －


0


0


21


3


0


5


9


海外から穂木 または苗木で導入 した果樹遺


伝資源 を隔離栽培 し，ウイルスを保毒 してい


ないことが判明 した個体は隔麟解除になる


が，ウイルスを保毒 している個体 は農林水産
大臣宛に特別許可願いを申請 して隔離栽培 を


継続す る。これらの特別許可物件については，


熟処理後，実生苗木に茎頂接木を行い， ウイ


ルス検定の結果，無毒化されたと判定 された
個体は隔離解除になるが，無毒化されなかっ


た個体については，引 き続 き隔離栽培 を継続


して無毒化を図る。


（カンキツについては熟処理後，マイクログ


ラフティング法で無毒化 を図っている）


合　 計 523 130


果樹試 ・興津 ・育


2研


カンキツ 28 18 導入カンキツ類の うち， カンキッ トリステ


ザウイルス （C T V ）等 を保毒す る系統を熱処


理 と茎頂接木法 を併用 して，無毒化処理 を


行っている。 また，カンキツタター リーフウ


イルス （C T L V ）等を保毒 した系統について


は，茎頂培養 とリハ ビリン処理 を行 った後，
草本 （キノア）および木本 （ラスクシ トレン


ジ）検定を行い無毒化 を確認 した。


野 菜 茶 試 ・久 留


米 ・育 2研


イチゴ 20 12 導入イチゴゐランナー先端部 より生長点を


摘出し，B 5培地で培養 した。本年度までに合


計 79点について低温条件下 （5 ℃）での長期保


存体制に入ってお り，無毒化が完了したもの


については順次長期保存体制に組み入れる予
定である。なお，熱帯農業研究センターのプロ


ジェク トの一環 として，中国上海農業科学院


に分譲するため ，国内品種 12点について無毒
化 を進めてお り近 日中に分譲の予定である。
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機 関 ・部 ・室
対　 象
植　 物


点　　 数
事　 業　 内　 容　 の　 概　 要　 説　 明


処理数 完了数


農研センター ・


作物開発部・


甘しょ育研


カンショ 14


4


5


．48


62 ・


0


4


5


30


30


1990年 3 月に沖縄県で収集した。隔離栽培


甲0


1989年12月にマレイシテで収集した。植防


の検査で不合格になった4 系統について茎頂
培養を行った結果合格した。


1990年 2 月～3 月にマレイシアで収集 し


た。検査で不合格になった5 系統について茎
頂培養を行った結果合格した。


1990年11月～12月にインドネシアで収集し


た。植防の検査で30検討が合格し導入した。


1．系統は枯死し；17系統は不合格であった，。
不合格にな‘った系統についでは，農研セン


ターにおいて茎頂培養中である。


1989年12月および1990年 2 ～3 月にマレイ．


シアで収集した。検挙め結果30系統が合格し，
平成5 年度に一時増殖の予定である。 8 系統


が枯死し，‾　24系統が不合格であった。不合格


になった系統についは，農研センターにおい


て茎頂培泰を行 う予定である。
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2　遺伝資源の評価及び育種素材化


1）特性評価実施状況（平成4年度）


植 物
種 類 構．　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2次 3次 主要特性調査項目


稲類 稲 農研セ ・作　 開 ・育 法 研．
農研・セ ・作　 開 ・稲 育 研
農研セ ・作生品 ・米品質研


生物研 ・遺資1 ・植 探 研
生物研 ・遺資1 ・遺 管 研
北海道 ・作　 開 ・稲 育 研
東　 北 ・水　 利 ・稲 育 研
北 陸 ・作　 開 ・育 法 研
北 ‘陸 ・作　 開 ・稲 育 研


：中　 国 ・作　 開 ・稲 育 研
九　 州 ・水　 利 ・耐育法碗
九　 州 ・水　 利 ・稲 育 研
熟　 研 ・沖　 縄 ・世 促 こ研


〇
〇一


〇
〇
〇
〇
〇
〇°


・○


○‾


○


○
○


○


○


lOOO粒重，玄米品質，アミ


ロース含量


菓いもち圃場抵抗性


収量，脱粒性，玄米品質，
食味


白菜枯病抵抗性
トどイロウンカ抵抗性


麦類 小　　　 麦 農研セ ・作　 開 ・小麦育研


農研セ ・作　 開 ・麦育法研
農研セ ・作生品 ・麦品質研


北海道 ・作　 開 ・麦 育 研
東　 北 ・作　 開 ・麦 育 研


東　 北 ・作開 ・品質評価研


北陸・地域基盤・越冬生理研
中　 国 ・作　 開 ・麦 育 研


九　 州 ・水　 利 ・小麦育研


九　 州 ・水　 利 ・耐育法研
種苗セシター ・道中央農場
種苗センター　 ・月旦振農場
種苗センター　 ・後志分場
種苗センタ一　 ・十勝農場
種苗センター　 ・上北農場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇
〇
〇
〇
〇


○ ＿


〇
〇


〇
〇


〇


〇 一
〇


〇


〇


〇


〇
〇


〇


〇


〇


赤や、び病 ・赤さび痛 ・うど
んこ病抵抗性，品質
うどんこ病癒抗性
赤かび病 ・赤さび病 ・うど
んこ病抵抗性
耐雪性，収量性，見かけの品質
穂発芽性，縞萎縮病恕抗性，
収量性，粒質
穂発芽性，赤さび病レース
別抵抗性，収量性，粒質
耐雪性
赤かび病抵抗性，茎立性，
粒質
穂発芽性，耐倒伏性，赤か
び病抵抗性，収量性
赤かび病抵抗性


大　　　 麦 農研セ ・作　 開 ・麦育法研
農研セ ・作　 問 ・大麦育研


農研セ ・作生品 ・麦品質研


北陸・地域基盤・越冬生理研
四　 国 ・作　 開 ・畑 育 研


〇


・〇


〇


〇
〇


〇


〇
○


うどんこ病抵抗怪
播性の程度，縞萎縮病抵抗
性，うどんこ病抵抗性
赤かび病 ・うどんこ病 ・小
さび病抵抗性
雲形病抵抗性，耐雪性


播性の程度，脱粒性，収量
性，粒質


○
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植 物
種 類


植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2次 3次 主要特性調査境目


麦類


ラ イ小 麦


小　　　 麦
（マカロニ小麦）


小麦近縁種


九　 州 ・水　 利 ・耐育法研


九　 州 ・水　 利 ・大麦育研


農研セ ・作生品 ・麦品質研


農研セ ・作生品・麦品質研


中　 国 ・作　 開 ・育素材研


種苗センタ一　 ・十勝農場


〇


〇


〇


〇


○


○


〇


〇


〇


赤かか病抵抗性


収量性


赤かび病 ・赤さび病 ・うど
んこ病抵抗性


1000粒重，粒の硬軟，製麺
歩合，麹色


1000粒重


豆類 大　　　 息


あ　 ず　 き


さ　さ　 げ


モスビーン


ケツルアズキ．
りょくとう


つ る　まめ


農研セ ・作 ．開 ・豆 育 研


生物研 ・遺資1 ・植 探 研
東　 北 ・作　 開 ・成分育研


東　 北 ・作　 開 ・大豆育研


九　 州 ・作　 開 ・大豆育研


種苗センタ一　 ・八岳農場


種苗センター　 ・雲仙農場


種苗センター ・沖縄農場
生物研 ・遺資1 ・‾植 探 坪


生物研 ・遺資1 ・植 探 研


生物研 ・遺資1 ・植 探 研


生物研 ・遺資1 ・植 探 研


生物研 ・遺資1 ・植 探 研


種苗センター　 ・沖縄農場


農研セ ・作　 開 ・豆 育 研


種苗センタ一　 ・八岳農場


種苗センター ・皇仙農場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


〇


〇


〇＿


アレルゲン蛋白質


粗蛋白・粗脂肪含有率


ダイズモザイクウイルス抵
抗性


耐虫性


アレルゲン蛋白質


いも類 か ん　し　ょ 農研セ ・作開 ・甘しょ育研


九　 州 ・畑利 ・甘しょ交研


九　 州 ・畑利 ・甘しょ育研


種苗センター ・雲 仙 農 場


種苗センター ・鹿児島農場


○


○ 1


○


○


〇


〇


〇


○


○


萌芽の遅速，収量性，食味


接木親和性，交配不和合群，
自家和合性，花色，花冠長，
花冠幅


萌芽性，ネコブセンチュウ
抵抗性，収量性，食味


ばれいしょ 北海道・作開・ばれいしょ育研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志分場


種苗センタ一 ・十輝農場


種苗センター　 ・上北農場


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センタ一 ・八岳農瘍


種苗センター　 ・雲仙農場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


rO


葉巻病抵抗性


モザイク病抵抗性，チップ
フライの乾湿


モザイク病抵抗性，でん粉
価
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植 物
種 類


植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2次 3次 主要特性調査項目


雑種 ・


特用


作物


あ　　　 わ


き　　　　 び


しこくびえ


い ぬ び え


たいぬびえ


ひめたいぬびえ
そ　　　　 ば


な　 た　 ね


ご　　　 ま


さとうきび
（近）


て ん　さ　い


い　 ぐ　 さ


生物研 ・遺資1 ・植 探 碗


四　 国 ・作　 開 ・資 作 研


農研セ ・作　 開 ・資．作 研


生物研 ・遺資1 ・植 種 研


四　 国 ・作　 開 ・資 作 研


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センター　 ・上北農場


種苗センター　 ・嬬恋農場・


種苗センター　 ・上北農場


種苗センター　 ・嬬恋農場


北海道・畑生産・厳寒地資研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志農場


種苗センタ一 ・十勝農場


種苗センター　 ・上北農場 －


東　 北 e作　 開 き資 作 研


農研セ ・作　 問 ・資 作 研


東　 北・・作　 開 ・資 作 研


九州・・作開 ・さとうきび青


熱　 研・沖　 縄・作物育種研


種苗センター ・鹿児島農場


種苗センター ・沖 縄 農 場


北海道・畑生産・てんさい育法


北海道・畑生産・てんさい育


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志分場


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センタ一　 ・八岳農場


生物研 ・遺資1 ・植 分 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


rO
O


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


・〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


春播性，含油率，脂肪酸組
成，1000粒重


子実重，含油率，脂肪酸組成


含油率，脂肪酸組成，1000
粒重


モザイク病 ・黒穂病 ・菓焼
病抵抗性，蕉汁ブリヅクス


吏ザイク病 ・梢頭腐敗病 ・


菓焼病 ・さび病抵抗性


モザイク病 ・梢頭腐敗病 ・
菓焼痛 ・さび病抵抗性


褐斑病抵抗性


褐斑病抵抗性


t


先枯長，イグサ紋枯病抵抗
種


耐倒伏性，さび病抵抗性は　 っ　 か 北海道・畑生産・厳寒地資研 ○ ○


日本はっか


こ　 う　 ぞ


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


種苗センター　 ・胆振農場
中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


〇


〇


〇


○ 種子稔性


含油率，脂肪酸組成，1．000
粒重


除　 虫　 菊


え　 ご　 ま


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


種苗センター ・道中央農場
東 ．北 ・作　 開 ・資 作 研


〇


〇


〇


とろろあおい 中　 国 ・企　 画 ・業 務 科 ○
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植 物
種 類


植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 ．2 次 3次 主要特性調査項目


牧草 ・


飼料


作物


イタリアン


ライグラス


ペレニアル
ライグラス


ケンタッキー
ブルーグラス


し　　　 ば


オーチャード
グラス


トールフェスク


lト ドカナリー


グラス


その他寒地型イ
ネ科多年生牧草


（注 1 ）


暖地型イネ科


牧草（注 2 ）


北海道・地基盤・適応生態研


北　 陸 ・水　 利 ・餌 作 研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志分場


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・上北農場


家畜センタ一　 ・十勝牧場


草地試 ・育　 種 ・育素材研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場・


種苗センター　 ・後志分場


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・上北農場


家畜センタ一　 ・十勝牧場


草地試 ・育　 種 ・育素材研


家畜センター　 ・熊本牧場


草地試 ・育　 種 ・育 1 研


草地試 ・育　 種 ・育 化 研


北海道 ・飼　 資 ・イネ牧育


北海道・地域基盤・適応生態


種苗センター ・遺中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志分場


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・上北農場
家畜センタ一　 ・十勝牧場


家畜センタ一　 ・十勝牧場


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センタ「 ・後志分場


種苗センター　 ・上北農場


草地試 ・育　 種 ・育素材研


北海道・地域地盤・適応生態


北海道 ・飼　 資 ・イネ牧育


生物研 ・遺資1 ・植 分一研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


九　 州 ・草　 地 ・牧育法研


家畜センター　 ・熊本牧場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇，


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


′0 ．


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


耐倒伏性，再生性，雪腐病


抵抗性，耐寒性
生育期間，雪腐痛抵抗性，
耐雪性


さび病抵抗性


さび病抵抗性，炭そ病抵抗性


乾物消化率（DD M ），飼料成
分（CP ，A D F，N D F ）


春の草勢，越冬性，越夏性，
さび病抵抗性


越夏性，越冬性，再生性，
雲型病抵抗性


越夏性，越冬性，再生性，
秋の革勢


生革収量，乾物収量


秋の草勢，さび病抵抗性
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植 物
種 類


植，　 物 担当機関 ・部 ・室 ＿ 1次 2次 13次・ 主要特性調査項目


牧毒 ・


飼料


作物


ハイブリッド


ハイグラス
とうもろこし


ソル ガ ム


しろクローバ一


あかクローバ一


アルファルファ


その他マメ


科飼料作物


れ　 ん　 げ


グラスピー


からすのえ


んどう


え　 ん　 麦


・北海道・地域基盤・適応生態，


草地試 ・育　 種 ・育　 2　研


北海垣 ・飼　 資 ・飼作育研


九　 州 ・畑　 利 ・飼作育研


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センタ一　 ・八岳農場・


種苗セ ンター　 ・沖縄農場
家畜センター ・長野牧場


草地試 ・育　 種 ・育　 2　研


中　 国 ・作　 開 ・育 工 研


四　 国 ・作　 問 ・資 作 一研


家畜センター ・長野牧場


東∴北 ・草　 地 ・牧 育 研


家畜センタ一 ・十勝牧場


北海道・地域基盤・適応生態


北海道 ・飼　 資・マメ牧研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・・後志農場


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・上北農場


家畜センダ一 ・十勝牧場


草地試 ・育　 種 ・．育素材研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


九　 州 ・草　 地 ・牧 育 研


種苗センター　 ・嬬恋農場


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇・・


〇


○


○


〇・


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇．


○


○．


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


耐倒伏性，再生性「雪腐病


抵抗性，耐寒性
倒伏抵抗性


倒伏抵抗性，折損抵抗性，
ごま莫枯種抵抗性


茎の糖度


越冬性


そばかす病抵抗性，秋の革
勢


春の草野，秋の草勢


冠さび病抵抗性，収量性，
乾物率


（注1）寒地型イネ科多年生牧草：レッドトノブ，メドゥフェスク，レッドフェスク，シープフェ
スク，フォールメドゥグラス，ウッドメドゥグラス


（注2）暖地型イネ科牧草：バヒアグラス，ギニアグラス，ネピアグラス，バミューダグラス，


グリーンパニック，ローズグラス，マカリカリグラス，ミリオイデ


ス，レスクグラス，ブッフェルグラス，テフ，カブラブラグラス，


オオクサキビ，カラードギニアグラス，グリスグラス，パルプパニッ


クグラス，ウィルマンラブグラス，デイジタリア，パープルトノブ


グラス，ブルーパニックグラス，スイッチグラス
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植 物
種 類


植　 物 担当機関 ・部 ・室1 1次 2次 3次 主要特性調査項目


果樹類 り　 ん　 ご


せいようなし


お う　と　う


く　 る　 み


く　　　　 り


にほんなし
も　　　 も


ヨーロッパ
ぶ　 ど　 う


か　　　 き


し一ち じ く
か ん　き　つ


導入りんご


果樹試 ・盛　 岡 ・育 種 研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・上北農場


果樹試 ・盛　 岡 ・育 種 研


果樹試 ・盛　 岡 ・育 種 研


生物研 ・遺資2 ・栄 保 研


種苗センター　 ・上北農場


果樹試 ・育　 種 ・育　 2　研


種苗センター　 ・嬬恋農場


北海道 ・作　 開 ・果 樹 研


果樹試 ・育　 種 ・育　 3　研


果樹試 ・安芸津 ・育 種 研


果樹試 ・安芸津 ・育 種 研


果樹試 ・口之津 ・育 種 研


生物研 ・遣資 1 ・植 分 析


果樹試 ・興　 津 ・育 1 研


果樹試 ・興　 津 ・育　 2　研


果樹試 ・口之津 ・育 種 研


果樹試 ・育　 種 ・育　 4　研


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


発芽期，満開期，成熟期，
果汁の糖度と酸度


樹姿，樹勢，甘味，果実品
質，渋皮の陥入


果実品質，ミツ症状


花芽の着生，収穫期，玉ぞ
ろい，果皮着色，裂果


樹勢，発芽期，開花期，果
房の大きさ，収量性


樹勢，発芽期，開花期，へ
たの状態，収量性
果実の日持ち性


樹勢，枝条の性質，開花時
期の回数


樹勢，かいよう痛，果実の
大きさ


果汁の酸度 ・糖度，熟期，
果心充実


かいよう病，そうか痛，果
皮の厚さ，多胚率


野菜類 き　ゅ　う　り


す　 い　 か


か ぼ ち ゃ


ゆうがお類


メ　　ロ　 ン


な　　　 す


と　 ま　 と


野茶試・野　 育 ・育　 2　研


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　 2　研


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志農場


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センター　 ・雲仙農場


野茶試 ・野　 育 ・育　 2　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 2　研


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　 3　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 3　研


野茶試 ・盛　 岡 ・育 1 研


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


つる割れ病抵抗性，べと病
抵抗性，果重
着果の早晩，着果節位，果
肉色，糖度，果肉硬度


節成性，果皮の地色，果肉


の苦み


つる割病抵抗性，果肉色，
果肉質，果肉の厚さ，糖度


うどんこ病抵抗性，果肉色，
果肉質，果肉の厚さ


早晩性，着果性，可溶性固
形物，酸度，収量性
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植 物
種 類


植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2次 ・3次 主要特性調査項目


野菜類 と　 ま　 と


ピー マ　ン


とうがらし


は　く　さ　い


・キ ャベ ツ
カ　イ　ラ　ン


コールラビ
カリフラワー
ブロッコリー


か　ら　し　な


だ い　こ　ん


た　ま ね ぎ
ね　　　 ぎ


に ん に　く


さ　と　い　も


やまのいも


い　 ち　 ご


いんげんまめ


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志分場


種苗センター　 ・嬬恋農場


種苗センター　 ・雲仙農場


野茶試 ・久留米 ・育 1 坪


野茶試 ・野　 育 ・育　 3　研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター　 ・胆振農場


種苗センター　 ・後志分場


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・上北農場


野菜試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試 ！野　 青 書育　 4　°研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　 4　研


北海道 ・作　 開 ・野 菜 研


種苗センター ・道中央農場


野茶試 ・野　 育 ・品 質 研


種苗センター　 ・雲仙農場


種苗センター　 ・知覧分場


種苗センター ・要仙農場


野茶試 ・盛　 岡・育　 2　研


野茶試 ・久留米 ・育　 2　研


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


野茶試 ・野　 育 ・育 1 研


種苗センター　 ・上北農場


種苗センタ一　 ・八岳農場


種苗センター　 ・雲仙農場


種苗センター　 ・沖縄農場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


可溶性固形物


辛味の程度


青枯病抵抗性


根こぶ病抵抗性


根こぶ病抵抗性


黒腐病 ・軟腐病 ・根こぶ病
抵抗性


果汁赤色度


季性，果実の糖度 ・香り，
果実硬度 ・酸度


花き・


緑化


植物


き　　　　 く


い そ　ぎ　く
しお　ぎ　く


カーネーション


デンドロビュー


ム


野茶試 ・花　 き・育 種 研


野茶試 ・花　 き・育 種 研


野茶試 ・花　 き・育 種 研


種苗センター ・道中央農場


種苗センター ・嬬 恋 農 場


野茶試・花　 き・開花制御研


野茶試・花　 き・流通技術研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


開花反応期間，耐暑性，繁


殖の難易


萎ちょう細菌病抵抗性


着花習性，萌芽数，花芽分


化時期，花持ち性
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植 物
種 類


植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2次 3次 主要特性調査項目


花き・


緑化


植物


ダイアンサス属


ば　　　 ら


さ　ざん か


つ　 つ　 じ


つ　 ば　 き


野茶試・花　 き・開花制御研


野茶試 ・花　 き・緑 化 研


野茶試 ・花　 き・育種法研 r


野茶試 ・久留米 ・花　き　研 ．


1種苗センター，嬬 恐 農 場
野茶試 ・花　 き・育種法研


○


○．


〇


〇


・・〇
〇


〇


〇


〇


〇


立枯性病害抵抗性


耐病性（輪斑病），花粉稔性


ベニモンアオリンガ抵抗
性，耐寒性，萌芽期


耐病性（輪舞病），花粉稔性


茶 茶 生物研 ・遺資1 ・植 分 析


野茶試 ・茶栽培 ・育 法 研


野茶試 ・茶栽培 ・育 種 研


野茶試 ・久留米 ・育素材研


野茶試 ・久留米 ・茶 育 研


種苗センター　 ・金谷農場


種苗センター　 ・奈良農場


種苗センター　 ・知覧農場


〇


〇


〇


〇
〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


秋芽の停止期，摘採芽の出
開度


摘採期の早晩，秋芽の停止
期，活着率，醗酵性


炭そ痛抵抗性


炭そ病抵抗性


摘採期の早晩，挿木活着率，
摘採芽の芽長，収量性


桑
桑


桑 生物研，遺資1 ・植 分 析


蚕昆研 ・生産技術 ・育工研


蚕昆研 ・生産技術 ・桑育研


蚕昆研 ・松　 本 ・栽 桑 研


東　 北 ・畑　 利 ・養 蚕 研


九つ 軒作　 開・桑育養蚕研


○


r〇


〇


〇


．d


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


．0


発芽の早晩，萎縮病 ・縮菓
細菌病抵抗性


発芽の早晩，萎縮病 ・縮菓
細菌病抵抗性，春蚕期条桑
量 〃


発芽の早晩，葉の硬化，晩
秋蚕期条桑量


発芽の早晩，萎縮病抵抗性，
春蚕期条桑量


発芽の早晩，萎縮病抵抗性，
春蚕期条桑量


熱帯 ・


亜熱帯


種物


パインアップル 熟　 研 ・沖 ．縄 ・果 樹 研 ○
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指定試験地（平成4年度）


植 物
種 類


植　　 物 担 当機 関 ・部 ・室 1 次 2 次 3 次 主要特性 調査 項 目


稲 類 稲 鹿 児 島 県 農 試 ・作 物 部 ○ ○ 穂発芽性


麦類 小　　　 麦


大 ．　 麦


道　 立　 北　 見　 農 1 試


福　　 岡　　 農　　 総　 ‾試


○


○


〇 一


〇


穂発芽性， 赤 さび病 ・うど


ん こ病抵抗性
耐倒伏性， うどん こ病 ・斑
業病抵抗性


豆類 大　　　 豆 道　 立　 十　 勝　 農　 試 ○ ○ ダイズ シス トセ ンチュ ウ抵
抗性，．裂 英の難易


雑 穀 ・
特 用作
物 類


か ん　 し　ょ 沖 縄 農 試 ・ 園 芸 支 場 ○ ○ 萌芽 の遅 速，萌芽 の多少，
萌芽性， ゾ ウム シ抵抗性


牧 草 ・


飼 料作


物


イ タ リア ン


ライグラス


ソ　ル ガ ム


ペ レニ アル
ラ イグラス


山　　　 口　　　 農　　　 試


広 島 県 農 技 セ ン　タ ー


r山　　 梨　　 酪　　 農　　 試


〇


〇


〇


〇


〇


〇 ＿


○ 冠 さび病 抵抗性 ，耐倒伏性 ，


生育期 間，再 生性


耐倒伏性


冠 さび病 抵抗性，越 夏性 ，


秋 の草勢 ，菓腐病抵抗性


果樹 類 ビ　　　　 ワ


お　う　と　う


ブ　 ド　 ウ


長　　 崎　　 果　　 樹　　 試


山　 形　 園　 試 ・ 育 種 部


福　 岡　農 総 試　 園　 芸 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


が ん しゅ病 抵抗性，出菅期，
耐寒性， 熟期


満開期， 成熟期，果 肉の硬
さ，果 汁の糖 度
裂果性


野菜 類 え ん ど　う 長　 崎　 県　 中　 信　 農　 試 ○ ○ うどん こ病 抵抗性


花 き ・


緑化植


物


チュー リップ 冨　 山 農　 技　 セ　 ン　 タ　ー ○ 促成 開花期 ，開花率


茶 茶 埼 玉 茶 試 ・ 育 種 部 ○ ○ 赤枯抵 抗性，炭 そ病 抵抗性 ，
芽揃 い， 青枯 抵抗性
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2）野生種等導入種の育種素材化実施状況（平成4年度）


植物


種類


植物


名


担当場所


部 ・室
素材化課題及び目標


実　 施　 状　 況


成　 果　 の　 概　 要組合せ
数


育成中
系統数


素材化
数


稲　 類 ．稲 九農試．


水利．


耐性育法


研


異ゲノム染色体添加


型系統の育成


9 9 5 農林 29号の 4 倍体 と野生種， 0 ．〆


ガ乃α伝，0 ．♪桝 C加わ，0 ．α胞 との交


配か ら F l種子 を得，胚培養 に よ り


栽培種農林 29号 のゲ ノム A A －と野


生種のゲ ノム C ，B C ，C D を単独に


持つ系統 を得 た。


また，コシヒカ リの 4 倍体 を化学処


理によ り得 るこ とがで きた。


麦　 類 大麦 農研 セ．


作 開．


大麦育研


大麦縞萎縮病判別系


統の作 出


（重複遺伝 子系統 の


育成 を目標 とす る。）


1 98 10 「木石港－ 3 」由来の大麦縞萎縮病


抵抗性遺伝子 y 肌 と「はがねむ ぎ」


由来 の抵 抗性 遺伝 子 ッ椚3 を重複


して持 つ系統 （y 椚 I旬 間み刑3 ）を


育成す るために， 「はがねむ ぎ」 と


「木石港－3 」を交配 した F lに 「木


石港－3 」 を戻 し交配 した。


B IF lを養 成後， B IF 2世代 を縞 萎縮 －


病汚染圃場 と非汚染 圃場 に同時 に


播種 し，汚染圃場で ホモへテ ロ検定


を行 い，その判定結果か ら非汚染圃


場で抵抗性 ホモ系統 を選抜 した。選


抜 した系統の遺伝 子型は，


17彿y 研甑 的城 y 机y 椚y 陶砂〃楓


YmYmym3ym3の 3 種 類 で あ る


ので，YmYmym3ym3 の系統のみ


を得 るためにymymym3ym3 の遺


伝子型 を持つ 「インュ クシラズ」と


検定交配を行 った。次年度 には検定


交 配 F lを汚染 圃場 に，交 配親 （B l


F 。）を非汚染圃場 に播種 した。 その


結果，検定交配 F1 が抵 抗性 ホモと


なる交配親 （B1 F3 ）が 目的 とす る遺


伝子型の系統 であり，本研 究では10


系統 の重複遺伝 子系統 を得 るこ と


ができた。


豆　 類 大豆 九州．


作開．


大豆育研


G ly cin e 属 野生種 等


による大豆の病虫害


抵抗性育種素材の作


出


5 4 0 紫斑病 抵抗性 遺伝 子導入 を目的 と


したツルマ メとの交配は，4 組 み合


わせ について成功。ネ コブセ ンチュ


ウ抵抗性 遺伝 子導入 を目的 とした


G ．紗なあ抗 との交配は不成功 （交配


数200）。


－60－







植物


種 類


植物


名


担当場所


部 ・室
素材化課題及び目標


実　 施　 状　 況


成　　 果　　 の　 概　 要組合せ
数


育成 中
系統数


素材化


数


い も類 かん


しょ


九州．


畑利用．


かん しょ


交配研


遺伝資源利用による


高位 自家和合性系種


の作出


9 2，166 14 関系25，九系36，シロサツマ，東京


金時；C S 69 136－33（自家和合性）の


自殖及び これ らの 自家和合性系統
とフサベこ，ハ イスターチ （不和合


性）との交雑 を行 いその日殖第 1代


と雑種 第 1代 について 自家和合性


を調査 した結果，関系25の 自殖 第 1


代 で 1 系統 の 自家和 合性系統が得


られた。


自殖 第 2 代種子 （145粒）， 自家和合


性 系統 と不和合性 系統 との交雑種


子 （3415粒 ）を採取 した。


特　 用 ．


作　 物


さ と


うき


び、


九州．


作問．


さとうき


び育研


スイー トソルガム と


の交雑 による主要病


害抵抗性育種素材の


作出


3 58 0 さ とうきび とスイー トソルガムの


属 間交雑 に よって得 られた固体 を


育成 し，第 1次，第 2次選抜 を経 て，


3 組み合わせ58系統 を選抜 し，供試


中である。


牧草 ・


飼料作


物


しろ


クロ


ーノヾ


東北．


草地．


牧育研


種 間交雑に よる菌核


病抵抗性育種素材の


作 出


l


3 30 0 し　ろ ク　 ロー バ の 近 縁 種 のTrifolium fragiferum, T. isthmocarpum, T. nigrescensは，菌核


病 に対 して抵抗性である。その遺伝


子をしろクローバに導入 し，菌核病


抵抗性 しろクローバ を作出す る目


的 で 種 間 交 雑 を 行 った。 7 ．


Fragiferum とT. isthmocarpum の


2 種 としろ クローバ との交雑 では


交配 3 日後の調査で，す でに胚 の崩


壊がみ られた。


これは，受精が行われなかったか，


あるいは受精後 かな り初期 の段階


で受精胚 が発育 を停 止す るため と


考 えられた。これ らの種間で雑種 を


作 出す るために，今後試験管内受精


及 び胚培養 あるいは胚珠 培養法の


適用 を図ってい く。T. nigrescens


としろ クローバ の交配では通常の


方法 で782の種子が得 られたが， こ


れは限 られた固体 間の交配か らの


種子であった。この交配組み合 わせ


において も，多数の胚が交配後 7 日


以 内に崩壊 していた。


今後は胚，胚珠培養法により，よ り


多 くの固体 間で種 子 を得 ることを


試み る。
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植物


種類


植物


名


担当場所


部 ・室
素材化課題及び目標


実　 施　 状　 況


成　 果　 の ‘概　 要
組合せ


数


育成 中


系統数


素材元


数


果樹類 日本


ナシ


果樹 試．


育種 ．


育 2研


ナ シ属 の種間交雑に


よる黒星病抵抗性育


種素材の作出


2 0 0 ナ シ属 の野生種 の中で，黒星病 に対


して 抵抗 性 を示 す 乃′用∫　 ∽薇升


形喝 」 「 海 抜肌 朋 の両種 とニホ


ンナ シ栽培 品種 「幸水」の間で交雑


を行 った。


野菜類 トマ


ト


野茶試．


盛岡．


育 1 研


種間交雑 による高糖


度 ・高色素形質の導


入


60 0 0 栽培種 5 品種 を母親 として，野生種


12種 （変種 を含む）を総 当た りで交


配 した。現在 までに，野生種 8 種 と


の組み合 わせ で着果をみているが，


種 子が形成 され ているか どうかは


不明。着果が確認 された花粉方の野


生種 は，以下の通 りであ る。上．如γ一


肌海沼川左 上・卸 ∵ 併 読 玩 肋 叫


L. cheesmanii, L. pennellii，L.　Pennellii　L.Pimpinellifolium，L ．chilinse ，L ．hirusutum, F. glabratumの 8 種。


イ チ ．


ゴ


野茶試．


久留米．


育 2研


近縁野生種 の育種素


材化


（芳香性，耐病性）


12


8


61


24


0


0


栽培品種 「とよのか」及び 者 〃eS∽


「B a ron」 を雌親 として F. n ilgar－


ensis, p. kleiniana（オヘ ビ イ チ


ゴ），P. freyuiana （ミツバ ッ チ グ


リ），P. fragarioides （キジム シロ），


P. stlonniana （ツルキジム シロ），


D．indica （ヤブヘ ビイチ ゴ）との交


配 を行 い，5 組み合 わせ で発芽力の


ある種 子を得て，次代植物 を育成中


である。


また前年度 に引 き続 き栽培 イチ ゴ


とF. vesca との交雑 後代 について


香気特性及 び果実形 質の調査 を行


い，F. vesca タイプの香気 を有 し，


果実形質 の改善 された系統 を得 る


とともに，F. vesca ゲ ノム を添加 し


た10Ⅹ（2n＝70）系統 中に 稔性 が高


く，正常 な大型果実 を着生す る固体


を兄い出した。
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3　遺伝資源の維持及び配布


1）植物遺伝資源保存状況（総括表）


平成4年度事業実績（植物遺伝資源部門）　　　　　　　（単位：品種・系統数，点）


区　　　　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 本年度末 （増殖）形態 本 年 度 未 保 存 区 分
種 子の


再 増殖
無毒化 ．


育　 種


素 材化
前年度


末　 計
収　 集 受 入 移　 管 廃　 棄


本年度


末　 計
種　 子 栄養体 小　 計 保存総数 ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション


稲類 25 ，72 7 20 1 7 57 5 1 10 26 ，570 26 ，450 12 0 26 ，570 26 ，57 0 3，875 22 ，695 16 ，74 4 1，420 3 0 8 5


麦類 52 ，780 8 4 3 ，292 1，61 6 3 1 54 ，509 54 ，23 5 2 74 54 ，509 5 4，50 9 2，474 52 ，03．5 2 3，24 2 1，198 0 10


豆類 14 ，14 0 8 2 5 08 4 2 0 14 ，688 14 ，68 8 0 14 ，688 1 4，68 8 2，293 12 ，395 8，60 5 5 32 0 0


い も類 5 ，60 6 76 1 86 10 5 9 6 5 ，667 64 4 5，02 3 5 ，667 5，66 7 8 87 4 ，780 3，54由 0 6 9 14


雑穀 ・特用 作物 9，23 4 2 12 6 99 ・40 2 15 9 ，728 7，63 6 2，09 2 9 ，728 9，72 8 2，175 7 ，553 5，58 3 1 98 0 0


牧草 ・飼料 作物 39，89 0 3 54 2 ，388・ 57 13 1 42 ，444 33 ，59 1 8，853 42 ，444 4 2，44 4 2 5 ，003 17 ，44 1 1 1，05 2 9 03 0 0


果樹類 7，70 0 20 4 6 54 42 0 28 7 7 ，85 1 1 7，85 0 7 ，85 1 7，85 1 2 ，298 5 ，55 3 3，83 2 0 14 8 0


野菜類 18，49 3 1 14 3 ，044 97 7 1 34 20 ，540 1 9，17 4 1，366 20 ，540 2 0，54 0 8 ，892 1 1，64 8 5，816 2 89 12 0


花 き ・緑化植 物 2，72 9 20 4 25 15 0 3 6 2 ，988 7 2，981 2 ，988 2，98 8 2 ，146 ‘84 2 2由 0 0 0


茶 5，27 7 0 136 13 6 48 5 ，229 0 5，229 5 ，229 5，22 9 8 75 4，35 4 4 96 0 ．0 0


桑 1，77 7 50 75 4 4 3 1 ，855 0 1 ，855 1，85 5 1，85 5 4 49 1，40 6 2 09 0 0 O r


熱帯 ・亜 熱帯作物 792 0 40 4 0 1 7 9 1 67 0 1 21 79 1 79 1 6 64 12 7 1 26 0 0 0


技術会議（センターバンク＋サブバンク） 178，26 2 1 ，397 1 1，516 3，99 2 8 64 186 ，31 9 15 7，09 6 29 ，223 186 ，31 9 18 6，319 51 ，906 13 4；41 3 7 5，639 3 ，46 8 53 7 29


技術会議 （セ ンターバ ン ク） 97，13 8 10 3 ，509 0 65 100 ，59 2 9 7，13 7 3 4，55 100 ，59 2 10 0，59 2 23 10 0，56 9 6 9，443 0 0 0


技術会議 （サブバ ン ク） 81，12 4 1 ，387 8 ，00 7 3，99 2 7 99 85 ，72 7 5 9，95 9 25 ，768 8 5，72 7 8 5，72 7 51 ，883 3 3，84 4 6 1，96 3 ，46 8 5 37 29


農業研 究セ ンター 7，73 1 3 22 8 20 92 0 46 7 ，91 7 6，77 2 1 ，145 7，91 7 7，917 7 ，217 70 0 10 6 6 9 69 1 0


農業 生物 資源研究所 14，03 2 2 47 1，100 99 8 0 14 ，38 1 14，19 8 183 1 4，38 1 14，38 1 4 79 1 3，90 2 1 ，717 4 2 5 3 08 0


草地 試験場 7，03 8 23 13 2 4 69 7，12 0 3，15 2 3 ，968 7，12 0 7，120 5 ，065 2，05 5 1 06 19 7 0 0


果樹 試験場 5，12 2 194 4 8 2 4 18 2 69 5 ，11 1 0 5 ，11 1 5，11 1 5，111 2 ，229 2，88 2 1 ，740 0 1 48 0


野菜 ・茶 業試験場 17，53 8 1 19 1，05 0 36 3 1 45 18 ，19 9 11，06 2 7 ，13 7 1 1 8，19 9 18，199 1 1，16 7 7，03 2 8 14 24 5 12 0


北海道農業試験場 7，17 1 2 17 16 5 12 0 98 7，33 5 4，545 2 ，790 7，33 5 7，335 6 ，055 1，28 0 5 17 30 4 0 0


東北農業試験場 2，68 7 1 02 2 4 8 2 5 38 2 ，97 4 2，237 7 3 7 2，97 4 2，974 2 ，38 7 58 7 57 28 2 0 0


北陸農業試験場 376 0 1 3 50 0 33 9 3 09 3 0 33 9 3 39 3 26 13 4 40 0 0 0


中国農業試験場 1，513 0 8 4 45 11 1 1，44 1 1，439 2 1，44 1 1 ，441 15 1 1，29 0 1 05 20 0 0 0


四国農業試験場 170 8 2 0 2 13 18 3 1 53 3 0 18 3 1 83 158 2 5 0 3 9 0 0


九州 農業試験場 16，02 6 90 2，64 1 10 7 10 1 8，64 0 14，849 3 ，79 1 1 8，64 0 18 ，640 15 ，03 4 3，60 6 1 ，089 56 7 0 19


蚕糸・昆 虫農業 技術研 究所 679 50 1 2 0 0 74 1 0 74 1 74 1 7 4 1 30 1 44 0 10 0 0 0


熱帯農業研究セ ンター 1，04 1 5 1，24 0 9 40 0 1，34 6 1，243 10 3 1，34 6 1 ，346 1，31 4 3 2 27 14 0 0 0


農蚕 園芸局 5，516 0 68 8 2 28 6，17 4 0 6 ，17 4 6，17 4 6 ，174 12 5 6，04 9 3 ，853 83 3 0 0


畜産局 36 7 0 0 0 0 36 7 0 3 6 7 36 7 3 67 0 36 7 0 23 9 0 0・


合　　　　 計 184，14 5 1 ，397 12 ，20 4 3，99 4 8 92 19 2，86 0 15 7，096 35 ，76 4 19 2，86 0 1．92 ，860 52 ，03 1 14 0，82 9 79 ，492 4，54 0 5 37 2 9







2）実施機関別植物種類別遺伝資源保存状況


区　　　　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 本年度 末 （増殖）形態 本 年 度 末一保 有 区 分
種子 の


再増殖
無毒化


育　 種


素材化
前年度


末　 計
収　 集 受入 移　 管 廃　 棄


本年度


末　 計
種　 子 栄養体 小 ‾計 保存総数


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション


農 業生物資源研究所 （セ ンターバ ンク） 97 ，138 1 0 3，50 9 0 6 5 10 0，59 2 97 ，1 37 3 ，4 55 10 0，59 2 10 0 ，5 92 2 3 10 0，56 9 6 9 ，4 43 0 0 0


稲類 16 ，2 55 0 5 0 0 1 6，26 0 16 ，2 60 0 1 6，26 0 16 ，2 60 0 1 6，26 0 15，0 02 0 0 0
麦類 47 ，6 68 0 1，56 6 0 0 4 9，23 4 49 ，2 34 0 4 9，23 4 4 9 ，2 34 0 4 9，23 4 2 3 ，2 19 0 0 0


豆類 8 ，2 58 0 4 31 0 0 8，68 9 8 ，6 89 0 8，68 9 8 ，6 89 0 8，68 9 8 ，6 05 0 0 0
い も類 3 70 0 0 0 0 37 0 3 70 0 37 0 台70 0 37 0 3 70 0 0 0
雑穀 ・特用作物 4 ，6 6 1 0 3 17 0 8 4，97 0 4 ，7 99 17 1 4，97 0 4 ，9 70 0 4，97 0 4 ，6 49 0 0 0


牧草 ・飼料作物 12 ，7 99 0 5 7 0 1 12，85 5 12，7 00 155 1 2，85 5 12，8 55 0 1 2，85 5 10，7 94 0 0 0


果樹類 1 ，6 85 1 0 4 2 0 0 1，73 3 0 1，733 1，73 3 1 ，7 33 2 3 1，7 10 1 ，3 93 0 0 0


野菜類 4 ，109 0 9 36 0 0 5，04 5 5 ，0 45 0 5，04 5 5 ，0 45 0 5，04 5 5 ，0 45 0 0 0
花 き ・緑化植物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 、0 0 0 0


茶 7 77 0 5 6 0 4 8 78 5 0 785 78 5 7 85 0 78 5 1 33 0 0 0
桑 5 55 0 59 0 3 6 11 0 61 1 6 11 6 11 0 6 11 1 93 0 0 0


熱帯 ・亜熱帯作物 0 0 4 0 0 0 4 0 40 0 4 0 40 0 4 0 40 0 0 0


植物種 類別合計 （サブバ ンク全機関） 87 ，0 07 1，3 8 7 8，69 5 3 ，9 94 82 7 9 2，26 8 59 ，9 59 32 ，3 09 9 2，26 8 9 2 ，2 68 52 ，0 08 4 0，26 0 10 ，0 49 4 ，5 4 0 53 7 29


稲類 9 ，4 72 2 0 1 75 2 5 11 0 1 0，31 0 10，1 90 120 1 0，31 0 1 0，3 10 3 ，8 75 6，43 5 1，7 42 1 ，4 20 30 8 5


麦類 5 ，1 12 8 4 1，72 6 1 ，6 16 3 1 5，27 5 5 ，0 01 2 74 5，27 5 5，2 75 2 ，4 7 4 2，80 1 23 1 ，198 0 10


豆類 5 ，8 82 8 2 7 7 42 0 5，99 9 5 ，9 99 0 5，99 9 5，9 99 2 ，2 93 3，70 6 0 5 32 0 0
い も類 5 ，2 36 76 18 6 1 05 9 6 5，29 7 2 74 5 ，0 23 5，2 9 7 5，2 97 8 87 4，41 0 3，1 78 0 6 9 14


雑穀 ・特用作物 4 ，5 73 2 1 2 38 2 4 02 7 4，75 8 2，8 37 1，9 2 1 4，75 8 4，7 58 2 ，175 2，58 3 9 34 198 0 0


牧草 ・飼料作物 2 7，0 91 3 5 4 2，33 1 57 13 0 2 9，58 9 2 0，8 91 8 ，6 98 2 9，58 9 2 9，5 89 25 ，0 03 4，58 6 2 58 9 0 3 0 0


果樹類 6 ，0 14 194 6 12 4 20 2 8 2 6，11 8 1 6 ，117 6，11 8 6，1 18 2 ，2 75 3，84 3 2，43 9 0 14 8 0


野菜類 14 ，3 84 11 4 2，10 8 9 77 13 4 1 5，49 5 14，1 29 1，3 66 1 5，49 5 15，4 95 8 ，8 92 6，60 3 7 71 2 89 1 2 0


花 き ・緑化植物 2，7 29 20 42 5 1 50 36 2，98 8 7 2 ，9 8 1 2 ，98 8 2，98 8 2 ，1 46 84 2 23 9 0 0 0


茶 4 ，5 00 ．0 8 0 1 36 0 4，44 4 0 4 ，4 44 4，44 4 4，44 4 8 75 3 ，56 9 36 3 0 0 0


桑 1 ，2 22 50 16 44 ．0 1，24 4 0 1，2 44 1，24 4 1，2 44 4 49 79 5 16 0 0 0


熱帯 ・亜熱帯作物 7 92 0 0 40 1 75 1 63 0 12 1 75 1 75 1 6 64 8 7 8 6 0 0 0


植物種 類別合計 （サブバ ンク技会分） 8 1 ，1 24 1，3 8 7 8，00 7 3，9 92 79 9 8 5，72 7 5 9，9 59 25 ，7 68 8 5，72 7 8 5，7 27 51 ，8 83 33 ，84 4 6，19 6 3 ，4 68 53 7 2 9


稲 類 9，4 72 2 0 1 75 2 5 11 0 1 0，31 0 10，1 90 1 20 10 ，31 0 1 0，3 10 3 ，8 75 6 ，4 3 5 1，74 2 1 ，4 20 308 5


麦類 5，0 79 84 1，67 6 1，6 16 2 3 5，20 0 5，00 1 199 5，20 0 5，20 0 2 ，4 74 2 ，72 6 10 7 38 0 10


豆類 5 ，8 82 8 2 7 7 42 0 5，99 9 5，9 99 0 5，99 9 5，99 9 2 ，2 93 3 ，70 6 0 1 3 57 0 0


い も類 3，3 54 76 8 1 10 5 96 3，31 0 2 74 3 ，0 36 3 ，31 0 3，3 10 8 87 2 ，4 2 3 1，35 2 0 69 14


雑穀 ・特用作物 3，2 40 2 12 29 5 4 02 6 3，33 9 2，8 37 5 02 3，33 9 3，33 9 2 ，1 75 1，16 4 22 5 1 4 1 0 0


牧 草 ・飼料作物 2 6，7 24 3 54 2，33 1 57 13 0 2 9，22 2 2 0，8 91 8 ，3 3 1 2 9，22 2 2 9，22 2 25 ，0 03 4 ，21 9 25 8 5 84 0 0


果樹類 5，1 75 194 48 4 4 18 2 6 9 5，16 6 1 5 ，166 5，16 6 5，16 6 2 ，2 71 2 ，89 5 1，75 2 0 148 0


野菜類 14，0 20 114 2，02 0 9 77 12 9 1 5，04 8 14，1 29 9 19 1 5，04 8 1 5，0 48 8 ，8 40 6 ，20 8 54 9 2 28 1 2 0


花 き ・緑化植物 2，4 76 20 27 5 15 0 36 2，58 5 7 2 ，5 78 2 ，5 78 2，58 5 2 ，0 97 4 8 8 15 0 0 0


茶 3，79 6 0 0 13 6 0 3，66 0 0 3 ，6 60 3 ，6 6 0 3，66 0 8 75 2 ，78 5 27 7 0 0 0


桑 1，2 22 50 1 6 44 0 1，24 4 0 1 ，2 44 1，2 4 4 1，24 4 4 49 79 5 16 0 0 0


熱帯 ・亜熱帯作物 68 4 0 0 4 0 0 6 4 4 63 0 14 6 44 64 4 6 64 0 0 0 0 0







区　　　　　　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 本年度末 （増殖）形 態 本 年 度 未 保 存 区 分
種 子の


再 増殖
無毒化


育　 種


素 材化
前年度


末　 計
収　 集 受 入 移　 管 廃　 棄


本年度


末　 計
種　 子 栄養体 小　 計 保存総数 ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション


農業研究 センター 7，73 1 33 2 8 20 92 0 4 6 7 ，917 6 ，77 2 1，14 5 7 ，917 7 ，91 7 7，217 7 00 1 0 66 9 69 10


稲類


l
2 ，49 5 4 8 10 1 0 0 2 ，644 2 ，52 4 12 0 2 ，644 2 ，64 4 2，64 4 0 0 2 00 0 0


麦種


l
1，75 4 4 5 4 6 1 55 6 0 1 ，704 1，61 0 9 4 1 ，704 1，70 4 1，70 4 0 0 3 39 0 10


豆類 1，99 3 0 50 2 2 0 2 ，021 2 ，02 1 0 2，021 2 ，02 1 2，02 1 0 0 50 0 0


いも類


l


93 0 76 2 1 5 0 46 9 31 0 93 1 9 3 1 93 1 46 3 4 68 1 0 0 69 0


雑穀 ・特 用作 物


l
55 6 16 3 18 7 29 2 0 6 14 6 1 4 0 6 14 61 4 38 2 2 32 0 80 0 0


牧草 ・飼料作 物
l


3 0 0 0 0 3 3 0 3 3 3 0 0 0 0 0


農業生物資源研究所 14 ，03 2 24 7 1 ，100 99 8 0．14 ，38 1 14 ，19 8 18 3 14 ，38 1 14 ，38 1 4 79 13 ，902 1，71 7 4 25 30 8 0


稲類


l


6 ，01 8 15 3 90 0 0 6 ，26 1 6 ，26 1 0 6 ，26 1 6，26 1 2 0 6 ，26 1 1，71 7 3 00 30 8 0


麦類
I


19 6 3 1 ，004 99 8 0 2 05 2 0 5 0 2 05 20 5 0 2 05 0 1 00 0 0


豆類 3，77 6 15 1 0 0 3 ，781 3，78 1 0 3 ，78 1 3，78 1 75 3 ，70 6 0 0 0 0


雑穀 ・特 用作 物 753 3 4 0 0 0 7 87 6 3 3 15 4 7 87 78 7 18 9 5 98 0 25 0 0


牧草 ・飼料作 物


l
87 8 2 7 0 0 0 9 05 90 5 0 9 05 90 5 16 6 739 0 0 0 0


果樹類


l
2 5 0 0 0 0 25 1 2 4 25 2 5 24 1 0 0 0 0


野菜類
l


2，37 8 15 5 0 0 2 ，407 2，40 7 0 2 ，407 2，40 7 0 2 ，40 7 0 0 0 0


花 き ・緑化植 物 5 0 0 0 0 5 5 0 5 5 0 5 0 0 0 0


熱帯 ・亜 熱帯作物 5 0 0 0 0 5 0 5 5 5 5 0 0 0 0 0


草地試験場 7，03 8 2 3 132 4 6 9 7 ，120 3，15 2 3，96 8 7 ，120 7，12 0 5，06 5 2 ，055 10 6 1 97 0 0


牧草 ・飼料 作物 7，03 8 軍3 132 4 69 7 ，120 3，15 2 3，968 7 ，120 7，12 0 5，065 2 ，055 10 6 1 97 0 0


果樹試験場 5，12 2 19 4 4 82 41 8 26 9 5 ，11 1 0 5，111 5 ，11 1 5 ，1・11 2，22 9 2 ，882 1，74 0 0 14 8 0


果樹類 5 ，12 2 19 4 4 82 41 8 26 9 5 ，11 1 0 5，111 5 ，11 1 5 ，11 1 2，22 9 2 ，88 2 1，74 0 0 14 8 0


野菜 ・茶業試験場 17，53 8 1 19 1 ，050 36 3 1 45 18 ，199 1 1，06 2 7，13 7 18 ，119 1 8，11 9 11，16 7 7 ，03 2 8 14 2 45 1 2 0


豆類


l


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0


雑穀 ・特 用作 物
l


7 0 0 0 0 7 7 0 7 7 7 0 0 0 0 0


野菜類
l


1 1，26 5 9 9 7 75 7 7 10 9 1 1，953 1 1，05 3 90 0 11 ，953 1 1，95 3 8，18 8 3 ，76 5 52 2 2 28 1 2 0


花 き ・緑化植 物 2 ，47 0 2 0 2 75 15 0 36 2 ，579 2 2，577 2 ，579 2 ，57 9 2，097 4 8 2 15 0 0 0


茶 3 ，79 6 0 0 13 6 0 3 ，660 0 3，66 0 3 ，660 3 ，66 0 8 75 2 ，78 5 27 7 0 0 0


－
雷
－







区　　　　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 本年度末 （増殖）形態 本 年 度 未 保 存 区 分
種 子の


再 増殖
無毒化


育　 種


素材化
前年度


末　 計
収　 集 受 入 移　 管 廃　 棄


‘本年度


末　 計
種　 子 栄養体 小　 料 保存総数


ワ一キング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション


北 海道農 業試験場 7 ，17 1 21 7 16 5 120 9 8 7，335 4 ，545 2，79 0 7，335 7 ，335 6，05 5 1，280 5 1 7 30 4 0 0


稲 類 34 0 2 5 0 31 3 1 0 31 3 1 3 1 0 、0 5 0 0 0


麦類 96 0 3 2 50 0 7寧 78 0 78 78 7 8 0 0 9 4 0 0


豆類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0


い も類 1 ，217 0 4 5 20 4 8 1，194 0 1，19 4 1，194 1，19 4 ・32 8 8 66 4 8 0 0 0 0


雑穀 ・特用作物 1 ，503 0 0 45 0 1，458 1，458 0 1 ，458 1，458 1，32 4 1 34 2 5 2 0 0 0


牧草 ・飼料作物 4 ，030 21 7 8 4 0 3 0 4，30 1 2 ，75 1 1，55 0 4，301 4 ，30 1 4，03 9 2 62 0 9 0 0 0


果樹類 28 0 2 0 0 3 0 0 3 0 30 30 18 12 1 2 0 0 0


野菜類 263 0 ． 0 ‘0 2 0 2 43 2 27 1 6 2 43 2 43 23 7 6 0 0 0 0


花 き ・緑化植物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


東北農 業試験場 2，687 10 2 24 8 25 3 8 2，974 2 ，237 73 7 2，974 2 ，974 2，37 8 58 7 5 7 28 2 0 0


稲 類 46 0 4 0 0 5 0 50 0 5 0 50 5 0 0 0 5 0 0 0


麦類 347 0 15 7 0 8 49 6 4 96 0 49 6 4 96 45 7 3 9 0 10 0 0 0


72 1 5 2 2 0 0 10 9 1 09 0 10 9 1 09 10 9 0 0 10 0 0 0


雑穀 ・特用作物 87 0 3 2 25 0 9 4 94 0 9 4 94 9 4 0 0 1 6 0 0


牧 草 ・飼料作物 1，86 9 8 7 3 3 0 30 1，95 9 1 ，488 4 7 1 1，95 9 1，959 1，65 q 30 9 56 1 6 0 0


桑 26 6 0 0 0 0 26 6 0 2 66 26 6 2 66 2 7 23 9 1 0 0 0


北陸農業 試験場 376 0 1 3 50 0 33 9 3 09 3 0 33 9 3 39 32 6 13 4 40 0 0 0


稲類 44 0 5 0 0 4 9 49 0 4 9 49 4 9 0 0 40 0 0 0


牧 草 ・飼料作物 258 0 8 6 0 26 0 2 60 0 26 0 2 60 25 6 4 0 0 0 0


桑 74 0 0 44 0 3 0 0 30 3 0 30 2 1 ・9 4 0 0 0


中国農業 試験場 1，513 0 8 4 45 11 1 1，44 1 1 ，439 2 1，44 1 1，441 15 1・ 1，29 0 1 05 2 0 0 0 0


稲類 36 3 0 8 4 0 110 33 7 3 37 0 33 7 3 37‾ 14 3 19 4 25 120 0 0


llll
麦類 810 0 ‘0 0 0 8 10 8 10 0 8 10 8 10 0 81 0 3 0 0 0


llll
雑穀 ・特 用作物 8 0 0 0 0 8 6 2 8 8 8 0 0 0 0 0


llIt
牧草 ・飼料 作物 332 0 0 4 5 1 28 6 2 86 0 28 6 28 6 0 28 6 77 80 0 0


四国農業 試験場 170 8 2 0 2 13 18 3 1 53 30 18 3 18 3 158 2 5 0 39 0 0


lll
麦類 14 8 ．0 1 0 2 7 14 9 r1 19 30 14 9 14 9 124 2 5 0 39 0 0


llll
雑穀 ・特用 作物 22 8 1 0 6 2 5 25 0 2 5 2 5 25 0 0 0 0 0


ll書l
牧草 ・飼料 作物 0 0 9 0 0 9 9 0 9 9 9 0 0 0 0 0


ー
票
－







区　　　　　　　　　 分


保　 有　 数　 の　 増　 減 本年度末 （増殖）形態 本 年 度 未 保 存 区 分
種子 の


再増殖
無毒 化


育　 種


素材化
前年度


末　 計
収　 集 受入 移　 管 廃　 棄


本年度


末　 計
種　 子 栄養体 小　 計 保存総数 ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション


九州農業試験場 16 ，026 9 0 2，64 1 1 07 1 0 18，64 0 14 ，849 3，79 1 18，640 18 ，640 1 5，03 4 3，60 6 1 ，089 56 7 0 19


稲類 472 0 46 6 0 0 93 8 9 38 0 93 8 ・938 93 8 0 0 20 0 0 5


麦類 1 ，728 3 6 12 10 8 1，75 8 1 ，683 7 5 1，758 1 ，758 11 1 1，647 7 6 6 0 0


52 5 2 4 20 0 8 8 88 0 8 8 88 8 8 0 0 10 0 0 0


いも類 1，206 0 15 35 2 1，18 4 2 74 91 0 1，18 4 1 ，184 9 6 1，08 8 8 62 0 0 14


雑穀 ・特用作物 240 2 75 40 0 2 77 0 27 7 2 77 2 77 7 7 20 0 2 00 0 0 0


牧草 ・飼料作物 12 ，125 0 2，065 2 0 14，18 8 1 1，866 2，32 2 14，188 14 ，188 1 3，62 4 56 4 19 20 1 0 0


桑 203 0 4 0 0 2 07 0 20 7 2 07 2 0 7 10 0 1 07 1 0 0 0


蚕糸 ・昆虫農業技術研 究所 679 5 0 12 0 0 7 41 0 74 1 7 41 74 1 30 1 4 40 10 0 0 0


ll桑 679 5 0 12 0 0 7 41 0 74 1 7 41 74 1 30 1 4 40 10 0 0 0


熱帯農業研究 センター 1，04 1 5 1，240 9 40 0 1，346 1，24 3 10 3 1 ，346 1，346 1，34 6 32 2 7 14 0 0 0


稲類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 。0 10 0 0 0


豆類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0


いも類 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0


雑穀 ・特用作 物 64 5 0 0 0 69 0 6 9 69 69 6．9 0 0 0 0 0


牧草 ・飼料作物 191 0 0 0 0 1 91 17 1 写0 1甲 19 1 19 1 0 0 0 ・0 ‘0


野菜類 105 0 1，240 9 00 0 4 45 4 4 2 3 4 45 4 45 4 15 30 2 7 0 0 0


花 き ・緑化植物 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0


熱帯 ・亜熱帯 作物 679 0 0 40 0 6 39 6 30 9 6 39 6 39 63 9 0 0 0 0 0


農蚕園芸房・ 5 ，516 0 6 88 2 2 8 6，174 0 6，17 4 6，174 6 ，174 12 5 6，049 3 ，853 83 3 0 0


麦類 33 0 50 0 8 75 0 7 5 75 75 0 75 13 46 0 0 0


l豆類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 5 0 0


いも類
l


1，882 0 1 05 0 0 1，987 0 1，98 7 1，987 1，987 0 1，987 1，826 0 0 0


雑穀 ・特用作物 1，333 0 87 0 1 1，419 0 1，419 1，419 1，419 0 1，＿419 7 09 5 7 0 0


牧草 ・飼料作物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0


果樹類
l


8 39 0 1 28 2 13 9 52 0 95 2 9 52 9 52 4 9 4′8 6 8 7 0 0 0


野菜類
l


3 64 0 88 0 5 4 47 0 44 7 4 47 4 4 7 5 2 3 95 2 22 6 1 10 0


花 き ・線化植 物 253 0 1 50 0 0 4 03 0 40 3 4 03 4 03 4 9 3 54 2 24 0 ・0 ．0


茶 704 0 80 0 0 7 84 0 78 4 7 84 7 84 0 7 84 86 0 0 0


Il
熱帯 ・亜熱帯作物 108 0 0 0 1 1 07 0 10 7 1 07 107 2 0 8 7 86 0 0 0


畜産局 367 0 0 0 0 36 7 0 36 7 36 7 3 67 0 36 7 0 2 3 9 0 0


lll
牧草 ・飼料作物 367 0 0 0 ・0 36 7 0 36 7 36 7 3 67 0 36 7 0 2 3 9 0 0


－
3
－







3）植物種類別機関別遺伝資源保存状況（平成4年度）
（平成5年3月31日現在）


植　　 物　　 名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種 子　 栄 養 体　 計 ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


コレクション


稲 （水 稲 ） 農 研 セ ン ター　 作 物 開発　　　 稲 育 法 研 1 ，74 0　 12 0　 1 ，8 60 1 ，86 0　　　　 0 0


〃 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 稲 育 研 28 4　　　 0　　　 2 84 28 4　　　　　 0 0


／1 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品 質　 米 品 質 評 価 50 0　　　 0　　　 5 00 50 0　　　　　 0 0


〃 生 物 研　　　　 放 育　　　　　 放 育 1 研 1 ，73 7　　 0　 1 ，7 37 2 0　 1 ，7 17 1 ，71 7


1／ 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　 植 探 研 4 ，52 4　　 0　 4 ，5 24 0　　 4 ，52 4 0


／1 北 農 試　　　　 作 物 開 発　　　 稲 育 種 研 3 1　　 0　　　 3 1 3 1　　　　 0 0


〃 東 北 農 試　　　 水 田利 用　　　 稲 育 種研 5 0　　　 0　　　 50 5 0　　　　　 0 0


〃 北 陸 農 試　　　 作 物 開発　　　 育 法 研 7　　　 0　　　　 7 7　　　　　 0 0


〃 北 陸 農 試　　　 作 物 開発　　　 稲 育 種研 4 2　　　 0　　　 42 4 2　　　　　 0 0


〃 中 国 農 試　　　 作 物 開発　　　 稲 育 研 33 7　　　 0　　　 3 37 14 3　　　 19 4 2 5


〃 九 農 試　　　　 水 田利 用　　　 耐 性 育 研 56 7　　　 0　　　 5 67 56 7　　　　　 0 0


〃 九 農 試　　　　 水 田利 用　　　 稲 育 種研 37 1　　 0　　　 3 71 37 1　　　　 0 0


稲　　　　 類 計 10 ，19 0　 12 0 10 ，3 10 3 ，87 5　　 6 ，4 35 1 ，74 2


えん 麦 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　 植 探 研 2　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0 ．


〃 北 農 試　　　　 作 物 開発　　　 麦 育 種研 5 7　　　 0　　　 57 5 7　　　　　 0 0
た るほ こむ ぎ（ェギ ロー 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　　 植 探 研 2　　　 0　　　　 2 0 ．　　　　 2 0
エ ゾ ム ギ属 九 農 試　　　　 水 田利 用　　　 耐性 育 法 研 0　　 3 7　　　 37 3 7　　　　　 0 0


カ モ ジ グサ 属 九 農 試　　　　 水 田利 用　　　 耐 性 育 法 研 0　　 3 8　　　 38 3 8　　　　　 0 0


1／ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 十勝 0　　 13　　　 13 0　　　　 13 13


コム ギ属 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　　 植 探 研 0　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


ラ イ小 麦 東 北 農 試　　　 作 物 開 発　　　 品 質 評価 研 3　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


ラ イ麦 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品質　 麦 品 質 評 価 0　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


〃 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　 植 探 研 1　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


小 麦 （マ カ ロニ 小 麦 ） 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品質　 麦 品 質 評 価 12 2　　　 0　　 1 22 12 2　　　　　 0 0


小 麦 （普 通 系 ） 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品質　 麦 品 質評 価 1 ，2 30　　 0　 1 ，2 30 1 ，23 0　　　　 0 0


1／ 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　 植 探 研 14 7　　　 0　　 147 0　　　 1 47 0


〃 北 農 試　　　　 作 物 開 発　　　 麦育 種 研 2 1　　 0　　　 2 1 2 1　　　　 0 0


〃 東 北 農 試　　　 作 物 開 発　　　 麦 育 種 研 3 8 3　　　 0　　　 3 83 36 1　　 ・22 0


〃 東 北 農 試　　　 作 物 開 発　　　 品質 評価 研 8 4　　　 0　　　 84 8 4　　　　　 0 0


〃 中 国 農 試　　　 作 物 開 発　　　 麦育 研 8 10　　　 0　　　 8 10 0　　　 8 10 3


〃 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 耐 性 育 法 研 7　　　 0　　　　 7 7　　　　　 0 7


〃 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 小 麦 育種 研 19 1　　 0　　 19 1 2 8　　　 16 3 0


大 麦 （六 条 ） 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 大 麦 育研 0　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


・〃 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品 質　 麦 品 質 評 価 20 1　　 0　　　 2 0 1 20 1　　　　 0 0


〃 生 物 研　　　　 遣 資 1　　　　 植 探 研 5 3　　　 0　　　 53 0　　　　 53 0


〃 東 北 農 試　　　 作 物 開 発　　　 麦育 種 研 2 1　　 0　　　 2 1 4　　　　 17 0


〃 東 北農 試　　　 作 物 開 発　　　 品 質 評価 研 5　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


1／ 四 国 農 試　　　 作 物 開 発　　　 畑 作 育研 8 5　　　 0　　　　 85 6 8　　　　 17 0


1／ 九農 試　　　　 水 田 利 用　　　 大 麦 育種 研 6 0 3　　　 0　　　 6 03 0　　　 6 03 0


大 麦 近 縁 種 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品 質　 麦 品 質評 価 0　　 9 4　　　　 94 94　　　　　 0 0


〃 四 国農 試　　　 作 物 開 発　　　 畑 作 育研 0　　 3 0　　　 30 3 0　　　　　 0 0


〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 雲 仙 0　　 6 2　　　 62 0　　　　 62 0


大 麦 近 縁 種 （む ぎ く さ） 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 耐 性 育 法 研 1　　　 0　　　　 1 1　　　　 0 0


二 条 大 麦 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品 質　 麦 品 質評 価 5 7　　　 0　　　 5 7 57　　　　　 0 0


〃 四 国 農 試　　　 作 物 開 発　　　 畑 作 育研 3 4　　　 0　　　 3 4 26　　　　　 8 0


〃 九農 試　　　　 水 田 利 用　　　 大 麦 育種 研 88 1　　 0　　　 8 8 1 0　　　　 8 8 1 0


麦　　　　 類 計 5 ，00 1　 2 74　 5 ，2 7 5 2 ，4 74　　 2 ，8 0 1 23


あ ず き 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 豆 類 育研 4 0　　　 0　　　　 40 40　　　　　 0 0


〃 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　　 植 探 研 24 5　　　 0　　　 2 4 5 0　　　 2 45 0


か わ らけ つ め い 属 植 物 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　 植 探 研 1　　 0　　　　 1 0　　　　 1 0


き まめ 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　　 植 探 研 3　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3 0


け つ るあ ず き 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　　 植 探 研 10 4　　　 0　　 10 4 0　　　 1 04 0


つ る あず き 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 豆 類 育研 5　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


－68－







植　　 物　　 名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種 子　 栄養体　 計 ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


つ るあず き 生物研　　　　 遺資研 1　　　 植 探研 40　　　　 0　　　 40 0　　　　 40 0


つ るまめ 農研 セン ター　 作物 開発　　　 豆類育研 40　　　　 0　　　 40 4 0　　　　　 0 0


1／ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 2　　　 へ0　　　　 2 0　　　　　 2 0


l／ 九農 試　　　 作物 開発　　 大豆 育研 53 ・　　 0　　　 53 5 3　　　　　 0 0


は っしょうまめ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


ひ よこまめ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 588　　　 0　　 由8 0　　　　 588 0


ベ にば ない んげ ん 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


らっかせい 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 13　　　 0　　 13 0　　　　 13 0


らっかせ い近縁種 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


りょくとう 農研 センター　 作物開発　　　 豆類育研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


／1 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 969　　　 0　　 969 0　　　 96 9 0


インゲ ン属植物 農研 センター　 作物開発　　　 豆類育研 1 ，8率　　 0 1，85 8 1，85 8　　　　 0 0


オオヤブ ツルア ズキ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 15　　　　 0　　 15 0　　　　 15 0


ハ マアズ キ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


ヒナアズ キ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 45　　　　 0　　　 45 0　　　　 45 0


ビ グナ属植 物 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


／1 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


モス ビー ン 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 12　　 ．0　　 12 0　　　　 12 0


ルービン（まだらはう～ 生物研　　　 遺資 1　　 l植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


大豆 農研 センター　 作物開発　　　 豆類育研 73　　　 0　　　 73 7 3　　　　　 0 0


1／ 生物研　　　　 放育　　　　　 放 育 1 研 70　　　　 0　　　 70 7 0　　　　　 0 0


／1 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探 研 1 ，660　　　 0 1，660 0　 1，66 0 0


1／ 東北農試　　　 作物開発　　　 成分 育法研 20　　　　 0　　　 20 2 0　　　　　 0 0


〃 東北農試　　　 作物開発　　　 大豆育研 89　　　　 0　　　 89 8 9　　　　　 0 0


〃 九農試　　　　 作物開発　　　 大 豆育研 35　　　 0　　　 35 3 5　　　　　 0 0


豆　　　　 類 計 5 ，999　　　 0　 5，999 2，29 3　　 3 ，70 6 0


か ん しょ 農研セ ンタ一　 作一　　　　　 甘 しょ育研 0　　 931　　 931 46 3　　　 46 8 10


／1 九農試　　　　 畑地利用　　　 甘 しょ交研 274　　　 70　　 344 17　　　 32 7 10 1


／1 九農試　　　　 畑地利用　　　 甘 しょ育研 0　　 840　　 840 79　　　 76 1 76 1


1／ 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 導入栽培研 0　　　 1　　　 1 0　　　　 1 0


1／ 種苗セ ンター　 農場　　　　　 雲 仙 0　　 439　　 439 0　　　 43 9 4 34


1／ 種苗セ ンター　 農場　　　　　 鹿児島 0　　 450　　 450 0　　　 45 0 29 4


ばれ い しょ 北農試　　　　 作物開発　　　 ばれい しょ 0 1 ，194 1，194 32 8　　　 86 6 4 80


1／ 種苗セ ンター　 農場　　　　　 北海道中央 0　　 167　　 167 0　　　 16 7 16 7


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 0　　 177　　 177 0　　　 17 7 1 77


〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 ‘ 0　　 185　　 185 0　　　 18 5 18 5


〃 種 苗セ ンター　 農 場　　　　　 十勝 0　　 186　　 186 0　　　 18 6 18 6


／1 種苗セ ンター　 農場　　　　　 上 北 0　　　 92　　　 92 0　　 ．92 92 ・


〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 嬬恋 0　　 153　　 153 0　　　 15 3 1 53


′J 種苗セ ンター　 農場　　　　　 八岳 0　　　 90　　　 90 ‘0　　　　 90 ら0


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 雲 仙 0　　　 48　　　 48 0　　　　 48 48


い　　 も　　 類 計 274　 °5 ，023　 5，297 8 87　　 4，410 3，178


あわ 農研 セ ンター　 作物開発　　 資作苛研 26　　　　 0　　　 26 13　　　　 13 0


〃 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 1‾12　　　　 0　　 112 0　　　 112 0


〃 四国農試　　　 作物開発　　　 資源作物 研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


い ぐさ 種 苗セ ンター　 農 場　　　　　 雲仙 0　　 189　　 189 0　　　 18 9 0


〃 種 苗セ ン．ター　 ‾農場　　　　　 知 覧 0　　 170　　 170 0　　　 17 0 0


えごま 農研 セ ンター　 作物開発　　　 資作 育研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


′1 生物 研　　　　 遺資 1　　　　 植探 研 46　　　　 0　　　 46 0　　　　 46 0


／1 東北農試　　　 作物開発　　　 資源 作育 研 48　　　　 0　　　 48 48　　　　　 0 0


きび 農研 セ ンター　 作物開発　　　 資作育研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


1／ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探 研 87　　　　 0　　　 87 0　　　　 87 0


〃 北農 試　　　　 畑生産　　　　 厳 寒地資研 5　　　　 0　　　　 5 0　　　　　 5 5


11 四国農試　　　 作物開発　　　 資源作物研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


こうぞ 中国農試　　　 企連　　　　　 業務 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0
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植　　 物　　 名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種子　 栄養体　 計
ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


こうぞ 種 苗センター　 農場　　　　　 金 谷 0　　 11　 ．11 0　　　　 11 0


こんに ゃ く 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 金 谷 0　　 18　　 18 0　　　　 18 0


ご ま 農研 センター　 作物開発　　　 資作育研 397　　　　 0　　 39 7 2 89 ‘　 10 8 0


1／ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 21　　　 0　　　 21 0　　　　 21 0


〃 東 北農 試　　　 作物開発　　　 資源作育研 3　　　　 0　　　　 3． 3　　　　　 0 0


さとうきび 生物研　　　 放育　　　　 照射法研 0　　 154　　 15 4： 15 4　　　　　 0 0


／1 九農 試　　　　 作物開発　　　 さ とう育研 0　　 277　　 27 7 7 7　　　　 200 2 00


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 0　　　 60　　 ニ60 60　　　　　 0 0


〃 種 苗センター　 農場　　　　　 鹿 児島 0　　 26 5　　 26 5 0　　 ‘26 5 2 40


〃 種 苗センター　 農場　　　　　 沖縄 0　　 32 9　　 32 9 0　　　　 329 3 29


さとうきび近縁種 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 0　　 ．9　　　 9 9　　　　　 0 0


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 沖縄 0　　 37　　 3・7 0　　　　 37 0


しこ くび え 農研 センター　 作物開発　　　 資作育研 78　　　　 0　　　 78 0　　　　 78 0


〃 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 145　　　 0　 1鱒 0　　　 145 ° 0


しそ 生物研　　　　 遣資 1　　　　 植探研 7　　　 0　　　 7． 0　　　　　 7 0


しそ属植物 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


じゅずだ ま 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 2　　　 0　　 2°‾ 0　　　　　 2 0


じょち ゅうぎ く 種苗 センター　 農場　　　　　 北海道 中央 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 4


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 知覧 0　　　 47　　　 47 0　　　 47 0


せんにんこく（ひもげ～ 農研 センター　 作物 開発　　　 資作育研 11　　　 0　　 11 2　　　　　 9 0


〃 生物研　　　　 遺資研　　　　 植探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


〃 四国農試　　　 作物 開発　　　 資源作物研 9　　　　 0　　　　 9 9　　　　　 0 0


そば ‘農研 センター　 作物 開発　　　 資作育研 13　　　 0　　 13 13　　　　　 0 0


〃 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 113　　　　 0　　 11 3 0　　　 11 3 0


〃 北農試　　　　 畑生産　　　　 厳寒地資研 50　　　　 0　　　 50 30　　　　 20 20


ち ょま 種苗セ ンター　 農場　　　　　 金谷 0　　 17 3　　 17 3 0　　　 17 3 0


てん さい （多胚 ） 北農試　　　　 畑生産　　　　 てん育法研 764　　　 0　　 76 4 6 9 3　　　　 71 0


〃 北農試　　　　 畑生産　　　　 てん育種研 595　　　　 0　　 59 5 5 5 7　　　　 38 0


てんさい （単胚 ） 野菜茶試　　　 野菜 育　　　　 育 4 研 7　　　　 0 °　　　 7 7　　　　　 0 0


1〃 北農試　　　　 畑生産　　　　 て ん育法研 44　　　　 0　　　 44 4 4　　　　　 0 0


とろろあおい 中国農試　　 企連　　　　 軍務 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


なたね 生物研　　　　 細育　　　　　 ヘ テロ研 35　　　　 0　　　 35 35　　　　　 0 0


1／ 生物研　　　　 遣 資 1　　　　 植探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3 0


／1 東北農試　　　 作物 開発　　　 資源作行研 43　　　　 0　　　 43 4 3　　　　　 0 0


は とむ ぎ 農研 センター　 作物 開発　　　 資作育研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


〃 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


ひ まわ り 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


みつ また 中国農試　　　 企連　　　　　 業務 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 金谷 0　　　　 9　　　　 9 0　　　　　 9 0


イ ン ドたいぬび え 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


イン ドび え 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 16　　　　 0　　 16 0　　　　 16 0


カシア 生物研　　　　 遣 資 1　　　　 枯探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


カポ ック 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


キ ノア 四国農試　　　 作物 開発　　　 資源作物研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0


ダ ッタ ンそば 農研セ ンター　 作物 開発　　　 資作育研 85　　　　 0　　　 85 6 1　　　　 24 0


〃 生物研　　　　 遊 資 1　　　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


ヒエ属植 物 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


ヒユ 属植 物 生物研　　　 遺 資 1　　　 植探碗 12　　　　 0　　 12 0　　　　 12 0


栽 培ひえ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 15　　　　 0　　 15 0　　　　 15 0


〃 四国農試　　 作物 開発　　 資源作物研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
日本は っか 北農試　　　　 畑生産　　　　 厳寒地資研 0　　　　 0　　 ．0 0　　　　　 0 0


〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 0　　 13 6　　 13 6 0　　　 13 6 13 6


〃
種苗も ンター　 農場　　　　 知覧 ． 0　　　 31　　 31 0　　　　 31 0


雑穀 ・特用作 物 ・＿計 2 ，837 1，92 1 4，75 8． 2，17 5　　 2 ，58 3 9 3 4


あか クロ －バ 生物研　　　 遺 資 1　　　 植探研 ‘1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


〃！ 草地試　　　　 育種 ・　　　　 育 材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


J／ 北農試　　　　 地域 基盤研　　 適応生態研 7 ・　　 O　　　　 r7 7　　　　　 0 0
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植　　 物　　 名 機　　関 ・部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種子　 栄養体　 計
ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


あか クローバ 北農 試　　　　 飼料 資源　　　 マ メ科牧研 397　　　 0　　 397 3 97　　　　　 0 0


うまごや し 草地 試　　　　 育種　　　　　 育材研 17　　　 0　　 17 0　　　　 17 5


えん麦 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 249　‾　　　 0　　 249 2 46　　　　　 3 3


かぶ 北 陸農 試　　　 水 田利 用　　　 飼料作物研 12　　　　 0　　 12 12　　　　　 0 0


か らすの えん ど う 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 6　　　 0　　　 6 6　　　　　 0 0


ぎんねむ 草 地試　　　　 育種　　　　　 育材研 17　　　 0　　 17 1 7　　　　　 0 0


くさねむ 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研一 r l　　　 O　　 ll 0　　　　 1 ． 0


〃 草 地試　　　　 育種　　　　　 育材研 2　　　 0　　　 2 2　　　　　 0 0


くさねむ類 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 °1 0　　　　 1 0


しこくび え 草地 試　　　 育種　　　　 育 2 研 74　　　　 0　　　 74 5 0　　　　 24 0


しろ クローバ 北農 試　　　　 地域 基盤研　　 適応生態研 15　　　　 0　　 15 1 5　　　　　 0 0


〃 北農 試　　　　 飼料 資源　　　 や メ科牧研 46　　　　 0　　　 46 4 6　　　　　 0 0


〃 東北農 試　　　 草地　　　　　 牧草育種研 779 ． 13 4　°　 91 3＿ 63 5　　　 278 5 6


すす き ・ 家 畜セ ンター　 熊本牧 場　　　 熊本牧場 ・0　　 17　　 °1l7 0　　　　 17 0


ちか らしば 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 ‘1．　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


ちか らしば類 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 2　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 2 0


とうもろこし 農研 セ ンター　 作物 開発　　　 資作育研 3　　　 0　　　 3 3　　　　 ．0 0


〃 ・生物研　　　　 細育　　　　　 ヘ テロ研 75　　　　 0　　　 75 7 5　　　　　 0 0


〃 生物研　　　　 放育　　　　　 放育 ．1 研 91 ・　　 0　　　 91 9 1　　　　 0 0


〃 〃′J〃


生物研　　　　 遣 資 1　　　 植探研 ・489　　　　 0　　 48 9 0　　　　 489 0


草 地試　　　　 育種　　　　　 育 2 研 649　　　　 0　　 64 9 51 6　　　 133 5 8


北農 試　　　　 地域 基盤研　　 適応生態研 4　　　　 0　　　　 4 4 ．　　　 0 0


〃 北農 試　　　　 飼料 資源　　　 飼作育研 186　　　 0　 18 6 9 3　　　　 93 0


〃 四国農 試　　　 作物 開発　　　 資源作物研 1　　 0　　 1： 1　　　　 0 0


〃 九農 試　　　　 畑地 利用　　　 飼料作育研 462　　　　 0　　 46 2 37 2　　　　 901－ 0


の しば 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 ・ 0 1 ，049 1，04 9 0　 1，04 9 0


〃 東北農 試　　　 草地　　　　　 牧草育種研 405 1　 337　　 74 2 74 2　　　　　 0 0


〃 家 畜セ ンター　 熊本牧 場　　　 熊本牧場 0　　 132　　 13 2 0　　　 13 2 0


ひめおに ささが 生 物研　　　　 遺 資 ・1．　　　 植探研 1－　　　 0　　 1－ 0　　　　 1 0


ふ じまめ 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


ほ うきぎ類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


みや こ ぐさ 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 56　　 15　　　 71 56　　　　 15 0


〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 9　　　　 0　　　　 9 9　　　　　 0 0


むらさきちょうまめも～ 生 物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


〃 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 2 1　　 0　　 12 2　　　　　 0 0


め どは ぎ 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 49　　　 0　　　 49 49　　　　　 0 0


〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 13 1　　 0　　　 ＿13 13　　　　　 0 0


や はずそ う 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 ． 11 1　　　 0　　 11 1 1 11　　　　 0 0


れんげ 草地試　　　 育種　　　　 育材研 25　　　 0　　　 25 0　　　　 25 10


〃 北陸農試　　　 水 田利用　　　 ＿飼 料 作物研 10　　　 0　　 10 10　　　　　 0 0


ア カシア類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 8　　　 0　　　 8 8　　　　　 0 1 0


アナ ギ リス 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1．　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


ア メランキエ ル顆 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


アルフ ァルファ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 4 ・　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


／〃 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 40　　　 0　　 40 40　　　　　 0 0


〃 草地試　　　 育種　　　　 育材研 20　　　　 0　　　 20 20　　　　　 0 0


〃 草地試　　　　 育種　　　　　 育工研 ．10　　　 47　　　 57 57　　　　　 0 0


／1 北農試　　　　 地域基盤研　　 適 応生態研 2　　　　 4　　　　 6 ． 6　　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 飼料資源　　　 マ メ科牧研 531　　 30　　 56 1 5 6 1　　　　 0 0


11 家畜セ ンター　 十勝牧場　　　 十勝 牧場 0　　　 30　　　 30 0　　　　 30 0


イタ リアンライ グラス 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1研 55 ．　　 0　　　 55 3 0　　　　 25 3


11 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 140　　　　 0　　 14 0 12 5　　　　 15 5


／1 草地試　　　　 育種　　　　　 育工 研 40　　　 47　　　 87 8 7　　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 地域基盤研　　 適応生態研 108　　　 0　　 10 8 10 8　　　　　 0 0


1／ 北陸農試　　　 水 田利用　　　 飼料作物研 237　　　 0　　 23 7 23 3　　　　　 4 0


イネ科 北農試　　　　 飼料資源　　　 マ メ科牧研 94　　　　 0　　　 94、 94　　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 飼料資源　　　 イネ科牧研 83 ・　 38　　 12 1 12 1　　　　 0 0


〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 5 ，埠4　　 80　 5，63 4 5，63 4　　　　 0 0


エ ニシダ類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 5 ＿　　　 0　　　　 5 5　　　　　 0 0
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コレクション　コレクション
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オー チャー ドグラス 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 5　　　 0　　　 5 ‘0　　　　　 5 0


〃
草地 試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 955 1，90 1 2，85 6 2 ，76 6　　　　 90 5


〃 草地 試　　　　 育種　　　　　 育工研 0　　　 6　　　 6 6　　　　　 0 0


〃 北農 試　　　　 地域基盤研　　 適 応生 態研 47　　 17　　　 64 6 4　　　　　 0 0


〃 北農 試　　　　 飼料資源　　　 イネ科牧研 421　 66 7 1，08 8 1，00 4　　　　 84 0


／1 家畜 センター　 十勝牧場　　　 十勝牧場 0　　　 60　　　 60 0　　　　 60 0
カ リブ スタイロ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


キ クユ グラス 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 2　　　 0　　　 2 0　　　　　 2 0
ギニア グラス 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 9　　　 0　　　 9 0　　　　　 9 0


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 142　　　 20　　 162 162　　　　　 0 0
クローバ近縁種 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 6　　　 0　　　 6 0　　　　　 6 0


〃
東北農試　　　 草地　　　　　 牧草育種研 290　　　 0　　 290 2 59　　　　 31 0


グリーンリーフデスモ～ 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


〃 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0
ケンタッキーブルーグ～ 家畜セ ンタ一　 戸勝牧場　　　 十勝牧場 0　　　 84　　　 84 0　　　　 84 0
コワニア類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
シー プフェス ク 北農試　　　　 地域 基盤研　　 適応生態研 16　　　 0　　 16 16　　　　　 0 0


ジ ョジ ョバ 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
ジ ョンソン グラス 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 6　　　 0　　　 6 0　　　　　 6 0
スー ダングラス 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 16　　　 0　　 16 0　　　　 16 0
スイー トピッティドグ～ 生物研　　　　 遣 資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0
スタイザンテス類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 10　　　 0　　 10 10　　　　　 0 0
ス ミログ ラス 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 6　　　 0　　　 6 6　　　　　 0 0
セタ リア 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 6　　　 0　　　 6 0　　　　　 6 0
ソ リチャ類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0
ソル ガム（もろこし） 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 114　　　 0　　 114 0　　　 114 0


〃 草地 試　　　　 育種　　　　　 育 2 研 39 6　　　 0　　 369 3 26　　　　 70 0


〃 北農 試　　　　 地域基盤研　　 適 応生態研 18　　　 0　　 18′ 18　　　　　 0 0


〃 中国農 試　　　 作物開発　　　 育工研 2．86　　　 0　　 286 0　　　　 286 7 7


〃 四国農 試　　　 作物開発　　　 資源作 物研 8　　　　 0　　　　 8 8　　　　　 0 0


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0
チモシー（おおあわが～ 北農 試　　　　 地域基盤研　　 適 応生態研 43　　　 0　　　 43 43　　　　　 0 0
チ ャメキテ ィスス 草地 試　　　　 育種　　　　　 育材研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0
デ ィジタ リア 生物検　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


／1 生物検　　　　 遣資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


トール フェスク 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 10　　　 25　　　 35 3 5　　　　　 0 0


〃 草地試　　　　 育種　　　　　 育工研 0　　 348　　 34 8 34 8　　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 地 域基盤研　　 適応生 態研 144　　　　 0　　 14 4 14 4　　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 飼料 資源　　　 イネ科牧研 62　　 520　　 58 2 57 5　　　　　 7 0


〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 877 1，974　 2，85 1 2，80 2　　　　 49 1 3


／1 家畜セ ンター　 十勝牧 場　　　 十勝牧場 0　　　 30　　　 30 0　　　　 30 0


ヌス ビ トハギ属 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 4　　　　 0　　　 －4 4　　　　　 0 0
ネ ピア グラス 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 7　　　 0　　　　 7 7　　　　　 0 0
ハ イブリッドライグラス 北陸農試　　　 水 田利用　　　 飼料作物研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


ハ マアカザ類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 2　　　 0　　　 2 2　　　　　 0 0
バ ヒア グラス 家畜セ ンター　 熊本農場　　　 熊本農場 0　　 10　　 10 0　　　　 10 0


パールミレット（とう～ 生物研　　　　 遣 資 1　　　 植探研 65　　　 0　　　 65 0　　　　 65 0


パスパ ラム 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


1／ 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


ノヾ ニカム 草地試　　　　 育種　　　　　 育 2 研 12 5　　　 0　　 12 5 8 7　　　　 38 0


〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 10　　　　 0　　 10 10　　　　　 0 0


1／ 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 3，375　 12 7　 3，50 2 3 ，22 1　　　 28 1 2


パ ンパ スグラス 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0
ブ ッフェルグラス 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 ・ 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


プ ルシア類 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
ペ レニアルライグラ ス 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 153　　 52 1　　 67 4 14 6　　　　 528 20


マ オウ類 草 地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
マ メ科 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 38　　　　 0　　　 38 3 8　　　　　 0 0
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植　　 物　　 名 機　　 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種 子　 栄養体　 計
ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


マ メ科 元鹿 試　　　 地域基盤研　 適応生態研 1‾　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


〃 北農 試　　　　 飼料 資源　　　 マ メ科牧研 330　　　 0　　 330 3 30　　　　　 0 0


1／ 東北農 試　　　 草地　　　　　 牧草育種研 14　　　 0　 ．．14 14　　　　　 0 0


〃 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 15　　　 0　　 15 15　　　　　 0 0


〃 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 222　　　 0　　 222 2 22　　　　　 0 0


メ ドウフェスク 北農 試　　　　 飼料 資源　　　 イネ科牧研 109　　 27 4　　 383 3 05　　　　 78 0


ヨモ ギ類 草地 試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


レス クグラス 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 59　　　 0　　　 59 59　　　　　 0 0


レッドトップ （こぬ か～ 北農 試　　　　 地域基盤研　　 適応生態研 5　　　　 0　　　　 5 5　　　　 ‾0 0


レッ ドフェ スク 北農 試　　　　 地域基盤研　　 適応生態研 82　　　 0　　　 82 82　　　　　 0 0


ローズ グラス 草地　　　　　 育種　　　　　 育 2 研 114　　　 0　　 114 94　　　　 20 0


〃 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 996　 14 1 1 ，137 ．‾　996　　 14 1 1


′／ 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 一作育研 23 －　　　 0　　　 23 23　　　　　 0 0


ロ トノニス 草地 試　　　 ‘育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


永年性 ヒエ（＿ヒエ近縁～ 草地 試　　　　 育種　　　　　 育材研 0　　　　 9　　　　 9 9　　　　　 0 0


熱帯 くず 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植 探研 3　　　　 0　　　　 3 0　　　　　 3 0


′／ 草地 試　　　　 育種　　　　　 育材研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0 ．


八丈すす き 家畜 セン ター　 熊本牧場　　　 熊本牧場 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 0


牧草 ・飼料作物 計 20，89 1・・8 ，698 29 ，589 25 ，003　　 4，58 6 2 58


あけび 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 10　　 10 10　　　　　 0 0


いち じく 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 10　　 10 10　　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 口之津　　　　 育研 0　　　 50　　　 50 0　　　　 50 50


いち ょう 果樹 試　　 ．育種　　　　 育 2r研 0　　　 6　　　 6 0　　　　　 6 6


うめ 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 3 研 0　　　 45　　　 45 10　　　　 35 22


〃 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 一 0 ．　　 0　　　 0 0　　　　　 0 0


〃 種苗 セン ター　 農場　　　　　 雲仙 0　　 100　　 100 0　　　 10 0 79


お うとう 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　 40　　　 40 40　　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　 128　　 128 93　　　　 35 4


か き 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0 ．　 2　　　 2 2　　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 安芸津　　　　 育研 0　　 41 2　　 41 2 59　　　　 353 2 54


か りん 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


／J 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


きいちご（もみ じいち～ 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　 11　　 11 3　　　　　 8 8


〃 北農 試　　　　 作物開発　　　 果樹研 0　　　　 5　　　　 5 3　　　　　 2 2


くだ もの とけい 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 15　　 15 15　　　　　 0 0


く　り 菜種 試　　　 育種　　　　 育 2 研 0　　 14 1　 14 1 5 2　　　　 89 76


〃 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


／1 種苗 セン ター　 育種　　　　　 嬬恋 0　　 12 7　　 12 7 0　　　 127 12 7


くるみ類 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 17　　 17 1‘7　　　　　 0 0


1／ 果樹 試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　　 48　　　 48 4 1　　　　 7 7


〃 種苗 セン ター　 農場　　　　　 上北 0　　　 31　　 31 0　　　　 31 1 1


くるみ類 種苗 セン ター　 農場　　　　　 八岳 ‾ 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


ぐみ類 生物研　　　　 遣 資‾1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


〃 ・ 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 19 9　　 19 9 19 9　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　　　 7　　　　 7 3　　　　　 4 0


さん ざし 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 15　　 15 1 5　　　　　 0 4


ざくろ 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　 45　　　 45 4 5　　　　　 0 0


せ い ような し 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 2 研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


／1 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　 22　　　 22 2 2　　　　　 0 0


果樹 試　　　　 盛 岡 r　　　　　 育研 0　　　 36　　　 36 3 1　　　　 5 5


その他 かん きつ類雑種 生物研　　　　 放育　　　　　 法育 2 研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 18 3　　 18 3 18 3　　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 興津　　　　　 育 1 研 0　　 33 3　　 33 3 7　　　　 326 18 2


／1 果樹 試　　　　 興津　　　　　 育 2 研 0　　 39 1　　 39 1 2 4　　　　 367 3 2


J／ 果樹 試　　　　 安芸 津　　　　 育法研 0　　　 32　　　 32 3 2　　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 口之 津　　　　 育研 0　　　 49　　　 49 6　　　　 43 3 1
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植　　 物　 ．名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室
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コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


その他かん きつ類雑種 種苗 セン ター　 農場　　　　　 雲仙 0　　　 41　　 4rl 0　　　　 41 19


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 鹿 児島 0　　　 91　　 91 2　　　　 89 30


／1 種苗 セン ター　 農場・　　　　 沖縄 0　　　 63　　　 63． 1　　　　 62 28


なつめ 果樹 試　　　　 育種　　　 ．育 4 研 0　　 18　　 18 18　　　　　 0 0


〃 果樹 試　　　　 興津　　　　　 育 2 研 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 4


にはんす もも 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育・3 研 0　　 20 5　　 20 5 8 0　　　 125 1 14


〃 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 ・ 0　　　 33　　　 33 33　　　　　 0 0


にはんや まなし 生物研　　　　 放育　　　　　 放育 2 研 0 ．　 1　　　 1 1　　　　 0 0


にはんや まなし 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 2 研 0‾　 12 6　 12 6 8 9　　　　 37 26


〃 果樹 試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 ・8　　　 1　　　 1． 1　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 作物開発　　　 果樹研 8 ・－　 17　　 17 8　　　　　 9 9


の もも 果樹試　　　　 育種 一　　　　 育 3 研 0　　　 21　　 21－ 18　　　　　 3 3


はん じろう（グアバ） 果樹試　　　　 育種「　　　　 育 4 研 0　　 13　　 13 1 3　　　　　 0 0


びわ 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0 1　 37　　　 37 3 7　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 興 津　　　　　 育 1 研 ． 0　　 18　　 181 0　　　　 18 15


〃 種苗 セン ター　 農 場　　　　　 鹿 児島 0　　 16　　 16° 1　　　 15 112


ほんあんず 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 3 研 0 ・　 12 3　　 12 3 3 9　　　　 84 73


〃 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　 39　‾　　39 3 9　　　　 0 0


もも 生物研　　 ．放 育　　　　　 放育 2 研 0　　　　 4　　　　 4 4　　　　　 0－ 0


〃 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 3 研 0　　 38 2　　 38 2 15 2　　　　 230 112


〃
果樹試　　　 育種　　　　 育 4潮 0　　　 30　　　 30 3 0　　　　　 0 0


車 ま もも 果樹試　　　 育種　　　　 育 4 研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 興 津　　　　　 育 2．研 0　　 15　　 15 1 0　　　　　 5 4


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 雲仙 0　　 11　　 11 0　　　　 11 11


りんご 生物研　　　　 放育　　　　　 放育 2 研 0　　 18　　 18 1 8　　　　　 0 0


／1 果樹試　　　　 育種 ・　　　 育 4 研 0　　 15 3　　 15 3 15 3　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　 67 9　　 67 9 18 9　　　 49 0 2 94


〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 北海道 中央 0　　 91　　 9i 0　　　　 91 64


〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 上北 0　 38 1　 38 1 0　　　　 381 3 06


れ い し 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　　 7　　　　 7 7　　　　　 0 0
オ リー ブ 果樹試　　　　 興津　　　　　 育 2 研 0 －　　　30　　　 30 0　　　　 30 30


キウイフルー ツ 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 0　　　　 2　　 ・2 1　　　　 1 1


〃 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　　 3　　　　 3 3　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　 安芸 種　　　 育研 0　　　 35　　　 35 2 2　　　 13 9


セ イヨウす ぐり 果樹箪　　　 育種　　　　 育 4 研 0　　 12　　 12 1 2　　　　　 0 0


11 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　　　 4　　　　 4 0　　　　　 4 4


〃 北農試　　　 ．作物 開発　　　 果樹研 0　　　　 2　　　　 2 1　　　　 1 1


チ ェ リモヤ 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 ． 0　　　 55　　　 55 5 5　　　　　 0 0


フェイジ ョア 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 13　　 13 1 3　　　　　 0 0


マル メロ 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　　 5　　　　 5 5　　　　　 0 0


／1 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　　 7　　　 ＿7 6　　　　　 1 1


ヨー ロ ッパ ぶ どう 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　　 94　　　 94 9 4　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 安芸津　　　　 育研 0　　 64 0　　 64 0 15 7　　　　 483 3 43


ローブッシュブルーベ リ 果樹試　　　　 育種　　　　　 育 4 研 0　　 13　　 13 1 3　　　　　 0 0


〃 果樹試　　　　 盛 岡　　　　　 育研 0　　　 36　　　 36 10　　　　 26 26


〃 北農試　　　　 作物 開発　　　 果樹研 0　　　　 6　　　　 6 6　　　　　 0 0


果　　　　 樹 計 1 1 6，117　 6，118 2，27 5　　 3 ，84 3 2 ，4，39


あ さつ き 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 品質評価研 4　　　 1　　　 5 5　　　　　 0 0


あれ ち うり 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


い ちご 野菜茶試　　　 盛 岡　　　　　 育 2 研 0　　 22 1　　 22 1 0　　　　 221 0


〃 ・ 野草茶試　　 久留米　　　 育 2 研 ・ 48 …　一　308　　 35 6 12 1　　　 23 5 2 06


〃
種 苗セ ンタ一　 農場　　　　 後志 0　　　　 6　　　　 6 0　　　　　 6 ‘6


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 八岳 ． 0　　 12 0　　 12 0 0　　　 12 0 94


いんげ んまめ 生物研　　　　 ＿遣資 1　　　　 植探研 786　　　　 0　　 78 6 0　　　　 786 0


1／ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 1 研 ． 42　　　　 0　　　 42 4 2　　　　　 0 0


！1 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


〃 熱研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 340　　　　 0　　 34 0 34 0　　　　　 0 0
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うい きょう 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 一 ニ3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


えん どう 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 14才　　　 0　 147 －． 0　　　 147 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 r2　　　　 0　　　 ‾2 2　　　　　 0 0


お くら 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


／1 野菜茶 試　 ．野菜育　　　　 育 4 研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


1／ 野菜茶 試　　 一久留米　　　　 育 1 研 r 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


〃 熟研　　　　　 沖縄 ．　　　　 導入栽培研 8　　　　 0　　　　 8 1　　　　 7 7


かぶ 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 ‘1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4‘研 14 8　　　　 0　　 148 ＿－ 110　　　　 38 0


か らしな 生物研　　　　 遺 資‾1　　　　 植探研 ・ 6 －　　　 0　　　　 6 ‘ 0　　　　　 6 0


！／ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 甘研 ‘・ 208　　　　 0　　 208 47　　　 16 1 0


きゅ うり 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 44 9　　　　 0　　 449 3 24　　　 12 5 2


きゅ うり 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育 1．研 ・ 96　　　 0　　 ニ　96 0　　　　 96 0


きゅ うり属植物 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2・研 ・ 166 、　　 0　　 166 ．166　　　　　 0 0


こ しょうそ う 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


ざさげ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 1，21 7　　　 0 1 ，217 0　 1，2117 0 1


／1 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


〃 熱研　　　　　 沖縄　　　　　 導入栽培研 12　　　　 0　　　 12 0　　　　 12 12


さ とい も 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 1 研 0　 195　 195 1 95　　　　　 0 0


〃 種苗 センタ→　 農場　　　　　 知 覧 0　　 112　　 112 0　　　 112 1 12


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 沖縄 0　　　 38　　　 38 0　　　　 38 0 ＿


しそ　〃 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


しゅん ぎ く 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 8 ・　　 0　　　　 8 8　　　　　 0 0


しょうが 野菜茶試　　　 久留米　　　　 育 2‾研 0　　　 45　　　 45 0　　　　 45 0・


しろが らし 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


すいか 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 6　　　 0　　　 6 0　　　　　 6 0


〃 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 13 4　　　　 0　　 134 1 34　　　　　 0 0


〃 野菜茶試　　　 久留米　　　　 育 1 研 17　　　　 0　　 17 17　　　　　 0 0


す いぜ ん じな 種苗セ ンター　 農場　　　　　 沖縄 一° 0．　　 1　　　 1 0　　　　 1 0


せ り 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 ‘ 1　　　 0　　　 1 1〃　　　　 0 0


そ・らまめ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 94　　　　 0　　　 94 0　　　　 94 0


1／ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 1 研 3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0 ．


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作育研 74　　　　 0　　　 74 74　　　　　 0 0


たかな 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研＿ 14　　　　 0　　 14 ． 11　　　　 3 0


たまね ぎ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


〃 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1‘ 1　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 作物開発　　　 野菜研 149　　　　 0　　 149 1 44　　　　　 5 0


だいこん 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 13　　　　 0　　 1‾3 0　　　　 13 0


／1 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 33 8　　　　 0　　 338 1 63　　　 175 0（


だい じょ 種苗セ ンター　 農場　　　　　 沖縄 0 －　　　 7　　　　 7 0　　　　 ‾7． 0


つ けな （なたね類） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研　 ‾ 293　　　　 0　　 293 1 70　　　 123 0


つ けな （ひさごな類 ） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 19 ．　 0　　 19 14　　　　　 5 0


つ けな （みず な類 ） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 15　　　　 0　　　 15 15　　　　　 0 0


つ けな （在来菜種類 ） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 3　　　　 0　　　　 3 2　　　　　 1 ‘1


つ けな （小松薬類） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 27　　　　 0　　　 27 27　　　　　 0 0 ・


つ けな （体薬類 ・某心 ）・ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 67　　　　 0　　　 67 30　　　　 37 0


つ けな （体薬類 ） 野菜茶試 二　　 野菜育　　　　 育 4 研 11 0　　　　 0　　 110 62　　　　 48 2


つ けな （非結球性 山菜） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 44　　　　 0　　　 44 4 1　　　　 3 0


つ るれい し（にが うり） 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 16 2　　　　 0　　 162 1 62　　　　　 0 0


とうが らし 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 6　　　　 0　　　　 6 0　　　　　 6 0


1／ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 1，60 7　　　 0　 1，607 1 ，482　　　 125 40


とうが らし近縁種 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 17 7　　　　 0　　 177 175　　　　　 2 0


とうがん 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 28　　　　 0　　　 28 28　　　　　 0 0


なす 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 612　　　　 0　　 612 4 10　　　　 202 55


なす近 縁種 野菜奈試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 75＿7　　　　 0　　 757 6 99　　　　 58 25


なたね属植 物 生物研　　　　 遺資 1・r・　　　 植 探研 1－　°　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


にがな 種苗セ ンター　 農場　　　　　 沖縄 0　　　　 2　　　　 2 0　　　　　 2 0


にん じん 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 1‾　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0
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植　　 物　　 名 機　　 関 ・ 部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種子　 栄養 体　 計 ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


にん じん 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 17　　　 0　　 17 17　　　　　 0 0


1／ 北農試　　　　 作物開発　　　 野菜研 48　　　 0　　　 48 4 8　　　　　 0 0


にんに く 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 品質評価研 0　　 108　　 108 9 7 ．・　　 11 0


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 導入栽培研 0　　　 1　　 1 0　　　　 1 0


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 八岳 0　　　 20　　　 20 10　　　　 10 1 0


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 雲 仙 0　　　 20　　　 20 0　　　　 20 0


ね ぎ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


〃 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 品質評価研 39　　　　 2　　　 41 9　　　　 32 0


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 導入栽培研 0　　　　 2　　　　 2 0　　　　　 2 0


は くさい 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 32　　　 0　　　 32 0　　　　 32 0


／1 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育・4 研 41 5　　　 0　　 415 22 1　　 194 6 3


ひゆな 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 3　　　 0　　　 3 3　　　　　 0 0


ふ じまめ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 9　　　 0　　　 9 0　　　　　 9 0


ふ だんそ う 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2　　　 0　　　 2 2　　　　　 0 0


へ ちま 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 10 4　　　 0　　 104 10 4　　　　　 0 0


ベ にばないんげん 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 1 研 18　　　 0　　 18 18　　　　　 0 0


ほ うれ んそ う 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 3　　　 0　　　 3 0　　　　　 3 0


／J 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 34　　　 0　　　 34 3 4　　　　　 0 0
ま くわ うり 生物研 ・　　 遺資 1　　　 植 探研 2　　　　 0　　　　 2 0．　　　　 2 0


みつば 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 4　　　　 0　　　　 4 4　　　　　 0 0


め キャベ ツ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 17　　　 0　　 17 17　　　　　 0 0


や まの い も 野菜拳 試　　 野菜育　　　 種 苗工研 0　　　 20　　　 20 2 0　　　　　 0 0


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 雲 仙 0　　　 46　　　 46 0　　　　 46 0


〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 沖縄 0　　　 47　　　 47 2 4　　　　 23 0


ゆ うがお 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 12 8　　　 0　　 128 1 18　　　　 10 0


17 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育 1研 40　　　 0　　　 40 0　　　　 40 0


らっきょ う 種 苗セン ター　 農場　　　　　 雲仙 0　　 10　　 10 0　　　　 10 0
わけ ぎ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 品質 評価研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


／1 種 苗セン ター　 農場　　　　　 雲 仙 0　　 18　　 18 18　　　　　 0 0


アスパ ラガス 北農 試　　　　 作物開発　　　 野菜研　 し 30　　 16　　　 46 45　　　　　 1 0


イ ノン ド 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 11　　　 0　　 11 11　　　　 0 0
エ ンタやイブ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2　　 ．0　　　　 2 2　　　　　 0 0


カ リフラワー 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 74　　　　 0　　　 74 47　　　　 27 0


キ ク科 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 3　　　　 0　　　　 3 3　　　　　 0 0


キャベ ツ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　　　 4 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 21°3　　　 0　　 213 75　　　 138 1


ク ミン 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探 研 9　　　 0　　　 9 0　　　　　 9 0


ケール 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 39　　　 0　　　 39 38　　　　　 1 0


コエ ン ドロ 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　　 1 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 6　　　 0　　　 6 6　　　　　 0 0
ジュ ウジバナ科 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 18 4　　　　 0　　 184 1 29　　　　 55 1
スイバ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


セ リ科 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


セ ロリー 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 6　　　 0　　　 6 6　　　　　 0 0
チ コリー （きくにが な） 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 12　　　　 0　　 12 12　　　　　 0 0
トマ ト 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 7　　　　 0　　　　 7 0　　　　　 7 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 1，16 6　　　 0 1 ，166 9 57　　　　 209 60


〃 野菜茶 試　　　 盛岡　　　　　 育 1 研 1，06 0　　　 0 1 ，060 4 44　　　　 616 28


〃 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育 1研 15 0　　　 0　　 150 8 1　　　　 69 10


トマ ト近縁種 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 10 0　　　 0　　 100 70　　　　 30 20
ネギ属 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0 0


バー ジニア いちご 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0 ‘


バジル 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


パセ リ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 15　　　 0　　 15 15　　　　　 0 0
ヒルガ オ科 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0


ピーマ ン 野菜茶 試　　　 久留米　　　 育 1研 7　　　　 0　　　　 7 ‘1　　　　 6 0


ブ ロッコ リー 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 87　　　 0　　　 87 9　　　　 78 0


ペ ポかぼ ちゃ 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育 1研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0
マルハ ダイオウ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 0
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植　　 物　　 名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種 子　 栄 養体　 計
ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


メロン 生物研　　　　 遺 資 1　　　　 植探研 4　　　　 0　　　　 4 0　　　 4 0


〃 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 52 1　　　 0　　 52 1 37 2　　　 149 5


〃 野菜茶 試　　　 久留 米　　　　 育 1 研・ 27 2　　　　 0　　 272 13 9　　　 13 3 3


レタス 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 6　　　　 0　　　　 6 6　　　　　 0 0


〃 野菜茶 試　　　 盛 岡　　　　　 育 2 研 23 7　　　 0　　 23 7 12　　　　 225 0


レンズまめ 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植探研 37　　　　 0　　　 37 0　　　　 37 0


三尺 ささげ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 1 研 1　　　 0　　　 1 1　　　　 0 rO


〃 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 導入栽培研 8　　　　 0　　　　 8 0　　　　　 8 8


西洋かぼ ちゃ 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育 1 研 0　　　 0　　　 0 0　　　　　 0 0


日本かぼ ちゃ 生物研　　　　 遺資 1　　　 植探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


1／ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 42 9　　　 0　　 429 39 0　　　　 39 0


〃 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育 1 研 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


野　　　　 菜 計 14，12 9 1，366 15 ，495・ 8，89 2　　 6 ，60 3 77 1


いそ ぎ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　 33　　　 33 2 8　　　　　 5 1


いわ ざ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 6　　　　 6 6　　　　　 0 0


えぞの よもぎぎ く 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


おお しまの じぎ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　 3　　　 3 3　　　　　 0 0


かえんは く類 生物研　　　　 遺資 1　　　 植 探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 ．0


きく 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研一 0　　 302　　 30 2 25 2　　　　 50 10


〃 種苗 セン ター　 農場　　　　　 北海道中央 0　　　 70　　　 70 0　　　　 70 70


／1 種苗 セン ター　 農場　　　　　 嬬恋 0　　　 70　　　 70 0　　　　 70 7 0


／1 種薗 センター　 農場　　　　 雲仙 0　　　 30 ・　 30 0　　　　 30 0


き くたに ぎ く 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0・　　 6　　　　 6 6　　　　　 0 0


きりしま 種苗 セン ター　 農場　　　　　 嬬恋 0　　　 60　　　 60 0　　　　 60 6 0


こは まぎ く 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


さ ざんか 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 88　　　 88 8 8　　　　　 0 0


さつ まの ぎ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


さんいん ぎ く 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 5　　　　 5 5　　　　　 0 0


しお ぎく 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　 26　　　 26 2 1　　　　 5 1


しまかん ぎ く 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 9　　　　 9 9　　　　　 0 0


しまさざんか（みや ま～ 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


もつけ類 野草茶試　　 花 き　　　　 緑化植物研 0　　 136　　 136 1 36　　　　　 0 0


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 八岳 0　　　 73　　　 73 49　　　　 24 24


たいわんひめ さざんか 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


たいわんやまっば き 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


つば さ 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　 12 4　　 124 1 24　　　　　 0 0


つば き類 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　 12　　 12 12　　　　　 0 0


とうつば き 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　 19　　 19 19　　　　　 0 0


なかがわの ぎ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　 10　　 10 10　　　　　 0 0〃二


なつつば き 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


の じぎく 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　 27　　 27 17　　　　 10 0


は まぎ く． 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　 1　　　 1 ・ 1　　　　 0 0．


ば ら（園芸 品種 ） 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 緑化植物研 0　　 12 9　　 129 1 17　　　　 12 0


ひめ さざんか 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ひめ しゃら 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ひ らどつつ じ 野菜茶 試　　　 久留 米　　　　 花 き研 0　　 94 0　　 940 7 00　　　 240 3


や ぶつば き 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0－　　　 52　　　 52 52　　　　　 0 0


ゆち ゃ 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　　　　　　　　　′l⊥　　　　　　　　　U 0


り ゅ うの うぎ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


わ じきぎ く 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種研 0　　　 1　　　 1 1 ．　　　 0 0


カーネ一 ション 野菜茶 試 一　　　 花 き　　　　　 開花制御研 0　　 25 7　　 25 7 1 7 7　　　　 80 0


′1 種苗 セン ター　 農場　　　　　 知覧 0　　 10 0　　 100 0　　　 100 0


カス ピダー タ 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


キ ッシー 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　　 2　　　　 2 2　　　　　 0 0


キ ンカチ ャ 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　　 7　　　　 7 7　　　　　 0 0


グランサムつば き 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


サル ウィンつば き 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0
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植　　 物　　 名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分


種 子　 栄養体　 計 ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


ダイア ンサ ス属 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 開花制御研 0．　 15 3　　 153 15 3　　　　　 0 0


ツァ イ 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


デン ドロビューム 野菜茶試　　　 花 き1　　　　 流通技術研 0　　 194　　 19 4 1 14　　　　 80 0


ネギ属植 物 生物研　　　　 遺 資 1　　　 植 探研 3　　　 0　　　 3 0　　　　　 3 0


〃 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 品質評価研 2　　　 7　　 ・9． 9　　　　　 0 0


〃 北農試　　　　 作物 開発　　　 花 き研 ・・ 0　　　 0　　　 0 0　　　　　 0 0


ノカンゾウ 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 導入栽培研 0　　　 1　　 1 0　　　　　 1 0


ヒサカキサザ ンカ 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


ピタルディ 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種 法研 0　　　 3　　　 3 3　　　　　 0 ノ0


フォレステ ィー 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種 法研 0　　　 1　　 ・1 1　　　　 0 0


フラン クリンツバキ 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種 法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


フ リティラ リア属 北農試　　　　 作物開発　　　 花 き研 、 ‘0　　　 0　　　 0 0　　　　　 0 0


マ リフロー ラ 野菜茶試　　　 花 き　　　　　 育種 法研 0　　　 1　　 1 1　　　　 0 0


ユ リ科 北農 試　　　　 作物開発　　　 花 き研 0　　　 0　　　 0 0　　　　　 0 0


レオノティス類 生物研　　　　 遺資 1　　　　 植 探研 1　　　 0　　　 1 0　　　　 1 0


ロゼ フロー ラ 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種 法研 0　　　 1　　 1 1　　　　 0 0
茶 野菜茶 試　　　 花 き　　　　　 育種 法研 0　　　 1　　　 1 1　　　　 0 0


花 き ・緑化植 物 計 7　 2，981 2，98 8 2，14 6　　　 84 2 23 9


つ ばき 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 茶樹 育研 0　　 157　 ・15 7 8 2　　　　 75 0


やぶつ ばき　＿ 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 茶樹 育研 0　 ・36 5　　 36 5 36 5　　　　　 0 0


ツバ キ科 野菜茶 試　　　 茶栽　　　　　 育 法研 0　　　 33　　　 33 3 3　　　　　 0 0


／1 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育素 材研 0　　　 73　　　 73 0　　　　 73 0


茶 野菜茶 試　　　 茶栽　　　　　 育 法研 0　 ・431　　 43 1 22 6　　　　 205 3 8


〃 野菜茶 試　　　 茶栽 ・　　　　 育研 0　　 453　　 45 3 15 7　　　　 296 3 7


〃 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 育素材研 0 1，75 1 1，75 1 ・ 1　 1，75 0 5 8


〃 野菜茶 試　　　 久留米　　　　 茶樹育研 0 ，397　　 －＿397． 11　　　 386 14 4


〃 種 苗セ ンタ「　 農場　　　　　 金 谷 0　　 253　　 25 3 0　　　　 253 2 3


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 奈 良 0　　 19 9　　 19 9 0　　　 19 9 1 4


〃 種 苗センター　 農場　　　　　 知 覧 0　　 332　　 33 2 0　　　　 332 4 9


茶 計 0　 4，444　 4，44 4 87 5　　 3，56 9 36 3


け桑 九農 試　　　 作物開発　　 秦育養 蚕研 0　　　 1　　　 1 0　　　　　 1 0


しま桑 九農試　　　　 作物開発　　　 桑育養蚕研 0　　 12　　 12 11　　　　 1 0


ろ桑 九農 試　　　　 作物開発　　　 桑育養 蚕研 0　　　 98　　　 98 4 4　　　　　 54 0


カラや ま一桑 （とう ぐわ） 九農 試　　　　 作物開発　　　 桑育養 蚕研 0　　　 77　　　 77 3 6　　　　 41 0


桑 （や ま桑） 東北農 試　　 畑地利用　　 畢 蚕．研 0　　 266　　 26 6 2 7　　　　 239 1


〃
北 陸農 試　　 作物開発　　 畑作育種研 0　　　 30　　　 30 2 1　　　　　 9 4


〃 九農試　　　　 作物開発　　　 桑育養蚕研 0　　 19　　 19 ‾ 9　　　　 10 1


〃 蚕 昆研　　　　 生産技術　　　 桑育工研 0　　 351　　 35 1 12 1　　 23 b l d


〃 蚕 昆研　　　 生産技術　　 奉育工研 0　　　 97　　　 97 9 5　　　　　 2 0


〃 蚕 昆研　　　　 生産技術　　　 桑育工研 0　　 293　　 29 3 8 5　　　　 208 0


桑 計 0 1，244 1，24 4 44 9　　　　 795 16


カラジューム属（はい～ 種苗 セン ター　 農場　　　　　 沖縄 0　　　 1　　　 1° 0　　　　　 1 0


キャッサバ 種苗 センター　 農場　　　　　 沖縄 0　　　 6　　　 －6 0　　　 ・6 6


パ イナ ップ ル 生物研　　　　 放育　　　　　 照射 法研 0　　　 5　　　 5 5　　　　　 0 0


〃 熟研　　　　　 沖縄 ．　　　　 熱帯果樹研 0　　　 9　　　 ‥9 9　　　　　 0 0


〃 種苗 センター　 農場　　　　　 沖縄 ・ 0　　　 90　　　 90 2 0　　　　 70 7 0


パパ イヤ 種苗 セン ター　 農場　　　　　 沖 縄 0　　 10　　 10 0　　　　 10 10


マ メ科 熟研　　　　　 沖縄　　　　　 作 育研 630　　　 0　　 63 0 63 0　　　　　 0 0


熱帯 ・亜熱帯作物 計 630　 ．12 1　　 751 6 64　　　　 87 8 6


‘合　　　　　　　　　 計 59 ，959 3 2 ，309 9 2，26 8 5 2，00 8　 40，260 1 0，04 9
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4）センターバンクにおける種子の受入れ貯蔵状況（平成4年度）
（平成5年3月31日現在）


植　　　　　　　　　 物　　　　　　　　　 名 ・
単 年 度


貯 蔵 分


本年 度


受 入分
ベ　 ー　　 ス


コレクション


ア クテ ィブ


コレクション


ア フ リカ イネ O ryza g la berrim a S teu d. 987 0 987 4


稲 （水 稲 ） O ryza sativa L . 13 ，689 5 13 ，694 13 ，486


稲 （陸稲 ） O ryza sativa L . 1 ，561 0 rl ，561 1 ，494


水稲 野 生 種 O ry za a ustralien sis D om in . 1 0 1 1


〃 O ry za sativ a L . f. sp onta nea . 17・ 0 17 17


稲　　　　 類 計 16 ，255 5 ′16 ，260 15 ，002


え ん麦 A v en a sta tiv a L . 1′，03‘6 50 1 ，086 1 ，086


え ん麦 （ヌダ え ん麦 ） A v en a nu da L . 1＿ 0 1 1


え ん麦 （ビザ ン チ ン えん 麦 ） A ven a by zantin a C . K och. 3 0 3 3


え ん麦 （プ レヴ ィ ス えん 麦） A v en a brev is R oth . 1＿ 0 1 1・


え ん麦 近 縁種 A v en a ab yssin ica H ochst. ・1 0 1 1


〃 A v ena ba rb ata P ott. 2 0 2 2＿


〃 A v ena hirtu la L ag . 1 0 1 1


1／ A v ena lo ng ig lum is D ur. 1 0 1 1－


／1 A v ena m agn a M u rph y et T errell. こ2 0 2． 2


〃 A v ena m urp hy i L adizin sk y . 1 0 1 1


〃 A v ena orienta lis. 1 0 1 1


〃 A v ena sterilis L . 4 0 4 4


／1 A v ena w iestii S ch reb . 2 0． 2 2


えん 麦属 A v ena sp . 15 0 15 15


エ ギ ロブ ス A eg ilops au cheri B oiss. 56 0 56 56


カ ラス ム ギ （えん 麦近 縁 種 ） A v ena fatu a L . 9 0 9 9


コム ギ属 T riticum 0 998 998 0


ラ イ小 麦 T riticum sp . x S ec ale sp 52 0 52 5診


ラ イ麦 S ecale cereale L . 36 8 44 44
小 麦 （クラ ブ小 麦 ） T ritic um com p actum H o st. ．48 0 48 48


小 麦 （スペ ル タ小 麦 ） T ritic um sp elta L . 13 0 13 13


小 麦 （ポ ー ラ ン ド小 麦） T ritic um p olo nicu m L . 1 0 1 1


小 麦 （尋 カ ロエ 小 麦 ） T ritic um du ru m D esf. 4 ，781 0 4 ，781 272


小 麦 （リベ ッ ト小 麦 ） T ritic um turgidum L . 5 0 5 5


小 麦 （栽 培 エ ンマ ー ） T riticum dicoccum (Schrank .) Schubl. 6 0 6 6


小 麦 （栽 培 一 粒 系 ） T riticu m m on ococcu m L . 1 0 1 1
小 麦 （普 通 泉 ）・ T riticu m aestivu m (L .) T h ell. 18 ，244 30 18 ，274 13〃，433


小 麦 （野生 エ ンマ ー ） T riticu m d icocco ides K oern. 1 0 1 1
大 麦 （六 条） H ord eum v ulgare L . 9 ，894 470 10 ，364 6‾一292


大 麦 近縁 種 H ord eum a griocrith on E . A b erg 2 0 2 2 ・


〃 H ord eum leio rrh yn ch um . ．，1 ＿ 0 1 1


／1 H ord eum spo ntan eum C . K och 31く 0 31 31
二 条 大 麦 H ord eum v ulg are L . v ar. d istich on 1 ，828 10 1，838 1 ，831


IB P G R 等保 存委 託 種 子 11 ，588 0 11，588 0
小麦及び小麦近縁種 （京都大学） 6 ，433 0 6 ，433 0


大 麦 （キ ュー ガ ー デ ン） 30 0 30 0
大 麦 （岡 山大 学 ） ．5 ，125 0 5 ，125 0


麦　　　　 類 計 17 ，668 1，566 49 ，234 23 ，219


あず き P h aseo lu s a ng ularis (W illd . ) W igh t- ・405 0 405 405


き まめ C ajan us cajan (L . ) M illsp . 1 0 1 1


け つ るあず き P h aseo lu s m u ng o L . (= U ign a m u ng o) 35 0 35 35


つ るあ ず き Phaseolus calcaratus R oxb. (= U igna ~ 11 0 11 11


つ る まめ G lyc ine soja S ieb . et Z ucc. 126 ‾ 22 148 148－
は っ し ょ うまめ M ucuna hassjoo (P ieper et. T racy) M ~ 　 2 0 2 2
は っ し ょ うまめ 近 縁種 M ucuna aterrim a (Pieper et. T racy) ~ 1 0 1 1


〃 M u cun a d eeringian a (B ort. ) S m all 2 0 2 2


ひ よ こ まめ C icer arietinu m L . 0‾ 台89 389 389‾


ら っかせ い A rach is h yp og aea L . 993 こ 0 993 993


りょ くと う Phaseolus aureus R oxb. (= U igna rad~ 132 0 ． 132 132
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植　　　　　　　 物　　　　　　 名
前年度


貯蔵分


本年度


受入分
ベ　 ー　　ス


コレクション


アクティブ


コレクション


ジャワだいず G lycin e w ig htii (R . G rah . ex W ight- 2 0 2 2


ホワイトルービン（白花ルービン） L up inu s a lbu s L . 1 0 1 1


大豆 G lycin e m ax M errill 6，547 20 6，567 6，483


豆　　　　 類 計 8，258 431 8，689 ‘8，605


かん しょ Ip om oea b atatas (L . ) P o ir. in L am . 369 0 369 369


クズイモ P achy rrh izus erosus L . 1 0 1 1


い　　 も　　 類 計 370 0 370 370


あさ C ann ab is sativ a L . 9 0 9 9


あ ま L inu m usitatissim um L . 287 0 287 287


あわ S etaria ita lica (L . ) P . B eau v. 655 25 680 680


いぬびえ E ch in ochloa crus-g a lli (L . ) P . B eau - 237 0 237 237


いぬびえ類 E ch in ochloa crus-g a lli (L . ) P . B eau - 11 0 11 11


いぬびゆ A m a ran thu s b litu m L . 3 0 3 3


えごま P erilla frutescen s B ritton 3 57 60 60


きび P anicum m iliaceu m L . 112 17 129 129


けいぬびえ E ch in ochloa crus-g a lli (L . ) P . B eau - 12 0 12 12


こうま（つ なそ） C orch oru s cap su laris L . 52 0 52 52


ごま S esa m u m in dicu m L . 154 27 18 1 181


しこ くびえ E leusine coraca na (L . ) G aertn . 119 150 269 269


しゃ くち りそば （宿根 そば） F a go pyrum cym osum M eissn . 6 0 6 6


しろざ C h enop od ium a lb um L . 1 0 1 1


じゅずだ ま C oix lacrym a-jobi L var. lacrym a-j ~ 1 0 1 1


せ いようはげい とう A m a ran thu s tricolor L . 5 0 5 5


せ んにん こく（ひもげい とう） A m a ran thu s cau datu s L . 49 0 49 49


1／ A m a ran thus cruen tus L . 1 0 1 1


1／ A m a ran thus du bius M a rt. 10 0 10 10


〃 A m a ran thus hy poch on driacu s L . 188 0 188 188


そば F ag op yru m escu lentu m M oench 329 0 329 329


たいぬびえ E chino ch loa o ry zicola U asing . 6 1 0 6 1 61


たいわんつなそ C o rchorus olitoriu s L . 1 0 1 1


てんさい （多胚） B eta vu lg aris L . 334 0 334 201


てんさい （単胚） B eta vu lg aris L . 138 0 138 121


なたね B rassic a na pu s L . 1，143 0 1，143 1，143


のげいとう C elosia a rgente a L . 3 0 3 3


は とむ ぎ C o ix la crym a-job i L . va r. m a-y uen ・1・2 3 15 15
はぶ そう C a ssia occidentalis L . 1 0 1 1
は りびゆ A m a ran th us sp in osu s L . ・5 0 5 5


ひまわ り H elianth us ann uu s L . 10 0 10 10


ひめ いぬびえ‘ E chino ch loa o rus- ga lli (L . ) P . B ea u - 13 0 13 13


ひめ たいねびえ E chino ch loa o rus- ga lli (L . ) P . B e au - 30 0 1 30 30


・ ちま L u ffa cylind rica M . R oem 22 0 22 22


べ にば な C a rtha m u s tincto riu s L . 2 0 2 2
ぼ うま A b utilon av icenn ae G aertn. 11 0 11 11
わた類 G ossyp ium spp . 84 0 84 84
キノア C h en op odium q uino a W illd. ・2 0 2 2


クフェア属 C u phea sp . 5 ＿ 0 5 5
ステビア S tevia rev aud ia na B erton i. 1 0 1 1


グッタンそば F ag op yru m tata ricu m G aertn . 55 ・ 38 93 93


栽培 ひえ E chino ch lo a u tilis O h w i et Y ab un o 216 0 316 216


在来 なたね B rassica cam pestrist L . 89 0 89 89


雑穀 ・特用作物 計 4，482 317 4，799 4，649


あか クローバ T rifoliu m pra tense L . 70 0 70 70


いぬむ ぎ属類 B rom u s sp . 2 0 2 2．


うしのけ ぐさ属 F estu ca sp . 1 0 1 1
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植　　　　　　　　　 物　　　　　　　　　 名
前年度


貯蔵分


本年度


受入分
ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション


うまごや し M ed icag o p olym orph a L . 2 0 2 2


おお くささび P an icum d ich otom iflo rum M ich x . 125 0 125 125
か らす のえん どう V icia sa tiv a L . 5 0 5 5
くず もどき C alop ogo nium m ucu no ides D esv . 1 0 1 1
しろばななんばん くさふ じ T ephrosia Cand id a (R oxb . ) D C . ．2 0 2 2


しろ クローバ T rifolium repens L . 64 0 64 64


たぬきまめ近縁種 C rota la ria p aulin a 1 0 1 1
ちょうまめ C litoria tern atea L . ‘1 0 1 1
とうもろこし Z ea m a ys L . 5，774 6 5，780 4，622


なんてんは ぎ V icia un ijug a A l. B r. 1 0 1 1


ねこはぎ L espedeza pilosa S ieb. et Z ucc. 2 0 2 2
まるぼやはずそ う L esped za stipu la cea M ax im . 10 0 ‘10 10
みや ぎのは ぎ L espedeza thu nbergii N ak a i 2 0 2 2
め どは ぎ L espedeza cuneata (D um . -C ours. ) G .~ 137 0 137 137
や はず そう L espedeza striata (T hunb. ex M urr. )~ 168 0 168 168


や まは ぎ L espedeza bicolor T urcz. var. japon - 70 0 70 ′70
れんげ A strag a lus sinicu s L . 192 0 192 132
アフ リカンラブ グラス E ragrostis cu rv ula (Sch rad . )N ees. ~ 2 0 2 2


アルファルファ M edicag o sa tiv a L . 104 0 104 104


イエ ローブルーステム A n drop ogo n ischa em um L . 1 0 1 1
イタ リアンライグラス L o liu m m ultiflorum L a m . 187 6 193 193
ウィー ビンググロリス C h lo ris distich op hy lla L ag . ‘3 0 3 3
ウィー ビングラブ グラス E ragrostis cu rv ula (Sch ra d. ) N ees. 5 0 5 5
ウィルマンラブ グラス E ragrostis sup erb a P eyr. 8 0 8 8


ウイメラライグラス L o liu m su bu latu m V is. 1 0 1 1
ウェス タウォルズライグラス L olium m ultiflorum Lam . var. w ester- 33 0 33 33
ウッ ドメ ドゥグ ラス P o a nem o ra lis L . 2 0 2 2
エチ ノタロア E ch ino chloa h ap lo ch od a S ta pf 1 0 1 1


エ ラグロスチス E ra grostis sp. 3 0 3 3


J／ E ra grostis ten uifolia H ochst 1 0 1 1
エ リュ－シン E leu sine b ora nensis 1 0 1 1
エ ンテロボゴン E nteropogon m acrostachyus M unro. ex - 1 0 1 1
オーチャー ドグラス D a ctylis g lom era ta L . 469 0 469 469
オーチャー ドグラス近縁種 D a ctylis g lom era ta L . ssp . 82 0 82 82


カナダブルー グラス P oa com p ressa L . 3 0 3 3
カブラブラグラス P anicum coloratum L . var. kabu labul~ 18 0 18 18
カラー ドギニアグラス P an icu m co lo ra tum L . 42 0 42 42
ギニアグラス P an icu m m ax im u m Jacq . 285 0 285 285
クールグラス P an icu m pro lu tum F . M u ell 1 0 1 1
クロースフットグラス（おひしぼ E leu sin e in dica (L . ) G a ertn. 1 0 1 1
クローバ近縁種 T rifoliu m b a lan sa e 1 0 1 1


〃 T rifoliu m resu pina tum L . 1 0 1 1


クロリス C hloris rox b urg hian a S chu lt. 1 0 1 1


グラス ピー L ath yru s sativus L . 1 0 1 1
グリーンパニ ック P anicum m ax im um Jacq. var. trichogl- 9 0 9 9
ケ ンタ ッキーブルー グラス P oa pratensis L . 124 0 124 124
コース トバ トングラス D acty loctenium aegyptiacum (L . ) B e- 2 0 2 2


ゴーマ ・．メディ ック M ed icag o rug osa D esr. 3 0 3 3


サブクローバ T rifoliu m sub terraneu m L . 4 0 4 4
サ ン ドバー C enchrus setig eru s V ahl. 1 0 1 1
ス イー トピッティ ドグラス B o thrioch lo a insculpta (H och st. ( A - 1 0 1 1
スイッチグラス P an icum v irg a tu m L . 4 0 4 4
ス コロビック（コ ド・ミレッ ト) P aspa lum scrob icu la tum L . 3 0 3 3


ス トラン ド・メディック M ed icag o littora lis R ho de ex L o is. 1 0 1 1
スネイル ・メディック M ed icag o scu tellata (L . ) M iller 2 0 2 2
ス ミログラス O ry zop sis m iliacea (L . ) B enth . et H ~ 1 0 1 1


セ タリア S eta ria sp . 3 0 3 3
ソルガム（もろこ し） Sorghum bicolor (L. ) M oench ssp. b ~ 3，898 45 3，943 3，208


ソルガム近縁種 S o rgh u m ssp . 13 0 13 13
グリスグラス P aspa lum d ilata tum P oir. 42 0 42 42
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植　　　　　　　　　 物　　　　　　　　　 名
前年度


貯蔵分


本年度


受入分
ベ　 ー　　ス


コレクション


アクティブ


コレクション
チモシー （お串 あわがえ男 P h leu m p ratense L . 72 0 72 ・72
テフ E rag rostis tef (Z ucc . ) T ro tter 30 0 30 30
ディジタリア D igitaria m ilam juana (R endel) stapf 1 0 1 1 ．


〃 D ig ita ria sp . ．1 0 1 1
デイジタリア（フォニオ） D ig ita ria ex ilis (K ip pist) S tap f 1 0 1 1
ディス クメディック M edicag o torna ta (L . ) M iller ・1 0 1 1・


トールフェス ク F estuca aru nd in acea S chreb . 3 1 0 31 31
ハーデ ィングラス P halaris tuberosa L . var. stenopter- 1 0 1 1
バ ヒア グラス P asp alu m no tatu m F lu eg ge 77 0 77 77
バルブパニックグラス P anicum bu lb osu m H B K . 1． 0 1 1
バ レル ・メディック M edic ago tru ncatu la G aertn . 8 0 8 8
ノ1－プル トノブ クロリス C h lo ris ba rb ata S w artz 1 0 1 1
ノ‘ヾ－ルミレット（とうじんびえ） P en nisetum am erican um (L . ) L eeke －1 0 1 1


パスパラム P a sp alu m sp . rl 0 1 1
ノヾニカム P a nic um sp . 3 0 3 3
ビッグブル一 グラス P o a am p la M err. 1 0 1 1
ファセイビー ン P h aseo lu s lath yro ides L . 1 0 1 1′


フ．オールメ ドゥグラス P o a p alu stris L . 2．一 0 2 2
ブ ッフェル グラス C en ch ru s ciliaris L . 2白 0 28 28
ブ ラウンウ不ツクグラス P a sp alu m nic ora e P arod i. 1 0 1 1
ブ ラウン トップ ミレ ット P anicum ram osum L . (= B rachiaria ra ~ 1 0 1 1
ブルーパニ ックグラス P a nicu m an tid ota le R etz 3 0 3 3
プ ロス トレー トグ リスグラス P aspalum dilatatum P oir. var. pauci- 1 0 1 1
ページイグラス P a sp alu m urv illei S teud . 1． 0 1 1
ペ レニフルノ下ル トグラス E hrha rta caly cin a J. E . S m ith 3 0 3 3
ペ レニアル ライグラス L o liu m peren ne L . 195 0 195 195
マカ リカ リグラス Panicum coloratum L . var. m ak arikar~ 21 0 2 1 21
ミ∵ノオイデ ス P an icu m m ilio ides N ees. e x T rin. ．3 0 3 3
メ ドゥフェス ク F estu ca praten sis H ud s. 41 0 4 1 41
ラフス ト「 メ ドゥグラス P o a trivialis L . 4 0 4 4
リー ドカナ リーグラス（クサヨシ） P h ala ris arun dinacea L . 29 0 29 29
リトルカナ リーグラス（クサヨシ） P ha la ris m in or R etz . 1 0 1 1
ルタバガ B assica napus L . (napobrassica gro ~ ) ′　5． 0 5 5
レーマ ンラブ グラス E ragrostis lehm an nian a N ees. 3－ 0 3 3
レスクグラス B rom us cath articus V a hl. 12 0 12 12


〃 B rom u s un iolo id es H B K . 1 0 1 1
レ、‾シドフェス ク F estu ca ru bra L . 3 0 3 3
ロー ズグラス C hloris g ay an a K unth . ‘50 0 50 50
由ブスタラブ グラス E ra grostis robu sta 3 0 3 3
熱帯 くず Pueraria phaseoloides (R oxb. ) B enth . 1 0 1 1


牧草 ・固料作物 計 12，643 57 12，700 10，747


あれちう り S icyo s a ngu latus L . 1 0 1 1


いんげん まめ P ha seo lus vu lg aris L . 42・5 900 1，325 1，325
えんど う P isum sa tiv um L . 162 0 162 162


お くら H ib iscus escu lentu s L . 9 0 9 ．9


かぶ B rassica cam pestris L . (rapifera g ~ 179 0 179 179
かぼちゃ近縁種 G ucu rb ita foetid issim a H R K . 12 0 12 12


〃 C ucu rbita sp. 2 0 2 2
か らしな B rassica juncea C zern. et C oss. (c~ 21 6 27 ．27
か らしは くさい B rassica pek inensis x B . jun cea 1 0 1 1
かんぴょう Lagenaria leucantha R usby v ar. depr- ．9 0 9 9
きゅ うり C ucu m is sativu s L . 132 0 132 132
くろが らし B rassica nig ra K o ch. ．1 0 1 1－
ごぼ う A rctium lapp a L . 34 0 34 34


ごぼ うあ ざみ． C irsiu m dipsaco lepis M atsum ura 3 0 3 3


ささげ V igna unguiculata (L . ) W alp . ssp. u ~ 131 0 131 131


さや だいこん R a ph anu s sativus L . v ar. ca ud atus F l 0 1 1、


しか くまめ Psophocarpus tetragonolobus (L . ) D ~ 41 0 41 41
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植　　　　　　　　　 物　　　　　　　　　 名
前年度


貯蔵分


本年度


受入分
ベ　 ー　 ス


コレクション


アクティブ


コレクション
しそ P erilla fru tescens B ritton v ar. cri~ 6 0 6 6
しゅん ぎく C hrysanthem um coronarium L . var. sp~ 13 0 13 13
しろうり C ucum is m elo L . var. conom on M akino 47 0 47 47
すいか C itru llus vu lg aris S ch rad . 40 0 4．0 4q
せんな りほうず き P h ysa lis an gu lata L 1 0 1 1
そ らまめ V icia fab a L . 34 0 34 34
たか さごそう Ix eris ch in ensis N a k ai ニ‾1 0 1 1
たかな B rassica jun cea C zern. et C o ss. (i~ 30 2 32 32


た まねぎ A lliu m cep a L . 78 0 78 78


だいこん R a ph anu s sativus L . 426： 9 435 435


つけな（なたね類） B rassica na pus L . 7 r 0 7 7
つけな（ひさごな類） B rassica cam pestris L . (narin osa g ~ 6 0 6 6
づけな（みずな類） B rassica cam pestris L . (jap on ica g ~ 40， 0 40 40
つけな（在来莱種類） B ra ssica cam pestris L . (ole ifera g ~ 50 1 51 51
つけな（小松薬類） B ra ssica rap a L . ．5 9 0 59 59


つけな（休業類 ・莱心） B ra ssica pa rach inen sis B a iley . ：19 0 19 19
つけな（体薬類） B rassica c am pestris L . (ch in ensis- 79 1 80 80
つけな（非結球性 白菜）・ B ra ssica pek in ensis R u pr. 162・ 0 62 62
つ るれいし（にが う り） M om ord ica ch aran tia L . 2 0 2 2


とうがらし C a psicu m ann uu m L . 47 0 47 47．
とうが らし近縁種 C a sicum b accatu m L . ．5 0 5 5


〃 C a psicu m ch in ense Ja cq. 1 0 11 1


〃 C a psicu m frutescen s L . 1 0 1 1


／1 C a psicu m pub escens R uiz, et P av on . 3． 0 3 3


／1 C a psicu m sp . 1 0 1 1


なす Solarium m elongena L . var. esculentu - 303 0 303 303
なす近縁種 S o lan um a culeatissim u m Tacq . ．1 0 1 1


〃 S o lan um a tro purpu reum S ch ran k 1． 0 1 1


〃 S o lan um ciliatu m L am . 、1 0 1 、1


〃 S o lan um g ilo R ad di. 1 0 1 1


〃 S o larium inca num L . 、3 0 3 、3


〃 S olan um inca num R o x b. 4 0 4 4


〃 S o lan um integ rifolim um P oir. 2 0 2 2．


〃 S o lan um k h asian um C . B . C la rk e. 1 0 1 1


〃 S o lan um lacian iatu m A it. 1 0 1 1


〃 S olan um m a m m osu m L . 1 0 1 1


〃 S o lan um n ig ru m L . 1 0 1 1


〃 S o larium n od ifloru m Jacq . 1 0 1 1


〃 S o larium p seu do-ca psicum L . 1 0 1 1


〃 S o lan um q uinq uan gu la re. 1 0 1 1


〃 S o latium spino sissim um . 1 0 1 1


〃 S o la rium torv um S w artz. 1 0 1 1 ・


1／ Solanum xanthocarpum Schrad. et W en ~ . 1 0 1 「


にん じん D au cus carota L . 41 0 41 41


ね ぎ A llium fistu lo sum L . 82 0 82 82


は くさい B ra ssica c am pestris L . (pek in ensis- 322 4 326 326


は くらん B ra ssica oleracea x B . p ek enensis 2 0 2 2


ひゆな A m ara nth us m ang ostan us L . 2 0 2 2


ひ ょうたん L ag enaria leucantha R usby v ar. gour- 23 0 23 23


ふ じまめ D o lich os la blab L . 11 0 11 11


ふだんそう B eta v ulga ris L . v ar. c icla L . 11 0 11 11


ほ うれん そう S p in acia o lera cea L . 24 0 24 24


まが r）くびかぼちゃ C u curbita m ix ta P a ng . 2 0 2 2


まくわ うり C ucum is m elo L. var. m akuw a M ak ino 65 0 65 65


みつば C ryp tota enia jap onica H a ssk . 5 0 5 5


めキャベ ツ B ra ssica o lera cea L . (gem m ifera g r~ 1 0 1 1


ゆ うがお L ag enaria leucantha R usby v ar. clav - 18 0 18 18


らい まめ P h aseolus lu na tu s L . 22 0 22 22


ア スパラガス A spa ragu s o fficin alis L . 5 0 5 5


ア ビシニアが らし B ra ssica carina ta B raun 6 0 6 6
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植　　　　　　　　　 物　　　　　　　　　 名
前年度


貯蔵分


本年度


受入分
ベ　 ー　　ス


コレクション


アクティブ


コレクション


カ リフラワー B rassica oleracea L . (b otrytis g ro ~ 16 0 16 16


キャベツ B rassica oleracea L . (cap ita ta gro ~ 80 0 80 80


キャベツ近縁種 B rassica oleracea L . v ar. sy lvestri~ 3 0 3 3


ケ一ル B rassica o leracea L . (aceph ara g ro ~ 13 0 13 13


ジュウジバナ科 C ruciferae 0 2 2 2


チェ リー トマ ト L ycop ersicon escu len tum M ill. v ar. ~ 1 0 1 1


トマ ト L ycop ersicon esculentum M ill. 489 10 499 499


トマ ト近縁種 L ycop ersicon ch ilense D u n. 2 0 2 2


〃 L yeop ersicon g land ulosu m M ill. 10 0 10 10


〃 L ycopersicon hirsutum H um b. et B onp. 5 0 5 5


〃 L ycop ersicon peru vianu m M ill. 33 0 33 33


〃 L ycop ersicon pim p in ellifoliu m M ill. 20 0 20 20


〃 L ycop ersicon pississi P h il. 1 0 1 1


〃 L ycop ersicon sp . 83 0 83 83


バー ジニアいちご F rag aria v irginian a D uch . 0 1 1 1


パ セ リ P etroselin um sativu m H o ffm . 1 0 1 1


ピーマ ン C apsicum annuum L . var. angulosum M ~ 42 0 42 42


ピアー トマ ト L ycop ersicon esculentum M ill. v ar~ 1 0 1 1


ブロッコリー B rassica oleracea L . (italica g rou p) 1 0 1 1


ペ ポかぼちゃ C ucurbita pep o L . 9 0 9 9


メロン C ucum is m o lo L . 24 0 24 24


レタス L actuca sativa L . 8 0 8 8


レンズまめ L ens cu linaris M ed ik . 4 0 4 4


異種かぼちゃ C ucurb ita fic ifo lia B ou ch . 3 0 3 3


西洋かぼちゃ C ucurbita m ax im a D uch . 19 0 19 19


日本かぼちゃ C ucurbita m oscha ta D uch . 511 0 51 51


野　　　　 菜 計 4，109 936 5，045 5，045


マ メ科 L eg um ino sae 0 40 40 40


熱帯 ・亜熱帯作物 計 0 40 40 40


A
ロ


計 93，785 3，352 97，137 67，677
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5）遺伝資源栄養系の受入れ保存状況


センターバンクにおける遺伝資源栄養系の受入れ保存状況（平成4年度）


（平成5年3月31日現在）


植　　 物　　 名
前 年 度 収 集 受 入 移 管 廃 業 本 年 度 ワー キン グ　 ベ　 ー　 ス ア クテ ィブ


貯 蔵 分 点 数 点 数 点 数 点 数 貯 蔵 分 コレクション　 コレクション コレクション


い ぐ さ　　　　　 （植 分 析 ） 17 9 0　　　 0　　 0　　 8 1 71 0　　　　　 171 0


雑 穀 ・特 用 作 物　　 計 17 9 0　　　 0　　 0　　 8 17 1 0　　　　 171 0


イ ネ 科　　　　　 （植 分 析 ） 7 5 0　　　 0　　 0　　 1 74 0　　　　　　 74 0


ハ ニ カ ム　　　　 （植 分 研 ） 8 1 0　　 0　 ．0　　 0 8 1 rO　　　　　　 81 ． 4 7


牧 草 ・飼 料 作 物　　 計 15 6 0　　　 0　　 0　　 1 15 5 O　　　 i55 4 7


あ け び　　　　　 （栄 保 研 ） 3 0　　　 0　　 0　　 0 ． ．3 3　　　　　　　 0 0


お う と う　　　　 （栄 保 研 ） 6 3 0　　 22　　 0　　 0 8 5 0　　　　　　 85 8 5


か りん　　　　　 （栄 保 研 ） 2 0　　 0 、0　　 2 2 0　　　　 ．2 2


きいちご（もみじいちご） （栄 保 研 ．） 2 1 0　　　 0　　 0　　 0 21 5　　　　　 16 16


せ い よ うな し　　 （栄 保 研 ） 110 0　　　 0　　 0　　 0 1 10 0　　　　　 110 100


その他 かんきつ類雑種 （植 分 研 ） 49 9 0　　　 0　　 0　　 3 4 96 0　　　　　 496 2 52


に は ん や ま な し　 （栄 保 研 ） 28 8 10　　　 0　　 0　　 0 2 98 10　　　　　 288 2 88


も も　　　　　　 （植 分 研 ） 18 9 0　　 20　　 0　　 2 2 07 0　　　　 ‾　207 144


りん ご　　　　　 （栄 保 研 ） 47 0 0　　　 0　　 0　　 0 4 70 0　　　　　 470 4 70


キ ウ イ ブ ル ー ツ　 （栄 保 研 ） 5 0　　　 0　　 0　　 0 5 5　　　　　　　 0 0


セ イ ヨ ウす ぐ り　 （栄 保 研 ） 2 3 0　　　 0　　 0　　 0 23 0　　　　　　 23 23


マ ル メ ロ　　　　 （栄 保 研 ） 13 0　　　 0　　 0　　 0 13 0　　　　　 13 13


果 樹　　　　　　 計 1 ，68 6 1　 42　 ．0　　 5 1 ，7 33 ． 2 3　　　 1 ，7 10 1 ，3 93


茶　　　　　　　 （植 分 研 ） 7 77＿ 0　　 56　　 0　　 48 785 0　　　　　 78 5 ‘133


茶　　　　　　　　 計 77 7 0　　 56　　 0　　 48 785 0　　　　　 78 5 133


カラや ま桑 （とう ぐわ） （植 分 研 ） 42 7 0　　　 0　　 0　　 3 424 0　　　　　 42 4 6


桑 （や ま桑 ）　　 （栄 保 研 ） 128 0　　 5 9　　 0　　 0 187 0　　　　　 18 7 187


桑　　　　　　　　 計 1 55 5 0　　 59　　 0　　 3 6 11 0　　　　　 6 11 19＿3


合　　　　　　 計 3 ，3 53 10　 15 7　　 0　　 65 3 ，455 23　　　 3 ，4 32 1 ，766
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農蚕園芸局及び畜産局における遺伝資源栄養系の保存状況（平成4年度）
（平成5年3月31日現在）


植　　 物　　 名 機　　 関 ・ ．部 ・ 室 本 年 度 ‾‾


増　 減


偲 存 形 態 保　 存　 区　 分


栄 養 体　 計 ワーキング　ベ　 ー　 ス


コレクション　 コレクション


アクティブ


ヨレクション


カ モ ジ グサ 属 種 苗 セ ン タ ー　 農 場　　　　　 十 勝 0 13　　 1 3 0　　　　 13 13
大 麦 近 縁 種 ‥ 〃　　　　　〃　　　　　　 雲 仙 42 6 2　　　 6 2 0　　　　 62 ・ 0


麦　　　　 類 ．計 42 7 5　　　 7 5 0　　　　 75 13


か ん し ょ 〃　　　　 農 場　　　　　 雲 仙 35 43 9　　 4 3 9 0　　　　 4 39 4 34


〃 〃　　　　〃　　　　　　 鹿 児 島 50 45 0　　 4 5 0 0　　　　 4 50 2 94


ば れ い し ょ 〃　　　　　〃　　　　　　 北 海 道 中央 0 16 7　　 16 7 0 °　　 1 67 1 67


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 後 志 0 17 7　　 17 7 0　　　 1 77 1 77


1／ 〃　　　　　〃　　　　　　 胆 振 10 18 5　 18 5 0　　　 1 85 1 85


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 十 勝 10 18 6　　 186 0　　　 1 86 1 86


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 上 北 0 9 2　　　 92 0　　　　 92 9 2


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 嬬 恋 0 15 3　　 153 0　　　 1 53 1 53


〃 〃　　　　〃　　　　　　 八 岳 0 9 0　　　 9 0 0　　　　 90 90


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 雲 仙 0 －　4 8　　　 48 0　　　　 4．8 48


い　　 も　　 類 計 10 5 1 ，98 7 1 ，9 8 7 0　 1，9 87 1 ，8 26


い ぐさ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 雲 仙 0 18 9　　 189 0　　　 1 89 0


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 知 覧 0 17 0　　 170 0　　　 1 70 0


こ うぞ 〃　　　　　〃　　　　　　 金 谷 0 1 1　　 1 1 0　　　　 1 1 0


こ ん に ゃ く 〃　　　　　〃　　　　　　 金 谷 0 1 8　　 18 0　　 1料 0


さ と う きび 〃　　　　〃　　　　　　 鹿 児 島 2 0 2 6 5　　 2 65 0　　　　 2 65 2 40


／1 〃　　　　　〃　　　　　　 沖 縄 19 32 9　　 3 29 0　　　　 3 29 3 29
さ と う きび近 縁 種 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 沖 縄 0 3 7　　　 37 0　　　　 37 0
じ ょち ゅ う ぎ く 〃　　　　〃　　　　　　 北 海 道 中 央 0 4　　　　 4 ・0　　　　　 4 4


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 知 覧 0 4 7　　　 47 0　　　　 47 0
ち ょ ま 〃　　　　　〃　　　　　　 金 谷 0 17 3　　 1 73 0　　　 1 73 0


み つ ま た 〃　　　　　〃　　　　　　 金 谷 0 9 ‘　　 9 0　　　　　 9 0


日本 は っ か 〃　　　　　〃　　　　　　 胆 振 4 7 136　 1計 0　　　 1 36 13 6


！／ 〃　　　　　〃　　　　　　 知 覧 0 3 1　　 3 1 0　　　　 3 1 0


穀 類 ・特 用 作 物 計 8 6 1 ，4 19 1 ，4 19 0　 1，4 19 70 9


すす き 家 畜 セ ン ター　 熊 本 牧 場　　　 熊 本 牧 場 0 1 7　　 1 7‾ 0　　　　 17 0


の しば 〃　　　　　　〃　　　　　 熊 本 牧 場 0 132　　 1 32 0　　　 1 32 0


ア ル フ ァ ル フ ァー 〃　　　 十 勝 牧 場　　　 十 勝 牧 場 0 30　　　 30 1 0　　　　 30 0


オー チ ャー ドグ ラ ス 〃　　　　　　〃　　　　　 十 勝 牧場 0 60　　 ．60 0　　　　 60 0


ケ ン タッキー ブ ルー グ ラ
ス


〃　　　　　　〃　　　　　 十 勝 牧 場 0 84　　　 84 0　　　　 84 0


ト「 ル フ ェ ス ク 〃　　　　　　〃　　　　　 十 勝 牧場 0 30　　 30 0　　　　 30 0


バ ヒア グ ラ ス 〃　　　　 熊 本 牧 場　　　 熊 本 牧 場 0 10　　 10 0　　　　 10 0


八 丈 す す き 〃　　　　　　〃　　　　　 熊 本 牧場 0 4　　　　 4 0　　　　　 4 0


牧 草 ・飼 料 作 物 計 0 3 6 7　　 3 67 0　　　　 3 67 0


うめ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 雲 仙 4 1 100　　 1 00 0　　　 1 00 79


く　り 〃　　　　　〃　　　　　　 嬬 恋 9 1 2 7　　 1 27 0　　　 1 27 12 7


くるみ 類 〃　　　　　〃　　　　　　 上 北 0 3 1 ・　　 3 1 0　　　　 3 1 11


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 八 岳 －2 0　　　　 0 0　　　　　 0 0


そ の 他 か ん きつ 類 雑 種 〃　　　　〃　　　　　 雲 仙 0 4 1　　 4 1 0　　　　 4 1 19


1／ ‘〃　　　　　〃　　　　　　 鹿 児 島 ‾ 2 5 9 1　　 9 1 2　　　　 89 30


1／ 〃　　　　　〃　　　　　　 沖 縄 0 63　　　 63 1　　　　 62 2 8


び わ 〃　　　　　〃　　　　　　 鹿 児 島 6 16　　 16 一 1　　　 15 12 ‘
や ま も も 〃　　　　　〃　　　　　　 雲 仙 0 1 1　　 1 1 0　　　　 1 1 11


．りん ご 〃　　　　〃　　　　　　 北 海 道 中 央 4 9 1　　 9 1 0　　　　 9 1 6 4


〃 〃　　　　　 什　　　　　　 上 北 3 2 ，3 8 1・　 3 8 1 0　　　　 3 8 1 30 6


果　　　　 樹 計 11 3 9 52　　 9 52 4　　　　 9 48 68 7
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植　　 物　　 名 機　　　 関 ・ 部 ・ 室
‘本年度


増　 減


・保存形 態 ム 保　 存　 区　 分 ．


栄養体　 計 ワーキング　べ　 －＿　ス


コレクション　コレクション


アクティブ


コレクション


いち ご 種苗 センター　 農場　　　　　 後志 0 6　　　 6 0　　　　　 6 6


／1 〃　　　　　〃　　　　　　 八岳 26 1 20　　 120 0　　　 12 0 9 4


さ とい も 〃　　　　　〃　　　　　　 知 覧 0 112　　 112 0　　　 112 11 2


／1 〃　　　　　〃　　　　　　 沖縄 20 38　　　 38 0　　　　 38 0


す いぜん じな 〃　　　　　〃　　　　　　 沖縄 0 1　　　 1 0　　　　 1 ．0


だい じょ ／1　　　　〃　　　　　　 沖縄 0 ‘‾7　　　　 7 0　　　　　 7 0


にがな 〃　　　　〃　　　　　　 沖縄 0 2　　　　 2 0　　　　　 2 0


にんに く 〃　　　　　〃　　　　　　 八岳 0 20　　　 20 10　　　　 10 10


1／ 〃 －：　　　〃　　　　　　 雲仙 0 20　　　 20 0　　　　 20 0


や まのい も 〃　　　　　〃　　　　　　 雲仙 －5 46　　 ．46 0　　　　 46 0


〃 ／ノ　　　　　〃　　　　　　 沖 縄 24 47　　　 47 2 4　　　　 23 0


らっ きょう 〃　　　　　〃　　　　　　 雲 仙 0 ．10　　 10 0　　　　 10． 0


わけ ぎ 〃　　　　　〃　　　　　　 雲仙 i8 18 こ　 ．18 18 ・　　　 0 0


野　　　 莱 計　 ‾ ′83 4 47　　 44 7 5 2　　　 395 22 2


き く 種苗セ‾ンタ一　 農場　　　　 北海道 中央 20 70　　　 70 0　　　　 70 7 0


／1 〃　　　　　〃　　　　　　 嬬恋 20 70　　　 70 0　　　　 70 7 0


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 雲仙 0 30　　　 30 0　　　　 30 0


き りしま 〃　　　　　〃　　　　　　 嬬恋 30 6 0　　　 60 0　　　　 60 6 0


しもつ け類 〃　　　　　〃　　　　　　 八岳 40 73　　　 73 4 9　　　　 24 2 4


カー ネー シ ョン 〃　　　　　〃　　　　　　 知 覧 40 10 0　　 10 0 0　　　 100 0


花 き ・緑化植物 ‘計 150 40 3　　 40 3 4 9　　　　 354 22 4


茶 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 金 谷 20 25 3　　 25 3 0　　　　 253 2 3


〃 〃　　　　　〃　　　　　　 奈 良 0 19 9　　 r19 9 0　　　 199 1 4


1／ 〃　　　　 11　　　　　　 知 覧 60 ・33 2　　 33 2 0　　 ・332 4 9


茶 計 80 78 4　　 78 4 0　　　　 784 8 6


カラジュ「ム属 （はい～ 〃　　　　 農場　　　　　 沖縄 0 1　　　 1 0　　　　 1 0


キャ ッサバ 〃　　　　　〃　　　　　　 沖縄 －1 6　　　　 6 0　　　　　 6 6


パ イナ ップル 〃　　　　　〃　　　　　　 沖縄 0 19 0　　　 90 2 0　　　　 70 7 0


パパ イヤ 〃　　　　　〃　　　　　　 沖縄 0 10　　 10 0　　　　 10 1 0


熱帯 ・亜熱帯作物 ．計 －1 10 7　　 10 7 2 0　　　　 87 8 6


合　　　　　　　　　　　　 計 658 6，54 1 6，54 1 12 5　　 6，416 3，85 3
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6）種子の再増殖実績（平成4年度）
（平成5年3月31日現在）


植　　　　　　 物　　　　　　 名 機　　 関 ・ 部 ・ 室 再 増殖 点数


稲 （水 稲 ） O ry za sa tiv a L . 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 稲 育 研 100


／1 〃 生 物 研　　　　 遺 資 1　　　 植 探 研 1 49


〃 〃
生 物 研　　　 遺 資 2　　　 遺 奮 科 104


〃 〃 北 農 試　　　　 作 物 開 発　　　 稲 育 種 研 50


〃 〃 東 北 農 試　　 水 田利 用　　　 稲 育 種 研 50


〃 〃 北 陸 農 試　 ・作 物 開 発　　　 稲 育 種 研 2 00


〃 〃 中 国農 試　　　 作 物 開 発　　　 稲 育 研 120


〃 〃 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 稲 育 種 研 2 00


稲　　　　 類 計 9 73


え ん 麦 A v en a sa tiv a L . 北農 試　　　　 作 物 開 発　　　 麦 育 種 研 9 4


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 嬬 恋 30


小 麦 （ク ラ ブ小 麦 ） T ritic u m c o m p a c tu m H o s ~ 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 小 麦 育 種 研 3


小 麦 （スペ ル タ 小 麦 ） T ritic u m s p elta L . 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 小 麦 育 種 研 1


小 麦 （マ カ ロ ニ 小 麦 ） T ritic u m d u ru m D e sf. 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品質　 麦 品質 評価 研 5 6


小 麦 （普 通 系 ） T ritic u m ae stiv u m (L .) 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 小 麦 育 研 4 8


〃 ／1 農 研 セ ン ター　 作 物 生 理 品質　 麦 品質 評価 研 1


〃 〃 生 物 研　　　　 企 連　　　　　 業 務 10 0


〃 〃 東北 農 試　　　 作 物 開 発　　　 麦育 種 研 7 0


〃 〃 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 小 麦育 種 研 2 0


11 1／ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 北 海 道 中 央 8 0


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 後 志 11 0


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 胆 振 ． 11 0


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 十 勝 10 0


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 上 北 3 0


大 麦 （六 条 ）． H o rd e u m v u lg a re L . 四 国農 試　　　 作 物 開 発　　　 畑 作 育研 3 3


二 条 大 麦 H o rd e u m v u lg a re L . v a r ~ 九農 試　　　　 水 田利 用　　　 大 麦育 種 研 5


麦　　　　 類 計 89 1


つ る ま め G ly c in e s o ia S ie b . e t Z - 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 八岳 5


／1 ！／ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 雲 仙 2 0


り ょ く と う P h a se o lu s a u reu s R o x b .~ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 沖 縄 1 0


大 豆 G ly c in e m a x M er rill 北 農 試　　　　 畑 生 産　　　　 気 象 反 応 研 5 0


1／ 〃 東 北 農 試　　　 作 物 開 発　　　 大豆 育 研 10 0


〃 〃 九 農 試　　　　 作 物 開 発　　　 大 豆 育研 10 0


〃 〃 種 苗 セ ン，ター　 農 場　　　　　 八岳 8 5


／1 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 雲 仙 5 0


11 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 沖縄 5


豆　　　　 類 計 42 5


あ わ S e tar ia ita lic a (L . ) P ~ 生 物 研　　　 遺 筆 1　　　 植 探 研 7 2


い ぬ び え E ch in o ch lo a c ru s- g a lli - 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 上 北 10


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 嬬 恋 10


え ご ま P er illa fru te sc en s B ri~ 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 資 作 育 研 2


きび P a n ic u m m ilia ce u m L . 農 研 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 資 作 育 研 3


しこ くび え E le u sin e c o ra c a n a (L . )~ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 嬬 恋 5


せ ん に ん こ く（ひ もげ い と う） A m a ra n th u s ca u d a tu s L . 種 苗 セ ン ター　 作 物 開 発　　　 資 作 育 研 2


そ ば F a g o p y ru m e scu len tu m M ~ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 北 海 道 中 央 2


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 後 志 2


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 胆 振 1


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 つ ・一勝 2


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 ＿．日 ヒ 2


た い ぬ び、え E ch in o ch lo a o r y zic o la - 種 苗 セ ン タ一一　 農 場　　　　　 上 北 5


て ん さい （多胚 ） B e ta v u lg a ris L . 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 八 海 道 中央 2


1／ 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 後 志 2


1／ ／′ 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 胆 振 2


〃 11 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 十 勝 2


〃 〃 種 苗 セ ン ター　 農 場　　　　　 嬬 恋 2
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植　　　　　　 物　　　　　　 名 機　　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


てんさい （多胚） B eta v u lg a ris L 種苗 センター　 農場　　　　　 八岳 1 2


ひめ たいぬびえ E ch in o ch lo a cru s- g a lli - 種苗 センター　 農場　　　　　 嬬恋 5


タかッタンそば F ag o p y ru m ta ta ric u m G a ~ 種苗 センター　 作物開発　　　 資作育研 5


雑穀 ・特用作物 計 140


うしのけ ぐさ属 F estu c a s p . 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 1


しろクロー バ T rifo liu m re p e n s L . 家畜 センター　 十勝牧場　　　 十勝牧場 6


とうもろこ し Z ea m a y s L . 北農試　　　　 飼 料資源　　　 飼作育研 60


〃 〃 九農試　　　　 畑地利用　　　 飼料作 育研 80


〃 ／1 種苗 センター　 農 場　　　　　 十勝 10


〃 〃 種苗セ ンター　 農 場　　　　　 八岳 10


〃 ／1 種苗 センター　 農 場　　　　　 沖縄 10


〃 〃 家畜 センター　 長野農場　　　 長野牧場 50


め どは ぎ L esp e d ez a cu n e a ta (D u m ~ 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 23


〃 1／ 東北農試　　　 草地　　　　　 牧草育種研 16


アル ファルファ M ed ic a g o sa tiv a L . 北農試　　　　 飼 料資源　　　 マ メ科牧研 8


〃 〃 種苗セ ンター　 農 場　　　　　 北海道 中央 2


〃 〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 2


11 ′′ 種苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 2


〃 〃 種苗セ ンタ「　 農 場　　　　　 十勝 2


〃 〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 上北 2


〃 ！1 家畜セ ンター　 十勝 牧場　　　 十勝牧場 6


イ タリア ンライグラス L oliu m m u ltiflo ru m L a m ~ 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 2


ウ ィルマ ンラブグラス E ra g r o stis su p e rb a P ey ~ 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育 法研 2


オーチ ャー ドグラス D ac ty lis g lo m e ra ta L . 草地試　　　　 育種　　　　　 育 1 研 39


〃 〃 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 16


〃 〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 北海道 中央 2


1／ 〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 2


〃 〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 2


JJ J／ 種苗セ ンター　 農場　　　　　 十勝 2


〃 〃 種苗セ ンター　 農場　　　　　 上北 2


〃 ／J 家畜セ ンター　 十勝 牧場　　　 十勝牧場 12


カブラブ ラグラス P an ic u m c o lo ra tu m L . v ~ 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育 法研 4


カラー ドギニア グラス P an ic u m c o lo a tu m L . 九農試　　　　 草 地　　　　　 牧草育 法研 3


ギニア グラス P an ic u m m a x im u m J a cq . 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 11


〃 ／1 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育法研 3


〃 〃 種 苗セ ン．ター ・熊本牧 場　　　 熊本牧場 37


ケンタ ッキーブ ルー グラス P oa p ra ten s is L . 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 11


〃 〃 北農試　　　　 飼料 資源　　　 イネ科牧研 5


／1 ／1 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 北海道 中央 3


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 3


〃 〃 種 苗セ ンター．農場　　　　　 胆振 3


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 十勝 4


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 上北 2


〃 〃 家畜セ ンター　 十勝牧 場　　　 十勝牧場 12


スイ ッチ グラス P an ic u m v irg a tu m L . 家畜セ ンター　 熊本牧 場　　　 熊本牧場 1


ソルガム （もろこ し） Sorg h u m b ic o lo r (L . ) M ~ ．草地試　　　　 育種　　　　　 育 2 研 10 0


1／ 〃 中国農試　　　 作物 開発　　　 育工研 80


ダ リグラス P asp a lu m d ila ta tu m P o i~ 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育 法研 12


デ ィジタ リア （フォニオ） D ig ita r ia ex ilis (K ip p ~ 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育 法研 1


トー ルフェス ク Festu c a a ru n d in a ce a S c ~ 家畜セ ンター　 十勝牧場　　　 十勝牧場 3


バ ビアグラス P as p a lu m n o ta tu m F lu e g - 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育種研 16


1／ 〃 家畜セ ンター　 熊本牧場　　　 熊本牧場 4


バ ルブパニ ックグラス P an ic u m b u lb o s u m H B K . 九農試　　　　 草 地　　　　　 牧草育 法研 1


パー プル トノブ クロ リス C h lo ris b a rb a ta S w a rtz 九農試　　　　 草 地　　　　　 牧草育 法研 1


ブ ッフェル グラス C en c h ru s c ilia ris L . 九農試　　　　 草地　　　　　 牧草育 法研 6


ブル ー パニ ックグラス P an ic u m a n tid o ta le R et - 家畜セ ンター　 熊本牧場　　　 熊本牧場 1


ペ レニアル ライグラス Lo liu m p e re n n e L . 草地試　　　　 育種　　　　　 育材研 9


〃 〃 北農試　　　　 飼料 資源　　　 イネ科牧研 30


′′ J′ 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 北海 道中央 2


1／ 〃 種 苗セ ンター　 農 場　　　　　 後志 2
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植　　　　　　 物　　　　　　 名 機　　 関 ・・・部 ・ 室 再増殖点数


ペ レニ アルライグ ラス Lo liu m p ere n n e L . 種 苗セ ンター　 農場 、　　　　 胆振 2


〃 〃 種 苗セ ンター i農場　　　　　 十勝 2


11 ．〃
種 苗セ ンター　 農場　　　　　 上 北 2


．／1 〃 家畜セ ンター　 十勝牧場　　　 十勝牧 場 12


メ ドフェス ク F estu ca p ra ten s is H u d s - 草地試　　　 育種　　　　 育材彿 8


〃 〃 家畜セ ンター ．十勝牧場　　　 十勝牧 場 5
リ一 ドカナリーグラえ（クサヨシ） Pha la ris a ru n d in a ce a L ~ 種 苗セ ンター ‘農場　　　　 北海道中央 1


〃 〃 種 革セ ンター　 農場　　　　 後志 1


〃 ／l 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 1


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 上 北 2
ロ一 ズグラス C hlo ris g a y a n a K u n th . 九農 試　　　　 草地　　　　　 牧 草育法研 10


牧草 ・飼料作物 計 787


いんげん まめ P ha se o lu s v u lg a ris L . 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 上 北 1


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 八岳 10


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 雲仙 10


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 沖縄 10


かぶ Br a ssic a ca m p e stris L .~ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2


か らしな B ra ssic a ju n c ea C ze rn .- 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 3


きゅ う り C uc u m is sa tiv u s L . 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 2


しゅん ぎ く C hry s a n th e m u m c o ro n a ri - 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2


すいか C itru llu s v u lg a r is S ch ~ 野菜茶試　　　 久留米　　　　 育 1 研 15


たかな B ra ssic a ju n ce a C ze rn .- 野菜 茶試　　 ‾野菜育　　　　 育 4 研 3
つけな （なたね類）． B ra ssic a n a p u s L . 野菜茶 試　　　 野菜育 ・　　 育 4 研 1


つけな （みずな類） B ra ssic a ca m p e stris L .~ 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 3


つけな （在 来菜種類） B ra ssic a ca m p e stris L .- 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 2


つけな （休業 類） B ra ssic a c a m p e stris L .~ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 4 研 ‘ 2
とうが らし C ap sicu m a n n u u m L . 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 3


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 北海道中央 2


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 2


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 2


／1 〃 ． 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 十勝 2


1／ 〃 種 苗セ ンター　 農場 一　　　　 上北 2


なす S o la n u m m e lo n g en a L . v ~- 野菜茶 試　　　 野菜育 1　　 育 3 研 32


ね ぎ A lliu m fistu lo su m L . 種 苗セ ンター ．農場 ・　　　 北海道中央 4


ま くわ うり C uc u m is m e lo L . v a r . m a - 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 13


ゆ うがお L ag e n a ria le u ca n th a R u ~ 野菜 茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 9


キャベツ B ra ssic a o lera c e a L . (~ 野菜茶 試　　　 野菜育 ．　　　 育 4 研 5


トマ ト L yc o p ers ico n e scu len tu - 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 27


／1 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 2


〃 ・〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 2


〃 ・〃 種 苗セン ター　 農場　　　　　 嬬 恋 2


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 雲仙 2


ピーマ ン C ap sicu m a n n u u m L . v a r ~ 野菜茶 試　　　 野菜育　　　　 育 3 研 10


ペ ボかぼ ちゃ C uc u rb ita p e p o L . 野菜茶試　　　 野菜育　　　　 育 2 研 1


メロ ン C ucu m is m e lo L . 野菜茶 試 r　　 野菜育　　　　 育 2 研 4


レ タス L ac tu c a s a tiv a L . 野菜茶 試　　 rこ盛 岡　　　　　 育 2 研 5


異種 かぼ ちゃ C uc u rb ita fic ifo lia B o ~ 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 胆振 1


西 洋かぼ ちゃ C uc u rb ita m a x im a D u ch . 種 苗セ・ンタ1－ ・農場 r　　　　 後志 1・


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 嬬恋 ．1


／1 ／1 種 苗セ ンター　 農 場 1


日本かぼ ちゃ C uc u rb ita m o sch a ta D u e - ・・野菜茶試　　　 野菜育 一　　　　 育 2 研 2


〃 〃 種 苗セ ンター　 農場　　　　　 後志 1


11 〃 種 苗セ ンタ一　 二農場 て　　　　　 胆振 ．1


1／ 〃 種 苗セ ンター　 農場1　　　　 妻恋 1


〃 〃 種 苗セ ンタ・ ・農場 1


野　　　　 菜 計 207


・合　　　　　　　　　　　　　 計 3 ，423


註）上記は配布単位の不足及び発芽率の低下により，センターバンクから再増殖を依頼した種子の点数
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7）配布実績（平成4年度）


〔4．4．1～5．3．31〕


区　　　分
国立試験


‘研究機関


公立試廠


研究機関
大　　 学


民　　 間


‥そ‘の他
外　 一国 合　 計


種　　 類
1，662 22 398 71． 20 2，173


（30） （3）‘ （4） （13） （3） （53）


麦　　 類 4 ，524 4 13 23 4，564


（22）－ （1） r　 （4） （2） （2白）


豆　　 類
323 109 5 5 2 444


（15） （3） （2）こ‾ （2）： （1）・ （23）


い　も　種
16


（4）


10


（1）


26


（5）


雑穀・特用 308 19 12 64 403


作　　　 物 （4） （3） （3） （3） （13）


牧・草 172・ 19 10 3 ．199 403


飼・料作物 （3） （2） （3） （2）一 （7） ．（17－）


果　 樹　類
1


（1）・


1


（1）


野　莱　類
98 4 73－ 40 ・133 ，348


（16） （2） （5） （15） （9） （47）


花　き　


緑化植物


12


（云）


12


（2・）


茶


桑


熱　 帯　 ・


亜熱帯作物


合　　　 計
7－，087 158 505 172 ‘452． 8，374


（90） （11） （17） （45） （27） （190）


〔上段：配布単位数／下段（）：配布件数〕
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配布実績（累計）


〔昭和61年1月25日～平成5年3月31日〕


区　　 分
国立試験


研究機関


公立試験


研究機関
大　　 学


民　　 間


そ　の 他
外　　 国 合　　 計


稲　　　 類
6，554 449 1，302 1，364 697 10，366


（237） （24） （54） （141） （43） （499）


麦　　　 類
21，975 89 380 162 1，407 24，013


（185） （10） （23） （21） （46） （285）


豆　　　 類
15，222 317 2，420 144 342 18，445


（154） （13） （34） （20） （27） （248）


い　 も　 類
90


（27）


105


（15）


195


（42）．


雑穀 ・特用 1，859 25 140 96 875 2，995


作　　　 物 （43） （3） （11） （28） （35） （120）


牧　草 1，845 121 111 321 681 3，079


飼 料 作 物 （47） （9） （16） （25） （46） （143）


果　 樹　 類
8 93 58 88 247


（1） （5） （14） （10） （30）


野　 菜　 類
1，731 79 307 686 1，508 4，311


（90） （12） （25） （96） （71） （294）


花　 き 14 1 15


緑 化 植 物 （4） （1） （5）


茶
5


（1）


5


（1）


桑
1


（1）


1


（1）


熱　 帯　 ・


亜熱帯作物


1


（1）


1


（1）


合　　 ．計
49，195 1，173 4，660 2，941 5，704 63，673


（758） （76） （163） （378） （294） （1，669）


〔上段：配布単位数／下段（）：配布件数〕
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4　遺伝資源情報管理・運営


1）情報管理システムの開発状況


（彰　パスポートデータ管理システムの開発


このシステムは，遺伝資源管理の基本となるハムポートデータ管理を効率的に行うため開発整


備しているものである。DBMSとしては，imformix－SQL，開発言語としては，SQL，4GL，


Cを使用している。


今年度は，新規開発はなく安定的にシステムは運営された。


②　在庫管理システムの開発


このシステムはジーンバンクでの在庫管理システムを開発することによって，ジーンバンク事


業の円滑な遂行をはかることを目的として開発を行っているものである。


今年度は，新規開発はなく安定的にシステムは運営された。


③　特性データ管理システムの開発


従来特性データは共同利用の大型計算機でデータベース化されており，ジーンバンクのコン


ピュータシステムには移植されていない。遺伝資源の効率的な管理，利用には，パスポートデー


タ，在庫管理データともに特性データが不可欠であり，ジーンバンクのシステムに移植するため


の開発を平成元年度から開始した。


平成2年度開発した特性マニュアルシステムに引き続き，昨年度同一のデータ辞書を使用し，


特性データテーブル作成SQL文を生成するプログラムを開発した。


今年度は，このデータ辞書を用い，全てのテーブルのデータ管理を行うプログラムを開発した。


これにより特性マニュアルに定めた植物について，すべてデータ入力が可能になった。


2）情報管理運営の実施状況


（彰　パスポートデータ


パスポートデータのデータベース化の年度別推移は以下のとおりである。


センター　　　　サブ


年　度　　　　　バンク分　　　　バンク分　　　　合　計


昭和60年度末　　　37，643


昭和61年度末　　　42，827


昭和62年度末　　　47，980


昭和63年度末　　　53，991


平成元年度末　　　59，687


平成2年度末　　　77，029


平成3年度末　　　78，663


平成4年度末　　　81，363


0　　　　　　37，643


0　　　　　　42，827


17　　　　　　47，997


41，271　　　　　95，262


51，742　　　　　111，429


69，802　　　　146，831


78，027　　　　156，690


89，325　　　　170，688
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農業生物資源研究所及び全国のサブバンクで保存されている遺伝資源の植物種類別パスポー


トデータの登録状況は以下のとおりである。


植物種 類 植　　 物 データ数 小　 計 植 物種類 植　　 物 デー タ数 小　 計


稲　　 類 稲 （水稲 ） 26 ，175


31 ，280


果　　 樹 栽培 りん ご 1，709


8 ，白74


稲 （陸稲 ）・、 ・2 ，747 もも 640
†の他 2 ，358 か き．


その他
412


6 ，113
麦　　 類 大麦


二条大 麦
14 ，312


2 ，435


49 ，767


野　　 菜 は くさい 863


20 ，106


小麦 24 ，812 だい こん 787
その他 8 ，208 いんげん まめ


ささげ
その他


2 ，083


1一550


14 ，－823豆　　 類 大豆


らっかせ い


その他


9 ，105


1 ，013
3 ，465 13 ，583 花　 き ・


緑化植物


き く


カーネー シ ョン


L もつけ 類


．837


44 5
19 6


2 ，096


い　 も　類 かん しょ 3 ，590


5 ，991


ばれ い しょ


その他


2 ，274


1 27


その他 61ム8


茶 茶 ・


や ぶつば き
5，829 ‾


804


7，443


雑 穀 ・ ・なたね 1 ，320


10 ，342


特用作物 あわ 1 ，197 つば き 632
さ とう‘きび
‘そば


てん さい


1 ，093


8 19


6 15


その他 178


桑 桑 （や ま桑 ） 862


2，170


ごま 536 ろ桑 610
その他 4 ，762 その他 698


牧 草 ・ とうもろ こし 4 ，822


18 ，124


熱帯 ・亜 パ イナ ップル 168
20 1飼料作物 ソルガム


・トー ルフ ェスク
その他


5 ，494


8 00
7 ，008


熱帯作物 その他 33


そ　 の 他 711


合　　 計 170 ，688


②　在庫管理データ


在庫管理データの年度別推移は以下のとおりである。


年　 度 受　　　 入 配　　　 布


受入処理　　 種 子庫番 地 申請件数　　 申請 品種 数


昭和61年度 0　　　　　　　　 0


57　　　　　 2，440昭和62年度 960　　　　　　　　 0
昭和63年度 6 ，952　　　　 53 ，379 2 76　　　　　 7，440


平成元年度 12 ，647　　　　 64，891 4 79　　　　 22 ，138
平成 2 年度 16 ，‘736　　　　 73 ，624 7 21　　　　 30 ，320
平成 3 年度 18 ，370　　　　 78 ，612 9 58　　　　 37 ，232
平成 4 年度 20 ，763　　　　 87，484 1 ，137　　　　 46 ，206
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③　特性データ


現在110種類の植物について特性調査マニュアルが定められており，1次～3次の形質につ


いて必須項目及び選択項目について計画的に調査が行われている。このうち比較的データ集


積が進んでいる植物についての蓄積状況は以下のとおりである。


植物種 類 植　　 物 一次 必　 一次選 二次必　 二次選 三次 必　 三次選 合　 計


稲　　 類 稲 8 ，568　 8 ，019 5 ，625　 7 ，102 6 ，496　 4 ，695 40，505


麦　　 類 大麦 3 ，009　　 995 40　　　 214 459　　　　 0 4，717


小麦 7 ，479　 3 ，496 922　　　 714 914　　　 269 13，794


豆　　 類 大豆 1，449　　　　 0 34白　　 352 0　　　　 0 2，149


あず き 283　　　　 0 0　　　　 0 0　　　　 0 283


い　 も　類 か ん しょ 4 ，601　　 474 891　 2 ，766 3　　　　 1 8 ，736


ばれ い しょ 3 ，582　　　　 0 497　　　 641 675　　　　 22 5，417


雑 穀 ・ な たね 4　　　 27 513　　　　 0 0′　　 55 599


特用作物 あ わ 363　　　　 0 0　　　 302 0　　　　 0 665


そば 38　　　　 0 0　　　　 8‾ 0　　　　 0 46


牧 草 ・ と うもろこ し 795　　　 203 ‘0　　　 458 202　　　　 0 1，658


飼料作物 ソルガム 711　　　 69 83　　　 352 0　　　　 0 1，215


果　　 樹 りん ご ．552　　 126 118　　　 406 0　　　　 0 1，202


もも 55　　　　 85 9　　　　 0 0　　　　 0 149


ぶ ど う 300　　　 291 193　　　 301 193　　 193 1，471


野　　 菜 は くさい 26　　　　 62 0　　　　 26 54　　　　 0 168


トマ ト 124　　　　 0 0　　　　 7 0　　　　 0 131


い ちご 431　　 283 278　　　 431 0　　　 247 1，670


花　 き ・ き く 111　　　 30 36　　　 10 20　　　　 0 207


緑化植物 カ「 ネー シ ョン 40　　　　 29 0　　　　 0 0　　　　 0 69


？つ じ 140　　 120 0　　　 111 120　　　　 0 491


茶 茶 642　　　 625 28 r　　 602 0　　 18．8 2，085


つば き 25　　　　 25 0　　　　 0 0　　　　 0 50


桑 桑 2 ，021　 134 38　　 123 119　　　　 0 2，435


合　 ‘計 40 ，257 17 ，466 10 ，920 17 ，423 10 ，678　 6 ，350 103，094


注）全ての植物を網羅して記載していないので縦の集計は合計と一致しない。
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